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xiii

序

チベット研究は，日本に限らず世界的にも，「世界の屋根」と称され「地図上の空白」
であった秘境チベットへの探検的好奇心と，仏教の一形態ではあるが，他にもまして秘
教的で神秘的な「ラマ教」への関心とを両軸として 18-19 世紀に始まった，比較的新し
い分野と言えるであろう。日本ではその先駆者として河口慧海 (1866-1945)，寺本婉雅
(1872-1940) らが挙げられるが，いずれも仏典を求めてチベットを目指し，そこから数多
くのチベット語仏典を日本にもたらした。
　こうして始まったチベット研究は，当然の帰結として仏教研究が主目的であり，チベッ
ト語研究・理解はその必須前提ではあったが，それ自体が目的ではなく補助学でしかな
かった。寺本婉雅の弟子で，フランスに渡り，サンスクリット語 (梵語)・チベット語 (西
蔵語)・中国語 (漢語) の仏典を文献学的に比較校訂（梵蔵漢合壁・対照）する近代仏教学
を習得し，その日本への導入・確立に大きな功績のあった山口益 (1895-1976) は自らの
学問領域を「仏教チベット学」と定義した。この言葉には，仏教研究の一部としての，そ
してそれに資するものとしてのチベット研究という主従関係が明らかに見てとれる。その
彼は，チベット仏典の意義に関して，チベット大蔵経がサンスクリット原典の機械的とも
いえるほどの直訳であるところに意義を認め，古典チベット語は，それを通してサンスク
リット語が「透視」できるがゆえに貴重であると述べている。言い換えれば，彼にとって
チベット語はサンスクリット語への経由点でしかなく，チベット語自体は眼中になかった
と言える。
　第二次世界大戦後，民俗学，文化人類学などの台頭に伴って，チベット語研究・理解の
位置づけに変化が生じたとはいえ，未だにこの傾向が続いている。日本の大学でチベット
語が教科として設けられているのは，ほとんどが仏教学の枠組みの中であり，辞書・文法
書といった教材・研究工具もサンスクリット語を「透視」するために用意されてきたもの
が多く，チベット語そのものの学習，理解，研究は副次的にしか考慮されておらず，極め
て不十分である。
　こうした現状の中で，本チベット語文法書は文字通り画期的であり，従来の類書とは明
確に一線を画している。「仏教チベット学」の枠を離れ，チベット語自体の特徴，構造が
初めて明らかにされたといえる。私自身は 1960年代後半に，山口益の弟子であり，古典
チベット語文法学 (チベットにおけるチベット人自身による文法研究) の第一人者である
稲葉正就 (1915-1990) 先生から仏典研究に必須な言語としてのチベット語を習った。忘
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れもしないが，チベット文字を教わった直後から，教本として用いられたのは『能断金剛
般若経』のチベット語訳であり，その講義はチベット語の講義というよりは，仏教学講義
であった。それはそれで教わるところは多くあったが，チベット語そのものの理解に関し
ては，けっきょくはさほど教わるところはなかったと言える。こうしてチベット語の基礎
的，本質的知識がないままで，その後もっぱらチベット文献を扱うようになり半世紀近く
になるが，今に至ってもチベット語の理解，読解に関しては隔靴掻痒の感が拭えず，覚束
ないままであるというのが正直なところである。
　今この文法書を読んでみると，今まで気になっていたこと，確信が持てなかったことの
多くに対して，体系的に明確に説明がされており，長年のうやむやが雲散霧消し，まさに
隔世の感を禁じえない。その爽快さを喜ぶと同時に，これから本文法書でチベット語を学
ぶ人たちの恵まれた学習環境に一抹の羨ましさすら覚える次第である。チベット人著者の
多くが用いる「私はこの本を著すことにした」という意味のチベット語の古典的表現が，
従来のように「わたしによってこの論述がなされるべきである」といった，直訳ではある
がそのじつ著者の真意を正しく伝えていない一種の「誤訳」が，今後はなくなることを
願ってやまない。
　著者に満腔の謝意と讃辞を捧げる。

2016年 1月 31日

今枝 由郎
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はじめに

本書は 14世紀の歴史物語文献『王統明鏡史』(,@WoVLZo<ZWoLT`oMcoWd=on Rgyal rabs gsal
ba’i me long) を典拠とし，そこに記された古典チベット語の文法を調査し，体系的に記
述した文法書である。
　筆者は 2009年度より，チベット語文語文法記述研究会を立ち上げ，共同研究者の浅井
万友美氏，今枝由郎氏，海老原志穂氏，三浦順子氏とともに『王統明鏡史』の翻訳を行い
ながら，同時に文法に関する調査・記述研究を進めてきた。研究会の目的は，物語文献を
正確に読み解くために，そこに書かれたチベット語の姿をより明確に捉えるということで
あった。これまでに出版されたチベット語の文法書はいくつもあるが，チベットの伝統文
法に則ったものか，様々な時代の，様々なジャンルの文献から用例を集めて記述したもの
が多く，文法形式の機能を必ずしも詳細には捉えきれていないように思われた。そこで思
い切って文献を一つに絞り，その文献が書かれた時代の言語状況を描き出すという方法を
取ることにした。
　現代語の現地調査 (フィールドワーク) を行うつもりで『王統明鏡史』の世界に飛び込
み，文法形式を丹念に拾い出し，文脈を詳しく考察しながら，その形式の多様な機能の調
査・記述を積み重ねていった。特に浅井，海老原両氏とは多数の文法形式を分担して，各
自調査し，研究会で議論を積み重ね，さらに検証しなおすという取り組みを続けた。場合
によっては他の時代，ジャンルの文献も参照しながらの作業であった。特定の形式の全て
の用例にあたって検討するという作業を通じて，様々な発見があり，各文法形式の機能の
詳細を明らかにすることができた。その時の発見はこの文法書の記述に活かされている。
　本書は，チベット語のあるべき姿を示した規範文法ではなく，特定の文献に用いられて
いるチベット語の姿を描き出した記述文法である。記述のスタイルも，チベット語の伝統
文法とは異なり，言語学的な手法で執筆したものである。こうした手法に依れば，時代や
ジャンルの異なる別の文献を選んだ場合，本書とは異なるチベット語文法を描くことがで
きるはずである。本書を利用する際には，この点を念頭に置いていただきたい。他の文献
を読む際に本書を参照すると，時代や地域によるチベット語の共通点や相違点に気づくこ
とがあるだろう。本書を通じ，時代を超えて継承され，変化してきたチベット語の姿をほ
んの一端でもお伝えできれば幸甚である。
　『王統明鏡史』は木版本と写本がそれぞれ複数伝わっており，木版本の最も古いものは，
15世紀に開版されたラサ版である。この木版本はロシアのサンクトペテルブルク大学の



xvi

図書館に所蔵されており，それをもとにクズネツォフ (Kuznetsov) がもう一つのより新
しい木版本であるデルゲ版と比較・校訂した本が出版されている (下記底本等 1)。本書の
底本は，このデルゲ版を底本とした活字版で，北京の民族出版社から出版されたものであ
る (底本等 2)。14世紀の言語状況をそのまま反映しているわけではないことは認識した
上で，それでもなおこの時代の文法的特徴が表れていることを，適宜ラサ版やデルゲ版，
その他の写本を参照して確認しつつ執筆を進めた。
　本書は現時点における古典チベット語文法に関する一つの研究成果を示したものであ
り，今後のチベット語研究の新しい展開のために少しでも寄与しうるものとなることを
願っている。将来のチベット語研究の進展のために，読者諸氏ならびに諸先生方のご叱正
ご批判を乞う次第である。
　なお，本書に先立って，2015年 4月に『王統明鏡史』の邦訳『チベット仏教王伝—ソ
ンツェン・ガンポ物語』(今枝由郎監訳，岩波文庫) が刊行された。ぜひ本書と併せてお読
みいただきたい。また，本書と同時に『現代チベット語動詞辞典』(星泉著，東京外国語大
学アジア・アフリカ言語文化研究所) が再版される運びとなったので，併せてご利用いた
だければ幸いである。
　本書の完成には，多くの方々のご協力があったことは言うまでもない。特に，執筆を最
初に筆者に勧めてくださった今枝由郎先生は筆者を常に温かい言葉で励まし，支えてくだ
さった。今枝先生をはじめ，浅井万友美，海老原志穂，三浦順子の各氏は，毎週月曜日に
朝から夕方まで数時間を費やす研究会での議論に継続的に参加し，さらには本書の原稿を
何度も丹念に読んで幾多の有益な意見を寄せてくれた。また，2012年から 2年間にわた
り研究会に参加してくれた西沢史仁氏，2013年夏に実施した 4週間に及ぶ連日の訳文検
討会で懇切丁寧にご指導くださった青海師範大学のソナム・トンドゥプ先生をはじめ，お
世話になった全ての方に心からの感謝を申し上げる。
　本書は，文部科学省特別教育研究経費「急速に失われつつある言語多様性に関する国
際研究連携体制の構築 (LingDy)」(東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所，
2008-2012年度)，文部科学省特別経費「言語の動態と多様性に関する国際研究ネットワー
クの新展開 (LingDy2)」(東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所，2013-2015
年度)，および科学研究費補助金基盤研究 (Ａ)「チベット語最古層の形成とその構造推移：
データベース解析による辞書と歴史文法の編纂」(研究代表者: 武内紹人 (神戸市外国語大
学)，2012-2017 年度，研究課題番号: 24242015) の研究成果の一部である。研究会の開
催，資料の収集等に際してはこれらのプロジェクトに大変お世話になった。ここに記して
感謝申し上げる。

2016年 3月 3日

星　泉
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底本等
本書の底本および底本に準じる文献として参照したものは以下の通りである。

1. Rgyal rabs gsal ba’i me long, Sa skya pa bsod nams rgyal mtshan, 北京：民族出版社,

1981年 (初版), 1993年 (第 2版).
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Brill, 1966.
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略号一覧
第 IV部以降，例文を提示する際には，説明の便宜上，語・句レベルで分かち書きをし，その下に

略号による文法グロス (文法注釈) と逐語訳を付した上で，最終行に訳文を示す。

1 …1人称
2 …2人称
3 …3人称
ABL …起格助詞
ADJ …形容詞
ADJN …形容詞的名詞
ADJVZ …形容詞化助詞
ADV …副詞, 副詞句
ADVLZ …副詞化助詞
ADVN …副詞的名詞
ALT …選択詞
AP …副助詞
AUX …助動詞
caus …使役
COM …共格助詞
COMP …比格助詞
CONJN …接続助詞，副詞接尾辞
CONJNP…接続詞
COP …判断動詞 (コピュラ)

DAT …与格助詞
DEM …指示詞
DL …双数
ERG …能格助詞
expl …説明
EXT …存在動詞
fut …未来
GEN …属格助詞
GSM …王統明鏡史
HON …敬語形
HS …伝聞
HUM …謙譲語形
IMPR …命令形
impr …命令

INDF …不定限定詞
infer …推量
IPF …未完了形
IPF:A …未完了能動形 (Actor)

IPF:U …未完了所動形 (Undergoer)

lit. …文字通りの意味
LOC …位格助詞
N …名詞
NEG …否定辞
NMLZ…名詞化助詞，名詞接尾辞
opt …祈願
PF …完了形
pf …完了
PL …複数化助詞
PLN …地名
PN …人名
prog …進行中，習慣反復
Q …疑問詞
QM …疑問接辞
QT …引用助詞
rqst …依頼
rslt …結果状態
SPKR …話者表示語
SRC …源格助詞
TERM…終助詞
TOP …提題副助詞
TRNS …到格助詞
V …動詞
vol …意志
# …語境界
= …接語境界
- …形態素境界 (文法グロスの場合)

※ V:IPF は動詞の未完了形，V:HON は動詞の敬語形，1=ERG は 1 人称に能格助詞の独立形式が接語と

して付されたもの，1.ERG は 1 人称と能格助詞の結合形式 (音声的に融合しているもの) となる。
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第 1章

発音概説

チベット語の発音は，時代により地域により大きな差異がある。会話の際に用いられる
口語音と，書かれたものを読む際に用いられる読書音にも差があり，読書音自体，地域差
がある。ここでは現代チベット語ラサ方言の発音に基づき解説する。口語音を中心に記述
するが，読書音の特徴については必要に応じて随時触れる。

1 声調
チベット語のうち，アムドのチベット語には声調はないが，ラサ方言を含むウー・ツァ
ンのチベット語やカムのチベット語には声調がある。
ラサ方言の声調は音節単位ではなく，単語単位でパターンが決まっている。単語の最初
の部分が高始まりか，低始まりか，を意識することが重要である。それぞれ高声調，低声
調と呼ぶ。声調記号は，単語の前に記す。1音節語と 2音節語の声調パターンをそれぞれ
把握することが重要である。声調は，文中でより重要な語を発音する際に強調される。

1.1 1音節語の声調
1音節語で，短母音，開音節の（母音で終る）単語は，高く平らか低く平らとなる。

　非降調　

高声調 ¯ya (高平調)

低声調 ´ya (低平調)

1音節語のうち，長母音の単語や閉音節の単語（子音で終る単語）については，単語の
末尾にも注目する必要がある。末尾が降調になるか，ならないか，という点に注目する。
それぞれ降調，非降調と呼ぶ。
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　非降調　 　降調　

高声調 ¯yaa (高平調) `yaa (高降調)

低声調 ´yaa (低昇調) ˆyaa (低降調)

高声調で始まり，末尾が非降調のものは，高く平らに発音する。記号は先ほどの ¯ を
使って表す。高平調（高声調＋非降調）。
低声調で始まり，末尾が非降調のものは，低く始まり，若干上昇する発音となる。記号
は ´ を使って表す。低昇調（低声調＋非降調）。
高声調で始まり，末尾が降調のものは，文字通り高い所から降りるように発音する。記
号は ` を使う。高降調（高声調＋降調）。
低声調で始まり，末尾が降調のものは，低く始まり，若干上昇して下がる発音となる。
記号は ˆ を使う。低降調（低声調＋降調）。

1.2 2音節語の声調
チベット語にもっとも多いのは 2音節からなる単語である。3音節以上の語も基本的に
は 2音節語がベースになる。この声調パターンを把握するのはたいへん重要である。

2音節語の声調パターンは，1音節目は H (high: 高く平ら)か L (low: 低く平ら)，2音
節目は H (high: 高止まり)か F (falling: 高いところから降下)となり，その組み合せで
4つのパターンとなる。

　非降調　 　降調　

高声調 ¯yamaa (HH) `yamaa (HF)

低声調 ´yamaa (LH) ˆyamaa (LF)

　

1.3 3音節以上の語の声調と軽声
3音節語では，最初の 2音節までが上述の 2音節語の声調パターンを取り，最後の 1音
節は軽く添えるように発音されることが多い (例：¯yamaa ya)。軽く添えるように発音
する声調を軽声と呼ぶ。本書では軽声は声調記号を付さずに記す。また，最初の 1音節が
1音節語の声調パターンを取り，続く 2音節を 2音節語の声調パターンで発音することも
ある (例：¯ya ´mama)。4音節語では，2音節ごとに分けて発音されることが多い (例：
¯yama ¯yama)。ただし，3音節目以降は軽声で発音されることもある。
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2 子音
音節初頭子音として，破裂音，破擦音のグループ，鼻子音，接近音，摩擦音を順に紹介
し，続いて音節末子音について述べる。

2.1 破裂音，破擦音
破裂音，破擦音は調音点別にみると 7種類，それぞれ無気音，有気音，前鼻音付き有声
音が揃うと全部で 21種類となる。前鼻音付き有声音とは，有声音の前に同じ調音点の鼻
子音を軽く添えるように発する音であるが，このグループの音を持たない人びともいる。
その場合は無気音か有気音の対立しかないので，14種類となる。
ここでは，次章で述べるチベット文字の配列順に即して紹介する。[ ]内には国際音声字
母にもとづく音声表記を示した。

無気音 有気音 前鼻音付 有声音

カ段 (軟口蓋破裂音) k [k] kh [kh] ng [Ng]

チャ段 (歯茎硬口蓋破擦音) ty [tC] tyh [tCh] ndy [ődý]

タ段 (歯茎破裂音) t [t] th [th] nd [nd]

パ段 (両唇破裂音) p [p] ph [ph] nb [mb]

ツァ段 (歯茎破擦音) ts [>ts] tsh [>tsh] ndz [n
>
dz]

キャ段 (硬口蓋破裂音) ky [
>
kj] kyh [

>
kjh] ngy [N>gj]

タ段 (反り舌破裂音) tr [ú] trh [úh] ndr [ïã]
　

破裂音，破擦音の発音に関する注意点
1. 無気音か有気音かを区別するのは，単語の冒頭のみである。語中では基本的に無気
音となる (丁寧に発音すると有気音になることもある)。また，前鼻音付き有声音
も，単語の冒頭でのみ現れる。

2. 日本人の耳には高声調の無気音 (例えば ¯ka) は無声音 (清音) に，低声調の無気音
(例えば ´ka) は有声音 (濁音) に聞こえるが，チベット語話者にとってはあくまで
声調の高低の区別である。

3. 日本人にとって難しいのは高声調の無気音 (例えば ¯ka) である。日本人の標準的
な発音では，単語の冒頭では気音が漏れて有気音 (例えば ¯kha) になってしまいが
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ちなので，注意を要する。高声調の無気音を発音する際には喉を緊張させて，息を
漏らさないように発音する必要がある。

　

声調別の発音ポイント（カ段の場合）

無気音 有気音

高声調 ¯ka（喉を緊張させて高く） ¯kha（高くかつ息を出して）

低声調 ´ka（日本語の「ガ」に近く） ´kha（低くかつ息を出して）

´nga（低く「ンガ」の要領で）

◆単語例：

• ¯koo （革，革舟），¯khoo（汁），´ko（入り口），´khuu（テント），´ngo（頭）
• `tyaa（鉄），¯tyhu（水），ˆtyee（忘れる），´tyha（茶），´ndya（虹）
• ¯ta（馬），¯tho（メモ），´to（石），ˆthuu（毒），ˆnduu（存在する）
• ¯pu（体毛），¯phu（息），ˆpuu（奥），´phu（息子，男の子），´nbu（虫）
• ¯tsa（草），¯tsha（塩），ˆtsoo（尽きる），´tshoopo（汚ない），´ndzið（証書）
• ¯kyo（悲しむ），¯kyhu（群れ），´kyu（材料），´kyhað（塀），´ngyoko（速い）
• ¯tra（髪），¯trhom（市場），´tra（音），´trho（小麦），´ndro（行く）

2.2 鼻子音
鼻子音は 4種類ある。高声調，低声調ともにある。
また，n 以外には対応する無声音がある。単語の冒頭かつ高声調でのみ現れる。鼻子音
を発する構えをした状態で最初に鼻から息を抜き，即座にその鼻子音を発すれば発音でき
る。頻度は限られており，またこの音を持たない人びともいる。

有声音 N [N] ny [ő] n [n] m [m]

無声音 hN [N
˚

N] hny [ő
˚

ő] hm[m
˚

m]
　　
　◆単語例：

• ´Na（私），¯Na（5），`hNöö（炒め上がる）
• ´nya（魚），¯nyii（2），`hnyee（なめし上がる）
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• ´na（病む，痛む），¯na（誓い）
• ´maa（バター），¯ma（傷，怪我），`hmatyið（行かなかった）

2.3 接近音
調音器官を接近させて発音するタイプのもので，w，y，r，l の 4種類がある。
注意を要するのはそり舌接近音 r。単語の冒頭では，やや摩擦音がかった発音になる。
語中では摩擦が小さくなる。

y，r，l に関しては，対応する無声摩擦音が存在する。語頭にしか現れず，声調も高声
調のみである。

有声音 w [w] y [j] r [ô] l [l]

無声音 hy [ç] hr [ù] hl [ì]
　

◆単語例：

• ´woomo（狐），¯wað（力，権力）
• ´yaa（上に），`yaa（雄ヤク）
• ´ra（山羊），¯riirii（球体の），¯hrako（立派な）
• ´la（峠，山），¯lama（ラマ），¯hla（神）

2.4 摩擦音
調音器官を摩擦させて発音するタイプのもので，s，sy，h の 3種類がある。s と sy は
高声調，低声調いずれでも現れるが，h は高声調にしか現れない。sy は日本語の「シャ」
の子音とほぼ同じである。

無声音 s [s] sy [C] h [h]

　◆単語例：

• ´so（作る），¯sa（土地，場所）
• ´syo（ヨーグルト），¯syo（サイコロ）
• ¯hayað（アルミ鍋）
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2.5 音節末子音
音節末に立ち得る子音としては，-k，-N，-p，-m，-r の 5種類がある。*1

◆単語例：

• ´rikpa（知恵），´lakpa（手），´rokpa（連れ，友達）
• ´miN（名前），´naNpa（仏教徒），`syiNtoo（果物）
• `thap（かまど），`thapsyee（手段）
• `kham（カム地方），¯khampa（カムの人），´sampa（橋）
• ¯par（写真），´nor（財物）

3 母音
母音には基本の 5母音と中舌 3母音の計 8母音がある。*2

母音には短母音と長母音，鼻母音がある。*3

以下は母音表記の一覧表である。[ ]内には国際音声字母にもとづく音声表記を示した。

基本 5母音 中舌 3母音

短母音 a [ a ] i [ i ] u [ u ] e [ e ] o [ o ] ä [ æ ] ü [ 0 ] ö [ œ ]

長母音 aa ii uu ee oo ää üü öö

鼻母音 að ið uð eð oð äð üð öð

-k ak ik uk ek ok

-N aN iN uN eN oN

-p ap ip up ep op

-m am im um em om

-r ar ir ur er or

　

*1 文字制定当時は，これ以外に -d，-n，-l，-sの 4種類があったと考えられるが，音韻変化により一部が消
失した。

*2 文字制定当時には 5母音であったと考えられるが，音韻変化により一部の音節末子音が消失し，その代わ
りとして中舌 3母音が生じた。

*3 文字制定当時は短母音のみであったと考えられるが，音韻変化により一部の音節末子音が消失し，その代
わりとして長母音や鼻母音が生じた。
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◆単語例：

• `taa（トラ），¯saapa（新しい），¯phakpa（豚）
• ¯kyhi（犬），´syimi（猫），´nyima（太陽，日にち）
• ˆluu（羊），¯syuku（紙）
• ´me（火），¯seepo（黄色）
• `phoo（給料），`tyhoo（方向），´lokta（邪見）
• ¯tshää（野菜），´phää（羊毛），ˆrää（木綿），¯mäð（薬）
• ˆthüü（時），`phüü（初物），´rüü（腐る）
• ˆphöö（チベット），`tyhöö（法，仏法），´phöð（ポン教），¯söð（種）
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第 2章

チベット文字概説と基本の文字

チベット文字はインド系文字のひとつである。7世紀半ばの吐蕃王朝時代に，当時北イ
ンドで用いられていたグプタ文字から形を借りて当時のチベット語に対応させたのがチ
ベット文字のはじまりである。一部，チベット文字独自の工夫がなされている。そのひと
つとして，音節の切れ目を示すツェクという記号がある。ツェクについては後ほど解説
する。
文字が制定されてから 3世紀ほどの間に正書法の改定が 3度行われたが，それ以降は基
本的に改定が行われていないため，その間に発音の変化が進み，綴り字とずれが生じてそ
の関係がやや複雑になっている。ただし，発音と文字の間にはかなり規則的な対応関係が
見られる。以下は主にその対応関係の解説となる。
なお，チベット文字には様々な書体があり，必要に応じて使い分けられている。ここで
学ぶのはウチェン体で，印刷物で通常用いられる書体である。手書き書体にはウメー体が
ある。

1 基本 30字
基本の子音字，チベット語で <ZWo1>cHo `säätyee，として以下の 30文字がある。大まか
に「破裂音・破擦音・鼻子音のグループ」と「接近音・摩擦音・鼻子音のグループ」に分
けて文字と発音の対応関係についてみていく。ここでの発音表記はラサ方言に基づくもの
である。

【破裂音・破擦音・鼻子音のグループ】
破裂音・破擦音が 15文字，また対応する鼻子音が 4文字ある。
破裂音・破擦音については，それぞれの調音点について高声調・無気音，高声調・有気
音，および低声調・有気音の文字がある。



第 2章 チベット文字概説と基本の文字 11

高声調 低声調

調音点 無気音 有気音 有気音 鼻子音

カ段 :　¯ka ;　¯kha <　´kha =　´Na

チャ段 >　¯tya ?　¯tyha @　´tyha A　´nya

タ段 F　¯ta G　¯tha H　´tha I　´na

パ段 J　¯pa K　¯pha L　´pha M　´ma

ツァ段 N　¯tsa O　¯tsha P　´tsha

【接近音・摩擦音のグループ】
yaや laなどの接近音および syaや saなどの摩擦音に対応する文字が 11文字ある。

低声調 Q　´wa R　´sya S　´sa T　´a

U　´ya V　´ra W　´la

高声調 X　¯sya Z　¯sa [　¯ha \　¯a

　

2 母音記号
母音記号 H1>=Zo `yað には下記に示す通り，4種類がある。子音字が単独で音節をなす

ときは，母音 aを含む。

記号なし ` (´khiku) b (´syapkyu) c (´ndreNpu) d (´naro)

:　¯ka :̀　¯ki 1q　¯ku :c　¯ke :d　¯ko

\　¯a \̀　¯i \b　¯u \c　¯e \d　¯o
　
　　※ ( )内は母音記号の名称

2.1 母音記号を含む文字の綴り字読み
綴り字読みとは，音節を構成する文字の構成要素を 1つずつ分析的に発音して，最後に
その音節の読み方を発音する方法で，チベット文字の学習の際や綴りを口頭で伝える際な
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どに伝統的に用いられてきた読み方である。今後，新しい構成要素を学ぶたびに綴り字読
みのやり方を紹介するが，まずは母音記号を含む 1音節語の綴り字読みを紹介する。

:̀　¯ka ´khiku ¯ki

1q　¯ka ´syapkyu ¯ku

:c　¯ka ´ndreNpu ¯ke

:d　¯ka ´naro ¯ko

3 音節区切り点ツェクと句読線シェー
音節と音節の切れ目にツェク OU<o `tshek という点を打つ。音節は音のまとまりでもあ
り，意味を持つ最小のまとまりでもある。また，句や節，文の切れ目など，日本語の句読
点に相当する位置にはシェー XHo `syää という縦線を記す。
例えば，「私はヨーグルトが好き」という意味の文をチベット文字で示すとしたら， 音
節の切れ目にツェク，文末にシェーを配置して以下のように記される。

例文：=oRdoWoH<Tn

語釈：=o ´Na (私)，Rdo ´syo (ヨーグルト)，Wo la (～に対して)，H<To ´ka (好む)

◆単語例：

;o ¯kha（口）　　=o ´Na（私）　　

?bo ¯tyhu（水）　　@o ´tyha（茶）　　Ao ´nya（魚）

Gdo ¯tho（メモ）　　Kdo ¯pho（男）　　Mdo ´mo（女）

OUo ¯tshe（寿命）　　Rdo ´syo（ヨーグルト）　

V`o ´ri（山）　　Wdo ´lo（年）　　Zbo ¯su（誰）

?bo;o ¯tyhuka（川縁）　　M̀oOUo ´mitse（人生）　　KdoMdo ¯phomo（男女）
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第 3章

音節構造と後置字

1 音節構造
音節の中核をなす文字は基字 M̀=o<R`o ´miNsyi（以下，●で表す）である。これを中心
に，その上下左右にサテライトのように要素が組み合わさり，多様な意味を表す音節文字
を作る。例えば下図は最大組み合わさった場合を図示したものである。
　
　　
　◎
▽
●
△
○○　　　　　例：　L<^H<Zo

　　

• 基字の上下に結合する要素としては，下接字（△），上接字（▽）がある。下接字
は，基字の表す子音の調音点を変える（例えばカ音→キャ音，パ音→チャ音など）
働きをする。上接字は，基字の表す子音の質を変えることがある。

• 基字の後に組み合わさる要素としては，後置字 $cZoT@b<o ˆtyeðtyuu（○），さらに
その後につく再後置字 U=oT@b<o ˆyaNtyuu（○）がある。後置字は音節の母音の音
色を変化させたり，音節末子音を付加する働きをする。再後置字は声調を降調に変
える働きをすることがある。

• 基字の前に組み合わさる要素としては，前置字 N dIoT@b<o `Nöðtyuu（◎）がある。
前置字は，基字の表す子音の質を変えることがある。

• 基字スロットの上下には母音記号が付く。母音記号は音節の母音を決定する。

基字一つにつき，最少で 1パターンから最大 24パターンがあり得る。そのパターンは
次に示す表の通り。
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下接字なし 下接字あり

前置字・上接字なし 　● 　●○ (○) 　●△ 　●△○ (○)

前置字あり ◎● ◎●○ (○) ◎●△ ◎●△○ (○)

上接字あり 　▽● 　▽●○ (○) 　
▽
●
△

　
▽
●
△
○ (○)

前置字・上接字あり ◎▽● ◎▽●○ (○) ◎
▽
●
△

◎
▽
●
△
○ (○)

2 後置字
後置字は歴史的に音節末の子音を表していたものであるが，一部の音節末子音は消失し
て，母音が長母音化したり，中舌母音化するなどしている。
後置字として立ちうる文字は -<，-=，-H，-I，-L，-M，-T，-V，-W，-Zの十種類である。
母音が変化しないタイプと中舌母音化するものを分けて示す。

母音変化なし 中舌母音化

-< -= -L -M -T -V -H -I -W -Z

a ak, aa aN, að ap am a ar, aa ää äð ää ää

i ik, ii iN, ið ip im ir, ii ii ið ii ii

u uk, uu uN, uð up um ur, uu üü üð üü üü

e ek, ee eN, eð ep em er, ee ee eð ee ee

o ok, oo oN, oð op om or, oo öö öð öö öö

語末で降調 ↘ ↘ ↘ ↘

-< および -= は，2種類の発音があるが，前者は主に語中で，後者は語末に現れること
が多い。-= の場合，母音が i や u の時は，語末でも末子音が現れることが多い。

-V も 2種類の発音があるが，文語では前者が多く，口語では後者が多い。ただし，口
語でも単語によっては r をはっきりと発音する場合もある。
全般に，文語読みの場合は末子音を明瞭に発音することが多い。
後置字 -<，-H，-L，-Z が単語の末尾に現れた場合，その単語は必ず降調となる (上述
の表の最下段を参照。↘印が語末で降調となるものを指す)。それ以外の後置字が単語の
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末尾に現れた場合は基本的に非降調である (単語によっては降調になる場合もある)。

◆単語例（母音変化なし）：

?<o `tyhaa（壊れる）　V<o ˆraa（真鍮） 　Wb<o ˆluu（羊）　Gb<o `thuu（出会う）

I=o ´nað（中，内側）　M̀=o ´miN（名前）　;d=o ¯khoð（彼，彼女）

;Lo `khap（針）　WLo ˆlap（言う）　7qLo ˆnup（西）　GdLo `thop（得る）

WMo ´lam（道）　UbMo ´yum（母 hon）　HdMo ´thom（熊）　

MVo ´maa（バター）　SbVo ´suu, ´sur（角）　IdVo ´nor（財物）

◆単語例（中舌母音化）：

OHo `tshää（程度）　U`Ho ˆyii（心）　KbHo `phüü（初物）　LdHo ˆphöö（チベット）　

WIo ´läð（返事）　KIo ¯phäð（役に立つ）　1qIo ¯küð（全て）　LdIo ´phöð（ポン教）

LWo ´phää（羊毛）　KbWo ¯phüü（捧げる pf）　VbWo ´rüü（腐る）

VZo ˆrää（綿布）　WbZo ˆlüü（肉体）　?dZo `tyhöö（法，仏法）　GdZo `thöö（聞こえる）

2.1 後置字を含む文字の綴り字読み

後置字を含む文字は，基字と母音記号，後置字をそれぞれ順に発音し，最後に単語全体

の音をまとめて発音すればよい。綴り字読みについては p. 11 参照。

LWo　´pha ´la ´phää

KbWo　¯pha ´syapkyu ¯phu ´la ¯phüü

?dZo　¯tyha ´naro ¯tyho ¯sa `tyhöö

3 再後置字
後置字の -<，-=，-L，-M の後にはさらに -Z が付くことがある。これを再後置字と呼
ぶ。発音はされない。
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-<Z -=Z -LZ -MZ

a ak, aa aN, að ap am

i ik, ii iN, ið ip im

u uk, uu uN, uð up um

e ek, ee eN, eð ep em

o ok, oo oN, oð op om

語末で降調 ↘ ↘ ↘ ↘

再後置字 -Z が単語の末尾に現れた場合，その単語は必ず降調となる。
古い時代にはもう一つの再後置字 -H が存在したが，音韻変化で失われたためか，正書
法の改訂の際に不要とされ，書かれなくなった。この再後置字は書かれないが連声規則
にその名残が見られる。この点については第 III 部「語と句＞動詞＞隠れた再後置字 H」
(p. 97) で説明する。

◆単語例：

?<Zo `tyhaa（なる）　V`<Zo ˆrik（類）　Gb<Zo `thuu（心 hon）

<=Zo ˆkhað（雪）　S=Zo ˆsað（銅）

GLZo `thap（方法）　RLZo ˆsyap（足 hon）

ZcMZo `sem（心）　;MZo `kham（カム地方）

3.1 再後置字を含む文字の綴り字読み
再後置字を含む文字は，基字と母音記号，後置字，再後置字をそれぞれ発音し，最後に
まとめて発音すればよい。

?<Zo　¯tyha ´kha ¯sa `tyhaa

V`<Zo　´ra ´khiku ´ri ´kha ¯sa ˆrik

RLZo　´sya ´pha ¯sa ˆsyap

※ここまでは単音節語の例のみを挙げてきたが，複数音節語の発音については，p. 28
を参照のこと。
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第 4章

結合文字

ここでは，基字に下接字や上接字が結合した文字とその発音について学ぶ。

1 下接字
下接字は，基字の下につく文字である。 {（QoSbVo ´wasuu）， =（UoLF<Zo ˆyataa），
F（VoLF<Zo ˆrataa）， V（WoLF<Zo ˆlataa）の 4種類がある。歴史的には基字によって表
される子音と下接字によって表される子音の連続を表すものであったが， { は音声的に
は消失，一方， =　 F　 Vは，組み合わさった基字の発音とは相当異なる発音として現
れるので注意を要する。

• {（´wasuu）はかなり多くの基字につくが，基字の発音は変化しない。
• =（ˆyataa）はカ段の基字とパ段の基字につく。カ段の基字につくとカ音からキャ
音に変化する。パ段の基字につくとパ音からチャ音に変化する。

• F（ˆrataa）はカ段，タ段，パ段の基字について，そり舌音に変化する。また，摩
擦音の Z，[ にもつく。

• V （ˆlataa）はカ段，パ段の基字の一部について，la音に変化する。また，摩擦
音の Z，接近音の V にもつき，la音をつくる。S と組み合わさった場合のみ，nda
音に変化する。

1.1 下接字 {
以下のような組み合わせがある。発音は基字と同じである。

1{ ;x 3} H| ){ Ox R| Wx 9{ : {

◆単語例：
Oxo ¯tsha（塩）　　R|oMdo ´syamo（帽子）
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1.2 下接字 =

;= ;? != /> 0 > 1> M?

¯kya ¯kyha ´kyha ¯tya ¯tyha ´tyha ´nya

◆単語例：

;?`o ¯kyhi（犬）　　<^o ¯kyhu（群れ）　　!=d=o ´kyhoð（損）

0>d<Zo `tyhoo（方向）　　 1>=o ´tyhað（北）　　 2 ^o2qo ´nyuku（芽，苗）

1.3 下接字 F

1F ;D 2F HI JD KD LD MD ZD :L

¯tra ¯trha ´trha ´trha ¯tra ¯trha ´trha ´ma ¯tra, ¯sa ¯hra

◆単語例：

;D`o ¯trhi（万，台座）　　2)o ´trhu（舟）

HIoMo ´trhama（立派な）

KDIoLbo ¯trhäðpu（少々）　　LD<o ˆtrhaa（岩）

ZDIoMo ¯träðma（豆）　　ZDZo `sää（子息 hon）

1.4 下接字 V

1V 2V LV SV wV ZV

¯la ¯la ¯la ´nda ¯la ¯la

◆単語例：

1]o ¯lu（龍）　　2Vo ¯la（賃金）

LVoMo ¯lama（ラマ）

S]MoJdo ´ndumpo（球体の）　　 w ]=o ¯luð（風）　　ZVoJdo ¯lapo（濃度が薄い）
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1.5 下接字が 2つ組み合わさったもの
数は少ないが，2. ´trha，0' ¯cha などの例がある。

◆単語例：
2.oJo ´trhapa（僧侶）

1.6 下接字を伴う文字の綴り字読み
1{　¯ka ´wasuu ¯ka
;=　¯ka ˆyataa ¯kya
1F　¯ka ˆrataa ¯tra
1V　¯ka ˆlataa ¯la

2 上接字
上接字は，基字の上につく文字である。V（VoM<do ´raðko），W（WoM<do ´laðko），Z（Zo
M<do ¯saðko）の 3種類がある。歴史的には上接字によって表される子音と基字によって表
される子音の連続を表すものであったが，音韻変化により上接字に相当する子音的な要素
は消失した。しかし，有気音を無気音化したり，低声調の鼻子音を高声調にしたりする。
上接字 V の形は基字と異なるので注意を要する。
上接字はおもに破裂音・破擦音グループの文字に付く。このうち高声調かつ有気音の基
字には上接字は付かない。
接近音・摩擦音グループの中では，基字 [ にのみ付く。

以下のポイントを押さえておくとよい。

• 破裂音・破擦音グループの高声調かつ無気音のグループに上接字が付いても子音は
変化しない。

• 破裂音・破擦音グループの低声調かつ有気音のグループに上接字が付くと無気音化
する（一部のものは前鼻音付き有声音となる）。

• 鼻子音に上接字が付くと高声調化する。

以下に，上接字と基字の組み合わせと対応する発音を挙げる。
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2.1 上接字＋基字 (破裂音・破擦音グループ)

! 9? <? " 9A <A # s N

¯ka ¯ka ¯ka ´ka ´ka ´ka ¯Na ¯Na ¯Na

9C $ 9E 8F <F

¯tya ´tya ´ndya ¯nya ¯nya

% 9K <K & 9M <M ' <N

¯ta ¯ta ¯ta ´ta ´nda ´ta ¯na ¯na

9O R ( 9Q <Q [ <R

¯pa ¯pa ´pa ´pa ´pa ¯ma ¯ma

) S *

¯tsa ¯tsa ´tsa

◆単語例：

!=oJo ¯kaNpa（足）　 9?Y<ZoJo ¯kukpa（おしの，馬鹿な）　<?Ho `kää（声，ことば）

<Ado ´ko（入り口）　 9A=oKb<o ˆkaNpuu（膀胱）

#o ¯Na（太鼓）　 so ¯Na（5）　NoJdo ¯Napo（早い）

9C<Zo `tyaa（鉄）　$cZo ˆtyee (後)　　 9E=o;bo ´ndyaNku (緑色)

8F `=oJo ¯nyiNpa（古い）　<FIoJdo ¯nyäðpo（面白い，耳に心地よい）

%o ¯ta（馬）　 9Ko ¯ta（見る ipf:a）　<K<o `taa（虎）

&do ´to（石）　 9M<o ˆndaa（なめる ipf:a）　<M coOIo ´tetsän（部門）

'doJdo ¯nopo（鋭い）　<No;o ¯naka（種類）

R=o ¯paN (草地)　　(owVLZo ˆpalap（波）

[o ¯ma（傷）　<RIo ¯mäð （薬）

)TZo `tsii（計算）　　*oMo ´tsama（素焼きの器）
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2.2 上接字＋基字 (摩擦音)

破裂音・破擦音以外で上接字を持つのは [o のみ，組み合わせも 9Zo ¯hla のみである。

◆単語例：9Zo ¯hla（神）　　 9Zo;=o ¯hlakað（仏堂）

2.3 上接字を伴う文字の綴り字読み
!　´ra `kataa ¯ka

3 上接字＋基字＋下接字
上接字と下接字の両方の組み合わせをもつ結合文字は限られている。

+@ <\@ ,@ <^@ \@ <k@ 0@ <l @ ){

¯kya ¯kya ´kya ´kya ¯tya ´tya ¯nya ¯nya ¯tsa

<\H <^H \H <kH <l H

¯tra ´tra ¯tra ´tra ¯ma

◆単語例：

+@=o ¯kyað（チベットノロバ*1）　　<\@doJdo ¯kyopo（悲しい，貧しい）　　

,@WoJdo ´kyääpo（王）　　<^!Vo ´kyur, ´kyuu（変える ipf:a）　　

\@`oOV<Zo `tyitsoo（社会）　　<k@=o ´tyað, ˆtyað（学ぶ ipf:u）　　

<l@do ¯nyo（狂う ipf）　　<l!o2qo ¯nyuku（ペン，筆）

<\Ho ¯tra（髪）　　<^Ho ´tra（音）　　\H doJdo ¯tropo（快適な，美味しい hon）　　

<kH=o)To ´traNtsi（蜂蜜）　　<lHo ¯ma（言う ipf）　　){o ¯tsa（草）

3.1 上接字と下接字を伴う文字の綴り字読み
+@　´ra `kataa ¯ka ˆyataa ¯kya
<\H　¯sa `kataa ¯ka ˆrataa ¯tra

*1 野生のロバの一種。
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第 5章

前置字

前置字とは基字の前に置かれる文字である。<-，H-，L-，M-，T- の 5種類がある。上接
字同様，発音されることはない。ただし，有気音を無気音化したり，前鼻音付き有声音化
したり，低声調の鼻子音を高声調にしたりする。以下のポイントを押さえておくとよい。

• 破裂音・破擦音グループの高声調のグループに前置字が付いても，子音の音価は変
化しない。

• 破裂音・破擦音グループの低声調かつ有気音のグループに前置字 <-，H-，L- が付
くと無気音化する。それらに前置字 M-，T- が付くと前鼻音付き有声音になる。

• 鼻子音に前置字が付くと，高声調化する。
• 基字 L に前置字 H- が付くと，高声調化し，さらに子音も変化する。
• 摩擦音グループに前置字が付いても，子音は変化しない。
• 基字 U に前置字 <- が付くと，高声調化する。
• 前置字のうち， L- のみ，上接字を持つ文字に付くことがある。

1 前置字＋基字 (＋下接字) (破裂音・破擦音グループ)

H:- L:- M;- T;- H<- L<- M<- T<- H=- M=-

¯ka ¯ka ¯kha ¯kha ´ka ´ka ´nga ´nga ¯Na ¯Na

H;=- L;=- M;?- T;?- H!=- L! =- M!=- T!=-

¯kya ¯kya ¯kyha ¯kyha ´kya ´kya ´ngya ´ngya

H1F- L1F- M;D- T;D- H2F- L2F- M2F- T2F-

¯tra ¯tra ¯trha ¯trha ´tra ´tra ´ndra ´ndra
　



第 5章 前置字 23

◆単語例：

H:ToWZo `kalää（苦労）　　L:To ¯ka（命令）　　M;ZoJdo ¯khääpo（巧みな）　

H<ToJdo ´kapo（好きな）　　L<doLXTo ´kosya（分配）　　T<Io ´ngäð（責任）　

H=bWo ¯Nüü（銀，お金）　　M=<o `Naa（依頼する ipf）

H;=`Wo ¯kyii（中央）　　M;?cIo `kyheð（分かる hon）　T;?<o `kyhaa（冷える ipf）　

M!=d<ZoWMo ´ngyoklam（早道）　T! =dHoZcMZo ˆngyöösem（後悔の念）

L1FoX̀Zo `trasyii（吉祥）　　T;D`Ho `trhii（率いる ipf）

H2Fo ´tra（敵）　　M2FdIo;=o ´ndrönkað（旅館）　　T2Fdo ´ndro（行く ipf）

<>- L>- M?- T?- M@- T@- <A- MA-

¯tya ¯tya ¯tyha ¯tyha ´ndya ´ndya ¯nya ¯nya

<F- LF- MG- TG- <H- LH- MH- TH- <I- MI-

¯ta ¯ta ¯tha ¯tha ´ta ´ta ´nda ´nda ¯na ¯na

TH I-

´ndra

◆単語例：

<>̀<o `tyik, `tyii（1）　L>bo ¯tyu（10）　

T?Vo<R`o ¯tyhaasyi（計画）　M?dHoMco ¯tyhööme（灯明）　

M@Wo ´ndyää（会う hum）　T@Wo ´ndyää（はかる）

<ÀZo ¯nyii（2）　　MAcZoJdo ¯nyeepo（好きな hon）

<FcVoMo ¯terma（埋蔵経典）　LF<Zo `taa（付ける pf）　　

MGToT;dLo `thakop（辺境）　TGMo ¯tham（抱く ipf）

<Hd=o ´toð（顔）　　LHcoJdo ´tepo（元気な）　　

MHd<o ˆndoo（色）　T6qo;=o ´ndukað（集会堂）　

<I=o ¯nað（なさる hon）　　MIToMo ¯nama（嫁）

THIoJdo ´ndrapo（似ている）
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HJ- 　 　 TK- HL- 　　 　 TL- HM- 　　

¯pa ¯pha ¯wa ´nba ¯ma

H/>- T0>- H1>- T1>- HM?-

¯tya ¯tyha ¯ya ´ndya ¯nya

HJD- TKD- HLD- TLD-

¯tra ¯trha ¯ra ´ndra

<N- LN- MO- TO- 　 　 MP- TP- 　

¯tsa ¯tsa ¯tsha ¯tsha ´ndza ´ndza

上記のうち，HL-，H1>-，HLD- は高声調であり，特殊な発音になっていることに留意して
いただきたい（基字の発音は低声調の破裂音）。
例えば，HLbo ¯u，HLco ¯e，H1>`o ¯yi，H1 >co ¯ye のようになる。

◆単語例：

HJToLdo ¯pawo, ¯pao（英雄）　　TKVo ¯phar, ¯phaa（上がる，増える）　

HL=o ¯wað（権力，力）　HLbo ¯u（頭 hon）　TLbo ´nbu（虫）　　　

HM<o `maa（戦争）　HM̀<Zo `mik（目指す）

H/>o;DWo ¯tyaträä（租税）　T0>o<R dHo `tyhamöö（嘲笑）　

H1>=Zo `yað（メロディー）　T1>dVo ´ndyor, ´ndyoo（届く，着く）　

HM?WoLo ¯nyala*1（地獄）

T0(WoT;dVo ¯trhüükoo（機械）　　TLDd<oJo ´ndrokpa（牧畜民）

<N=o ¯tsað（ツァン地方）　<NVoLdo ¯tsowo, ¯tsoo（主要なもの）

MOVo ¯tsho（湖）　TO=o<o ¯tshaNka（混雑）　

MPHo<Ado ´ndzääko（儀式）　　TP VMo ˆndzom（集まる ipf）

*1 語幹の後置字と接尾辞が融合している。
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2 前置字＋上接字＋基字 (＋下接字)

L!- L<?- L"- L<A- L#- LN-

¯ka ¯ka ´ka ´ka ¯Na ¯Na

L+@- L<\@- L,@- L<^ @-

¯kya ¯kya ´kya ´kya

L<\H- L<^ H-

¯tra ´tra

◆単語例：

L!dZoMo ¯kööma（彫刻）　　L<?WoJo ¯kääpa（永劫，極めて長い時間）

<AdMo ˆkom (瞑想する ipf:a)　　<MY<oLNWo ´tuNää（苦しみ）

L+@=Zo0><o `kyaNtyaa（全身を投げ出す五体投地）

L<\Hd<Zo `troo (鳴らす pf)　　L<^ H`<Zo ˆtrik, ˆtrii (整える pf)

L$- L8F- L<F-

´tya ¯nya ¯nya

L%- L<K- L&- L9M- L<M- L'- L<N-

¯ta ¯ta ´ta ´nda ´ta ¯na ¯na

L)- LS- L*-

¯tsa ¯tsa ´tsa

◆単語例：

L$co ´tye（替える ipf:u）　L$cHo ˆtyee（忘れる）　L<FWo ¯nyää（寝かせる ipf:u）

L%IoJdo ¯täðpo（確実な）　　L<KIoJo ¯täðpa（ブッダの教え）

L&o ´ta（合図）　　L'LoZcMZo `napsem（どん欲な心）

L)VIoT2)Zo `tsöðtrüü（努力）　　LQWZoMo ´tsüüma（偽物，嘘）
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3 前置字＋基字 (＋下接字) (接近音・摩擦音グループ)

<R- LR- <S- LS- <U- <X- LX- <Z- LZ-

´sya ´sya ´sa ´sa ¯ya ¯sya ¯sya ¯sa ¯sa

◆単語例：

<RZo ˆsyää（歌）　LRdIo ´syön（乗る ipf:u, pf）

<STo ´sa（曜日）　　LSToO=o ´satsað（夫婦）

<U<o `yaa（雄ヤク）　　<Ubo ¯yu（トルコ石）

<X̀Zo:o ¯syiika（性格）　LXHo `syää（話す ipf:u, pf）

<ZdoV`<o `sorii（医学）　　LZ=o `sað（薫香）

LS V- LwV- LZV- LZD-

´nda ¯la ¯la ¯sa, ¯tra

◆単語例：

LwV<o `laa（失う ipf）　LZVLo1>o ¯laptya（学問，教え）　L<(Lo `sup (撹拌する ipf:u)

4 前置字を伴う文字の綴り字読み
<RZo　´kha ˆoo ´sya ¯sa ˆsyää
T6qo　´a ˆoo ´tha ´syapkyu ´ndu
L!o　´pha ˆoo ´ra `kataa ¯ka
L+@o　´pha ˆoo ´ra `kataa ¯ka ˆyataa ¯kya
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第 6章

文字と発音に関する補足

1 T の特別な用法
T は ´atyuð (小さいア) と呼ばれ，長母音を表したり，指小辞や属格助詞の一部として
用いられることがある。

長母音を表す -T
外来語の表記に用いられることが多い。

W"o ´laa（ロウ*1）　

5%oWT`oLVoMo ¯taalää ¯lama（ダライ・ラマ*2）

指小辞 -Tb
<Tbo ´khau（仏がん*3）　

1>`Tbo ´tyhiu（小鳥）　

WcTbo ´leu（章）

なお，指小辞には他に，2qo，Lbo などがある。ただし，これらは組み合わせが決まってお
り，新たな組み合わせが作られることはない。

属格助詞 -T`
属格助詞には独立形と融合形とがあるが，このうち融合形は -T` を用いて表す。
=o ´Na（私）→ =T`o ´Nää（私の）

Lbo ´phu（息子）→ LbT`o ´phüü（息子の）

*1 漢語「蝋」からの借用語。
*2 ダライはモンゴル語で「海」の意味。
*3 携帯用の仏壇。



28 第 I部 発音と文字

属格助詞については第 IV部「単文＞格助詞の機能＞属格助詞」(p. 155) を参照。

2 接尾辞 Lo, Ldo の読み方
単独で発音した場合とは異なり，接尾辞として第 2音節に現れた場合は Lo は wa，Ldo
は wo と発音される。より口語的な発音では，前の音節の母音が o または u の場合は，接
尾辞の w の音価は消失し，oo という長母音となることがある（単語例の :doLo を参照）。

◆単語例：

VcoLo ´rewa（希望）　　:doLo　¯kowa, ¯koo（革）　　;oLo ¯khawa（雪）

OoLdo ¯tshawo （孫，甥）　7qoLdo ´nuwo （兄）　　V`oLdo ´riwo（山）

3 複数音節語における変音ルール
2音節語の発音は，一つ一つの音節を単純に足し合わせただけでは正確な発音とはなら
ず，第 2音節が常に高声調，第 2音節では気音が消失するなどのルールがあるのでそれら
を以下で解説する。

3.1 2音節語の声調
2音節語を文字で読むときには，1音節ずつをそれぞれ発音するのではなく，2音節語
の声調パターンに当てはめて読む必要がある。

2音節語の声調パターンは基本的に，H (high 高く平ら)，L (low 低く平ら)，F (falling
高いところから降下) という 3 つの要素の組み合わせとなる。出だしが高声調か低声調
か，また終わりが降調か非降調かという組み合わせである，という点では，1音節語の場
合と同じであるが，2音節語の場合は，1音節目は高く平らか低く平らに決まっており，2
音節目の出だしは常に高いという点が特徴的である。2音節目は高く平らか，高いところ
から降下するかのいずれかのパターンとなる。
文字との関係で言えば，2音節目に低い声調の文字，例えば Mo などであっても，高声
調で発音される。

　非降調　 　降調　

高声調 ¯yamaa (HH) `yamaa (HF)

低声調 ´yamaa (LH) ˆyamaa (LF)

その他の変音ルールも含めて以下，例を上げて示す。
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第 2音節の高声調化
文字を単独で発音した場合の声調にかかわらず，第 2音節の初頭の声調は高くなる。

\oMo （母親）¯a (H) + ´ma (L)　→　¯ama (HH)

WdoIo（年齢）´lo (L) + ´na (L)　→　´lona (LH)

◆単語例：
TdoMo ´oma（ミルク）　　Wbo2qo ´luku（子羊）

第 2音節における気音の消失
文字を単独で発音した場合に気音を帯びていても，第 2音節では無気音化する。

JoKo（父親） ¯pa ＋ ¯pha　→　¯papa

◆単語例：
M̀oOUo ´mitse（人生，寿命）　　IoOo ´natsa（病気）　　MoLbo ´mapu（母子）

後置字・再後置字を含む 2音節語と声調
2音節語の第 1音節目の末尾に後置字 -<，-H，-L，-Z および再後置字 -Z が現れても，

降調にはならず，第 1音節は高く平らか低く平らになる点に注意する。

◆第 1音節が高く平ら (H) となる単語例：

Gb<oJo ¯thukpa（麺類，粥類） HH

J<ZoJo ¯pakpa（皮）HH

K<oJo ¯phakpa（豚）HH

◆第 1音節が低く平ら（L）となる単語例：

W<oJo ´lakpa（手）　 LH

Vd<ZoJo ´rokpa（友，連れ，友人） LH

WZo:o ´lääka（仕事）　 LH

<=ZoV`o ´khaNri（雪山）　 LH

HcLoGcVo ´thepter（史書）LH
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◆第 2音節が降調（F）となる単語例：

X̀=oI<Zo `syiNnaa（森）　 HF

IHoUMZo ˆnääyam（伝染病）　 LF

M̀oWbZo ˆmilüü（人の肉体）　 LF

3.2 鼻音化

2音節語の第 2音節を表す文字列に前置字 M- か T- が含まれる場合，また，第 2音節

の冒頭が 9E，9Mo である場合は，第 1音節の母音が鼻母音化されることが多い。*4

◆前置字 M- が含まれる単語例：
<?Yo ¯ku ＋ M6qIo ´nduð ＝<?YoM6qIo ¯kuðtüð（御前）

<?Yo ¯ku ＋ M2FdIo ´ndröð = <?YoM2FdIo ¯kuðtröð（客 hon）

◆前置字 T- が含まれる単語例：
<? Yo ¯ku ＋ TKDc=o ¯trheð＝<?YoTKDc=o ¯kuðtreð（第～代）

H;=`Wo ¯kyii ＋ T;dVo ¯khoo ＝H;=`WoT;dVo ¯kyiðkoo（マンダラ）

H<dZo ˆköö ＋ THdHo ˆndöö = H<dZoTHdHo ˆköðtöö（必要と望み）

◆第 2音節冒頭が 9E-，9M- である単語例：
LdHo ˆphöö ＋ 9Ed=Zo ˆndyoð = LdHo9E d=Zo ˆphöðtyoð（チベットの地）

UbWo ´yüü ＋ 9Ed=Zo ˆndyoð = UbWo9E d=Zo ˆyüðtyoð（風景）

H<To ´ka ＋ 9MIo ´ndäð = H<To9MIo ´kaðtäð（ガンデン寺）
　　　

3.3 母音の同化
i や u のような狭口母音がある場合は，その前後の音節の母音が狭く変化することが
ある。

o→ u　<\!Vo ¯kyuu ＋ Mdo ´mo ＝ <\!VoMdo ¯kyuumu（酸っぱい）

o→ u　R`Mo ´syim ＋ Jdo ¯po ＝ R`MoJdo ´syimpu（おいしい）

*4 これらの前置字を含む文字列がもともと前鼻音を持つ子音であったことによる名残りと考えられる。
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逆に，広口母音にあわせて広く変化する場合もある。

u→ o　Lbo ´phu ＋ Mdo ´mo ＝ LboMdo ´phomo (娘，女の子)

3.4 短母音化

後置字-Hをもつ音節が 2 音節語の第 1 音節にくる場合，その音節が短くなることが

ある。

<?H `kää (声，ことば) は普通，単独の場合でも「<?Ho2F<Z `käätraa (名声)」のような単

語の一部に現れる場合でも，長母音として現れるのが普通である。しかし「<?Ho?o ¯käca

(話)」のように短母音で現れることもある。頻度の高い単語ではこのように短母音化す

ることがある。他にも，LdHoJo ´phöpa (チベット人)，M?dHoJo ¯chöpa (供物)，THdHoJo
´ndöpa (欲，望み) などの例がある。

以下の例は，短母音化と母音の同化が両方起こっている例である。

<\@`HoJdo ¯kyipu（心地よい，幸せな）

4 文字と発音のズレ
これまで示してきたルールに即して発音されないケースもあるので，その一部を紹介
する。

◆下接字 F が発音されない単語例：
下接字を無視して発音する代表的な単語例として次のものが挙げられる。

\H=o0(<o `paNtruu (乞食の子)　\HcTbo ¯piu (猿)

◆第 2音節が接尾辞 -Mo を伴う場合，降調化する単語例：
降調化する代表的な単語例を挙げる。

,!oMo ˆkyumaa (腸)　NoMo `ngäämaa (昔，以前)　+WIoMo `kumaa (泥棒)
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◆第 2音節の要素が第 1音節の末子音として発音される単語例：

第 III部で取り上げる数詞 (p. 61) には特にそうした例が多い。

L>bo<>̀<o `tyuktyii (11)　LR`oL>bo ´syiptyu (40)　 soL,@o ¯ngapkya (500)

LVoLD=o ¯laprað (ラマの私邸)　,!oMOIo ´kyumtsäð (理由)

◆母音記号が発音されない単語例：

母音記号が c で，後置字＋再後置字 -<Z，-=Zo が後続する場合は，母音記号が発音さ
れないケースもある。下記の動詞がその代表的な例である。

LRc=Zo ˆsyað (立つ，建立する [敬語])　<Xc<Zo `syaa (逝去する [敬語])

◆否定辞 Mo- の発音：
否定辞 Mo は接続する動詞の声調や気音の有無に基いて発音が変わる。後続する動詞が
高声調であれば，Mo は高声調で発音され，低声調であれば，Mo も低声調で発音される。
また，後続する動詞が高声調で有気音の場合，Mo は無声化して ¯hma- と発音される。

Mo<I=o ¯manað (与えなかった)

MoWLo ˆmalap (言わなかった)

Mo0>`Io `hmatyið (行かなかった)

◆動詞「知る」の例外的な発音：

よく用いられる動詞の一つで，「知る」という意味を表す XcZo は，動詞として発音され
る場合には `syeð という例外的な発音になる。また，その敬語形である M;?cIo は降調化し
て，`kyheð という発音になる。

5 縮約表記
チベット文字の伝統的な表記法に縮約表記がある。例えば，次に挙げるように，2音節
語を 1音節に縮約して表記するといったものである。

L1FoX̀Zo　→　L1F`Zo　 (吉祥)

UcoXcZo　→　UrZo　 (智慧)

他にも後置字と再後置字の組み合わせ -<Zo を -Bo と表記する縮約表記もある。
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《尊格等の名称》

Z=Zo,@Zn `saNkyää (ブッダ，仏，如来)

1>=o?bLoZcMZoHJTn ˆtyhaNtyup ¯sempa (菩薩)

?dZo<\@d=on `tyhöökyoð (護法神)

TdHoHJ<oMcHn ˆööpaa mää (無量光仏)

OUoHJ<oMcHn `tshepaa mää (無量寿仏)

@doLdo9";=oMboIcn ´tyhoo ¯syaakya ´mune (ブッダ・シャーキャムニ，釈迦牟尼仏)

\@IoVZo<S`<Zn `tyäðrää sii (観音菩薩)

Gb<Zo$co?cIoJdn ¯thuutye ¯tyheðpo (大悲観音菩薩)

L>bo<>̀<oRWn `tyuktyii syää (十一面観音菩薩)

T@MoHJWoH1>=Zn ´ndyampää yað (文殊菩薩)

,@WoLo1>MZoJn ´kyawa ´tyhampa (弥勒菩薩)

$coLNbIo<^HdWoMn ´tyetsüð ´trööma (ターラー菩薩)

2qoVboV`IoJdo?cn ´kuru ´riðpo tye (グル・リンポチェ)

,@WoLoV`IoJdo?cn ´kyawa ´riðpo tye (ダライ・ラマ)

JEo?cIoV`IoJdo?cn ¯päðtyeð ´riðpo tye (パンチェン・ラマ)

HJWo9MIo9ZoMdn ¯paðtäð ¯hlamo (パンデン・ラモ)

,@Wo?cIoLR`n ´kyäätyeð ´syi (四天王)

M̀oWoVZoJn ´mila ´rääpa (ミラ・レーパ)

L1FoX̀Zo%<ZoL,@Hn `trasyii `taakyää (八吉祥模様)

　　<6q<Zn ˆtuu (傘)

　　<ZcVoAn ¯sernya (金の魚)

　　LbMoJn ´phumpa (瓶)

　　,@WoMOIn ´kyäðtsäð (幢幡)

　　JHoMn ¯päma (蓮華)

　　6q=on ´thuð (ほら貝)

　　HJWoLcTbn ¯pääpeu (吉祥紐)

　　T;dVoWdn ¯khorlo (法輪)
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第 7章

辞書の配列

チベット語の辞書では，見出し語は一般に下記の順序で配列されている。

1. 見出し語はまず，基字 30字の順序によって次のように配列される。
:　;　<　=　>　?　@　A　F　G　H　I　J　K　L　M　N　O　P
Q　R　S　T　U　V　W　X　Z　[　\

2. 同じ基字を持つ語は，下記の表に基づいて，同一横列内では左から右に，そして横
列は上から下の順に配列される。

3. 下記の表で同じ特徴を持つグループ (例：前置字・上接字なし，下接字なし) は，母
音記号の有無によって a，i，u，e，oの順に配列される。

4. 同じ母音記号を持つグループは，後置字（＋再後置字）の有無によって次のように
配列される。
後置字なし　-<　-<Z　-=　-=Z　-H　-I　-L　-LZ　-M　-MZ　-T　-V　-W　-Z

5. 母音記号，後置字まで同じグループは同じ箇所に集められ，第 2音節以降の文字の
配列順に従って配列される。

下接字なし 下接字あり

前置字・上接字なし 　● 　●○ (○) 　●△ 　●△○ (○)

前置字あり ◎● ◎●○ (○) ◎●△ ◎●△○ (○)

上接字あり 　▽● 　▽●○ (○) 　
▽
●
△

　
▽
●
△
○ (○)

前置字・上接字あり ◎▽● ◎▽●○ (○) ◎
▽
●
△

◎
▽
●
△
○ (○)

配列の具体例：
【:】 :oLn　1qIoH<Tn　H:ToWZn　L:Tn　+WIoMn　<?YoTHIn　<\ Hn　L<? d=on
【Z】 Zo?n　Zdn　Zd=on　ZVoJdn　ZVdLn　<Z=oLn　LZ=on　LZVLn　LZVLZn
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配列の具体例 (蔵漢大辞典より)：

この辞典はチベット語の見出し語にまずチベット語で解釈が付され，それに対する漢語
訳が付されるという形をとっている。見出し語の項目に派生語，複合語の他，コロケー
ション等も併記されていて有用である。ここに示したページは @n の冒頭で，見出し語の
第 1音節は全て @o であるので，第 2音節の文字列が上述で示した配列に倣っていること
を確認していただきたい。
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《サンスクリット表記》
サンスクリットからの借用語をチベット文字で転写する場合のルールを示す。

(1) サンスクリットの ca は N に対応する
　サンスクリットの ca, cha, ja, jha は，チベット文字のチャ段ではなくツァ段
を用いて，N, O, P, 5Z のように表す。
(2) 反転字
　チベット文字の基本 30字にない，そり舌音の系列の文字は，F, G, H, I, X を
反転させた文字 B, C, D, E, Y を対応させる。
(3) 有声有気音の系列

　!Z (gha)　 5Z (jha)　)Z (d.ha)　-Z (dha)　 1Z (bha)

(4) サンスクリット母音表示
　母音記号については，短母音はチベット語と同じであるが，長母音については
例えば次のように表記する。

　1# (kā)　1#` (k̄i)　1"Y (kū)　:r (kai)　:s (kau)

　\" (ā)　\"` (̄i)　\" Z (ū)　\r (ai)　\s (au)

　また，アヌスヴァーラは \iのように表記する。
(5) サンスクリット転写の実例

　仏陀 (buddha)： LbHo-Zo　　蓮 (padma)： J-Ro　または　JHoMo
　ガウタマ (gautama)： <soFoMo　　学者 (pan.d. ita)： J*I`Fo
　弥勒菩薩 (maitreya)： Mro5LcoUo
　上記に二通りの転写を示したように，表記は必ずしも統一が取れているわけ
ではない。

(6) チベット語表記への転用
　後置字-Mo を アヌスヴァーラで代用したり，-<Zoを -Boで代用したり，数字と
同じ綴りの箇所には数字を使用したり，といったことが，特に写本などによく見
られる。

　Wio = WMo，　WBo = W<Zo，　4Io = LR`Io
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第 8章

チベット語の文の組み立て

第 II部では，序論として，文の基本構造，品詞，単文・複文といった，文法の基本概念
について解説する。

1 文と語
チベット語の表現における基本的な単位は「文」である。しかし「文」という単位は，
形式上，日本語の句点あるいは欧米語のピリオドなどに相当する終止符の使用が必須では
ないため，それほど明確には示されない。通常の文章は，ある一定の内容的まとまりを
持った「文」が複数集まって構成されていると言える。*1

「文」を構成する基本的な単位は「語」である。「語」には，名詞や動詞のような内容を
もった「内容語」と，助動詞や助詞のように「語」とともに用いられて文中における「語」
の機能を決める「機能語」がある。

2 文の基本構造
文の基本構造をなすものは，「述語」，「補語」，「修飾語」という要素であるが，このうち
文の成立に必須の要素は「述語」である。
例えば，「私はうまい肉を食べた」という場合，文末の「食べた」が述語であり，「私」

「（うまい）肉」が補語である。「うまい」は「肉」を修飾する修飾語である。
これらの要素の配列順を「語順」という。チベット語の基本語順では，文の成立に必須
の要素である「述語」が文末の位置を占める。その前に「補語」（いわゆる主語，目的語な
ど）が並ぶ。「補語」どうしの間の語順は比較的自由である。
「修飾語」については，上の例でいうと「うまい」のような名詞修飾語（形容詞）の場合
は，日本語と逆の，「名詞＋形容詞」という語順になる。副詞のような動詞修飾語の場合

*1 第 III 部「語と句＞助詞＞終助詞の形態と機能」(p. 111) および巻末の「付録＞句読線と文頭記号」
(p. 281) を参照。



40 第 II部 文法序論

は，述語の動詞よりも前に置かれる。

3 語と品詞
語は文中における働きによって種類分けされる。前述のとおり，語は内容語と機能語に
分けることができる。このうち内容語は，その文法的特徴に基づき，名詞類と動詞類に分
類できる。また，機能語は，助動詞と助詞類に分類できる。そして語以外のものとして接
辞がある。以下，それぞれの類について説明する。

■内容語 名詞類は補語の中心的な役割を果たすもの，動詞類は単独で述語の働きをする
ものである。これらはそれぞれ，文法的働きからみた分類，語の組み立てからみた分類，
意味的性質からみた分類をすることができる。

内容語：

⎡

⎢⎢⎢⎢⎢⎢⎣

名詞類

⎧
⎪⎨

⎪⎩

文法的働きによる分類：名詞，形容詞
語の組み立てによる分類：単純名詞，派生名詞，複合名詞
意味的性質による分類：普通名詞，人称名詞，形容詞，数詞など

⎫
⎪⎬

⎪⎭

動詞類
{
文法的働きによる分類：主動詞，補助動詞
意味的性質による分類：状態動詞，動態動詞

}

　名詞類，動詞類以外の品詞には副詞，接続詞，感動詞などがある。

■機能語 機能語には助動詞と助詞類があり，文末において助動詞はテンス・アスペクト
やモダリティを担うものである。助詞類は格句を作る格助詞，提題や取り立てなどを表す
副助詞，複文を形成する接続助詞，文を終らせる終助詞，その他の助詞に分けられる。
　

　機能語：

⎡

⎢⎢⎢⎢⎢⎢⎢⎢⎢⎢⎢⎣

助動詞
{
テンス・アスペクトを表す助動詞：進行中，未来，完了など
モダリティを表す助動詞：命令，意志，祈願，依頼など

}

助詞類

⎧
⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎨

⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎩

格助詞：能格，位格，与格，到格，起格，源格，比格，共格，属格
副助詞：提題，取り立て
接続助詞：理由，状況設定，継起，仮定，対比など
終助詞：文終止，命令，疑問など
その他の助詞：限定，引用，複数，名詞化，選択など

⎫
⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎬

⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎭
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4 接辞
接辞とは，文法的機能を担うが語の範疇に入らないものである。接辞には動詞の前に
ついて否定や疑問の意を表す接頭辞と，名詞や副詞を派生するのに用いられる接尾辞が
ある。
　

　接辞
{
接頭辞：否定接頭辞，疑問接頭辞
接尾辞：名詞接尾辞，副詞接尾辞

}

　
　第 III部では，上記の分類に基づいて語と接辞について順に概要を説明する。

5 単文と複文
単一の述語からなる文を「単文」という。先に挙げた「私はおいしい桃を食べた」は単
文である。これに対して「おいしい桃が採れたので，私たちはたらふく桃を食べた」は
「採れた」「食べた」という二つ（以上）の述語を含む「複文」である。複文を構成する，
単一の動詞を含むまとまりを「節」と呼ぶ。
「節」のうち，文末の述語を中心とした節が文全体をまとめる働きをする。この節を「主
節」という。主節以外の節は，主節と特定の関係で結びつく。主節の動詞に対して補語の
ような役割を果たす「補節」，主節中の補語の名詞を修飾する「名詞修飾節」，主節に対し
て従属的な関係または並列的な関係で結びつく「副詞節」が認められる。

以下，単文については第 IV部で，複文については第 V部で取り上げる。
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《チベット語の十干十二支》
　チベット語の文献では年号はシャーキャムニ入滅後から起算するやり方など
で表されることがあるが，多くの場合は十干十二支を用いて表される。十干十
二支は，時系列の把握や年代の推定のために必要な知識である。60年周期で同
じ組み合わせが現れることから，年代の推定の際には注意が必要である。a

No. チベット語の十干 意味 日本語の十干
1 X̀=oKdo　¯syiNpo 木男 甲 (きのえ)
2 X̀=oMdo　¯syiNmo 木女 乙 (きのと)
3 McoKdo　´mepo 火男 丙 (ひのえ)
4 McoMdo　´memo 火女 丁 (ひのと)
5 ZoKdo　¯sapo 土男 戊 (つちのえ)
6 ZoMdo　¯samo 土女 己 (つちのと)
7 9C<ZoKdo　¯tyakpo 金男 庚 (かのえ)
8 9C<ZoMdo　¯tyakmo 金女 辛 (かのと)
9 ?boKdo　¯tyhupo 水男 壬 (みずのえ)

10 ?boMdo　¯tyhumo 水女 癸 (みずのと)

No. チベット語の十二支 動物 日本語の十二支
1 1>`oLo　´tyhiwa 鼠 子 (ね)
2 2V=o　¯lað 牛 丑 (うし)
3 <K<o　`taa 虎 寅 (とら)
4 UdZo　ˆyöö 兎 卯 (う)
5 T1(<o　ˆndruu 龍 辰 (たつ)
6 <k+Wo　´trüü 蛇 巳 (み)

7 %o　¯ta 馬 午 (うま)
8 Wb<o　ˆluu 羊 未 (ひつじ)
9 \HcWo　¯tree 猿 申 (さる)

10 1>o　´tyha 鶏 酉 (とり)
11 ;?`o　¯kyhi 犬 戌 (いぬ)
12 K<o　`phaa 猪 亥 (い)

a 丁卯の年から丙寅の年までの 60年を VLo1 ^=o ´raptyuð という。西暦 1027年に相当する丁
卯の年から 60年間を VLo1^=oH=oJdo ´raptyuð ´thaNpo (第 1ラプチュン) と呼ぶ。
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第 9章

語と句の基本

1 語の品詞分類
文中での働きに基づいて語を分類したものが「品詞」である。本書では，以下の語類と
品詞を設ける。品詞分類の基準は文法的働きによる基準と意味的性質による分類の両者を
用いている。

■名詞類 　

• 名詞：補語の中心的要素となる (意味的な下位分類として人称名詞，数詞など)。
• 形容詞：名詞を修飾する働きをする。
• 指示詞：発話の現場や文脈において人やものを指し示す働きをする。
• 疑問詞：「何」「どこ」「誰」など不明のものを問う働きをする。

■動詞類 　

• 主動詞：述語の中心となる語。単独で述語を形成できる。後続の章では単に動詞と
も呼ぶ。

• 補助動詞：主動詞に接続して動詞句を作る。

■名詞類にも動詞類にもはまらないもの 　

• 副詞：動詞を修飾する働きをする。
• 接続詞：文と文をつなぐ働きをする。
• 感動詞：単独で文になることができ，発話の現場において感動や驚きを表す。

■助動詞

• 助動詞：動詞に接続して，テンス・アスペクト，モダリティなどを表す。
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■助詞類

• 格助詞：能格助詞，位格助詞，与格助詞，到格助詞，起格助詞，源格助詞，比格助
詞，共格助詞，属格助詞

• 副助詞：主題を提示したり，取り立てて言及するのに用いられる助詞
• 接続助詞：節と節をつなぐ働きをするのに用いられる助詞
• 終助詞：事態や相手に対する話し手の判断・態度を表すのに用いられる助詞
• その他：不定限定詞，引用助詞，複数化助詞，名詞化助詞，形容詞化助詞，副詞化
助詞

2 語の構造
単音節からなる単純語，複数音節からなる派生語，複合語がある。

2.1 単純語
主に単音節からなる単純動詞，単純名詞。「行く」「食べる」「する」などの多くの基本
的な動詞，「水」「火」「頭」「目」などの基本語彙を担う名詞の多くは単純語である。
詳細は第 III部「語と句＞普通名詞」(p. 47) ，「語と句＞動詞」(p. 85) を参照。

2.2 派生語と複合語
派生語は主に名詞語幹や動詞語幹に「人」や「モノ」，「コト」を表す名詞接尾辞がつい
たものである。二音節からなる派生語はかなり多い。詳細は第 III部「語と句＞普通名詞
＞派生名詞」(p. 47) を参照。複合語は複数の語の語幹から構成された語である。詳細は
第 III部「語と句＞普通名詞＞複合名詞」(p. 50) を参照。

3 語の活用
活用するのは動詞のみである。動詞はアスペクト（未完了・完了），モダリティ（命令）
に応じて語形変化することがある。詳細は第 III 部「語と句＞動詞＞動詞の活用と機能」
(p. 88) を参照。

4 句
句は，複数の語からなり，結合度の高いものをいう。名詞句，形容詞句，動詞句，助動
詞句などがある。第 III部「語と句＞普通名詞＞名詞句」(p. 53) および「語と句＞形容
詞＞形容詞句」(p. 71)，「語と句＞動詞＞動詞句」(p. 97) を参照のこと。
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普通名詞

普通名詞は一般的な対象を表す名詞である。
語構成の観点からみると，1音節だけの単純な形をした単純名詞から，語幹に派生接尾
辞をつけてつくる派生名詞，語幹を組み合わせた複数音節からなる複合名詞などがある。

1 単純名詞
単純名詞とはそれ以上分解することができないもので，1音節語が多いが，2音節語も
ある。

?bo ¯tyhu (水)　V`o ´ri (山)　Mco ´me (水)　X̀=o ¯syiN (木)　M̀o ´mi (人)

Wb<o ˆluu (羊)　Vo ´ra (山羊)　<U<o `yaa (雄ヤク)　

<ZcVo ¯see (金)　H=bWo ¯Nüü (銀)　ZcMZo `sem (心)

XVo ¯syar (東)　 9Zdo ¯hlo (南)　7qLo ˆnup (西)　 1>=o ´tyhað (北)

<F `=o ¯nyiN (心臓)　IdVo ´nor (財産)　M̀<o `mii (目)*1

<Ado=o ´koNa (卵)　U`o<co ´yiki (文字，手紙)　McoFd<o ˆmetoo (花)　

2 派生名詞
名詞語幹や動詞語幹に名詞接尾辞 -Jo -pa，-Lo -wa，-Jdo -po，-Ldo -wo，-Mo -ma，-Mdo

-mo，-:o -ka，-;o -ka，-<o -ka などを付けることで 2音節語の名詞（派生名詞）が作られ
ることがある。

*1 例外的に高声調。



48 第 III部 語と句

2.1 名詞語幹から作られる派生名詞
モノ，コトを表す用例を挙げる。なお，2種の発音が記されている場合は，読書音，口
語音の順に示した。

1. -Jo, -Loの単語例：<?cHoJo ¯kepa (腰)，?VoJo ¯tyhaapa (雨)，Wb=oJo ´luNpa (谷，国，

地方)，W<oJo ´lakpa (手)，9q<oJo ¯syukpa (ビャクシン)，S VoLo ´ndawa (月)，VzoLo
´rawa (囲い)，<N=oLo ¯naNwa, ¯nawa (感覚，印象)，:oLo ¯kawa, ¯kaa (柱)，KdoLo
¯phowa, ¯phoo (胃)，;boLo ¯khuwa, ¯khoo (汁，スープ)

2. -Jdo, -Ldoの単語例：<N=oJdo ¯tsaNpo (川)，<M d=oJdo ´toNpo (立木)，<F`=oJdo ¯nyiNpo (精

髄)，V`oLdo ´riwo (山)，=doLdo ´Nowo (本体)

3. -Mo, -Mdoの単語例：<?VoMo ¯karma, ¯kaama (星)，ÀoMo ´nyima (太陽)，TdoMo ´oma

(乳)，M?̀oMo ¯tyhima (涙)，,!oMo ˆkyumaa (腸)，<KdIoMdo ¯töðmo (宴)，)UHoMdo ¯tseemo

(遊び)，V`oMdo ´rimo (絵)，7qLoMdo ´nupmo (夜)

4. -:o, -;o, -<oの単語例：H/>`Ho:o ¯tyiika (春)，H1 >Vo;o ¯yaaka (夏)，MG`=o<o ¯thiNka

(紺色)

これらの接尾辞のうち，-Jo -pa と -Lo -wa，-Jdo -po と -Ldo -wo のどちらが用いられる
かは，前の音節の後置字によって決定される。巻末の「連声規則早見表」(p. 280) 参照。
また，名詞接尾辞 -Jo -pa，-Jdo -po，-Lo -wa，-Ldo -wo，-Mo -ma，-Mdo -mo は，名詞語幹
について「人」の意味を表すことがある。

1.「従事する人」を表す -Jo, -Lo の単語例：H IcWoJo ´trheepa (ラバ引き)，R`=oJo ´syiNpa

(農民)

2.「出身者」を表す -Jo, -Lo, -Jdo の単語例：LdHoJo ´phöpa (チベット人)，;MZoJo
¯khampa (カムの人)，,@o<VoLo ´kyakar wa, ´kyaka ra (インド人)，LWoJdo ´phääpo

(ネパール人)

3.「人，男性」を表す -Jdo, -Ldo の単語例：2F d<ZoJdo ´trhokpo, ´trhoko (友人，男友達)，

<Ud<oJdo ¯yokpo, ¯yoko (下男)，OoLdo ¯tshawo (甥，孫) ，,@WoJdo ´kyääpo (王)，　

LVdIoJdo ¯löðpo (大臣) ，*ToLdo ´tsiwo (牧童)

4.「人，女性」を表す -Mo, -Mdo の単語例：<^ HdWoMo ´trööma (ターラー菩薩)，2Fd<ZoMdo
´trhoomo (女友達)，<Ud<oMdo ¯yoomo (下女)，OoMdo ¯tshamo (姪，孫)，LNbIoMdo
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¯tsüðmo (妃)

5.「人」を表す -Moの単語例：LVoMo ¯lama (ラマ)，ZVdLoMo ¯loma (弟子)，<d=oMo ´khoNma

(皇帝)

2.2 動詞語幹から作られる派生名詞
動詞語幹に名詞接尾辞 -Jo -pa または -Lo -wa，-Jdo -po または -Ldo -wo を付けることに
よって派生名詞が作られる。

1.「～するコト」：THdHoJo ´ndöpa (欲望) ，?<ZoJo ¯tyhakpa (執着) ，GVoJo ¯tharpa

(解脱すること) ，8qoLo ´syuwa (願い事) ，<?dVoLo ¯korwa, ¯kora (巡礼)

2.「～するモノ，～したモノ」：M?dHoJo ¯tyhöpa (捧げもの，供物) ，L<KIoJo ¯täðpa

(教え)

3.「～する主体，～である主体」：T2F doLo ´ndrowa (衆生) ，<KdIoJo ¯töðpa (教え導く

人) ，LH<oJdo ´takpo (所有者) ，0̂<oJdo ¯tyhukpo (裕福な人) ，LSdoLdo ´sowo (職

人) ，X̀=oLSdoLo ¯syiNso wa, `syiNsoo (大工)

4.「～であるコト」：<FIoJo ¯nyäðpa (有名であること) ，2F<ZoJo ´trhakpa (有名であ

ること) ，LHcoLo ´tewa (幸せであること) ，R`oLo ´syiwa (平和であること)✓ ✏
◎ Jo と Lo 発音上のポイント
Jo/Lo は，動詞や名詞の語幹から派生名詞を作る接尾辞として用いられる場合と，動
詞に後接して名詞句を作る名詞化助詞として用いられる場合とでは意味も異なるう
え，発音も異なるので注意を要する。後者の場合，軽声となる。

L<KIoJo
　→派生名詞の場合：¯täðpa (教え)
　→動詞が一時的に名詞化されている場合：¯täð pa (示したこと) 　

T2FdoLo
　→派生名詞の場合：´ndrowa (衆生)
　→動詞が一時的に名詞化されている場合：´ndro wa (行くこと)✒ ✑
動詞の語幹には他にも様々な接辞が付く。これらについては第 III部「語と句＞語の一
部をなす形式，接辞」(p. 116)，第 IV部「単文＞名詞句の構造」(p. 205)，第 V部「複
文＞名詞修飾節」(p. 233) を参照。
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3 複合名詞
二つ以上の動詞語幹や名詞語幹などを合わせて作る名詞。

3.1 典型的な複合名詞
類似した意味を表す語の語幹を結びつける「同義的複合」，反対の意味を表す語の語幹
を結びつける「対義的複合」，並列的な語を並べた「並列的複合」，修飾関係にある語を並
べた「修飾＋被修飾型複合」ないし「被修飾＋修飾型複合」などがある。具体的な語例は
以下の通りである。

1. 同義的複合：6qZo<?LZo ˆthüükap (時，時代)，THdHo?<Zo ˆndöötyaa (欲望)，H<To
<\@`Ho ˆkakyii (喜び)

2. 対義的複合：ÀIoMOIo ´nyiðtsäð (昼夜)，KdoMdo ¯phomo (男女)，0 >`oI=o ¯tyhinað (外

と内)，<UZo<UdIo ¯yääyöð (右と左)，?co?b=o ¯tyhetyuð (大小，大きさ)，LS=o=Io
´saNNäð (善し悪し)

3. 並列的複合：ÀoS Vo ´nyiðta (太陽と月)，<ZcVoH=bWo ¯serNüü (金銀)，,!o+@ cIo ´kyukyeð

(原因と条件)

4. 修飾＋被修飾型複合：?boM̀<o `tyhumii (泉＜水＋目)，MVoMco ´marme (バター灯明＜

バター＋火)，HM<oM̀o ¯maami (兵士＜戦＋人)，ZoLH<o `saptaa (土地神＜土地＋

主)，=Vo<?Ho ˆNarkää (怒声＜いきり立った＋声)，,@WoZo ´kyääsa (都＜王＋土地)

5. 被修飾＋修飾型複合：WZo=Io ´lääNäð (悪いカルマ＜カルマ＋悪い)，HI` o R`M o
´trhisyim (良い香り＜香り＋美味な)，%oI<o `tanaa (黒い馬＜馬＋黒い)

6. 対象＋動詞型複合：=doXcZo ˆNosyee (知り合いになること＜顔＋知る)

7. 主体＋動詞型複合：;DcW oMcH o `trheemää (恥知らずなこと＜恥＋ない)，=o,@Wo
´Narkyää (自尊心＜私＋優れる)

8. 動詞＋動詞型複合：H<dZoTHdHo ˆköðtöö (必要で欲すること＜必要である＋欲する)

3.2 「する」動詞語幹で作る複合名詞
上述の「動詞＋動詞型複合」と形式的には似ているが，特殊な意味を帯びるものがある。
それは「する」という意味を表す動詞語幹の未完了形を用いたものである。動詞の未完了
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能動形に「する」動詞の未完了能動形である 1>cHo を結合させると「～するためのもの，～
する道具」という意味を表す。また，動詞未完了所動形に「する」動詞の未完了所動形で
ある 1>o を結合させると「～する対象」という意味を表す。

1. 1>cHo を用いた複合名詞：<>dHo1>cHo `työötyee (切る道具)

2. 1>o を用いた複合名詞：<>Ho1>o ¯tyäätya (切る対象)

なお，動詞未完了能動形，所動形については，第 III部「語と句＞動詞＞動詞の活用と
機能」(p. 88) を参照されたい。

3.3 接尾辞化が進む名詞語幹
以下に挙げる名詞語幹は，後代には文法化が進行し，動詞と多く複合する名詞接尾辞と
して用いられるようになるものである。『王統明鏡史』においても動詞との複合した例が
見られる。

1.「場所」を表す Zo を用いた複合名詞：,@WoZo ´kyääsa (都), AWoZo ´nyääsa (寝床)

2.「物」を表す ,!o を用いた複合名詞：So,!o ´sakyu (食べ物)

3.「従事する専門家」を表す M;IoJdo の語幹を用いた複合名詞：<VoM;Io ´kharkäð

(踊り手)，*oM;Io ´tsakäð (陶工) ，THdHoM;Io ´ndöðkäð (欲する人)

4.「仲間」を表す 2Fd<ZoJdo の語幹を用いた複合名詞：<\@do2F d<Zo `kyotroo (慰める仲間)

3.4 格助詞が名詞の一部になっているタイプ
用例は少ないが，格助詞が名詞の一部となっているものもある。以下は位格助詞 Io na
が名詞句の一部として用いられているものである。格助詞の通常の発音とは異なり，語の
一部として発音されるという特徴がある。

0 ><oIo&do$co ¯tyhaana ´tootye (金剛手＜御手に金剛)

3.5 否定接頭辞が含まれるタイプ

MoV`<oJo ˆmarik pa (無明＜明晰でないもの)

M̀o%<oJo ˆmitak pa (無常＜常ならぬもの)

MoVb=ZoJo ˆmaruð pa (悪しきもの＜ふさわしくないもの)

9ZoMoU`Io ¯hlama yið (阿修羅，非天＜神でないもの)
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3.6 否定接頭辞の Mo が挟まれているタイプ
A Mo Bという形で，「Aでもなく Bでもない」という意味を表す。

ZoMoTLDd<o ¯sama troo (半農半牧民＜農民でもなく牧民でもない)

<=ZoMo?Vo ´khaNma tyaa (みぞれ＜雪でもなく雨でもない)

VoMoWb<o ´rama luu (似て非なるもの，どちらでもないもの，中途半端，どっちつかず

＜山羊でもなく羊でもない)

3.7 判断動詞の否定形 M̀Io が用いられるタイプ

HcoM̀Io ´themið (それ以外のもの＜それでない)

THIoM̀Io ´ndramið (様々なもの＜似ていない)

U`IoM̀Io ´yiðmið (是か非か)　

4 臨時形成名詞
チベット語の文語ではその場で臨時に形成され，辞書にも記載されないような名詞があ
る。それを本書では「臨時形成名詞」と呼ぶ。
例えば，「～である」という意味を表す判断動詞 U`Io ´yið に「～であるに違いない」と
いう意味の助動詞 =cZo ˆNee を組み合わせて U`Io=cZo ˆyiðNee という名詞が作られ，「～
であるに違いないこと」という意味になる。名詞となったことで，属格助詞を伴うこと
が可能になる。『王統明鏡史』に現れる例を挙げると，<6 q=oL,!HoU`Io=cZo;=`oZDZo ˆtuNkyüü
ˆyiðNee ki `sää 「子孫であることが確実なご子息」といった用法である。
他にも，疑問詞が後続の動詞と複合して一時的に名詞が形成されるケースもある。例え
ば Zbo,@Wo は「 Zbo 誰＋ ,@Wo 勝つ」からなる名詞であり，発音は ¯sukyää となる。また，
<VoH<dZo は「<Vo どこに＋ H<dZo 必要である」からなる名詞であり，発音は ˆkharköö と
なる。この疑問詞と動詞の複合による臨時形成名詞の具体的な用法については，第 V部
「複文＞名詞修飾節＞疑問詞の不定用法を含む名詞修飾節」(p. 235) に挙げているので，
そちらも参照されたい。

5 名詞の複数形
普通名詞の複数形は一般に，名詞の末尾に複数化助詞 'MZo nam または OVo tso を付加
することで作られる。

M̀o'MZo ´mi nam (人々)
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,@o<VoLo'MZo ´kyakar wa nam (インド人たち)

LVdIoJdoOVo ¯löðpo tso (大臣たち)

人称名詞の複数形，指示詞の複数形については第 III部「語と句＞人称名詞」 (p. 56)，
「語と句＞指示詞」 (p. 75) で述べているのでそちらを参照されたい。
また，名詞を列挙して複数の構成員を含意するケースについては，第 IV部「単文＞名
詞句の構造＞名詞の並列」(p. 210) を参照されたい。

6 局所名詞
局所名詞とは何かの部分や領域，周辺の領域を示す名詞である。場所や方向性などを明
示するのに用いられる。例えば日本語では「川に 投げ捨てる」と言えるが，チベット語
では「川の中に投げ捨てる」と言うことが多い。この「中」にあたる名詞が局所名詞であ
る。主に <Kc=o ¯teð (上)，Td<o ˆoo (下)，I=o ´nað (中)などの意味を表す局所名詞がよく
用いられる。

<A=o ˆkað (上)　　Gd<o `thoo (上)　　H;=`Wo ¯kyii (真ん中)

)o ¯tsa, ¯tsaa (もと，ところ) 　　MGTo ¯tha (端) 　　

M6qIo ´ndüð (前)　　,@Lo ˆkyap (後ろ)

T;D`Zo `trhii (側)　　 0>d<Zo `tyhoo (方，方面)　　

<UZo `yää (右)　　<UdIo ¯yöð (左)

7 類似を表す名詞
近称，遠称の指示詞と「～のようなもの」という意味を表す語を組み合わせて，「この
ようなもの」「そのようなもの」という意味を表す名詞が作られる。指示詞については第
III部「語と句＞指示詞」 (p. 75) を参照のこと。

TH`oTHIo ´ndiðtra (このようなもの)　HcoTH Io ´theðtra (そのようなもの)

TH`o9Ko ´ndiðta (このようなもの)　Hco9Ko ´theðta (そのようなもの)

TH`o9KoLbo ´ndi ¯tapu (このようなもの)　Hco9KoLbo ´the ¯tapu (そのようなもの)

8 名詞句
名詞句は複数の名詞からなる句である。ここでは特徴的なものを取り上げる。
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8.1 数詞をつかってまとめるタイプ
名詞句の最後に数詞を置いてまとめる表現である。数詞の「3」( <ZbMo ¯sum ) でまと
めるものが最も多い。

GLZoXcZo<ÀZo `thapsyee ¯nyii (方便と知恵の両者)

VLoTLD`=oGo<ZbMo ´raptrið ¯thasum (最上のものと普通のもの，最低のものの 3つ)

0>`oI=oLVo<ZbMo ¯tyhinað ´pharsum (外と内と間の 3つ)

WbZo=<oU`Ho<ZbMo ˆlüüNaa ´yiisum (
しん
身

く
口

い
意)

GdZoLZMo<AdMo<ZbMo ¯thöösam ´komsum (
もん
聞

し
思
しゅう
修 )

IMo6qZoLR`o ˆnamtüü ´syi (四季)

T2FdoLoV`<Zo6,<o ´ndrowa ˆriktruu (六道)

8.2 4つの語幹を一揃いでまとめるもの
方角と季節は日本語と同じように 4つの語幹をまとめた言い方がある。2音節ごとにま
とめて発音する。構成要素の順番は日本語とは異なる。

XVo9Zdo7qLo1>=o ¯syarlo ´nuptyað (東西南北　 lit. 東南西北)

H1>VoH2qIo<KdIoH/>`Ho ¯yarkuð `töðtyii (春夏秋冬　 lit. 夏冬秋春)

8.3 名詞句の縮約形
4音節の名詞を 2音節に縮約することは比較的よく見られる。縮約形も辞書に掲載され
ていることが多いが，掲載されていないこともあるので，その場合は縮約を解いて解釈す
る必要がある。

Gc<oJo?cIoJdo ¯thekpa ¯tyheðpo　→　Gc<o?cIo ¯thektyeð (大乗)

KoVdWo5[o0>`IoJo ¯pharöö tu `tyhið pa　→　KVo0>`Io `phartyið (波羅蜜)

'MoJVoGVoLo ¯nampar ¯thar wa　→　'MoGVo ¯namtar (解脱，伝記)

Ud=ZoZbo2F<ZoJo ˆyoð su ˆtrhak pa　→　Ud=Zo2F<Zo ˆyoNtraa (普く知られていること)

T2FdoLoV`<Zo6,<o ´ndrowa ˆriktruu　→　T2F do6 ,<o ˆndrotruu (六趣)

H<coLT`oLXcZo<AcIo ´kewää ¯syeenyeð　→　H<coLXcZo ˆkesyee (善知識，仏教学博士)
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?dZo;=`oT1^=o<IZo `tyhöö ki ˆndyuNnää　→　?dZoT1̂=o ¯tyhöðtyuð (仏教史)

さらに，2音節語を 1音節に縮約する場合もある。

U`o<co ´yiki　→　U`<o ˆyii (文字)

<Ado=o ´koNa　→　<Ad=o ´koð (卵)

?do<o ¯tyhoka　→　?d<o `tyhoo (儀礼，法要)

1音節語に省略されたものは，下記のように別の語の形成に用いられる。

LdHoU`<o ˆphööyii (チベット文字，チベット語)

1>o<Ad=o ´tyhakoð (鶏卵)

2Fd=o?d<o　ˆtrhoNtyoo (一般家庭で行われる法要)
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第 11章

人称名詞

文語では，人称名詞は特に様々な形式が用いられる。地域差や時代の差が反映されてい
るのか，文献によっても異なる。以下の表に示すのは『王統明鏡史』に現れる人称名詞で
ある。これ以外の人称名詞についても，後の解説で取り上げる。

人称 単数 (*は単複同形) 複数 (**は包括形)

1人称 =o ´Na

=oV=o ´Narað

=cHo ˆNee* =cHo'MZo ˆNee nam　=cHoOVo ´Neetso

=cHoH<o ˆNeetaa

=cHo><o ˆNeetyaa* =cHo><o'MZo ˆNeetyaa nam

=cHoV=o ´Neerað* =cHoV=o'MZo ´Neerað nam**

=cHoV=oOVo ´Neerað tso**

Tdo><o ˆotyaa**

Tdo><o'MZo ˆotyaa nam**　Tdo><oOVo ˆotyaa tso**

LH<o ˆtaa

LH<o><o ˆtaatyaa* LH<o><o'MZo ˆtaatyaa nam

;doLdo ¯khowo

;doMdo ¯khomo
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人称 単数 (*は単複同形) 複数

2人称 ;?dHo `kyhöö 　

;?dHoV=o ¯kyhörað

;?cHo `kyhee* ;?cHo'MZo `kyhee nam

;?cHo><o `kyheetyaa* ;?cHo><o'MZo `kyheetyaa nam

;?cHo><oOVo `kyheetyaa tso

;?cHoV=o ¯kyherað* ;?cHoV=o'MZo ¯kyherað nam

3人称 ;do ¯kho

;d=o ¯khoð ;d=o'MZo ¯khoð nam　　;d=oOVo ¯khoNtso

;d=oV=o ¯khoNrað

　

以下，人称別に解説する。　　　

1 1人称を表す人称名詞
1.1 1人称単数形

1人称単数を表す形式としてよく用いられるものに， =o ´Na と =cHo ˆNee がある。前者
は，自分が相手と対等であるか，優位である場合に主に用いられるのに対し，後者は相手
に対して自分が下位である場合などに主に用いられ，やや格式張った表現のようである。
また，=o ´Na や =cHo ˆNee に「自身」の意味を表す V=o rað を付けた =oV=o ´Narað，=cHo
V=o ´Neerað という形式もある。「私自身」という意味で用いられていると思われる。

1人称単数のその他の表現として，LH<o ˆtaa がある。*1

また，1人称単数形として， ;doLdo ¯khowo，;doMdo ¯khomo が用いられることがある。会
話中の話者などが自分自身に言及する際に用いる。前者が男性の場合，後者が女性の場合
である。*2

また，日本語の「小生」にあたる表現として KDIo ¯trhäð がある。

*1 LH<o ˆtaa と対応する形式は中央チベットのツァン方言などで，自分が格下である場合の表現として用い
られるようである。

*2 これらと対応する形式は現代のアムド・チベット語で用いられている。
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1.2 1人称単複同形
=cHo ˆNee，=cHo><o ˆNeetyaa，=cHoV=o ´Neerað，LH<o><o ˆtaatyaa は単数と複数の両方
を表す。文脈によって単数と複数のどちらを含意しているかを判断する必要がある。*3

1.3 1人称複数形
複数形は一般に，名詞の末尾に複数化助詞 'MZo nam，OVo tso を付加することで作られ
るが，人称名詞の場合も同様である。
テキストによって異なるが，=cHo'MZo ˆNee nam，=cHoOVo ´Neetso などは比較的よく見ら
れる形式である。また，『王統明鏡史』には用いられていないが，=oOVo ´Naðtso がある。*4

また，従来の文語チベット語の文法書では指摘されてこなかったが，1人称複数形には
聞き手も含めて「われわれ」という場合に限定して用いられる包括形がある。*5具体的に
は， =cHoV=o'MZo ´Neerað nam や =cHoV=oOVo ´Neerað tso など，複数形に V=o rað を挿入
した形式がこれに対応する。『王統明鏡史』では，これらは相手も含めて「われわれ」と述
べている文脈で用いられている。また，Tdo><o ˆotyaa や Tdo><o'MZo ˆotyaa nam，Tdo><o
OVo ˆotyaa tso という形式も包括形として用いられる。*6

なお，包括形以外の 1人称複数形は，聞き手を含めていない場合に主に用いられるが，
聞き手を含めている場合に用いられることもあるので，解釈の際には注意を要する。

1.4 助詞との結合形式
1人称単数形の =o ´Na に格助詞などの助詞が結合した場合，以下のような融合形式と
なる。

能格助詞との結合形　=Zo ˆNää (私が)

到格助詞との結合形　=Vo ´Naa (私に)

属格助詞との結合形　=T`o ´Nää (私の)

副助詞との結合形　　=T=o ´Na að (私も)

*3 ><o は辞書の記述では複数を表す形式とされているが，『王統明鏡史』の用例を検証すると単数を表して
いることもあるので，本書では単複同形と解釈する。ちなみに，><o のついた形式が複数専用形式でない
ことは，LH<o><o'MZo ˆtaatyaa nam，=cHo><o'MZo ˆNeetyaa nam といった複数化助詞を伴う用例が
見られることからも明らかである。

*4 =oOVo はラサのチベット語で最も一般的な 1人称複数形である。
*5 現代チベット語のうち，アムド・チベット語，カム・チベット語，西部チベット語 (ラダック語やバルティ
語など) など，東チベットや西チベットで話されているチベット語では 1人称複数形における包括形とそ
れ以外（除外形という）の形式が明確に区別される。

*6 Tdo><o は =cHo><o や LH<o><o と異なり，今のところ単数を含意する用例は見つかっていない。なお，ア
ムドやカムなどのチベット語にはこれらと対応する形式がある。
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2 2人称を表す人称名詞
2.1 2人称単数形
;?dHo `kyhöö と ;?cHo `kyhee のうち，後者は丁寧な言い方である。1人称との対応で言え
ば，=o ´Na に対応するのが ;?dHo ¯kyhöö，=cHo ˆNee に対応するのが ;?cHo `kyhee である。

2.2 2人称単複同形
;?cHo `kyhee および ;?cHo><o `kyheetyaa，;?cHoV=o ¯kyherað は単数と複数の両方を表す。
文脈によって単数と複数のどちらを含意しているかを判断する必要がある。1人称の =cHo
ˆNee と =cHo><o ˆNeetyaa，=cHoV=o ´Neerað が単複同形であるのと対応する関係にある。

2.3 2人称複数形
口語などでも用いられる 2人称複数形として，以下のものもある。

;?dHoOVo ¯kyhöðtso　　;?dHoV=oOVo ¯kyhörað tso

;?cHoOVo ¯kyheðtso　　;?cHoV=oOVo ¯kyherað tso

3 3人称を表す人称名詞
3.1 3人称単数形

3人称単数形として挙げた ;do ¯kho と ;d=o ¯khoð はいずれも男女の区別なく用いられ
るという点で共通している。一方，;do ¯kho は，自分がその人と対等であるか，優位であ
る場合に主に用いられるのに対し，;d=o ¯khoð は自分がその人に対して下位である場合な
どに用いられる丁寧語である。
この他に，;doV=o ¯khorað や ;d=oV=o ¯khoNrað のように V=o rað を付けた形式が用い
られることもある。
女性のみを表す Mdo ´mo，MdoV=o ´morað という形式もある。

3.2 3人称複数形
3人称複数形として，;d=o'MZo ¯khoð nam，;d=oOVo ¯khoNtsoなどが用いられるほか，;do
'MZo ¯kho nam，;d=oV=oOVo ¯khoNrað tso なども用いられる。
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4 人称名詞と数詞との結合形式
構成員の人数を示すときに，数詞と結合させた表現がよく用いられる。発音する際も，

一単語として発音される。

=o<ÀZo ˆNanyii (私たち 2人)　　

=cHo<ÀZo ˆNeenyii (私たち 2人)　　=cHo<ZbMo ´Neesum (私たち 3人)

;?cHo<ÀZo `kyheenyii (あなたたち 2人)　　;?cHo<ZbMo ¯kyheesum (あなたたち 3人)

;d=o<ÀZo `khoNnyii (彼ら 2人)　　;d=o<ZbMo ¯khoNsum (彼ら 3人)

5 人称名詞と語順
人について言及する際に，職位，名前などの個人の属性を表す名詞を先に述べて，すぐ
人称名詞を後続させる表現も多い。例えば次の例は「職位＋ 2人称名詞」の例である。

LVdIoJdo?cIoJdo;?cHoV=o ¯löðpo ¯tyheðpo ¯kyherað (偉大な大臣であるあなた)

LVdIo?cIo;?cHo ¯löðtyeð `kyhee (偉大な大臣であるあなた)

また，次の例は複数化助詞 'MZo nam の前に名詞を入れた例である。

=cHoHJdIo<Ud<o'MZo ˆNee `pöðyoo nam (われわれ主人と臣下の者たち)
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第 12章

数詞

数詞はモノの数量を表すのに用いられる名詞類の一種である。「その数量を持つもの」
という独立した名詞としても用いられるが*1，多くの場合，名詞の後に置いて，その名詞
の数量を表すのに用いられる。

1 基数
以下ではまず，通常の数詞 1～20をチベット数字とともに紹介する。

1 <>̀<o `tyik, `tyii 11 L>bo<>̀<o `tyuktyii

2 <ÀZo ¯nyii 12 L>bo<ÀZo `tyuNnyii

3 <ZbMo ¯sum 13 L>bo<ZbMo ¯tyoksum

4 LR`o ´syi 14 L>boLR`o ¯tyupshi

5 so ¯Na 15 L>doso ¯työöNa

6 6,<o ˆtrhuu 16 L>bo6 ,<o `tyutruu

7 L6qIo ´tüð 17 L>boL6 qIo ¯tyuptüð

8 L,@Ho ˆkyää 18 L>doL,@Ho `tyopkyää

9 H2qo ´ku 19 L>boH2qo ¯tyurku, ¯tyuuku

10 L>bo ¯tyu 20 Ào9qo ´nyisyu

数詞の発音には古い発音の名残があり，第 2音節の前置字が前の音節の末子音として発

*1 序数の項目を参照。
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音されたり，上接字が前の音節の母音に影響を与えている場合がある。特に 11以降の発
音には注目してほしい。

　また，30以降，100までは次の通りである。

30　ZbMo>bo ¯sumtyu　40　LR`oL>bo ´syiptyu　50　 soL>bo ¯Naptyu　

60　6,<o>bo ´trhuktyu　70　L6 qIo>bo ´tüðtyu　80　L,@Ho>bo ´kyatyu

90　H2qoL>bo ´kuptyu　100　L,@o ´kya
　

きりの良い数詞の場合，末尾に「ちょうど」という意味の GMoJo を付ける。
100　L,@oGMoJo ´kya ¯thampa（ちょうど 100）

21以降 99までの，一の位が 1～9の場合，一の位の直前に挿入辞が入る。

20台　)o ¯tsa　 30台　Zdo ¯so　 40台　Rco ´sye　 50台　=o ´Na　

60台　Vco ´re　 70台　HdIo ´thöð　 80台　! =o ´kyha　 90台　<do ´kho

※ 20台は AcVo ´nyer も用いられる。また， )o ¯tsa は 30以上でも用いられることが
ある。

以下は挿入辞が入ったときの数詞の読み方である。

21　Ào9qo)o<>̀<o ´nyisyu `tsaktyii

31　ZbMo>boZdo<>̀<o ¯sumtyu `sootyii

41　R`oL>boRco<>̀<o ´syiptyu ˆsheetyii

51　 soL>bo=o<>̀<o ¯Naptyu ˆNaatyii

61　6,<o>boVco<>̀<o ´trhuktyu ˆreetyii

71　L6qIo>boHdIo<>̀<o ´tüðtyu ˆthöðtyii

81　L,@Ho>bo!=o<>̀<o ´kyatyu ˆkyhaatyii

91　H2qoL>bo<do<>̀<o ´kuptyu ˆkhootyii
　
　挿入辞より前は省略されることがある。例えば「31」は Zdo<>̀<o `sootyii，「55」は =oso
´NääNa のようになる。

なお，101～199 は，以下のように 100 の後に共格助詞 H=o tað を入れる。
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123 L,@oH=oÀo9qo)o<ZbMo ´kya tað ´nyisyu ¯tsaksum

200から 900までは次の通り。

200 ÀZoL,@o ´nyikya　

300 ZbMoL,@o ¯sumkya　

400 LR`oL,@o ´syipkya　

500 soL,@o ¯Napkya

600 6,<oL,@o ´trhukkya　

700 L6qIoL,@o ´tüðkya　

800 L,@HoL,@o ´kyäkya　

900 H2qoL,@o ´kupkya

　

　また，千～億までの言い方を挙げておく。

千　<Kd=o ¯toð　

万　;D`o ¯trhi　

十万　TLbMo ´nbum　

百万　ZoUo ¯saya　

千万　 1>coLo ´tyhewa　

億　6q=o0^Vo ´thuNtyur

例えば「3250」という数は次のように言う。

3250 ZbMo<Kd=oÀZoL,@osoL>bo ¯sumtoð ´nyikya ¯Naptyu

また，「3050」のように百の位がない場合は，L,@oMcHo ˆkyamee (百なし) を挿入して，

次のように言う。

3050 ZbMo<Kd=oL,@oMcHosoL>bo ¯sumtoð ˆkyamee ¯Naptyu

同様に，十の位がない場合は，L>boMcHo `tyumee (十なし) を挿入する。

「八万」という場合は，L,@Ho;D` o ´kyäätri のように表すこともできるが，;D` oKD<oL,@Ho
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`trhitraa ˆkyää のように「万のまとまりが八つ」といった表現もある。千，十万なども

同様である。　
　

2 序数
序数は「第 1」のみ例外的な形をしているが，その他は先ほど挙げた基数の形式に接尾
辞 Jo pa を付けることで序数とすることができる。

H=oJdo ´thaNpo, ´thaNko (第 1)　　<ÀZoJo ¯nyiipa (第 2)　

<ZbMoJo ¯sumpa (第 3)　　LR`oJo ´syipa (第 4)　

soJo ¯Napa (第 5)　　6,<oJo ´trhukpa (第 6)　

L6qIoJo ´tüðpa (第 7)　　L,@HoJo ´kyäpa (第 8)　

H2qoJo ´kupa (第 9)　　L>boJo ¯tyupa (第 10)

✓ ✏
• <>̀<oJo ¯tyikpa は「第 1」という意味にはならず，「同じ」という意味になる

ので注意が必要である。

• 数詞に Jo pa がついた場合でも，必ずしも「第○番目の」という意味になら

ず，「○という数量を持つもの」という意味になることがある。多くの場合，

テキストのタイトルを示す。

例) ZbMo>boJo ¯sumtyu pa (三十頌)，U`o<co6 ,<oJo ´yiki ´trhukpa (六字真言)，

LR`oL,@oJo ´syikya pa (四百頌)，L,@Ho<Kd=oJo ´kyäätoð pa (八千頌般若経)。

• 月を表す表現には序数を用いる。

例) SVoLo6,<oJo ´ndawa ´trhukpa (「6番目の月」で「6月」)✒ ✑
3 その他の数にかかわる表現
3.1 その数の成員全て
基数詞の後に接尾辞 Jdo po を付けることによって，その数の成員すべて，という意味を
表すことがある。<ÀZoJdo ¯nyiipo (その 2つとも)，<ZbMoJdo ¯sumpo (その 3つとも)，と
いう意味になる。また，<>̀<oJdo ¯tyikpo の場合は「1つだけ」という意味になる。
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(12.1) \HcTbo0(<o
`treutruu
子猿

6,<oJdo
´trhukpo
6つ全て

Hco
te
その

「その 6匹の子猿」【GSM 52】*2

また，次に挙げるように，「2つとも」の場合は接尾辞 -:o -ka が使われることもある。

(12.2) MoH=o
´ma tað

母と

Lbo
´phu
息子

<ÀZo:o
¯nyiika
2人とも

「母と息子 2人とも」【GSM 69】

3.2 数を数えるときに使う単位
日本語のように形状や性質によって異なる数量詞を用いることはほとんどない。細長い
ものの本数を表すのに用いられる !=o ¯kað くらいしかない。

(12.3) X̀=o<̀o
¯syiN ki
木の

<Md=oJdo
´toNpo
立ち木

!=o
¯kað

本

<>̀<o
`tyik
1

「立ち木が 1本」【GSM 132】

これ以外には，数を数えるときに使う単位がいくつかある。

意味 形態

回数 Gc=Zo `theð，WIo ´läð，OVo ¯tshar

階数 Gd<o `thoo

種類 'MoJo ¯nampa

「回数」のうち，序数を伴って「第～回」という言い方ができるのは Gc=Zo `theð のみで

ある。WIo ´läð，OVo ¯tshar は序数を伴わず，回数を数えるときにのみ用いる。

◆用例：

　Gc=ZoH=oJdo `theð ´thaNpo (1回目，第 1回)

*2 GSMは『王統明鏡史』の活字版 (1993年版) を指す。数字は該当ページ数である。以下同様。
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　Gc=Zo<>̀<o `theð `tyik，WIo<>̀<o ´läð `tyik，OVo<>̀<o ¯tshar `tyik (1回)

　Gd<o<ZbMo `thoo ¯sum (3つの階)

　'MoJo<ZbMo ¯nampa ¯sum(3種類)

また，年月日を表す言い方は次のようである。

意味 形態

年 Wdo ´lo

月 SVoLo ´ndawa

日 ÀoMo ´nyima

日付 OUZo `tshee

泊，晩 R<o ˆsyak, ˆsyaa

◆用例：

　Wdo<ZbMo ´lo ¯sum (3年)　　WdoLR`oJo ´lo ´syipa (4年目)

　SVoLoso ´ndawa ¯Na (5カ月)　　SVoLo6 ,<oJo ´ndawa ´trhukpa (6月)

　ÀoMo<>̀<o ´nyima `tyik (1日)

　OUZoL>doso `tshee ¯työöNa (15日)

　R<o<ZbMo ˆsyak ¯sum (3晩)

3.3 倍
「倍」は 9MLo ˆdap を用いる。『王統明鏡史』には用例が見られない。

3.4 分数
「半分，1/2」は 0>cHo:o ¯tyheka または 0 >cHo `tyhee を用いる。一方，「X分の一」とい
う場合は，X-?o<>̀<o -tya `tyik となる。例えば，「1/3」<ZbMo?o<>̀<o ¯sumtya `tyik と
なる。*3

*3 L,@o?oL>bo ´kyatya ¯tyu (100分の 10) という表現で 10％の意味を表すことができる。現代チベット語
でもよく用いられる。
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また，「4と 1/2」は，通常は LR`oH=o0>cHo:o ´syi tað ¯tyheka と言う。ただし，同じ「4
と 1/2」と言うのにも「5に半分足りない」という表現が用いられることがあるので注意
を要する。具体的には 0>cHoH=o～ `tyhee tað ～という表現を用いるが，これは文字通りに
は「半分と～」であるが，意味は「～と 1/2」の意味になる。

◆用例：

　 0 >cHoH=oso `tyhee tað ¯Na　 4と 1/2（lit. 5に半分足りない）

　 0>cHoH=oL>bo<ZbMo `tyhee tað ¯tyoksum　 12と 1/2（lit. 13に半分足りない）

4 他の要素と結合したとき姿を変える数詞
以下に示す数詞は，十，万などの語と結合した際に異なる綴りで書かれるので注意を要
する。

基本形 異形態 用例

<>̀<o (1) ?̀<o ?̀<o;D`o ¯tyhiktri (1万)

?̀<oTLbMo ¯tyhikpum (10万)

>̀<o >̀<oOVo ¯tyiktsar (1回)

<ÀZo (2) Ào Ào9qo ´nyisyu (20)

　 ÀoL,@o ´nyikya (200)

ÀZo ÀZoL,@o ´nyikya (200)

<ZbMo (3) ZbMo ZbMo>bo ¯sumtyu (30)

ZbMo<Kd=o ¯sumtoð (3千)

ZbMo;D`o ¯sumtri (3万)

L>bo (10) >bo ZbMo>bo ¯sumtyu (30)

9qo Ào9qo ´nyisyu (20)
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《数にまつわるこぼれ話》

(1) 特定の文脈で用いられる「ひとつ」「ふたつ」
　数量を表す際によく用いられるものとして，<=o ´khað (ひとつ) と Hdo ´tho
(ふたつ)がある。

　LDco<=o ´trhe ´khað (升ひとつ分)　　　@o<=o ´tyha ´khað (お茶一杯)

　,@oMoHdo ´kyama ´tho (二斤)

　また，Vco ´re は「ひとつあたり」という意味を表す。なお，VcoVco ´re ´re とす
ると「ひとつずつ，それぞれ」という意味になる。

　LDcoVco ´trhe ´re (升一杯あたり)　TKD`IoVcoVco ¯trhið ´re ´re (それぞれの手紙)

　L,@oVco ´kyare (百毎に)　　;D`oVco ¯trhire (一万毎に)
　
(2) <>̀<o と >̀<o
　数詞の <>̀<o とよく似た形式として，「不定限定詞」の >̀<o がある。いずれも
名詞（句）の末尾に付されるという点で共通しているが，前者は数を表し，後
者は漠然と何かを特定するのに用いられる。恐らく同源語であると考えられる。
数詞は `tyik または `tyii と発音し，不定限定詞の方は軽声で，それぞれ tyik
または tyi のように軽く添えるように発音される。
　不定限定詞に関して詳しくは第 IV 部「単文＞名詞句の構造＞文脈指示」
(p. 209) を参照のこと。

(3) ?o と Uo
　ペアの両方，あるいはペアの片方を表す形式がある。?o ¯tyha がペアの両方
を表し，Uo ´ya がペアの片方を表す。

　 9ZMo?o<>̀<o ¯hlam ¯cha `tyik (一揃いの靴)

　 9ZMoUo<>̀<o ¯hlam ´ya `tyik (片方の靴)

(4) 度量衡
　『王統明鏡史』には，レルパチェン王の時に度量衡をインドのものと合致させ
たという話が出てくる。ここでは度量衡の単位の一部を紹介する。

　長さ：THdMo ´ndom (尋)　<(o ¯trhu (尺)

　容積：LDco ´trhe (升)

　重さ：,@oMo ´kyama (斤)　ZD=o ¯sað　Rdo ´syo　 (1 ZD=o = 10 Rdo)　　
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第 13章

形容詞

形容詞とは，モノ・コトの色や質感，大きさ，量などの属性や様態などを表すタイプの
語である。語構成からいうと名詞類の一種である。これらは「そういった属性を持つモ
ノ・コト」という意味や「そういう様態のモノ・コト」という名詞としても用いられるが，
多くの場合，別の名詞に後置して，その名詞を修飾するのに用いられる。
形容詞の特徴として次のような点が挙げられる。

• 名詞類ではあるが，主語や目的語などの補語にはなりにくい。
• 形態的には属性動詞*1の語幹に名詞接尾辞が付いて名詞化されたものが多い。
• 名詞に後置してその名詞を修飾する要素として用いられる。
• 述語として用いる場合は，形容詞の後に不定限定詞 >̀<o tyik をつけたものに存在
動詞を後続させる形が多い。日本語の形容詞のように単独で述語になることはでき
ない。

文中での用法については第 IV部「単文＞名詞句の構造」(p. 205) を参照のこと。

1 属性動詞の語幹からつくる形容詞
動詞語幹からつくる形容詞には (1) 動詞の語幹に名詞接尾辞 -Jdo -po，-Jo -pa，-Mo

-ma，-Mdo -mo などの付いたタイプと，(2) 動詞の語幹を繰り返すタイプがある。

1.1 動詞の語幹＋名詞接尾辞
接尾辞の種類別に紹介する。

• ?cIoJdo ¯tyheðpo (大きい)　T?MoJdo ¯tyhampo (親しい)　LS=oJdo ´saNpo, ´saNko

(良い)　R`MoJdo ´syimpo, ´syimpu (おいしい)　M=oJdo ´maNpo, ´maNko (多い)　

*1 属性動詞とは物事の状態，性質，属性などを表す動詞である。
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H:VoJdo ¯kaapo (白い)　I<oJdo ´nakpo, ´nakko (黒い)　HMVoJdo ¯maapo (赤い)

NdIoJdo ¯Nöðpo (青い)　ZcVoJdo ¯seepo (黄色い)　V`=oJdo ´riNpo, ´riNku (長い)

• 8F`=oJo ¯nyiNpa (古い)　<ZVoJo ¯saapa (新しい)

• <N=oMo ¯tsaNma (清潔な)　MPUZoMo ´ndzeema (美しい)　 8F`=oMo ¯nyiNma (古式

ゆかしい，古派の)

• ?cIoMdo ¯tyheðmo (大きい) 　SLoMdo ´sapmo (深い) 　)WLoMdo ¯tsupmo (粗い) 　　

R`LoMdo ´syipmo (細かい)

1.2 動詞語幹の繰り返し
　用例としては次のようなものがある。

　?b=o?b=o ¯tyhuNtyuð, ¯tyhüðtyüð (小さい)　<A dVo<AdVo ´kookoo (丸い)

　Gb=oGb=o ¯thuNtuð, ¯thüðtüð (短い) 　　WcLoWcLo ˆleplee (平たい)

　3[=o3[=o ´nyuNnyuð, ´nyüðnyüð (少ない) 　　R`LoR`Lo ˆsyipsyii (細かい)

1.3 いわゆる「比較級」と「最上級」の作り方
　動詞語幹に名詞化助詞 Jo pa，Lo wa を付すことで，いわゆる「比較級」を作ること
ができる。また，動詞語幹に接尾辞 XdZo -syöö を付すことで，いわゆる「最上級」を作る
ことができる。

　?coLo ¯tyhe wa, `tyhää (より大きい)

　?b=oLo ¯tyhuN wa, ¯tyhu Na (より小さい)

　?coXdZo `tyhesyöö, ¯tyhesyöö (最も大きい)

　?b=oXdZo `tyhuNsyöö, ¯tyhuNsyöö (最も小さい)

比較構文については第 IV部「単文＞重要な構文＞比較構文」(p. 161) 参照。

1.4 否定表現
否定接頭辞を含む場合は，「否定接頭辞-属性動詞語幹＋Jo/Lo」という順になる。

　R`MoJdo ´syimpo (おいしい)　→　　M̀oR`MoJo ´misyim pa (おいしくない)

　　T?MoJdo ¯tyhampo (親しい)　→　　MoT?MoJo ¯hmatyam pa (親しくない)
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※否定接頭辞には上述の例の通り，M̀o- mi- と Mo- ma- の 2種類がある。これらは原則
として前者が未完了アスペクトの場合，後者が完了アスペクトで用いられるという相違が
あるが，属性動詞の場合，未完了か完了かがどこまで厳密に区別されているかは不明であ
る。動詞の否定形については第 III部「語と句＞動詞＞動詞の否定形」(p. 96) を，否定
文については第 IV部「単文＞否定」(p. 201) を参照していただきたい。

2 形容詞句
2.1 「Xが Yである」タイプの形容詞句
上記の形容詞を別の名詞と組み合わせた「Xが Yである」という形容詞句も多い。Xと

Yが切り離せないほど強い結びつきを持ち，ひとまとまりの語をなしているものがある。

G<oV`=oJdo `thaa ´riNpo (遠い lit.距離が長い)

,@o?cIoJdo ´kya ¯tyheðpo (広い lit.広さが大きい)

L:ToHI`Io?cIoJdo ¯katrið ¯tyheðpo (ありがたい lit.恩が大きい)

HI`oR`MoJdo ´trhi ´syimpo (香のよい)

<F`=o$coMdo ¯nyiN ´tyemo (可愛い)

U`HoL8q=ZoJo ˆyii ˆsyuð pa (心がまっすぐな)　

<NoOV<ZoJo ¯na `tshok pa (各種の)

※上記のG<oV`=oJdo `thaa ´riNpo や L:ToHI`Io?cIoJdo ¯katrið ¯tyheðpo がつづまった形と

して，それぞれ同じ意味を表す形容詞 G<oV`=o ¯thaarið， HI`Io?cIo ´trhiðtyeð がある。こ

のように複合的な形式から縮約して作られる形容詞も多い。

2.2 複合語の内部に助詞が含まれる形容詞句
この他に，複合語の内部に Io na (位格助詞・接続助詞)，5[o tu (到格助詞)，;=`Zo kii (能

格助詞) などの助詞が含まれるタイプの形容詞がある。

LVoIoMcHoJo ¯lana ˆmää pa (この上ない lit. 上にないもの)

9KoIo<MY<oJo ¯tana ˆtuk pa (美しい lit. 見れば美しい)

U`Ho6qoTd=oLo ˆyii tu ´oð wa (美しい lit. 心に来る)

HJ<o5[oMcHoJo `pak tu ˆmää pa (計り知れない，とてつもない)

MGVo0>`IoJo `thar `tyhið pa (究極の lit. 果てに至った)
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LZMo!=`ZoM̀o;?LoJo ¯sam kii ´mikya pa (想像を超えた lit. 考えによって捉えられない)

2.3 明白さを表す特徴的な形態の形容詞句
以下の例に示すように，語幹の末尾の後置字に母音記号 e を付すという特徴的な形態の
形容詞がある。明白さを表す形容詞が多いようである。

9Z=o9Z=o ¯lhaNlað (明瞭な)　→　 9Z=o=coLo ¯lhaNe wa (明瞭な)

5[Vo5[Vo ¯turtur (明敏な)　→　5[VoVcoLo ¯ture wa (明敏な)

<ZWoJdo ¯sääpo (明白な)　→　<ZWoWcoLo ¯sääle wa (明白な)

3 形容詞的な名詞
修飾要素となれる形容詞的な能力を持った一群の名詞が存在するので，ここでまとめて
紹介する。いずれも名詞に後続してその名詞を修飾する要素となることができる。

• UoVLZo ˆyarap (良い) 　MoVLZo ˆmarap (悪い) 　<RIo ´syäð (他の) 　<UZoJo
¯yääpa (右の) 　<UdIoJo ¯yöðpa (左の) 　<RdIo7qo ´syöðnu (若い男性の) 　<RdIo
7qoMo ´syöðnu ma (若い女性の)　MGToT;dLo `thakop (辺境の)　<>̀<oJo ¯tyikpa

(同じ)

また，普通名詞に「～持ちの」という意味を表す名詞接尾辞 ->Io tyäð の付いたタイ
プの形容詞がある*2。接尾辞 >Io tyäð が付いたもののうち， ZcMZo>Io ¯semtyäð (有情，
衆生 lit. 心を持ったもの) のように普通名詞としてしか用いられないものもある一方で，
次に挙げるようなものは，一般的な名詞としてだけでなく，修飾要素として用いることが
できる。

• UdIoFIo>Io ´yöðtäð tyäð (教養のある) 　V`<oJo>Io ´rikpa tyäð (知恵のある) 　

ZcVo<No>Io ¯serna tyäð (吝嗇な)　<MY<oJo>Io ´tukpa tyäð (悪い)

WcoWdo>Io ´lelo tyäð (怠惰な)

同様に「～を持った，～を備えた」という意味になる 9MIoJo ´ndäðpa または H=o9MIoJo
tað ´ndäð pa を付けて作る形容詞句がある。

*2 >IoJo ¯tyäðpa というタイプもある。
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• UdIoFIoH=o9MIoJo ´yöðtäð tað ´ndäð pa または UdIoFIo9MIoJo ´yöðtäð ´ndäð pa

(教養のある)　MOVo<MY<oH=o9MIoJo `tshartuu tað ´ndäð pa (美貌を備えた)

※ ... H=o9MIoJo tað ´ndäð pa がつづまった形として，... 9MIo という形容詞句が作られ
ることもある。例えば，UIoW<oL,@HoH=o9MIoJo ˆyäðlaa ˆkyää tað ´ndäð pa (八枝の) が

つづまって，UIoW<oL,@Io9MIo ˆyäðlaa ´kyäðtäð といったようになる。

4 被修飾語と修飾語の語順
形容詞等の修飾語は通常，名詞の後ろに置く。日本語と語順が異なるので注意を要する。

(13.1) KdVoJo
¯phoopa
お椀

?cIoJdo
¯tyheðpo
大きい

「大きいお椀」【GSM 102】

(13.2) <NdHo
`nöö
容器

?b=o?b=o
¯tyhuNtyuð

小さい
「小さい容器」【GSM 102】

(13.3) \@Io
¯tyäð

御目

<UZoJo
¯yääpa
右の

「右の御目」【GSM 39】

(13.4) LVdIoJdo
¯löðpo
大臣

V`<oJo>Io
´rikpa tyäð

賢い
「賢い大臣」【GSM 67】

(13.5) M̀o
´mi
人

UoVLZo
ˆyarap
良い

「いい人」【GSM 75】

複数の修飾語が続く場合は，名詞の後ろに修飾語を並べるだけでよい。
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(13.6) L6qHo
ˆtüü
魔物

I<oJdo
´nakpo
黒い

L1F<oMcHo
`trakmee
恐れ知らずの

「恐れ知らずの黒い魔物」【GSM 237】

◎「全部」「大部分」等の意味を表す名詞
　被修飾語の後ろに置いて，「たくさんの」「全ての」「大部分の」といった意味を表
す名詞がある。これらをまとめて紹介しよう。

　6qoMo ´thuma (たくさんの)

　GMZo>Ho `thamtyää (あらゆる)

　O=oMo ¯tshaNma (全ての)

　KWo?cVo ¯phäätyee (大凡の，ほとんどの)

　<NoOV<Zo `natsoo (各種の)
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第 14章

指示詞

指示詞とは「これ」「それ」など指し示す語である。
指示する名詞とともに用いる場合は，形容詞と同じように名詞の後ろに置く。

1 近称指示詞と遠称指示詞
以下に示すのは，いわゆる「近称」にあたる TH`o ´ndi と，「遠称」にあたる Hco ´the お
よびその複数形の対応である。

単数 複数

近称 TH`o ´ndi TH`o'MZo ´ndi nam　TH`oH<o ˆnditaa　TH`oOVo ´nditso

遠称 Hco ´the Hco'MZo ´the nam　HcoH<o ˆthetaa　HcoOVo ´thetso

　
※他にも，TH`oJo ´ndipa (これ)，HcoJo ´thepa (それ) という形式もある。
　
◎遠称指示詞と定限定詞
　遠称の指示語として用いられる Hco には，文脈の中で特定のものを指し示して限
定するのに用いる「定限定詞」としての用法がある。「定限定詞」に対応する「不定
限定詞」として >̀<o がある。いずれも名詞 (句) の末尾に付して限定詞として機能
する。発音は軽声で，それぞれ ti，tyik となる。詳しくは第 IV部「単文＞名詞句
の構造＞文脈指示」(p. 209) を参照のこと。
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■助詞類との結合形式 　属格助詞，能格助詞等，格助詞との結合形式，または累加副助
詞等の副助詞との結合形式を，近称，遠称の順に以下に示す。なお，格助詞については第
IV部「単文＞格助詞の機能」(p. 131)，副助詞については第 IV部「単文＞提題と取り立
て＞取り立て」(p. 218) を参照のこと。

＋属格助詞　TH`T`o ´ndii (この)　HcT`o ´thee (その)　

＋能格助詞　TH`Zo ˆndii (これが)　HcZo ˆthee (それが)

＋位格助詞　TH`oIo ´ndi na (ここに)　HcoIo ´the na (そこに)

＋到格助詞　TH`oVbo ´ndi ru (ここに)　HcoVbo ´the ru (そこに)

＋到格助詞　TH`Vo ˆndir (ここに)　HcVo ˆther (そこに)

＋与格助詞　TH`oWo ´ndi la (ここに)　HcoWo ´the la (そこに)

＋源格助詞　TH`oWZo ´ndi lää (これより)　HcoWZo ´the lää (それより)

＋起格助詞　TH`oIZo ˆndinää (ここから)　HcoIZo ˆthenää (そこから)

＋累加副助詞　TH`oU=o ´ndi yað (これもまた)　HcoU=o ´the yað (それもまた)

＋累加副助詞　TH`T=o ´ndi að (これもまた)　HcT=o ´the að (それもまた)

2 指示詞からの派生語
■言説に対応する指示語 　
TH`o<?Ho ˆndikää (以下に述べるように)　Hco<?Ho ˆthekää (先に述べたように)

■場所に対応する指示語 　
TH`o<Vo ˆndikar (ここに)　Hco<Vo ˆthekar (そこに)

■似ていることを表す指示語 　

TH`oTHIo ´ndiðtra (このようなもの)　HcoTH Io ´theðtra (そのようなもの)

TH`o9Ko ´ndiðta (このようなもの)　Hco9Ko ´theðta (そのようなもの)

TH`o9KoLbo ´ndi ¯tapu (このようなもの)　Hco9KoLbo ´the ¯tapu (そのようなもの)

TH`o9KVo ´nditar (このように)　Hco9KVo ´thetar (そのように)

TH`oLR`Io ´ndi syið (このように)　HcoLR`Io ´the syið (そのように)

■それ自体であることを示す指示語 　
TH`oÀHo ˆndinyii (これ自体)　HcoÀHo ˆthenyii (それ自体)
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■程度を表す指示語 　
TH`oNMo ´ndi tsam (これくらい)　HcoNMo ´the tsam (それくらい)

■数を表す指示語 　

TH`o<ÀZo ˆndinyii (この二つ)　Hco<ÀZo ˆthenyii (その二つ)

TH`o<ZbMo ´ndisum (この三つ)　Hco<ZbMo ´thesum (その三つ)

■副詞的な指示語 　

TH`o<?LZo ˆndikap (この時)　Hco<?LZo ˆthekap (その時)

Hco$cZo ˆthetyee (その後)　Hco6 qZo ˆthetüü (その時)　

3 位置情報を含む指示詞
遠称指示詞の一種であるが，対象の位置情報を表す指示詞がある。以下に到格助詞との
結合形とともに挙げる。後述の「空間の副詞」(p. 82) と関連がある。これらは現代の口
語でもよく用いられるが，『王統明鏡史』の会話部分にも若干の用例が見られる。

Uo<̀o ´yaki (上手にある～)　　Uo<̀Vo ˆyakir (上手にある～に)

Mo<̀o ´maki (下手にある～)　　Mo<̀Vo ˆmakir (下手にある～に)

Ko<̀o ¯phaki (向こうにある～)　　Ko<̀Vo `phakir (向こうにある～に)
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第 15章

疑問詞

1 疑問詞
疑問詞は基本的に以下の表に示す語幹を持つものである。

単独形式 助詞類との結合形式

場所・物 <=o ´khað (どこ，何，どれ) <=oIo ´khað na (どこに)

<=oWo ´khað la (どこに)

<=o6 qo ´khað tu (どこに)

<=oIZo ´khað nää (どこから)

<=o<̀Zo ´khað kii (どうやって)

場所 <o ´kha (どこ) <Vo ˆkhar (どこに)

<oWo ´khala (どうして)

物 >̀o ¯tyi (何，どれ) >̀Zo `tyii (何によって，なぜ)

>̀oWo ¯tyi la (何のために，どうして)

@`o ´tyhi (何，どれ)

人 Zbo ¯su (誰) ZbZo `süü (誰が)

ZboWo ¯su la (誰に)

ZbVo `sur (誰に)

時 IMo ´nam (いつ)
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この語幹に「～のように」の意味を著す 9KVo tar，LR`Io syið，9KoLbo ¯tapu などの要素が

結合して，様々な疑問語が作られる。

単独形式 派生形式

<=o (どこ，何) <=o9KVo ´khaNtar (どのように)

>̀o (何，どれ) >̀o9KVo ¯tyitar (どのように)，>̀oLR`Io ¯tyi syið (どのように)

>̀o9KoLbo ¯tyi ¯tapu (どのような)

@`o (何，どれ ) @`o9KVo ´tyhitar (どのように)，@`oLR`Io ´tyhi syið (どのように)

@`o9KoLbo ´tyhi ¯tapu (どのような)，@`oNMo ´tyhi tsam (どれほど)

@`oOb<o ˆtyhitsuk (どのように)

　

2 疑問詞の不定用法
疑問詞には 2種の不定用法がある。一つは，疑問詞に不定限定詞 >̀<o tyik を付すこと
によって，全体の中の「どれか」「いずれか」という意味を表す用法，また，疑問詞に副助
詞 ;==o kyað を付すことによって，全体の中のいずれにも該当しないことを表す用法があ
る。後者は否定表現との呼応が多いが肯定と呼応することもある。不定限定詞 >̀<o およ
び副助詞 ;==o の異形態については「付録＞連声規則 (p. 277) を参照。

疑問詞 不定用法 (いずれか) 不定用法 (いずれも)

<=o (どこ，何) <=oR`<o ´khað syik (どれか) <=oU=o ´khað yað (何も)

>̀o (何，どれ) >̀oR`<o ¯tyi syik (何か) >̀oU=o ¯tyi yað (何も，何でも)

@`o (何，どれ ) @`oR`<o ´tyhi syik (何か) @`oU=o ´tyhi yað (何も)

Zbo (誰) ZboR`<o ¯su syik (誰か) ZboU=o ¯su yað (誰も)

IMo (いつ) IMoR`<o ´nam syik (いつか) IMoU=o ´nam yað (いつも)

他に，@`o9KoLbo>̀<o ´tyhi ¯tapu tyik (どのようなもの，どのようなものであってもいずれ
か)，<=o9KVoIoU=o ´khaNtar na yað (どのようであっても)，>̀oIZo;==o ¯tyi nää kyað (ど
うしても) のような複合的な形式もある。



80 第 III部 語と句

不定用法については第 V部「複文＞補節＞疑問表現の補節」(p. 227) も参照されたい。
不定用法の延長線上には，いわゆる関係代名詞的な用法もある。これについては第 V
部「複文＞名詞修飾節＞疑問詞の不定用法を含む名詞修飾節」(p. 235) を参照されたい。
　
◎構成要素のいずれかまたは一部を指し示す不定用法をもつ名詞

WoWo ´lala (それぞれ)　　　ZdoZdo ¯soso (各々)

VcoVco ´re ´re (それぞれ)　　V=oV=o ´raNrað (個々)

T<To ´nga (いくつか) 　　T<ToR`<o ´nga syik (いくつか)

<>̀<o `tyik (ある者，ひとり)
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第 16章

副詞と接続詞

1 副詞
動詞を修飾する要素として副詞 (句) がある。程度や様態，時間，空間などを表す語

(句) が多い。到格助詞，能格助詞，起格助詞などを副詞化助詞として名詞に付して作ら
れたものが多い。副詞化助詞の部分は軽声で発音される。以下では，様々なタイプの副詞
(句) を紹介する。

様態の副詞
V=oLR`Io!=`Zo ´raNsyið kii (自然に)　　IIo! =`Zo ´näð kii (念入りに)　

量の副詞
Ho6q=o ´thatuð (さらに，それどころか)　　HoVb=o ´tharuð (さらに，もっと)　

>b=oSHo `tyuNsää (少々)　　M=o6qo ´mað tu (数多く)

時の副詞
Ho ´tha (今)

V`Mo!=`Zo ´rim kii (次第に)　V`MoJoLR`Io6 qo ´rimpa syið tu (徐々に)　

TKDWo6qo ¯trhää tu (急いで)　Gd<oMVo `thoomar (まず最初に)　

Kb<ZoZbo `phuk su (後に)　NdIoWo ¯Nöð la (以前に)

,!Io6qo ´kyüð tu (いつも)　%<o5[o `taa tu (いつも)　

HcoMoG<o5[o ´thema `thaa tu (すぐさま)　2VdoLbVo6qo ¯lopur tu (突然に)　

M!=d<ZoJVo ˆngyok par (急いで)　6 qZoMAMo6qo ˆthüü ¯nyam tu (同時に)　
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空間の副詞
UVo ´yaa (上に)　MVo ´maa (下に)　KVo ¯phaa (あっちに)　ObVo ¯tshuu (こっちに)

評価の副詞
X̀Io5[o ¯syið tu (非常に)　VLo5[o ˆrap tu (たいへんに)　

[o>=o ¯hatyað (極めて)　M?d<o5[o `tyhoo tu (最高に)

否定と呼応することの多い副詞
>̀Zo;==o `tyii kyað (何としても)　>̀oU=o ¯tyi yað (何も)

その他の副詞
U=o ´yað (また)　U=oIo ´yaNna (あるいは)　ZVVoU=o ¯lar yað (さらにまた)　　

H=dZoZbo `Nöö su (実際に)　=doMo ´Noma (本当に)

KIoObIo ¯phäðtsüð (互いに)　KVoObVo ¯phaa tsuu (互いに)　

MAMo6qo ¯nyam tu (一緒に)　 9ZIo6 qo ¯hläð tu (一緒に)　 9?d<o5[o `kok tu (密かに)

OLo5[o `tshap tu (かわりに)

※形容詞に副詞化助詞をつけて，副詞を作ることもできる。

<ZdIoJdo ¯söðpo (生きた)→　<ZdIoJdVo `söðpor (生きたまま)

　
◎時を表す名詞の副詞用法
　以下のような名詞を副詞的に用いることもある。

Ho9Ko ´thaðta (今)　　

Z=oÀIo ¯saNnyið (明日，翌日)　

Hc=oZ=o ´theNsað (近頃)

TH`o<?LZo ˆndikap (この時)　Hco<?LZo ˆthekap (その時)

Hco$cZo ˆthetyee (その後)

Hco6qZo ˆthetüü (その時)
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2 接続詞
文頭または節頭に置いて，前の文と続く文の関係，または節と節の関係を示すのに用い
られる。句となっているものもある。以下に例を挙げるが，意味が薄れていて，必ずしも
翻訳する必要がない場合もある。

HcoU=o ´the yað または HcT=o ´the að (さてまた，さて，それというのも)

新しい章を始めるときによく用いられる。文章の先頭でも用いられることがあるが，そ
れは前置きの文章やタイトルなどをうけているものと考えられる。U=o yað は軽声で発音
する。

HcoIZo ˆthenää (それから，そして)

前の文の後に引き続いて次の文が起こったという継起的な文章をつなぐのに用いら
れる。

TdIo;==o ´öð kyað (しかしながら)

前の文，または節で述べたことと逆接的なことを述べる場合に用いられる。;==o kyað

は軽声で発音する。

HcoWo ´the la (しかるに，すなわち)

HcoWo ´the la は「それに対して」「その～に対して」という文字通りの意味で用いられる
ことが多いが，文頭に用いられて，「しかるに」というような意味で，前の文で述べたこ
とと逆接的なことを述べるのにも用いられる。また，HcoWoL% cIoIZo ´the la ¯teð nää の形
で，「それゆえ」という意味になる。Wo la は軽声で発音する。

HcVo ˆther (そこで)

HcVo ˆther は「それに」「そこに」という文字通りの意味で用いられることが多いが，文
頭に用いられて「そこで」というような意味で，ある事態が起こった時点を明示するよう
な役割を果たす。発音は降調となる。

Hco0>`Vo ˆthetyir (そのために，それゆえ)

理由を表す節を導く。

HcoLZo ˆthewää (それよりも)

『王統明鏡史』では「それよりも」「そんなことより」という意味で用いられる。現代語
では理由を表す形式として用いられることが多い。
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<WoFco ´khääte (もしも)

仮定を表す節を導く。現代語では同じ意味で <WoZD`Ho ˆkhääsii もよく用いられる。
　

◎感動詞
日本語でいうと「ああ」に相当するような語である。文頭に置かれることが多い。
よく見られるのは以下のようなものである。いずれも呼びかけの冒頭で用いられ，
感嘆の意を表す。

;=coMo ¯kye ma (おお，ああ)

;=coMo;=co:[Ho ¯kye ma ¯kye hüü (ああ！)

\coMo ¯e ma (ああ！)
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第 17章

動詞

動詞とは，単独で述語の働きをすることができるものである。

1 動詞の種類
まず動詞の種類について概観しておく。
チベット語の動詞は，意味的な観点から，静的な状態を表す「状態動詞」と動的な変化
や動きを表す「動態動詞」に分けられる。状態動詞には「判断動詞」や「存在動詞」のほ
か，「大きい」「小さい」「真実である」などといった属性を表す「属性動詞」が含まれる。
これらは基本的にアスペクト等による形態変化をしない。一方，動態動詞は「壊れる」「生
まれる」などの状態変化を表す「変化動詞」，「行く」「寝る」などの「意志的自動詞」，「食
べる」「焼く」などの「意志的他動詞」，「分かる」「聞こえる」などの「知覚動詞」に分け
られる。これらは基本的にアスペクト等による形態変化がある。どの種類の動詞も，補語
の数や性，人称に応じて形態変化することはない。

動詞
状態動詞

判断動詞
存在動詞
属性動詞

動態動詞
変化動詞 (無意志的自動詞)

意志的自動詞
意志的他動詞
知覚動詞 (無意志的他動詞)

なお，意志的自動詞および意志的他動詞のことをまとめて意志動詞と呼び，変化動詞
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(無意志的自動詞) および知覚動詞 (無意志的他動詞) のことをまとめて無意志動詞と呼ぶ。
動詞は 1音節からなる単純動詞が多いが，名詞＋単純動詞という形からなる動詞句もあ
る。これについては本章後半の「動詞句＞名詞＋動詞型の動詞句」(p. 98) にて後述する。
また，これらの動詞の後に付けて新しい意味を付け加えることのできる補助動詞や助動
詞句については本章の後半で述べる。

1.1 状態動詞
状態動詞とは，判断動詞と存在動詞，属性動詞を含めたもので，物事の属性や存在を表
すのに用いられる動詞である。
このうち判断動詞と存在動詞の中には，下記に示すように否定形が否定接頭辞と語幹の
融合した形になるものもある，という点で他の動詞と異なる。また，主動詞と組み合わさ
れることによって，助動詞 (句) として機能することがある。助動詞 (句) の種類について
は本章後半の「動詞句＞文法化の進んだ動詞句 (助動詞句)」(p. 106) を参照。
また，これらの動詞はアスペクト等による語形変化をしない。

判断動詞
「Aは Bである」といった二つの補語の関係を表すいわゆるコピュラで，U`Io ´yið とい
う形式が用いられる。否定形は，否定接頭辞の Mo- ma- を付けた MoU`Io ´mayið あるいは
否定接頭辞と動詞語幹が融合した形である M̀Io ´mið*1が用いられる。古典チベット語で
は判断動詞の敬語形として W<Zo ˆlaa が用いられる。
古典チベット語に現れる判断動詞は U`Io ´yið のみであるが，現代語では U`Io に加え
て口語，文語ともに VcHo ˆree が用いられる。否定形は同じく否定接頭辞を付した MoVcHo
ˆmaree である。

存在動詞
事物の存在を表すのに用いられる動詞で，UdHo ˆyöö および T6q<o ˆnduu という形式が
用いられる。UdHo の否定形は否定接頭辞と融合して McHo ˆmää となる。また，T6q<o の否
定形は，否定接頭辞の M̀o- mi- を付して M̀oT6 q<o ˆmiðtuu となる。このうち UdHo ˆyöö は，
所有を表すのにも用いられる。UdHo ˆyöö および T6q<o ˆnduu は事物の属性を表す構文で
も用いられる。
古典チベット語に現れる存在動詞は，他にも <HTo ´ta，M?̀Zo `tyhii などがある（これ
らは丁寧語，敬語）。現代文語ではUdHo と T6q<o に加え，UdHoJoVcHo ˆyöö pa ˆree（または
異綴りの Ud<oVcHo ˆyoo ˆree）が用いられている。

*1 現代のラサ方言では ´mäð と発音される。
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属性動詞
物事の状態，性質，属性などを表す動詞である。

動詞例：H<To ´ka (好きである，好ましい)　?b=o ¯tyhuð (小さい)　?co ¯tyhe (大きい)
　3[=o ´nyuð (少ない) 　THIo ´ndra (似ている)　LHco ´te (元気である)　M=o ´mað (多
い)　R`Mo ´syim (美味しい)

1.2 動態動詞
動態動詞とは，変化や動作などの動きを含む事象を表すのに用いられる動詞を指す。ア
スペクト等による変化形をもつことが多い。以下では未完了形 (意志的他動詞の場合は能
動形) を代表として例示する。

変化動詞（無意志的自動詞）
物事の状態が変化するさまを表す動詞である。一部は意志的他動詞と形態的な対応関係
がある。本章「動詞の自他対応—有対動詞 (p. 94) を参照されたい。

動詞例：T;dVo ¯khor, ¯khoo (回る) 　T;dWo ¯khöö (沸く) 　T! ^Vo ´ngyur (変わる) 　
?<o `tyhaa (壊れる)　?dHo `tyhöö (切れる，断たれる)　T?Vo ¯tyhar, ¯tyhaa (現れる)
T?̀o ¯tyhi (死ぬ)　HI<o ˆtrhaa (治る)　T6 qo ´ndu (集まる)　TH Ico ´ndre (混じる)　Kd<o
`phoo (当たる)　T1^=o ´ndyuð (生じる)　LwV<o `laa (失われる，なくなる)

意志的自動詞
人が意志的に遂行する動作で，作用が他に及ばず，それ自身の動きを表す動詞。一部，
意志的他動詞と形態的な対応関係をもつものがある。本章「動詞の自他対応—有対動詞
(p. 94) を参照されたい。

動詞例：T2Fdo ´ndro (行く)　=bo ´Nu (泣く)　AWo ´nyää (寝る，横になる)　<MdHo ˆtöö
(居る)　TLDdZo ˆndröö (逃げる)　TP U<o ˆndzaa (登る)　W=o ˆlað (起きる)

意志的他動詞
人が意志的に遂行する動作で，他者に働きかけるタイプのものを表す動詞である。一部
は変化動詞，意志的自動詞と形態的な対応がある。

動詞例：1Vd<o `loo (読む)　<?YVo ¯kur, ¯kuu (託す)　<? dVo ¯kor, ¯koo (回す)　<? dWo ¯köö

(沸かす) 　<^ !Vo ´kyur (変える) 　<>d<o `tyoo (割る) 　<>dHo `työö (切る，断つ) 　T@do
´ndyo (搾る)　AIo ´nyäð (聞く)　AVo ´nyar, ´nyaa (持つ)　<FdWo ¯nyöö (寝かせる)　
9Ko ¯ta (見る) 　<MYHo ˆtüü (集める) 　TLD`o ´ndri (書く) 　LRc=Zo ˆsyað (建立する) 　So
´sa (食べる)　LSdo ´so (作る)　<ZdHo `söö (殺す)　
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知覚動詞
人が五感で知覚すること，または知覚している状態を表すのに用いられる動詞である。
これらの動詞は変化形を持たない。

動詞例：<do ´kho (分かる)　GdZo `thöö (聞こえる)　L$cHo ˆtyee (忘れる)　% d<Zo `too
(理解する)　MGd=o `thoð (見える)　HIIo ´trhäð (思い出す)　XcZo `sheð (理解している)
　

2 動詞の活用と機能
状態動詞は活用しないが，動態動詞のうち，変化動詞，意志的自動詞，意志的他動詞の
多くは，正書法上，未完了形と完了形で異なる形式を用いる。未完了形は，参照する時点
において事態が未完了であることを示し，完了形は，参照する時点において事態が完了し
ていることを示す。なお，『蔵漢大辞典』と『王統明鏡史』とでは，動詞の活用形式が一致
しないことがあるので，気づいた範囲で明記しておく。『蔵漢大辞典』の巻末に掲載され
ている動詞の活用形式一覧については，次頁の記述を参照されたい。

このうち意志的他動詞の多くは，未完了形に 2種類の形態を持つ。本書ではこれを能動
形と所動形とする。能動形は，主に事態が進行中であったり，繰り返し行われていること
を示すことが多い。所動形は，参照する時点において未然の事態を表すことが多い。
また，能動形は行為主体，即ち行為を行う側に焦点を当てた表現である場合が多く，所
動形は行為の対象，即ち行為を被る側に焦点を当てた表現であることが多い。能動形・所
動形の具体的な使い分けについては，第 IV部「単文＞テンス・アスペクト」(p. 162) お
よび「単文＞モダリティ」(p. 175) を参照されたい。また，第 IV部以降に掲載する例文
の文法グロスでは能動形を IPF:A，所動形を IPF:U としているので参考にしていただき
たい。
変化動詞には命令形はないが，意志的他動詞と意志的自動詞には，命令形がある。
なお，辞書には未完了形 (意志的他動詞の場合には能動形) の見出し語に語義が掲載さ
れていることが多く，また，命令形以外は，名詞化助詞の Jo pa または Lo wa とともに
見出し語が掲載されているので，辞書を引く際には注意を要する。
動態動詞の活用のあり方をまとめると下記のようになる。

!!!!!!!!!動態動詞
活用 未完了形 完了形 命令形

変化動詞 x y —
意志的自動詞 x y z

意志的他動詞
能動 所動

y z
x1 x2
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以下に，各動詞がどのような活用をするか，また概略どのようなテンス・アスペクトを
担うのかについて示す。

　
変化動詞の活用

未完了形：習慣・真理・（進行中・）未然
完了形：完了

　　

　
意志的自動詞の活用

未完了形：習慣・真理・（進行中・）未然
完了形：完了
命令形：命令

　
意志的他動詞の活用

未完了
能動形：習慣・真理・進行中
所動形：未然

完了形：完了
命令形：命令

　

チベット語の伝統文法では，未完了能動形は「現在形（Ho9KoLo ´thata wa lit. 今のこ
と）」，未完了所動形は「未来形（MoTd=ZoJo ˆmaoð pa lit. 来るべきもの）」，完了形は「過
去形（THZoJo ˆndää pa lit. 過ぎたこと）」と呼ぶのが一般的である。しかし，文法上の
機能で重要なのは，テンス（現在，未来，過去）ではなくアスペクト（未完了，完了）で
ある。伝統的に「現在と未来」による形態の区別とされてきたものは，前述の通り能動と
所動による形態の区別であり，その区別を持つものは意志的他動詞のみである。
なお，チベット語の伝統文法では，本書でいう変化動詞と意志的自動詞，知覚動詞を

「 GoM̀oHHoJo ¯tha ˆmitää pa lit. 能所不分」，意志的他動詞を「 GoHHoJo ¯tha ˆthää pa lit.
能所分化」と呼ぶ。この分類は『蔵漢大辞典』では各動詞の項目に明記されている。

動詞は，単独で述語を形成することもあれば，後ろに助動詞や終助詞を伴って述語
を形成することもある。動詞文の用法については，第 IV部「単文＞テンス・アス
ペクト」(p. 162)，「単文＞モダリティ」(p. 175) をそれぞれ参照のこと。

2.1 変化動詞
変化動詞は，未完了形と完了形で形が変わらないものが多いが，以下のような変化形を
持つものもある。
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以下では，未完了形，完了形の順に，左端を Aとし，次の形が Aと異なれば Bと表記
し，同じであれば Aと表記する，というようにパターンを示した。

(1) 未完了形≠完了形
　

未完了 完了

AB 生まれる 　<\@co ¯kye　 　<\@cZo `kyee　

AB 変わる 　T!^Vo ´ngyur　 　!̂Vo ´kyhur　

AB 成し遂げる 　T2)Lo ˆndrup　 　2)Lo ˆtrhup　

AB 切れる 　T?Ho `tyhää　 　?Ho `tyhää　

AB 死ぬ 　T?̀o ¯tyhi　 　X̀o ¯syi　

AB 生じる 　T1^=o ´ndyuð　 　 1̂=o ´tyhuð　

AB 来る 　Td=o ´oð　 　Td=Zo ˆoð　

AB 着く 　ZVcLo `lee　 　ZVcLZo `lee　

(2) 未完了形＝完了形
　

未完了 完了

AA 燃える 　TLVo ´nbar　 　TLVo ´nbar　

AA 酔う 　LS`o ´si　 　LS`o ´si　

AA 腐る 　VbWo ´rüü　 　VbWo ´rüü　

AA 戻る 　Wd<o ˆloo　 　Wd<o ˆloo　

　

2.2 意志的自動詞
意志的自動詞では，能動形と所動形の区別はなく，未完了形と完了形の区別があるもの
がある。さらに命令形がある。
以下では，未完了形，完了形，命令形の順に，左端を Aとし，次の形が Aと異なれば

Bと表記し，同じであれば Aと表記する，というようにパターンを示した。なお，独自の
命令形を持つものを先に挙げた。
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(1) 未完了形≠完了形

未完了 完了 命令

ABC 行く＊ 　T2Fdo ´ndro　 　 0>`Io `tyhið　 　Zd=o `soð　

ABC 去る＊ 　T2Fdo ´ndro　 　Zd=o ¯soð　 　Zd=o `soð　

ABC 来る 　Td=o ´oð　 　Td=Zo ˆoð　 　Xd<o `syoo　

ABC 降りる 　TLLo ˆnbap　 　LLo ˆphap　 　LdLo ˆphop　

ABC 起きる 　W=o ´lað　 　W=Zo ˆlað　 　Wd=o ˆloð　

ABB 泣く 　=bo ´Nu　 　=bZo ˆNüü　 　=bZo ˆNüü　

ABB 逃げる 　TLDdZo ˆndröö　 　LDdZo ˆtrhöö　 　LDdZo ˆtrhöö　

ABB 夢を見る 　 [̀o ¯mi　 　 [̀Zo `mii　 　 [̀Zo `mii　

ABA 居る＊＊ 　<MdHo ˆtöö　 　L<MHo ˆtää　 　<MdHo ˆtöö　

　　

　
　＊「行く」「去る」の未完了形と完了形は，互いに関連性のない形をしている。語源の
異なる語が語形変化のパラダイムの中に入り込んで定着したものと考えられる (補充法)。
＊＊「居る」の未完了形は，『蔵漢大辞典』に掲載の動詞変化表によると，L<MHo という
形もあるとされ，そこでは L<MHo が「未来形」と解釈されている。

(2) 未完了形＝完了形

未完了 完了 命令

AAB 寝る 　AWo ´nyää　 　AWo ´nyää　 　AdWo ´nyöö　

AAA 居る (敬) 　L8q<Zo ˆsyuu　 　L8q<Zo ˆsyuu　 　L8q<Zo ˆsyuu　

2.3 意志的他動詞
前述の通り，意志的他動詞の多くは，正書法上，未完了形と完了形の対立だけでなく，
未完了形に能動形・所動形の二つの形態 (ここでは綴り) を持つことが多い。また，命令
形も持つ。実際の形態変化で最も多いのは全てが異なる形をしているものであるが，一部
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が同じ形をしているものもある。*2

以下では未完了能動形，未完了所動形，完了形，命令形の順に，左端を Aとし，次の形
が Aと異なれば Bと表記し，同じなら Aと表記する，というようにパターンを示した。

(1) 未完了能動形≠未完了所動形≠完了形
未完了能動形と未完了所動形に区別があり，完了形も異形態であるもの。

未完了能動 未完了所動 完了 命令

ABCD する L!=`Ho ˆkyii L!=`o ´kyi L!=`Zo ˆkyii !=`Zo ˆkyhii

ABCD 切る <>dHo `työö <>Ho `tyää L>Ho `tyää ?dHo `tyhöö

ABCD 送る <Fd=o ¯toð <F=o ¯tað LF=o ¯tað Gd=o `thoð

ABCD 見る 9Ko ¯ta L9Ko ¯ta L9KZo `tää 9K dZo `töö

ABCD 入れる T@b<o ˆndyuu 　<8 q<o ˆsyuu 　L>b<o `tyuu ?b<o `tyhuu

ABCD 置く T@d<o ˆndyoo <R<o ˆsyaa LR<o ˆsyaa Rd<o ˆsyoo

ABCD 据える THcLZo ˆndep <HLo ˆtap LFLo `tap GdLo `thop

ABCD する 1>cHo ´tyhe 1 >o ´tyha 1>Zo ˆtyhää 1>dZo ˆtyhöö

ABCD 下ろす TLcLZo ˆnbep HLLo `wap KLo `phap KdLo `phop

ABCD 取る WcIo ´leð, `leð LV=o ¯lað LV=Zo `lað Wd=Zo ˆloð

ABCD 教える ZVdLo `lop LZVLo `lap LZVLZo `lap ZVdLZo `lop

ABCD 殺す <ZdHo `söö <ZHo `sää LZHo `sää ZdHo `söö

ABCC 書く TLD`o ´ndri LD`o ´trhi LD`Zo ˆtrhii LD`Zo ˆtrhii

ABCC 尋ねる THI`o ´ndri H I`o ´trhi HI`Zo ˆtrhii H I`Zo ˆtrhii

ABCC 塗る T1^<o ˆndyuu 1 ^<o ˆtyhuu 1 ^<Zo ˆtyhuu 1̂<Zo ˆtyhuu

*2 各形態の発音表記を見れば明らかなように，発音上は区別のないものも多い。ちなみに，現代のラサ方言
では未完了形は一つしかなく，能動形と所動形の区別がない。例えば，「教える」の未完了形は `lap，「す
る」の未完了形は ´tyhe という形態しかない。未完了形と完了形の区別のない動詞もある。例えば，「据
える」は未完了形・完了形ともに `tap である。
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(2) 未完了能動形≠未完了所動形＝完了形
能動形と所動形の区別があるが，所動形と完了形が同形態のもの。

未完了能動 未完了所動 完了 命令

ABBC する ,@<o ˆkyaa L,@Lo ˆkyap L,@Lo ˆkyap ,@dLo ˆkyop

ABBC 無くす＊ ZcWo ¯see LZWo ¯sää LZWo ¯sää ZdWo ¯söö

ABBA 生じさせる <\@cHo `kyee L<\@cHo `kyee L<\ @cHo `kyee <\ @cHo `kyee

ABBA 捧げる＊ <^HdIo ´tröð L<^HdIo ´tröð L<^HdIo ´tröð <^HdIo ´tröð

ABBA 変える＊ <^!Vo ´kyur L<^!Vo ´kyur L<^!Vo ´kyur <^!Vo ´kyur

ABBA 促す＊ <?YWo ¯küü L<? YWo ¯küü L<?YWo ¯küü <? YWo ¯küü

　

＊所動形と完了形が歴史的に異形態。本章「隠れた再後置字 H」(p. 97) を参照のこと。

(3) 未完了能動形＝未完了所動形≠完了形
能動形と所動形が同形態のもの。

未完了能動 未完了所動 完了 命令

AABC 言う <lHo ¯ma <l Ho ¯ma <l HZo `mää <l HdZo `möö

AABC 食べる＊ So ´sa So ´sa SdZo ˆsöö Sdo ´so

AABB 奪う TKDd<o `trhoo TKDd<o `trhoo KDd<Zo `trhoo KDd<Zo `trhoo

AABB 放牧する TOVo ¯tsho TOVo ¯tsho TOVZo `tshöö TOVZo `tshöö

AABB 購う L]o ¯lu L]o ¯lu L]Zo `lüü L]Zo `lüü

AABB 買う Ado ´nyo Ado ´nyo AdZo ˆnyöö AdZo ˆnyöö

AABB 作る LSdo ´so LSdo ´so LSdZo ˆsöö LSdZo ˆsöö

＊「食べる」は，所動形が LSTo ´sa，完了形が LSZo ˆsää という語形変化が記載され
ている語形変化表もある。ここでは，『王統明鏡史』に現れる形を示した。　

(4) 未完了能動形＝未完了所動形＝完了形
能動形と所動形の区別もなければ，完了形も同形であるもの。
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未完了能動 未完了所動 完了 命令

AAAB する hon MPHo ˆndzää MPHo ˆndzää MPHo ˆndzää MP VHo ˆndzöö

AAAB 聞く AIo ´nyäð AIo ´nyäð AIo ´nyäð AdIo ´nyöð

AAAB 言う WLo ˆlap WLo ˆlap WLo ˆlap WdLo ˆlop

AAAA 引く TGcIo `theð TGcIo `theð TGcIo `theð TGcIo `theð

AAAA 着る <dIo ´khöð <dIo ´khöð <dIo ´khöð <dIo ´khöð

AAAA 祀る hum <ZdWo ¯söö <ZdWo ¯söö <ZdWo ¯söö <ZdWo ¯söö

AAAA 与える <KcVo ¯ter <K cVo ¯ter <KcVo ¯ter <K cVo ¯ter

AAAA 見る hon <S`<Zo ˆsii <S`<Zo ˆsii <S`<Zo ˆsii <S`<Zo ˆsii

AAAA 建てる hon LRc=Zo ˆsyað LRc=Zo ˆsyað LRc=Zo ˆsyað LRc=Zo ˆsyað

2.4 属性動詞が動詞句の一部として用いられる場合
属性動詞の場合，形態変化しない動詞がほとんどである。しかし，属性動詞が動詞句の
一部として用いられた場合，完了形で現れ，その属性の程度が激しいことを表すことがあ
る。例えば，AcoV`=o ´nyerið (親疎) という名詞に ?co ¯tyhe (大きい) という属性動詞を組み
合わせた AcoV`=o?co ´nyerið ¯tyhe (えこひいきをする) という動詞句は，AcoV`=o?cZo ´nyerið
`tyhee (えこひいきが激しい，えこひいきが過ぎる) となる。
また，変化動詞や知覚動詞は独自の命令形は持たないが，命令文を作る終助詞 >̀<o tyii
などを付すことによって命令文を作ることができる。具体例は，第 IV部「単文＞モダリ
ティ＞命令」(p. 176) 参照。

3 動詞の自他対応—有対動詞
チベット語の動詞には，日本語の動詞にもあるように，自動詞と他動詞で形態的に対を
なす一群のものがある。
意味的な観点から分類すると，(1)「切れる」と「切る」のように変化動詞と意志的他動
詞が対になっているもの，(2)「起きる」と「起こす」のように意志的自動詞と意志的他動
詞が対になっているもの，(3)「着る」と「着せる」のように意志的他動詞の中で，非使役
的な動詞と使役的な動詞が対になっているものの 3種類がある。以下に具体的な対応を示
すが，未完了形（意志的他動詞の場合は所動形）を代表として例示した。全般に，意志的
他動詞が上接字 Z を持っている場合が多い。
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(1) 変化動詞と意志的他動詞の対
「切れる」と「切る」のように変化動詞と意志的他動詞が対になっているタイプである。
このタイプが最も多い。発音の対応に注目されたい。

変化動詞 意志的他動詞

T;dVo　¯khor 回る L<? dVo　¯kor 回す，回る

T!=cWo　´ngyee 倒れる L<^@cWo　´kyee 倒す

T!^Vo　´ngyur 変わる L<^!Vo　´kyur 変える

T2F`<o　ˆndrik 整う L<^ H`<o　ˆtrik 整える

T2)Lo　ˆndrup 成就する L<^+Lo　ˆtrup 成就させる

?<o　`tyhaa 壊れる <><o　`tyaa 壊す

T?Ho　`tyhää 切れる <>Ho　`tyää 切る

MGbIo　¯thün 合う L<KZIo　¯tün 合わせる

T6qo　´ndu 集まる L<MYo　´tu 集める

&dWo　´töö 穴があく L%dWo　¯töö 穴をあける

TKVo　¯phar 上がる RVo　¯par 上げる

T1>Vo　´ndyar 貼り付く <k @Vo　´tyar 貼る

TLDcWo　´ndree つながる <kHcWo　´tree つなぐ

R`<o　ˆsyik 壊れる LX̀<o　`syik 壊す

(2) 意志的自動詞と意志的他動詞の対
「起きる」と「起こす」というタイプの対である。

意志的自動詞 意志的他動詞

AWo　´nyää 寝る L<FWo　¯nyää 寝かせる

W=o　ˆlað 起きる，立つ LZV=o　¯lað 起こす，立てる
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(3) 非使役的動詞と使役的動詞の対
「着る」と「着せる」のように非使役的な意味を持つ動詞と使役的な意味を持つ動詞の
間で同様の対応関係を持つものがある。

意志的他動詞（非使役的動詞） 意志的他動詞（使役的動詞）

<dIo　´khöð 着る L<? dIo　¯köð 着せる

(4) 意志的他動詞と知覚動詞の対
知覚にかかわる動詞の中には次のような意志的他動詞と知覚動詞の対がある。

意志的他動詞 知覚動詞

9Ko　¯ta 見る MGd=o　`thoð 見える

AIo ´nyäð 聴く GdZo　`thöö 聞こえる

TOVWo ¯tshöö 探す 8FcHo `nyee 見つかる

4 動詞の否定形
動詞語幹に否定の接頭辞 M̀o- mi ないし Mo- ma を付けて否定形を作る。未完了の場合
は M̀o- mi が，完了の場合および命令の場合は Mo- ma が用いられる。*3

【未完了】M̀o-動詞未完了形語幹
　　M̀oT2Fdo ´miðtro (行かない)　M̀oXcZo `misyeð (知らない) 　　

【完了】Mo-動詞完了形語幹
　　MoL9KZo `matää (見なかった)　MoT< (=Zo `hmatruð (生まれなかった)

【命令】Mo-動詞未完了形語幹
　　MoT2Fdo ´maðtro (行くな)

否定表現については第 IV部「単文＞否定」(p. 201) を参照。

*3 否定の接頭辞の発音については第 I 部「発音と文字＞文字と発音に関する補足＞文字と発音のズレ」
(p. 31) を参照のこと。
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5 隠れた再後置字 H
歴史的に再後置字 H を持つ語とは，多くは動詞の完了形語幹である。動詞のうち，後
置字 I，V，W を持つ動詞の完了形は，もともと再後置字 H を持っていた。例えば， <^ !Vo
´kyur (変える) の完了形は，古典チベット語（11-19 世紀）および現代チベット語では
L<^!Vo と書くが，古典チベット語成立以前は L<^!VHo と書かれていた。
歴史的に再後置字 H を持っていた語に助詞・接辞がついた場合の連声規則は巻末の「付
録＞連声規則＞連声規則早見表」(p. 280) を参照のこと。上述の <^ !Vo ´kyur の変化形に
終助詞 Tdo ´o がついたケースについて例を挙げれば，下記のようになる。

未完了能動形　<^!VoVdo　´kyur ro

未完了所動形　L<^!VoVdo　´kyur ro

完了形　　　　L<^!VoFdo　´kyur to

6 存在動詞における UdHo と T6q<o の使い分け
状態動詞のうち，事物の存在を表すのに用いられる動詞 UdHo ˆyöö と T6 q<o ˆnduu は，
まとめて存在動詞と呼ぶ。『王統明鏡史』では，どちらも頻繁に用いられ，使い分けも明
確である。UdHo ˆyöö は「所有」ないし「あらかじめ持っている」「もともと存在している」
という意味があり，さらに「話者ないし書き手がその存在をあらかじめよく知っている」
という意味にもなる。一方，T6 q<o ˆnduu は「存在」ないし「今，そこにあるのを目撃し
た」という意味が含まれており，「話者ないし書き手がその存在をその場で知覚した」と
いう意味になる。この使い分けは，これらの存在動詞が動詞と組み合わせて用いられる際
にも見られるものであり，UdHo ˆyöö を「定着知」の存在動詞，T6 q<o ˆnduu を「観察知」
の存在動詞と呼ぶ。
読解の際には上記の相違点を念頭に置いて読むとよい。なお，これらは現代ラサで話さ
れているチベット語にも通じる使い分けである。

7 動詞句
ここでいう動詞句とは，複数の語からなるもので，(1) 名詞＋動詞型の動詞句，(2) 動
詞連続型の動詞句，(3) 接辞・助詞を伴う動詞句，(4) 文法化の進んだ動詞句，の 4つの
型に分けられる。
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7.1 名詞＋動詞型の動詞句
名詞＋動詞型の動詞句とは，基本的に名詞要素と単純動詞からなる動詞句を指す。慣用
として定着しているタイプと，動詞語幹と名詞語幹で複合名詞を作り，さらに単純動詞を
後続させて，特定の意味の動詞句を作ることのできる汎用性の高いタイプとがある。
まず，慣用として定着しているものを挙げる。それぞれの要素の本来の意味を保持して
いるものから，本来の意味が薄れてしまっているもの，さらに，サンスクリットから直訳
されたものであるために意味の組み合わせではすんなり理解できないものもある。

A. 本来の意味を保持しているもの
KD<oHd<o<\@co `trhaatoo ¯kye (嫉妬する lit. 嫉妬が生まれる)　

ZcMZoU`HoTKDd<o `semyii `trhoo (心奪われる lit. 心が奪われる)　

$cZoZboTLD=o ˆtyee su ´ndrað (従う lit. 後に従う)　

OUoTHZo ¯tshe ˆndää (亡くなる lit. 寿命が過ぎる)　

=doXcZo ´No `syeð (面識がある，見覚えがある lit. 顔が分かる)　

<ZdWoLoTHcLZo ¯sowa ˆndep (祈る lit. 願を立てる)

B. 本来の意味が薄れているもの
0>`oM̀<o9Ko `tyhimii ¯ta (振り返る lit. 顧み見る)　

AcoV`=o?co ´nyerið ¯tyhe (えこひいきする lit. 親疎が大きい)　

MGVo0>`Io `thar `tyhið (完成する lit. 端に至る)

C. 組み合わせだけでは理解できないもの
H=o6qoWcIo ´thað tu ´leð (志願する)　

AMZoZboWcIo ˆnyam su ´leð (実践する)　

VLo5[o<IZo ˆrap tu `nää (開眼供養する)　

VLo5[oT1^=o ˆrap tu ´ndyuð (出家する)　

HL=o6qoT6qo ¯wað tu ´ndu (征服する)　

1>`Io!=`ZowVLZo ´tyhið kii `lap (加持を授ける)　

?bHoSo `tyhüü ´sa (無駄にする)

この他にも，日本語の「する」動詞のように，1 >cHo ´tyhe や ,@<o ˆkyaa など，「する」の
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ような意味を表す動詞を特定の名詞と組み合わせて用いることで，様々な動詞句を形成す
ることができる。こうした動詞句の用例は現代語には極めて多いが，『王統明鏡史』では
あまり多く見られない。

)VHoJo1>cHo ¯tsöpa ´tyhe (口論する)　

HM<o,@<o `maa ˆkyaa (戦争をする)　

D. 汎用性の高い動名詞型動詞句
ここで取り上げるのは，様々な動詞語幹と名詞語幹を組み合わせて複合名詞を作り，そ
れを受ける動詞を続けることで，特定の意味を表す動詞句を作ることのできる形式であ
る。例えば次のようなものがある。

-G<o?dHo -taa `tyhöö (～である/～するに違いない)

-WZo?co -lää ¯tyhe (～である/～する公算が高い)

-GLZoMcHo -tap ˆmää (～する方法がない，～できない)

-2FLZo1>cHo -trap ´tyhe, -troo ´tyhe (～しそうになる)

具体的な例としては次のようなものが挙げられる。

UdHoG<o?dHo ˆyöötaa `tyhöö (あるに違いない)　

T?̀oWZo?co `tyhilää ¯tyhe (死ぬ公算が高い)

<MdHoGLZoMcHo ˆtöötap ˆmää (留まれない)

7.2 動詞連続型の動詞句
動詞と動詞の間に接続助詞を伴わない動詞連続の場合，後続の動詞は補助動詞と呼ぶ。
補助動詞とは，他の動詞に接続して，「移動・到達」「可能」「必要」などといった特定の意
味付けを持たせることのできる動詞である。
後述する助動詞とは明確に区別できず，正確には連続的であるといえるが，補助動詞は
より文の主動詞に近い位置で用いられるのに対し，助動詞はより文末に近い位置で用いら
れ，補助動詞の後に付けて用いられることもある。
なお，補助動詞の役割を果たす専用の形式はなく，意志的自動詞や変化動詞，意志的他
動詞でも用いられている形式が補助動詞にも援用されている。
主な補助動詞として，以下のようなものがある。

1.「移動・到達」の補助動詞　T2Fd o ´ndro (～ていく) 　Td=o ´oð (～てくる) 　 1̂=o
´tyhuð (～てきた)
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2.「可能」の補助動詞　GbLo `thup, `thuu (～できる)　XcZo `syeð (～できる，～の仕

方が分かる)　7qZo ˆnüü (敢えて～できる)　KdHo `phöö (敢えて～できる)

3.「必要」の補助動詞　H<dZo ˆköö, ´ko (～しなければならない)

4.「願望」の補助動詞　THdHo ˆndöö (～したい)

5.「懸念」の補助動詞　Hd<Zo ˆthoo (～する懸念がある)

6.「頃合い」の補助動詞　VIo ´räð (～する頃合いである)

7.「終了」の補助動詞　S`Io ´sið (～し終わる)　OVo ¯tshar (～し終わる)

8.「経験」の補助動詞　M?d=o ´nyoð (～したことがある)

9.「～ておく」の補助動詞　LR<o ˆsyaa (～しておく)

10.「存在」の補助動詞　UdHo ˆyöö (～してある), T6q<o ˆnduu (～してある)

このうち「頃合い」「終了」「経験」「～しておく」「存在」の補助動詞については第 IV
部「単文＞テンス・アスペクト」(p. 162) で紹介しているので参照されたい。

A. 移動・到達の補助動詞：T2Fdo，Td=o，1̂=o
■視点自体の移動または視界からの移動を表す補助動詞：T2Fdo 　
「行く」という意味を表す動詞 T2Fdo ´ndro は，動詞の完了形の後に置いて補助動詞として
用いることで，「～していく」という意味を表すことができる。

;D`HoT2Fdo `trhii ´ndro 「連れて行く」

Wd<oT2Fdo ˆloo ´ndro 「帰る」

動詞 T2Fdo ´ndro には，(1) 移動する人とともに話者の視点自体が移動することを表す
場合と，(2) 話者の視点は移動せず，人やモノがその視界から去ることを表す場合とがあ
り，両者は完了形が異なる。(1) の完了形は 0>`Io `tyhið，(2) の完了形は Zd=o ¯soð とな
る。*4この動詞が補助動詞として用いられる場合も同様の含意があるため，どちらの意味
で補助動詞が用いられているのか意識する必要がある。
例えば，上記の「連れて行く」は未完了の例であるが，「Xが Yを共に連れて行った」と
いう完了の文では，Xとともに視点が移動する場合は，;D`Ho0 >`Io となる。逆に視点がその
場に留まり，Xと Yが視点のある場から去ったという意味になる場合は，;D`HoZd=o となる。
なお，V Zd=o は，移動そのものではなく，「ある事態が起きてしまった」という，事態
の完了の側面を表すことがある。これについては第 IV部「単文＞テンス・アスペクト＞
完了」(p. 168) で後述する。

*4 現代のチベット語のうち，ラサのチベット語では 0>`Io を完了形とし，アムドのチベット語では Zd=o を完
了形とするといった差異が見られる。
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■視界への移動を表す補助動詞：Td=o 　
「来る」という話者の視界への移動という意味を持つ動詞 Td=o ´oð は，動詞の完了形の後
に置いて補助動詞として用いることで，「～てくる」に相当する意味を表すことができる。

;D`HoTd=o `trhii ´oð (連れてくる)　

;?cVoTd=o ¯kyher ´oð (持ってくる)　　

ScVoTd=o ´ser ´oð (言ってくる) 　

なお，動詞に Td=o が後続したもので，「予測」の意味でも用いられる例がある。これに
ついては第 IV部「単文＞モダリティ＞推量」(p. 189) で後述する。

■視界への到達：1^=o 　
「生じる」という意味を持つ動詞 T1̂=o の完了形 1̂=o ´tyhuð は，直前の動詞で表される
移動が話者の視界に到達したことを示す。日本語でいえば「～てきた」に近い。主動詞は
完了形となる。

ZVcLZo1^=o `lee ´tyhuð (やって来る)

LF=o1^=o ¯tað ´tyhuð (送り込んでくる)

また，動詞に 1^=o が後続したもので，「ある事態が目の前で起きた」という，事態の完
了の側面を表すことがある。これについては第 IV部「単文＞テンス・アスペクト＞完了」
(p. 168) で後述する。

B. 可能の補助動詞：GbLo，XcZo，7qZo，KdHo
「～することができる」という可能の意味を表す動詞には GbLo `thup, `thuu，XcZo `syeð

があり，V V パターンで可能の意味を表す。GbLo と XcZo はいずれも「できる」という意
味であるが，GbLo は条件が整って可能になる，という意味，XcZo は能力・知識があるので
可能，という意味である。前に来る動詞は未完了形。XcZo は V JVo V パターンもある。

T2FdoGbLo ´ndro `thup (行くことができる)

<lHoXcZo ¯ma `syeð (言葉を話すことができる)

7qZo ˆnüü と KdHo `phöö も 可能の意味を表すことができるが，「敢えて～することがで
きる」「～する気になれる」という意味で，主に疑問や否定の構文で用いられる。前に来
る動詞は未完了形である。

LRc=Zo7qZo ˆsyað ˆnüü (建立することができる)

L<\!VoKdHo ¯kyur `phöö (捨てることができる)
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否定の場合は，7qZo や KdHo の前に否定接頭辞を置く。

LRc=ZoM̀o7qZo ˆsyað ˆminüü (建立することができない)

L<\!VoM̀oKdHo ¯kyur `hmipöö (捨てることができない)

C. 必要の補助動詞：H<dZo
H<dZo ˆköö, ´ko は「～しなければならない」といった必要の意味を表す形式である。主
動詞は未完了形となる。

T2FdoH<dZo ´ndro ˆköö (行かなければならない)

1>cHoH<dZo ´tyhe ˆköö (しなければならない)

また，V H<dZo は要求や意志表明の意味を表すことがある。これについては第 IV部「単
文＞モダリティ」(p. 175) で後述する。

D. 願望の補助動詞：THdHo
「～したい」という願望の意味を表すには THdHo ˆndöö が用いられる。前に来る主動詞
は未完了形である。

T2FdoTHdHo ´ndro ˆndöö (行きたい)

XcZoTHdHo `syeð ˆndöö (知りたい)

E. 懸念の補助動詞：Hd<Zo
Hd<Zo ˆthoo「～してしまうのではないかと恐れる」「～してしまう懸念がある」などの
ように，望ましくないことが起こる可能性があることを表す。主動詞は完了形。

X̀oHd<Zo ¯syi ˆthoo (死んでしまうのではないかと恐れる)

LDdZoHd<Zo ˆtrhöö ˆthoo (逃げてしまうのではないかと恐れる)

「～しないのではないかと恐れる」という場合は，主動詞を否定にして次のように言う。

MoS`IoHd<Zo ´masið ˆthoo (終わらないのではないかと恐れる)

7.3 接辞・助詞を伴う動詞句
動詞と動詞の間に接辞や接続助詞をはさんだ表現で，「～しに行く」「～していく」「～
してくる」「～している」などの意味を表すことが多い。第 V部「複文＞副詞節 (1)」(p.
237)で取り上げるものと連続的であるが，意味的には動詞連続と近いことから，ここでも
取り上げる。このような環境で用いられる接続助詞としては，以下のようなものがある。
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1. 付帯状況の接続助詞　 V 5[o V，V JVo V (～しに～，～しようと～)
2. 並列・付帯状況の接続助詞　 V >̀=o V (～して，～しながら～)
3. 同時の接辞　 V-;=`Io V (～しながら～)
4. 根拠の提示・対比の接続助詞　 V ;= `o V (～するために～)
5. 継起の接続助詞　 V IZo V (～して～)
6. 説明・継起・対比・逆接の接続助詞　 V Fco V (～して～)
7. 累加・目的・理由の接続助詞　 V Wo V (～して～)

A. ～しに～，～しようと～：V 5[o V，V JVo V
到格助詞と同形で付帯状況を表す接続助詞 5[o tu を間にはさむと「～しに」「～するた
めに」「～しようと」という目的の意味を表すことができる。特に移動動詞との組み合わ
せで用いられることが多い。連声による形態変化がある点は到格助詞と同様である。

WcIo6qoT2Fdo ´leð tu ´ndro (取りに行く)

<ZdHo6qoTd=o `söö tu ´oð (殺しにくる)

L9KVoT2Fdo `tar ´ndro (見に行く)

TOVVoT2Fdo `tshor ´ndro (放牧しに行く)

TGLoJVo?Zo ¯tha par `tyhää (戦いに行く)

<ZdWoLVoT2Fdo ¯söö war ´ndro (お祀りしに行く)

移動動詞以外にも，使役の意味を付加するものとして次のような例がある。

TLD`oVboT@b<o ´ndri ru ˆnjuk (書かせる)

ZVdLo5[o<Fd=o `lop tu ¯toð (学びに行かせる)*5

その他，次のような例もある。

GdLo5[oVco `thop tu ´re (得ようと願う)

?cVo<\@co `tyher ¯kye (大きくなる)

B. ～して～，～しながら～：V >̀=o V
並列・付帯状況を表す接続助詞 >̀=o tyið を付すと，「～して～」という意味になるほか，

「～しながら～」という意味にもなる。動詞の形態は未完了形の場合も完了形の場合も見
られる。

*5 V 5[oT@b<o，V 5[o<Fd=o は第 IV部「単文＞重要な構文＞使役構文」(p. 157) で取り上げているので参照さ
れたい。
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LZHo>̀=oL>dMo `sää tyið `tyom (殺して征服する)

LZ̀WoR`=o2F=o ¯sii syið ´trhað (涼しくて寒い)

ScVoR`=o=bo ´ser syið ´Nu (言いながら泣く)

なお，「～している」という進行中のアスペクトを表す V >̀=oUdHo，ないし V >̀=oT6 q<o
は助動詞化したものである。これらについては第 IV部「単文＞テンス・アスペクト＞進
行中・習慣反復」(p. 163) で後述する。
後代のテキストに見られる V LR`Io syið「～しながら」という形式は『王統明鏡史』に
は見られない。

C. ～しながら～：V-;=`Io V
同時を表す接辞 -;=`Io -kið を動詞未完了形に付すと「～しながら」という意味になる。
意志的他動詞の場合は未完了能動形である。

<ZdWoLoTHcLZo<̀IoT2Fdo ¯sowa ´ndepkið ´ndro (祈りを捧げながら行く) *6

TG<o<̀IoTd=o ¯thaakið ´oð (挽きながら来る)

なお，「～している」という進行中のアスペクトを表す V-;=`IoUdHo，ないし V-;=`IoT6 q<o
は助動詞化したものである。これらについては第 IV部「単文＞テンス・アスペクト＞進
行中・習慣反復」(p. 163) の項目を参照。

D. ～するために：V ;=`o V
根拠の提示の接続助詞 ;=`o ki を動詞未完了形に付すと，「～するために～」という意味
になることがある。『王統明鏡史』では下記の，T`o i を用いた一例のみである。*7

L9KT`oT2Fdo ¯ta i ´ndro (見に行く)

E. ～して～：V IZo V
起格助詞と同形で継起の意味を表す接続助詞 IZo nää を間にはさむと「～して～」とい
う継起的，または付帯状況的な意味を表すことができる。

;?cVoIZoTd=o ¯kyher nää ´oð (持ってくる)

L<KIoIZoT2Fdo ¯täð nää ´ndro (示していく)　　

*6 この用例の接辞の形態は連声規則に則っていないが原文ママ。
*7 現代のアムド・チベット語では目的を表すのにこれと関連すると思われる形式が用いられている。
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F. ～して～：V Fco V
継起を表す接続助詞 Fco te を挿入した動詞句である。

9C<oL,@Lo<KcoT2Fdo `tyaa ˆkyap te ´ndro (鞭を打って行く)

L<?dVoFcoL8q<Zo ¯kor te ˆsyuu (囲まれていらっしゃる)　　

G. ～して～：V Wo V
与格助詞と同形で累加の意味を表す接続助詞 Wo la を間にはさむと「～して～」という
継起的，または付帯状況的な意味を表すことができる。

L<KIoWoLR<o ¯täð la ˆsyaa (見せておく)

L>dMoWoLR<o `tyom la ˆsyaa (蹂躙してしまう)

H. V JVo1>cHo と V JVoT!^Vo
動詞句のうち，「する」「なる」という意味を表す動詞 1>cHo ´tyhe，もしくは「なる」と
いう意味を表す動詞 T!^Vo ´ngyur を用いるものがある。独特の意味を帯びて用いられる
ので，ここでまとめて紹介する。

V JVo1>cHo par ´tyhe は，属性動詞との組み合わせで，「～という状態になる」という状
態変化の引き起こしの意味を表すことがある。そのような状態が起こるという状態変化の
側面を表すことができる。

MdZo ˆmöö (信じている) →　MdZoJVo1>cHo ˆmöö par ´tyhe (信じるようになる)

MbIo ´müð (暗い)　　→　MbIoJVo1 >cHo ´müð par ´tyhe (暗くなる)

実際の用例では，V JVo1>Zo par ˆtyhää という完了形で，「信じるようになった」「暗く
なった」という変化が完了したことを表している。

また，意志動詞との組み合わせでは，「～するようにする」という行為の引き起こしの
意味になる場合があるようである。この場合，使役ではなく，行為者自身が，自らの行為
を引き起こす決意をする，という意味である。
<MdHoJVo1>cHo ˆtöö par ´tyhe (留まることにする)

1>cHo ´tyhe は未完了能動形であるので，そのまま言い切れば，「～するつもりだ」とい
う意志のモダリティを表すことができる。また，未完了所動形 1>o ´tyha を用いれば，「～
しよう」という意志のモダリティ，または「～するべきだ」という義務のモダリティを表
すことができる。意志および義務の意味を表す例文については，第 IV部「単文＞モダリ
ティ」(p. 175) を参照。
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なお，1>cHo ´tyhe が「言う」という意味でも用いられることから，V JVo1>cHo par ´tyhe
で「～であると言う」という意味になるケースがある。これについては第 V部「複文＞補
節＞引用の補節」(p. 228) で後述する。

動詞未完了形に JVoT!^Vo par ´ngyur を組み合わせると，そのような事態が実現するこ
とになる，という変化の側面を表すことができるようになる。

1>cHoJVoT!^Vo ˆtyhee par ´ngyur (することになる)

9MIoJVoT!^Vo ´ndäð par ´ngyur (持つようになる)

T!^Vo ´ngyur は未完了形であるので，そのまま言い切れば，「～するようになるだろ
う」「～することになるだろう」という未来の事態を表すことができる。また，完了形 !̂Vo
´kyhur を用いれば，「～するようになった」「～することになった」のように変化が完了し
たということを表すことができる。未来および完了を表す例文については，第 IV部「単
文＞テンス・アスペクト」(p. 162) を参照。

7.4 文法化の進んだ動詞句 (助動詞句)

助動詞句とは，動詞に接続して複雑な述語を形成する文法形式である。助動詞句を用い
ることによって，叙述対象となる事態の様態の様々な側面をより明確に表現することがで
きる。助動詞句の部分では，おもに事態発生の時間的側面や実現のあり方にかかわるテン
ス・アスペクト，事態に対する話者の判断や態度にかかわるモダリティなどが表される。
助動詞は，もともと判断動詞や存在動詞，「する」「なる」や「来る」「去る」「生じる」な
どの動詞が，その語彙的な意味を失って機能語と化したものである。動詞連続を形成する
補助動詞とよく似ているが，文末に置かれて機能するという点で補助動詞と一線を画す。
形態的にはそれらの動詞が単独で助動詞として用いられるものもあるが，それらの動詞
に -,!o -kyu や Jo pa，JVo par，-;=`Io -kið などを伴って全体として助動詞化しているもの
も多い。
なお，発音表記で -kyu，-kið とハイフンを用いて表示しているものは，直前の動詞と結
合して 2音節語の声調で発音される。例えば，So<̀IoUdHo (食べている) なら ´sakið ˆyöö
となる。ハイフンを用いていないものはいずれも軽声で発音される。即ち，SoR`=oUdHo (食
べている) は ´sa syið ˆyöö となる。

■判断動詞に由来する助動詞句 　
　判断動詞 U`Io ´yið が助動詞句の一部として用いられる場合，以下のようなものがある。

• 推量のモダリティ：V-,!oU`Io -kyu ´yið　

• 説明のモダリティ： V JoU`Io pa ´yið　
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詳しくは第 IV部「単文＞テンス・アスペクト」(p. 162) および「単文＞モダリティ」

(p. 175) を参照のこと。

■存在動詞に由来する助動詞句・補助動詞 　

　存在動詞 UdHo ˆyöö と T6q<o ˆnduu に由来する助動詞句・補助動詞を挙げる。

• 進行中・反復習慣： V-;= `IoUdHo -kið ˆyöö，V-;=`IoT6q<o -kið ˆnduu

• 進行中・反復習慣・近接未来：V-;= `oUdHo -ki ˆyöö，V-;= `oT6q<o -ki ˆnduu

• 進行中： V >̀=oUdHo tyið ˆyöö，V >̀=oT6 q<o tyið ˆnduu

• 未来： V-;=`oUdHo -ki ˆyöö

• 結果状態・継続状態： V IZoUdHo nää ˆyöö，V IZoT6q<o nää ˆnduu*8

• 結果状態： V UdHo ˆyöö，V T6q<o ˆnduu

以上に関する詳細は第 IV部「単文＞テンス・アスペクト」(p. 162) 参照。

• 推量： V JVoUdHo par ˆyöö ，V JVoT6 q<o par ˆnduu

• 推量： V JVoUdHoJVoT6q<o par ˆyöö par ˆnduu，V JVoUdHoT6 q<o par ˆyöö ˆnduu

上記に関する詳細は第 IV部「単文＞モダリティ」(p. 175) 参照。

UdHo ˆyöö は話し手または書き手にとって既知の定着した知識 (定着知) に基づいている

のに対し，T6q<o ˆnduu は話し手または書き手が観察によって知り得た知識 (観察知) に

基づいている。

■動詞「する」「なる」に由来する助動詞句 　
　 1>cHo ´tyhe (する)，L!=`Ho ˆkyii (する)，T! ^Vo ´ngyur (なる)，MPHo ˆndzää (なさる)，
8qo ´syu (いたす) などの動詞が助動詞化したものを以下に挙げる。

• 未来（～だろう）： V JVoT!̂Vo par ´ngyur

• 完了（～になった）： V JVo! ^Vo par ´kyhur

以上については第 IV部「単文＞テンス・アスペクト」(p. 162) 参照。

• 命令（～しなさい）：V JVo! =`ZoX̀<o par ˆkyhii syii

• 命令（～なさい）：V JVoMPVHo>̀<o par ˆndzöö tyii

*8 V IZoT6q<o は『王統明鏡史』には用例がないが，ほぼ同時代の別の文献には見られる。
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• 意志表明（～しよう）：V JVo1 >o par ´tyha

• 意志表明（～しよう）：V JVoL!=`o par ´kyi

• 祈願（～なりますように）：V JVo! ^Vo>̀<o par ´kyhur tyii

• 依頼（～してください）：V JVo8qo par ´syu

以上については第 IV部「単文＞モダリティ」(p. 175) 参照。

■動詞「来る」「去る」「生じる」に由来する助動詞句 　

　 Td=o ´oð (来る)，Zd=o ¯soð (去る)，1̂=o ´tyhuð (生じる) などを用いたものは視点移

動にかかわる助動詞句・補助動詞として用いられる。

• 完了（～てしまった）：V JVoZd=o par ¯soð，V Zd=o ¯soð

• 完了（～になった）：V JVo1̂=o par ´tyhuð，V 1 ^=o ´tyhuð

以上については第 IV部「単文＞テンス・アスペクト」(p. 162) 参照。

• 推量（～なるだろう）：V JVoTd=o par ´oð，V FcoTd=o te ´oð，V Td=o ´oð

• 祈願（～なりますように）：V JVoXd<o par `syoo

上記については第 IV部「単文＞モダリティ」(p. 175) 参照。

■その他の動詞に由来する助動詞句 　

　「似ている」という意味を表す動詞 TH Io ´ndra や，「違いない」という意味の動詞 =cZo
ˆNee，「あり得る」という意味の動詞 ZD`Ho `sii に由来する助動詞句として次のものがある。

• ～のようだ：V JoTH Io pa ´ndra

• ～に違いない：V JVo=cZo par ˆNee

• ～かもしれない：V JoZD`Ho pa `sii

上記については第 IV部「単文＞モダリティ」(p. 175) 参照。
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第 18章

助詞

名詞に接続して補語などを作る働きをするもの，語と語，節と節を接続する働きをする
もの，などを一括して「助詞」という。助詞は，文の組み立てにおける働きの違いによっ
て主として，格助詞，副助詞，接続助詞，終助詞などに分かれる。
また，これらに加えて限定詞，引用助詞，複数化助詞，名詞化助詞，形容詞化助詞，副
詞化助詞，選択詞など，その他の助詞類もここで扱う。
言語学的には「接語」である。

1 格助詞の形態と機能
格助詞とは，主に名詞に付いて，文中の他の語との意味関係を示す助詞である。下記の

9種類がある。

■能格助詞 ;=`Zo kii 「事態の引き起こし手（仕手）」を明示する助詞であり，主に，(1) 行
為主体や経験者，(2) 道具，手段，材料，原因，理由などを表す。正書法上，直前の名詞
句の綴り字によって <̀Zo kii，!=`Zo kii，U`Zo yii，-Zo (母音変化＋長母音化) などの形態変
化がある。詳細は「付録＞連声規則」(p. 277) を参照。

■位格助詞 Io na 「存在する場所」を明示する助詞であり，主に，(1) 存在する場所，(2)
行為が行われる場，(3) 状態が存在する場，(4) 時などを表す。

■与格助詞 Wo la 「何かに向かう方向」を明示する助詞である。主に，(1) 意志行為にお
いて，働きかけの行為が向かう対象，(2) 非意志行為において，その事柄が向かう対象，
(3) 所有構文において，所有する人，所属している領域などを表す。

■到格助詞 5[o tu 「着点に達する動きや変化」を明示する助詞である。主に，(1) 行為が
到達する点，(2) 行為が行われる作用点，(3) 変化を引き起こして到達する結果状態，(4)
変化して到達する結果状態，(5) すでにその状態であるということ（同定）などを表す場
合がある。 正書法上，直前の名詞句の綴り字によって 6qo tu，Zbo su，Vbo ru，-Vo -r などの
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形態変化がある。詳細は「付録＞連声規則」(p. 277) を参照。

■起格助詞 IZo nää 「モノ・コトが現れる起点」を明示する助詞である。主に，出発点，
出現点，発生源など空間的な起点を表すが，時間的な出発点を表すこともある。

■源格助詞 WZo lää 「モノ・コトが生じる発生源，基準点」を明示する助詞。主に，発生
源や材料を表すほか，基準点や出典などを表す場合にも用いられる。

■比格助詞 JZo pää 「比較の基準点」を明示する助詞。異形態に LZo wää がある。

■共格助詞 H=o tað 「モノ・コトをつなぐこと」を明示する助詞。

■属格助詞 ;=`o ki 「モノ・コトの関係があること」を明示する助詞。正書法上の形態変化
があり，規則については「付録＞連声規則」(p. 277) を参照。
　
　詳しくは第 IV部「単文＞格助詞の機能」(p. 131) を参照。

2 副助詞の形態と機能
副助詞とは，様々な語に付いて，提題，取り立てといった意味を添え，副詞のように動
詞を修飾する助詞である。

■提題副助詞：I`o ni 　何かについて特に述べたいとき，それを文の主題として明示する
のに用いられる助詞。「は」の機能に似ている。

■累加副助詞：;==o kyað 　類似したモノ・コトを提示する場合に用いられる。「も」の
意味。正書法上の形態変化があり，規則については「付録＞連声規則」(p. 277) を参照。

■限定副助詞：Mo<Fd<Zo ˆmatoo 　限定の意味を表す副助詞。「～だけであって」の意味
を表す。

■程度副助詞：NMo tsam 　範囲を限定するのに用いる副助詞。「～程度」「～だけ」の意
味を表す。

■限定副助詞：WZo lää 　限定の意味を表す副助詞。「～以外」「～だけ」の意味を表す。

■限定副助詞：JZo pää 　限定の意味を表す副助詞。「～以外」「～だけ」「～は言うまで
もなく」といった意味を表す。

■限定副助詞：;doIo ¯khona 　限定の意味を表す副助詞。「～だけ」の意味を表す。

提題副助詞，累加副助詞，限定副助詞，程度副助詞，限定副助詞については第 IV部「単
文＞提題と取り立て」(p. 216) を参照。
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3 接続助詞の形態と機能
接続助詞とは，動詞と動詞をつないで動詞句を作るのに用いられるほか，複文の副詞
節を作るのにも用いられる。具体的には，以下のようなものがある。

■理由・状況設定・限定：V JZo pää

■仮定・時・主題提示：V JoIo pa na，V JZoIo pää na

■時：V NoIo tsa na

■継起：V IZo nää

■隣接事態の出現：V JoH=o pa tað

■累加・目的・理由：V JoWo pa la，V Wo la

■状況の転換：V JoWZo pa lää

■付帯状況：V JVo par

■根拠の提示・対比：V ;=`Zo kii，V ;=`o ki

■並列・付帯状況：V >̀=o tyið

■説明・継起・対比・逆接：V Fco te

■逆接：V ;==o kyað，V MdHo möö，V Vb=o ruð 　
　
　詳しくは第 IV部「単文＞重要な構文：使役，対象焦点，比較」(p. 157)，第 V部「複文
＞副詞節 (1)」(p. 237)，「複文＞副詞節 (2)」(p. 259)などを参照。副詞節を作る機能を
もつ同様のものとして，副詞接尾辞がある。これについては次章「語の一部をなす形式，
接辞」(p. 116) を参照のこと。

4 終助詞の形態と機能
終助詞とは，文末に表れ，文を終わらせたり，疑問や命令，意志などの意味を添えたり
するのに用いる。

■終止終助詞：Tdo o 　文が終ったことを示す他，意志表明を表すこともある終助詞。

■命令終助詞：>̀<o tyik, tyii，H=o tað 　命令の意味を表す終助詞。
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■意志終助詞：;=`Zo kii，;=`o ki 　意志の意味を表す終助詞。おそらく根拠の提示・対比の
接続助詞から転じたもの。

■提示終助詞：Jo pa 　相手に事実を提示して迫る意味を表す終助詞。名詞化助詞から
転じたもの。

詳しくは第 IV部「単文＞モダリティ」の中の「確言」(p. 176) ，「命令」(p. 176)，「意
志」(p. 179)，「提示」(p. 195) の各節を参照。
また上述の形式は直前の語の最終の綴り字に合わせて異綴りがあるが，これは「付録＞
連声規則」(p. 277) を参照。

5 その他の助詞
その他の助詞には，不定限定詞や，直前の語または節が引用であることを明示する引用
助詞，複数であることを明示する複数化助詞，また，名詞を作る働きをする名詞化助詞，
形容詞を作る形容詞化助詞，副詞を作る副詞化助詞，選択や疑問の機能を付加する選択詞
がある。具体的には以下のようなものである。

• 不定限定詞：>̀<o tyik / R`<o syik / X̀<o syik

• 引用助詞：>cZo tyee / RcZo syee / XcZo syee

• 複数化助詞： 'MZo nam，H<o taa，OVo tso
• 名詞化助詞：Jo pa / Lo wa

• 形容詞化助詞：9KoLbo ¯tapu，H=oTH IoLo tað ´ndra wa，THIoLo ´ndra wa

• 副詞化助詞：JVo par，LR`Io syið

• 選択詞：TMo am

5.1 不定限定詞
不定限定詞とは「ある～」のように，頭の中で想定しているものはあるが，それと明示
しないやり方で特定する標識である。文脈で初出の場合に不定限定詞が付される。特定す
る対象は単数であることが多いが，複数を指すこともある。その場合はひとつのまとまり
をもったものとして特定している。

• 形容詞や数詞と異なり，単独では用いられない。
• 直前の語の末尾の綴り字に合わせて異綴りがあるが，これは巻末の「付録＞連声規
則」(p. 277) を参照。
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不定限定詞に対して，定限定詞の役割を果たすのが指示詞である。文脈で既出のものを
指し示したりするのにも指示詞 Hco te が用いられる。
文中での用法については第 IV部「単文＞名詞句の構造＞文脈指示」(p. 209) を参照。
　　　　

5.2 引用助詞
日本語で引用する時に用いられる「～と」に当たる形式として，引用を導く助詞 >cZo

tyee がある。この後ろに「言う」という意味の動詞を用いて，「～と言う」「～と言った」
という意味を表すことができる。例えば，>cZoScVo tyee ´ser (～と言う) などのように用
いる。
また，固有名詞に言及する際には「～というもの」という意味を表す形式として，>cZo
1>oLo tyee ´tyha wa という形式がよく用いられる。1 >o ´tyha は「言う」という意味も持
つ動詞 1>cHo ´tyhe の未完了所動形であり，>cZo1 >oLo 全体として「～というもの」という意
味になる。

5.3 複数化助詞
チベット語では一つ一つの名詞に対する数の指定は義務的ではない。人や物が複数であ
ることを明示するのに，複数化助詞が用いられることがあるが，随意的である。主なもの
は，'MZo nam，H<o taa，OVo tso である。

'MZo nam の用法
複数を表すのに用いられる最も一般的な形式である。「A 'MZo nam」として Aが複数
であることを示す。たとえば 9Zo'MZo ¯hla nam (神々)，LVdIoJdo'MZo ¯löðpo nam (大臣た
ち) のように。また，指示詞に後続して，TH`o'MZo ´ndi nam (これら)，Hco'MZo ´the nam
(それら) のように用いられることも多い。人称名詞の複数形としても =cHo'MZo ˆNee nam
(私たち)，;?cHo'MZo `kyhee nam (あなたたち) のようにも用いられるほか，;?cHo><o'MZo
`kyheetyaa nam (あなたたち) のように人称名詞の複数形の後にもつくケースがある。
なお，'MZo nam は軽声で前の語に添えるように軽く発音される。

他に，「A B C 'MZo nam」のようにして複数列挙した場合にその末尾に付すこともあ
る。また，関連する形式として「A WoZd<ZoJo la sok pa」（Aなど，Aら）もある。これ
らについては第 IV部「単文＞名詞句の構造＞名詞の並列」(p. 210) で後述する。

H<o taa の用法
もともと「二」を表し，サンスクリットの双数に対応したチベット語訳で用いられたと
いう。後代では単なる複数を表す。「A H<o taa」という形で「Aを含む複数の者たち」と
いう意味になる。例えば次のようになる。
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Z=Zo,@ZoTdHo<(=ZoH<o `saNkyää ˆöösuð taa（ブッダ・カーシャパたち）

なお，指示詞に後続して複数を表す接辞 H<o -taa もこれと同じものである。用例とし
ては，TH`oH<o ˆnditaa (これら)， HcoH<o ˆthetaa (それら) などがある。

OVo tso の用法
「A OVo tso」のように普通名詞の後について，Aが複数であることを示す。例えば，LVdIo
JdoOVo ¯löðpo tso (大臣たち)。
その他に，「数の単位 OVo tso」という形で，大きな数のまとまりがいくつ，という表現
で用いられることもある。例えば，;D`oOVo<ZbMo ¯trhitso ¯sum (万の単位が 3 つ→ 3 万)，
TLbMoOVo<ÀZo ´nbumtso ¯nyii (10万の単位が 2つ→ 20万)。

なお，人称名詞の中で用いられる接尾辞 OVo -tso もこれと同じものである。例えば，=cHo
OVo ´Neetso (私たち)，;d=oOVo ¯khoNtso (彼ら，彼女ら) のように，人称名詞に後続して用
いられることが多い。

5.4 名詞化助詞
動詞句の末尾に，名詞化助詞 Jo pa，Lo wa を付すことで，名詞句を作ることができる。

;?`Mo6qo0>`IoJo ¯kyhim tu `tyhið pa (家に行ったこと)　　

LbHoMcHoU`IoJo ˆphüümee ´yið pa (女であること)

LH<oWo<I=oLo ˆtaa la ¯nað wa (私にくださること)

5.5 形容詞化助詞
形容詞化助詞とは，名詞とともに用いることで，その名詞を含めて形容詞句を作ること
のできる助詞である。「～のような」という意味を表すものがこれに相当する。様々なも
のがあるが，主なものとして 9KoLbo ¯tapu，H=oTHIoLo tað ´ndra wa，THIoLo ´ndra wa が挙
げられる。

Lbo9ZoH=oTHIoLo ´phu ¯hla tað ´ndra wa (神のような息子)

5.6 副詞化助詞
副詞化助詞とは，名詞や形容詞，動詞とともに用いることで，その動詞を含めて副詞
句を作ることのできる助詞である。以下に主なものを挙げる。

状態：JVo par，5[o tu
以下の例のように，主に属性動詞とともに用いられる。これは接続助詞 V JVo par，V
5[o tu と連続的である。
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R`LoJVo ´syi par (詳しく)

Wc<ZoJVo ˆlek par (立派に)

R`Lo5[o ˆsyip tu (詳しく)

?cVo `tyher (大きく)

～のように：LR`Io syið，V JoLR`Io pa syið

以下の用例のように，名詞と組み合わせて「～のように」という意味を表す。または，
動詞の後に名詞化助詞 Jo を後続させて名詞化し，さらに LR`Io を付けて，「～したよう
に」「～した通りに」という意味を表す。

H2qIo;T`oTLLo?boLR`Io ´kuðkää ´nbaptyu syið (冬の滝のように)

Wb=oL<KIoJoLR`Io ´luð ¯täð pa syið (予言をした通りに)

形容詞化助詞の副詞化
先に形容詞化助詞として紹介した形式 9KoLbo ¯tapu (～のような) を 9KoLbVo `tapur とい
う形にすると「～のように」という副詞句を作ることができる。また，この省略形として
9KVo tar という形式も「～のように」という意味で用いることができる。

ÀoS VT`oTdHo9KoLbVo ´nyiðtää ˆöö `tapur (日月の光のように)

NVo9KVo ¯Nar tar (以前と同じように)

5.7 選択詞
選択詞 TMo am は，名詞句や動詞句の後に付いていくつかの選択肢を提示する場合に用
いたり，文末に用いられて疑問の意味を表す場合がある。TMo は異形態を持つので巻末の
「付録＞連声規則」(p. 277) を参照。
選択的に列挙する場合については第 IV 部「単文＞名詞句の構造＞名詞の並列」

(p. 210)，疑問文における用法については第 IV部「単文＞疑問」(p. 197) を参照。
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第 19章

語の一部をなす形式，接辞

接辞とは，語 (派生語) を構成する要素で，語幹に付加して独立の語を派生する。語幹
に前置される接頭辞と，語幹に後置される接尾辞がある。軽声ではあるが独立して発音さ
れる助詞などの接語と異なり，接辞の場合は発音の上での独立性がなく，あくまで語の一
部として発音されるという特徴がある。

1 接頭辞
代表的な接頭辞としては次の二つが挙げられる。

• 否定接頭辞：M̀o- mi-, Mo- ma- *1

• 疑問接頭辞：\co- ¯e-

否定接頭辞 M̀o- mi- は基本的に動詞未完了形語幹とともに用いられ，Mo- ma- は動詞完
了形語幹とともに用いられる。
ただし，否定命令の場合は，Mo- ma- と動詞未完了形語幹が組み合わされる。
否定接頭辞，疑問接頭辞の文中での用法については第 IV部「単文＞否定」(p. 201) お
よび「単文＞疑問」(p. 197) を参照。

2 接尾辞
2.1 名詞接尾辞
代表的な接尾辞としては，次のような名詞接尾辞が挙げられる。一部は名詞化助詞と同
形である。

*1 否定接頭辞の声調は，口語では後続する動詞が低声調なら低声調に，後続する動詞が高声調なら高声調と
なる。ただし文語読みの際に口語のルールで発音されるとは限らず，文字通り否定接頭辞を低声調で発音
することもある。
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もの：-Jo -pa，-Jdo -po，-Lo -wa，-Ldo -wo，-Mo -ma，-Mdo -mo，-:o -ka，-;o -ka，-<o -ka
～持ちの：->Io -tyäð

名詞接尾辞の具体例については，第 III部「語と句＞普通名詞＞派生名詞」(p. 47) を，
また，接尾辞化が進む名詞語幹については，第 III 部「語と句＞普通名詞＞複合名詞」
(p. 50) を参照されたい。

2.2 副詞接尾辞
動詞の後について副詞を作ることのできる接尾辞として以下のものがある。これらは動
詞と結合して一語を形成するように発音されるが，実際には語を超えて節を受け，副詞節
を形成する能力がある。発音上は独立性が低いが，独立性の高い接語である接続助詞と同
じように使うことができる。

同時：V-;=`Io -kið

仮定・時・主題提示：V-Io -na，V-IT=o -na að

時：V-6qZo -tüü，V-OUo -tse，V-<?LZo -kap

具体例についてはそれぞれ，第 III部「語と句＞動詞＞動詞句＞接辞・助詞を伴う動詞
句」(p. 102)，第 V部「複文＞副詞節 (1)＞仮定・時・主題提示」(p. 244)，「複文＞副詞
節 (2)＞時を表す様々な表現」(p. 266) を参照されたい。
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第 20章

敬語と謙譲語

1 名詞類の敬語と謙譲語
■一般名詞の敬語形

1音節の基本的な敬語として，;o ¯kha (口) の敬語形である RWo ´syää，W<oJo ´lakpa
(手) の敬語である 0><o `tyhaa，!=oJo ¯kaNpa (足) の敬語形である RLZo ˆsyapなどが
ある。これらは下記の表の右端に示すように敬語複合語を作る語幹としても用いられる。

意味 普通語形 敬語形 敬語複合語例

口 ;o ¯kha RWo ´syää RWoSZo ˆsyääsää (食事)

手 W<oJo ´lakpa 0><o `tyhaa 0 ><oLD`Zo `tyhaatrii (手紙)

足 !=oJo ¯kaNpa RLZo ˆsyap RLZoFd<o ˆsyaptoo (奉仕)

目 M̀<o `mii \@Io ¯tyäð \@Io?Lo `tyäðtyap (涙)

身体 <Sb<ZoJdo ´suku <?Yo ¯ku <? YoMHd<o `kuðtoo (身体の色)

心 ZcMZo `sem Gb<Zo `thuk, `thuu Gb<Zo:o ¯thuuka (心臓)

水 ?bo ¯tyhu ?Lo `tyhap \@Io?Lo `tyäðtyap (涙)

他に，\oKo ¯apa (父) の敬語形として ULo ˆyap，\oMo ¯ama (母) の敬語形として UbMo
´yum などがある。

■一般名詞の謙譲語形
謙譲語の複合語を作るによく用いられるのは，8qo ´syu (申し上げる)，M@Wo ´ndyää (お
目にかかる) 等の動詞謙譲語形語幹である。複合語の例として，8qo%cIo ´syuteð (贈り物)，
M@WoTKDHo ˆndyäðträä (謁見) などがある。
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■人称名詞の敬語と謙譲語
人称名詞には敬語と謙譲語がある。1人称のうち，=o ´Na は普通語形であり，対等の関
係で用いられるが，=cHo ˆNee は相手に対してへりくだる時の謙譲語形である。また，2人
称のうち，;?dHo `kyhöö は普通語形であり，対等な関係で用いられるが，;?cHo `kyhee は相
手に敬意を込めて用いられる尊敬語形である。また，へりくだる際に用いられる 1人称の
形式 KDIo ¯trhäð は「小さなもの」を表し，日本語の「小生」にあたる謙譲語である。
詳しくは第 III部「語と句＞人称名詞」(p. 56) を参照。

2 動詞の敬語
■尊敬語

意味 普通語形 敬語形

～である U`Io ´yið W<Zo ˆlak, ˆlaa

居る <MdHo ˆtöö L8 q<Zo ˆsyuk, ˆsyuu

する 1>cHo ´tyhe MPHo ˆndzää

与える <KcVo ¯ter <I=o ¯nað

言う ScVo ´ser, ´se <Zb=o ¯suð

見る 9Ko ¯ta <S`<Zo ˆsik, ˆsii

生まれる <\@co ¯kye T<(=o ¯trhuð

考える LZMo ¯sam H<d=Zo ˆkoð

<FMo ¯nyam

行く T2Fdo ´ndro <Xc<Zo `syaa

来る Ud=o ´yoð KcLZo `phee

立つ，起きる W=o ´lað LRc=Zo ˆsyað

寝る AWo ´nyää <S`MZo ˆsim

上記の尊敬語の動詞語幹を用いた派生語，複合名詞として以下のようなものがある。

H<d=ZoJo ´koNpa (考え)　<S`<ZoMdo ´siimo (見物)　L8 q<Zo;D`o ´syuktri (玉座)
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■謙譲語

意味 普通語形 謙譲語形

与える <KcVo ¯ter TLbWo ´nbüü

もらう WcIo ´leð 8qo ´syu

言う ScVo ´ser, ´se 8qo ´syu

行く T2F do ´ndro L>Vo ¯tyar, ¯tyaa

～である U`Io ´yið W<Zo ˆlaa

■補助動詞による敬語化 (～するようになさる，～なさる)：V JVoMPHo
V JVoMPHo par ˆndzää は V JVo1>cHo par ´tyhe の敬語表現である。MPHo ˆndzää は敬
語形で「なさる」の意味である。「～するようになさる」という状態変化の引き起こしの
敬語形として解釈できる場合と，単に敬語化の手段として用いられていると解釈できる場
合がある。
次の例は状態変化の引き起こしの敬語形にあたる。

,@ZoJVoMPHo ˆkyää par ˆndzää (栄えるようになさる)

以下の例は，敬語化の機能を付加しているものである。*1

AIoJVoMPHo ´nyäð par ˆndzää (聴くことになさる)

1>=o?bLo;=`oWMoWoT<dHoJVoMPHo ˆtyhaNtyup ki ´lam la ˆngöö par ˆndzää (菩提道にお導

きになる)

■補助動詞による謙譲語化 (～していただく)：V JVo8 qo
動詞に JVo8qo par ´syu を付すことによって，その動詞を謙譲語化する場合がある。

U`o<cVoT<dHoJVo8qo ˆyiker ˆngöö par ´syu (文字に書いていただく)

KcLZoJVo8qo `phee par ´syu (お越しいただく)

*1 現代のラサ方言などでは動詞に <I=o ¯nað (くださる) という敬語動詞を連続させることで敬語形を作る
が，『王統明鏡史』には <I=o の敬語化用法は見当たらない。
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第 21章

基本の構文

1 文の構成要素
チベット語の単文は基本的に以下のように構成される。

　 (補語 1) (補語 2) (補語 3) ... 主動詞 (補助動詞) (助動詞 (句)) (終助詞)

文に不可欠な要素は動詞であり，文の述語となる動詞の前に現れる補語はいずれも随意
的な要素である。動詞の後に現れる要素も随意的である。ここでは動詞との関係にもとづ
く様々な補語と，それらを構成要素とする基本的な構文を紹介する。

2 補語とは
本書における補語とは，動詞の前に現れる随意的な要素を指す。いわゆる主語や目的語
のような要素や，事態の起こる場所などを表すものなどがある。補語は格助詞を伴わずに
現れることもあれば，格助詞をともなって現れる場合もある。
動詞の種類によって，必要とする補語が異なる。また，それぞれの補語は，動詞との関
係を明示する格助詞を伴うことがある。
まず，補語の意味的な特徴を押さえておこう。代表的な補語には次のようなものがある。

• 主体：動詞によって表される状態・行為などの主体
• 属性：主体ないし対象の属性
• 所有物：主体が所有するもの
• 対象：主体が働きかける行為の対象
• 場所：動詞によって表される状態・行為などが起こる場所

また，補語と動詞の意味的な関係（格関係）と，それを表す標識（格助詞）のうち，基
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本的な構文パターンに関わるものとして，行為主体を明示する能格助詞 ;=`Zo，存在する場
所を表す位格助詞 Io，状態変化や位置変化の到達点を表す到格助詞 5[o，行為の向かう対
象を表す与格助詞 Wo を挙げておく（その他の格助詞に関しては次章で詳しく述べる）。

3 動詞の種類と基本的な構文パターン
これらの補語と動詞の主な組み合わせとして，次のようなものがある。動詞の意味的な
特徴によって異なる構文パターンをとる。各補語に必要とされる格助詞を挙げている。格
助詞の記載のないものは格助詞を必要としないものである。なお，実際の文においてはす
べての補語が表に現れるわけではない。

1. 判断動詞：
✞✝ ☎✆主体

✞✝ ☎✆属性 動詞 (属性構文)

2. 存在動詞 (1)：
✞✝ ☎✆主体

✞✝ ☎✆場所 Io 動詞 (存在構文)

3. 存在動詞 (2)：
✞✝ ☎✆主体 Wo

✞✝ ☎✆所有物 動詞 (所有構文)

4. 存在動詞 (3)：
✞✝ ☎✆主体

✞✝ ☎✆属性 5[o 動詞 (属性構文)

5. 存在動詞 (4)：
✞✝ ☎✆主体

✞✝ ☎✆属性 動詞 (属性構文)

6. 属性動詞：
✞✝ ☎✆主体 動詞 (属性構文)

7. 変化動詞：
✞✝ ☎✆主体 動詞 (自動詞構文)

8. 意志的自動詞：
✞✝ ☎✆主体

✞✝ ☎✆動詞 (自動詞構文)

9. 意志的他動詞 (1)：
✞✝ ☎✆主体 ;= `Zo

✞✝ ☎✆対象 (Wo) 動詞 (一般的な他動詞構文)

10. 意志的他動詞 (2)：
✞✝ ☎✆主体 ;= `Zo

✞✝ ☎✆対象 [受取人] Wo
✞✝ ☎✆対象 [モノ] 動詞 (授受構文)

11. 知覚動詞：
✞✝ ☎✆主体 ;=`Zo

✞✝ ☎✆対象 動詞 (知覚構文)

• 意志的自動詞の行為主体が能格助詞を伴って現れることもある。
• 与格，到格，位格，起格，源格などを伴って現れる「場所」補語（時を表す場合も）
は，上記の構文において場所を明示する場面で適宜挿入して用いられる。

以下，動詞の種類別に例文を見ていく。なお，本章以降の例文には原文の下に該当の
語・句の機能を示す文法グロスを付す。略号については p. xviii を参照されたい。文法グ
ロス中，軽声で発音される接語 (助詞類) の前には「」̄を付した。例文を発音する際に参考
にしていただきたい。その下には逐語訳を示した。
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3.1 判断動詞：属性構文
判断動詞を用いた属性構文では「主体」も「属性」も格助詞は取らない。✞✝ ☎✆主体

✞✝ ☎✆属性 動詞

(21.1) LH<oI`o
1=top

[私は]

MGToT;dLo
n

[最果ての地

LdHo;= `o
pln=gen

チベットの

LVdIoJdo
n

大臣]

U`In
cop

である
「私は最果ての地チベットの大臣です」【GSM 67】

(21.2) UdIoFIo
n

[教養

<R`oMo
n

基本]

U`o<co
n

[文字]

U`In
cop

である
「教養の基本は文字です」【GSM 71】

3.2 存在動詞 (1)：存在構文
存在構文では「主体」には格助詞を用いず，それが存在する「場所」に位格助詞 Io を
用いる。✞✝ ☎✆主体

✞✝ ☎✆場所 Io 動詞

(21.3) ,@o<VoLo'MZo
n=pl

[インド人たち]

XVo<AdoIo
n=loc

[東の門]に

UdHn
ext

いる
「インド人たちは東の門にいた」【GSM 98】

3.3 存在動詞 (2)：所有構文
存在動詞を用いた所有構文では，所有する「主体」即ち所有者に与格助詞の Wo が用い
られる。所有物には格助詞は用いられない。✞✝ ☎✆主体 Wo

✞✝ ☎✆所有物 動詞

(21.4) =oWo
1=dat

[私]に

TH`oNMo
dem=ap

[この程度]

UdHn
ext

ある
「私にはこの程度 (のものが) ある」【GSM 46】
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3.4 存在動詞 (3)：属性構文
存在動詞の判断動詞的な用法である。「主体」は格助詞を伴わず，「属性」の位置にくる
のは普通名詞で，到格助詞 5[o を後続させる。✞✝ ☎✆主体

✞✝ ☎✆属性 5[o 動詞 　

(21.5) \@IoVZo<S`<Zo
n

[観音菩薩]

L6qHo6qo
n=trns

[魔物]に

T6q<oJn
ext=nmlz

～であること
「観音菩薩 (の正体) は魔物だったのか！」【GSM 160】

(21.6) OUo
n

[人生

TH`oU=o
dem=ap

このも]

[̀oWMo9KoLbVo
n=advlz

[夢のごとく]に

T6q<o<d
ext=term

ある
「今生も夢のごとくである」【GSM 118】

3.5 存在動詞 (4)：属性構文
ここで扱う構文は，存在動詞がきても存在文にならず，属性を表す用法である。この場
合，「主体」は格助詞を伴わず，「属性」の位置には不定限定詞 >̀<o を伴う形容詞がくる。*1✞✝ ☎✆主体

✞✝ ☎✆属性 動詞 　

(21.7) SZo
n

[食べ物

Hco
dem

その]

UdIoFIo>IoR`<o
n=indf

[徳性を備えたもの]

T6 q<oJoWn
ext=conjn

～である上に
「その食べ物は徳性を備えたものである上に…」【GSM 60】

(21.8) M?̀MZoLSTo1]o,@Wo
pn

[チム妃ルギェル

Hco
dem

その]

H=oJdo
advn

初め

X̀Io5[o
adv

[極めて

MOVoLo>̀<o
v=nmlz=indf

美しいもの]

UdHoJoWn
ext=conjn

～であったが
「チム妃ルギェルは初め極めて美しかったが…」【GSM 60】

*1 ラサ方言等でよく見られるような，「属性」の位置に形容詞がくる例は『王統明鏡史』には見られない。例
えばラサ方言で言うような R`MoJdo>̀<oT6 q<（おいしい）といったようなパターンが『王統明鏡史』には見
られない。一方，現代のラサ方言ではこうした「形容詞＋不定限定詞＋存在動詞」というパターンは極め
て多く，また不定限定詞が省略されて「形容詞＋存在動詞」というパターンになることも多々ある。
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3.6 属性動詞：属性構文
属性動詞を用いた属性構文では，「主体」は格助詞を伴わない。✞✝ ☎✆主体 動詞

(21.9) ;?cHo
2

[あなたがた

LdHoLVdIo'MZo
n=pl

チベットの大臣たち]

LHcIn
v

正しい
「あなたがたチベットの大臣たちは正しい」【GSM 105】

(21.10) ?dZo<\@d=o
n

[護法神

1]oH=o
n=com

龍神と

<IdHo<k@`Io
n

夜叉

ZD`IoJdoWoZd<ZoJo'MZo
n=pl=pl

羅刹などたち]

H<Tdn
v=term

喜ぶ
「護法神，龍神および夜叉，羅刹などが喜んでいる」【GSM 143】

3.7 変化動詞：自動詞構文
変化動詞を用いた自動詞構文においては，「主体」は格助詞を伴わない。✞✝ ☎✆主体 動詞

(21.11) ;?cTbo>̀<o
n=indf

[子供]

1^=o
v:pf

生まれている

T6 q<
ext

「子供が生まれていた」【GSM 56】

(21.12) GLZoXcZo
n

[方便と知恵

<ÀZo;=`o
num=gen

二つの

, !o<?Vo
n

星]

XVn
v:pf

昇った
「方便と知恵という二つの星が昇った」【GSM 70】

3.8 意志的自動詞：自動詞構文
意志的自動詞を用いた自動詞構文では，「主体」は原則として格助詞を伴わない。✞✝ ☎✆主体 動詞
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(21.13) 2V=oJdo?co
n

[象

M=oJdo
adj

多くの]

AWo
v

横たわる

T6 q<o<d
ext=term

既に～ていた
「たくさんの象が横たわっていた」【GSM 81】

(21.14) LVdIoJdo
n

[大臣

<RIo'MZo
adjn=pl

他の者たち]

KdoLD=o6qo
n=trns

宮殿に

Zd=on
v:pf

行った
「他の大臣たちは宮殿へ行った」【GSM 103】

　
◎自動詞構文の行為主体が能格助詞をとる場合
変化動詞および意志的自動詞の文の行為主体は，多くの場合，格助詞をとらないが，
行為主体を特に他と区別したい場合などに，能格助詞をとることがある。第 IV部
「単文＞格助詞の機能＞能格助詞 ;=`Zo」(p. 132) を参照。

3.9 意志的他動詞 (1)：一般的な他動詞構文
意志的他動詞の文では，一般に，行為者である「主体」は能格助詞 ;=`Zo を伴う。いわゆ
る目的語にあたる，行為の向かう「対象」は格助詞を伴わない。✞✝ ☎✆主体 ;=`Zo

✞✝ ☎✆対象 動詞

(21.15) ,@WoJdo
n

[王

;?cHo;=`Zo
2=erg

あなたが]

9Zo;=o
n

[仏堂

L,@o)oL,@Ho
num

百八]

LRc=ZoX̀<
v:hon=term

建立しなさい
「王よ，あなたは百八の仏堂を建立なさい」【GSM 80】

(21.16) 9Zo<>̀<o
n

[皇女]

=cHo;=`Zo
1=erg

[私が]

\@IoTHIcIoJo
v:ipf:a:hon=nmlz

招くこと

U`IoJZn
cop=conjn

であるので
「皇女は私がお招きするので…」*2【GSM 110】

ただし，主動詞が「見る」という意味の動詞の場合は，「対象」に与格助詞 Wo を伴うこ
とがある。✞✝ ☎✆主体 ;=`Zo

✞✝ ☎✆対象 Wo 動詞

*2 この例では主体より対象が前に出ている。語順は何を中心に語るかによって決定される。
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(21.17) ULoMcZo;=`o
n:hon=gen

[先祖の

U`<oO=ZoWo
n=dat

文書を]

<S`<ZoX̀<o>cZo
v:hon=imp=qt

見なさいと

=bZoZdn
v:pf=term

泣いた
「先祖の文書をご覧下さいといって泣いた」*3【GSM 236】

3.10 意志的他動詞 (2)：授受構文
意志的他動詞のうち，「与える」「教える」「貸す」などの授受の意味を表す場合は，「主
体」は能格助詞 ;= `Zo を伴い，受け取る相手は与格助詞 Wo，またやりもらいする「対象」そ
のものは格助詞を伴わない。✞✝ ☎✆主体 ;=`Zo

✞✝ ☎✆対象 [受取人] Wo
✞✝ ☎✆対象 [モノ] 動詞

(21.18) 1qIoWo
n=dat

[皆に]

U`o<co
n

[文字]

LZVLZoJZo
v:pf=conjn

教えたので
「皆に文字を教えたので…」【GSM 76】

(21.19) LSToL5[=o
n

[飲食物]

<RIo!=`Zo
n=erg

[他人が]

<K cVo
v

与える

H<dZoJTdn
v=nmlz=term

必要がある
「飲食物は他人が与えなければならないのだ」*4【GSM 17】

3.11 知覚動詞：知覚構文
「見える」「聞こえる」「分かる」といった知覚を表す動詞が主動詞となる文では，知覚
の「主体」は能格助詞 ;=`Zo を伴い，知覚の「対象」は格助詞を伴わない。✞✝ ☎✆主体 ;=`Zo

✞✝ ☎✆対象 動詞

(21.20) ZcMZo>Io
n

[衆生

Hco'MZo;=`Zo
dem=pl=erg

それらが]

H:dIoM?d<o<ZbMo!=`o
n=gen

[三宝の

MOIo
n:hon

御名]

GdZoFco
v=conjn

耳にして
「その衆生たちが三宝の御名を耳にして…」【GSM 27】

*3 この例では主体が省略されている。補語の省略は多々あるので文脈から見極める必要がある。
*4 与えられる対象 (受取人) が省略されているが，表示される場合は与格助詞 Wo を必要とする。
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4 文頭の名詞句が「呼びかけ」となる場合
会話文の場合，格助詞のついていない文頭の名詞句が，その文の動詞の補語ではなく，
聞き手に対する呼びかけとなっていることがある。

(21.21) V`<Zo;=`oLbo
n

[善男子よ]

=ZoI`o
1.erg=top

私は

,@Wo;D`MZo
n

王法を

?dZo;D`MZoZbo
n=trns

仏法に

L<^ !VoIZn
v=conjn

変えて
「善男子よ，私は仏法に則った王法を定め…」【GSM 181】

(21.22) LVdIoJdo?cIoJdo
n

[偉大なる大臣よ]

IMoSVo
n

季節

H/ >`Ho:Vo
n.trns

春に

Zd=on
v:pf

なった
「偉大なる大臣よ，季節は春になった」【GSM 119】
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第 22章

格助詞の機能

本章では格助詞の機能について述べる。
まず，格助詞の名称とその機能の一覧を示す。略号の大文字部分は各例文の文法グロス
で用いられているものである。

格 略号 標識 　　　　　　　意味役割

能格 ERGative ;=`Zo 行為主体を明示したり，道具や手段を表す

位格 LOCative Io 存在する場所を表す

与格 DATive Wo 行為の向かう対象を表す

到格 TRaNSlative 5[o 状態変化の到達点，位置変化の着点を表す

起格 ABLative IZo 起点となる場所を表す

源格 SouRCe WZo 発生源または基準点となる場所を表す

比格 COMParative JZo 比較の基準点となるものを表す

共格 COMitative H=o 共に行為を行う相手を表す

属格 GENitive ;=`o 所有や属性といった関係があることを表す

格助詞の名称については，これまでに刊行されているチベット語の文法書で様々な名称
が用いられているが，本書の名称はそれらと必ずしも同じではない。能格は「具格」とし
て知られ，位格・与格・到格はまとめて「目的格」(稲葉 (1986)) ないし「於格」 (山口
(1998)) という名称で呼ばれたことがある。また，起格と源格についてはまとめて「従格」
と呼ばれる。それらの名称は，形式ではなく機能に名を付けるという方針に則ったもので
あり，サンスクリットやチベットの伝統文法を意識した名称である。一方，本書で採用し
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た名称はチベット語文語の格助詞を言語学的に観察した結果，それぞれの形式の中心的な
機能と判断できるものに対して名付けたものであり，機能の面で共通点を持つ形式どうし
でも，別のものと捉え，形式ごとに異なる名称を与えている。*1

以下，各格助詞について一つ一つ取り上げて詳しく解説する。それぞれの格の基本イ
メージを示し，中心的な用法から，周辺的な用法へという順を追って配列している。

1 能格助詞 ;=`Zo (<̀Zo / !=`Zo / U`Zo / -Zo)
✓ ✏
能格助詞 ;=`Zo の基本イメージ：「事態の引き起こし手（仕手）」を明示する助詞✒ ✑
1. 行為主体や知覚主体などを表す
2. 道具，手段，材料，原因，理由などを表す
3. その他

綴字の変化については巻末の「付録＞連声規則」 (p. 277) を参照。

1. 行為主体や知覚主体などを表す
能格助詞はおもに意志的他動詞や知覚動詞の主体を表す。文脈上，主体を明示する必要
がある場合は，意志的自動詞の主体を表すのにも用いられることがある。また，変化動詞
（無意志的自動詞）の場合にも，誰かがその事態を引き起こしたということを明示する必
要がある場合には，その事態の引き起こし手が能格助詞を伴って現れることがある。

まず意志的他動詞を主動詞とする文で能格助詞が用いられている用例を挙げる。

(22.1) 9Zo'MZo;=`Zo
n=pl=erg

神々が

McoFd<o<̀o
n=gen

花の

?Vo
n

雨

?cIoJdo
adj

大きい

KLo>̀=on
v:pf=conjn

降らせて
「神々が花の雨を大いに降らせて…」【GSM 154】

(22.2) L>dMo9MIoTHZo;=`Zo
pn=erg

世尊が

UbMoWo
n=dat

母上に

?dZo
n

仏法

<Zb=ZoJn
v:hon:pf=nmlz

お説きになったこと
「世尊が母上に仏法をお説きになったこと」【GSM 211】

*1 本書とほぼ同じ方針をとっているものとして，Jäschke (1881) が挙げられる。英語名称も共通するもの
が多いが，異なるものとしては本書の能格（ergative）は具格（instrumentative），到格（translative）
は達格（terminative），起格（ablative）と源格（source）はともに奪格（ablative）がそれぞれ用いら
れている。
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(22.3) M<Vo!=`Zo
pn=erg

ガルが

GdIoM̀oH=o
pn=com

トゥンミと

A=o
pn

ニャン

<ÀZo
num

2

SbVo6qo
n=trns

脇に

;D`HoIZn
v:pf=conjn

連れて行って
「ガルがトゥンミとニャンの二人を脇に連れて行って…」【GSM 116】

以下の 2例は知覚動詞の例である。

(22.4) ZD`IoMdo'MZo;=`Zo
n=pl=erg

羅刹女たちが

OVVoFcn
v=conjn

気づいて

LbHoMcHo
n

女

<RdIo7qoMo
n

若い女

X̀Io5[o
adv

極めて

MPUZoJVo
v=nmlz.trns

美しい者に
\+Wn
v

変身した
「羅刹女たちが気づき，たいへん美しい若い女に変身した」【GSM 43】

(22.5) OV=oJo'MZo;=`ZoI`o
n=pl=erg=top

商人たちが

ZD`IoMdo
n

羅刹女

U`IoJVo
cop=conjn

であることに

MoXcZoFcn
neg-v=conjn

知らずに
「商人たちは（女たちが）羅刹女であることを知らずに…」【GSM 43】

意志的自動詞の文では通常は行為主体に能格助詞が付されることはないが，文脈上，行
為主体を他と特に対比する必要がある場合，また，物語のハイライトにさしかかって行為
主体がその人であることを明示したい場合などには用いられることがある。

(22.6) SVoLZo
n.erg

月が

ÀoMT`o
n.gen

太陽の

)Vo
n.trns

ところに

ZVcLo
v:ipf

来る
「月が太陽の前に（ところに）来るだろう」（月と太陽の対比）【GSM 120】

(22.7) <UZoIo
n=loc

右に

<NoIMoJo'MZo;=`Zo
pn=pl=erg

ナナム氏たちが

L<MHn
v:pf

居た

<UdIoIo
n=loc

左に

,@o'MZo;= `Zo
n=pl=erg

中国側の者たちが

L<MHn
v:pf

居た
「右にはナナム氏たちが陣取り，左には中国側の者たちが陣取った」（ナナム氏と中
国側の対比）【GSM 200】

(22.8) L6qIo! =`Zo
n=erg

七人が

VLo5[o1^=oLZn
v:pf=conjn

出家して
「七人が出家して…」（直前に七人の名前を列挙，出家したのはまさにこの七人であ
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ると明示*2）【GSM 205】

次に，変化動詞の例を見る。ある状態変化が発生したという場合，多くの場合は引き起
こし手が文中に現れることはないが，引き起こし手を明示する必要がある場合に能格助詞
;=`Zo が用いられる。変化の主体には能格助詞は付かない。

(22.9) ZbZo;==o
n.erg=ap

誰によっても

MoObHoIZn
neg-v=conjn

通らず
「誰によっても（糸が穴に）通らず…」【GSM 101】

(22.10) =cHo;=`Zo
1=erg

私どもによって

TH`oLR`Io
dem=advlz

このように

1̂=o
v:pf

できて

UdHn
ext

いる
「私どもはこのように成功しています」【GSM 102】

2. 道具や原因を表す
人以外の名詞に ;=`Zo がついている場合は，モノの場合は道具や手段，材料を，コトの場
合は原因，理由などを表している可能性が高い。「道具で～をする」，あるいは「手段で～
する」という意味や，「材料で～する」，または「原因で～が起こる」などの意味を表す。

2a. 道具，手段，材料などを表す
行為主体が用いる道具や手段，または材料などを表す。

(22.11) LboMdo
n

娘

MOVo<MY<oH=o
n=com

美しさと

9MIoJo
v=nmlz

備えた者

ZbMoL,@o
num

300

,@Io! =`Zo
n=erg

装飾品で

L,@IoIZo
v:pf=conjn

飾って

2FWo
n

列
1>cHn
v:ipf:a

する
「300人の美しい娘を着飾らせて並べます」【GSM 104】

(22.12) 1]T`o
n.gen

龍の

UbWo6qo
n=trns

国に

QWoT0(Wo! =`Zo
n=erg

神変によって

1>dIoFcn
v:pf=conjn

到達して
「龍の国に神変によってやってきて…」【GSM 136】

*2 六人という説もあるが，後にサキャ派を創立することになるクン氏出身のルイギェルポも含まれているこ
とを主張するために能格助詞で強調しているものと考えられる。
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(22.13) MG`=oXd<oWo
n=dat

紺紙に

<ZcVo!=`Zo
n=erg

金で

LD`ZoJn
v:pf=nmlz

書いたこと
「紺紙に金泥で（文字を）したためたこと」【GSM 88】

2b. 原因，理由などを表す
何かのせいである状態になったことを示す場合，「～のせいで」「～のために」「～故」と
いうことを表すのに能格助詞が用いられることがある。

(22.14) UMZoIHo;=`Zo
n=erg

疫病のため

M̀o
n

人

M=oJdo
adj

たくさんの

T?̀oLT`o
v:ipf=nmlz.gen

死ぬことの

<M Y<oLNWo
n

苦しみ

MGd=on
v

見える
「疫病のため，たくさんの人が亡くなるという苦しみを目の当たりにした」【GSM
83】

(22.15) LVdIoJdo
n

大臣

<RIo'MZo
adjn=pl

他の者たち

KD<oHd<o<̀Zo
n=erg

嫉妬心のため

1qIoIZoLZV=ZoFcn
v:pf=conjn

駆り立てて
「他の大臣たちは嫉妬心に駆られて…」【GSM 72】

(22.16) LH<oI`o
1=top

私は

WZo;=`o
n=gen

カルマの

HL=o<̀Zo
n=erg

力のせいで

ZD`IoMdT`o
n.gen

羅刹女の

V`<ZoZbo
n=trns

種に

<\@cZn
v:pf

生まれた
「私はカルマのなせるわざで羅刹女に生まれた」【GSM 50】

3. その他
行為主体などの事態の引き起こし手でもなく，道具や手段，原因などでもない場合が
ある。

3a. その他：「～で満たされる」
「満たされる」「満たす」という意味の動詞（<=o，L:=o，;?Lo，OTMo など）を用いる場
合，満たす物を表すのに能格助詞を用いて「～で満たされる」という言い方をする。

(22.17) KdVoJo
n

椀

?cIoJdo
adj

大きい

?=o<̀Zo
n=erg

酒で

L:=o<K cn
v:pf=conjn

満たして
「大きい椀をお酒で一杯にして…」【GSM 102】
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(22.18) LWoJdT`o
pln.gen

ネパールの

UbWo
n

国

GMZo>Ho
adjn

すべて

TdHoScVo! =`Zo
n=erg

光で

;?Ln
v

満たされる
「ネパール全土が光で満ちた」【GSM 63】

3b. その他：「目に見える」「病気にかかる」
「目に見える」のときの「目に」，「病気にかかる」の「病気に」で能格助詞が用いられる
ことがある。

(22.19) L<KIo,!o
v:ipf:u-nmlz

示すもの

McHoJVo
neg.ext=conjn

ないのに

M̀<o<̀Zo
n=erg

目で

MGd=o=Mn
v=term

見えるのか
「示すものがないのに，目に見えるのか？」【GSM 176】

(22.20) WbZoWo
n=dat

肉体に

IHo;=`Zo
n=erg

病気で

GcLZn
v

当たる
「肉体が病気になった」【GSM 118】

3c. その他：V JoNMo!=`Zo「～するだけで」
(22.21) RWo

n:hon

顔

MGd=oLoNMo!=`Zo
v=nmlz=ap=erg

見えることだけで

6q<o<ZbMo!=`o
n=gen

三毒の

IHo
n

病

R`oIZn
v=conjn

治まり
「ご尊顔を目の当たりにするだけで三毒の病が治まり…」【GSM 14】

　
「;=`Zo (能格助詞)」 ないし 「JZo (名詞化助詞＋能格助詞)」は動詞に後続して接続
助詞として使われる。第 V部「複文＞副詞節 (1)＞理由・状況設定・限定： V JZo
」(p. 238) を参照。

2 位格助詞 Io
✓ ✏
位格助詞 Io の基本イメージ：「存在する場所」を明示する助詞✒ ✑
1. Xに存在する
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2. Xにおいて～する（X=作用点）
3. Xにおいて～の状態である
4. 時

1. Xに存在する
(22.22) M=oZDd=o

pn

マンソン

L=oZdo
n

墓

HcoU`o
dem=gen

それの

<UdIoIo
n=loc

左に

UdHn n
ext

ある
「マンソンの墓はその左にある」【GSM 194】

(22.23) L>dMo9MIoTHZo;=`o
pn=gen

シャーキャムニの

<?Yo
n

像

<>̀<o
num

1

,@o<VoIo
pln=loc

インドに

L8q<Zn
v:hon

いる
「シャーキャムニ像 (のうち) 一体はインドに安置されている」【GSM 85】

(22.24) ,@T`o
pln.gen

中国の

HcLoGcVoIo
n=loc

歴史書に

TH`o<o
dem

この通り

T6 q<
ext

ある
「中国の歴史書にはこのことが (書いて) ある」【GSM 20】

2. Xにおいて～する（X=作用点）
(22.25) V`IoJdo?cT`o

n.gen

宝石の

<NdHoIo
n=loc

器に

McoFd<o
n

花

TGbo<̀Io
v:ipf[-conjn

摘んでいると

T6q<oJZn
ext]prog=conjn

「宝石の器に花を摘み入れていると…」【GSM 15】

(22.26) 0>d<Zo
n

方角

LR`oIo
num=loc

4において

"oIo
n

老病

T?̀oLT`o
n.gen

死の

<M Y<oLNWo
n

苦しみ

LSdHoLwV<o
n

忍耐
McHoJo'MZo
neg.ext=nmlz=pl

ないものたち

<S`<ZoIZn
v:hum=conjn

見て
「(城の) 四方で老病死の耐えられないほどの苦しみをご覧になって…」【GSM 9】

3. Xにおいて～の状態である
(22.27) TPMoLbo2V`=oIo

n=loc

世界で

T2FIoSVoH=o
n=com

競争相手と

LDWoLo
v[=nmlz

離れた

U`IoIdn
cop]expl=term

である
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「世界では並ぶものがなかったのである」【GSM 165】

4. 時
(22.28) HcT`o

dem.gen

その

<d=oIo
n=loc

以前に

R`=oWo
n=dat

畑に

ZdoIMo
n

農業

McHn
neg.ext

なかった
「それ以前には畑で農業は行われていなかった」【GSM 58】

(22.29) HcoIZo
conjnp

それから

,@WoVLZo
n

王統

6,<oIn
num=loc

6で
「それから王統六代で…」【GSM 23】

「Io（位格助詞）」ないし「JoIo（名詞化助詞＋位格助詞）」は動詞に後続して，そ
れぞれ副詞接尾辞，接続助詞として使われる。第 V部「複文＞副詞節 (1)＞仮定・
時・主題提示」(p. 244) を参照。

3 与格助詞 Wo✓ ✏
与格助詞 Wo の基本イメージ：「行為の向かう対象」を明示する助詞✒ ✑
1. Xに対して～する（意志行為において，働きかけの行為が向かう対象）
2. Xに対して～になる（非意志行為において，その事柄が向かう対象）
3. Xに～が存在する（Xの領域に～が所属している）
4. Xにおいて～する（意志行為において，X=作用点となるもの）
5. Xにおいて～なる（非意志行為において X=作用点となるもの）〈稀〉
6. その他

1. Xに対して～する
意志行為において，働きかけの行為が向かう対象を表す。

1a. Xに対して～する：行為の向かう相手
行為が行われる相手やその行為が向かう方向を示す際に用いられる。

(22.30) OV=oHJdIoWo
n=dat

商人の頭領に

T@bZoIZo
v:pf=conjn

つかんで

=bZoZdn
v:pf=term

泣いた
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「商人の頭領につかみかかって泣いた」【GSM 48】

(22.31) 0><o<UdIo
n:hon

左の御手

,@oMdo
pn

中国女

:d=o@doWo
n=dat

公主に

Vc<oJZn
v=conjn

触れて
「左の御手が中国妃に触れると…」【GSM 184】

(22.32) ZdVo<6qLo
n

指輪

IMoM;ToWo
n=dat

空に

TK=ZoJZn
v:pf=conjn

投げると
「指輪を空に投げると…」【GSM 135】

(22.33) %oWo
n=dat

馬に

9C<o
n

鞭

L,@Lo<Kco
v:pf=conjn

打って

Zd=o=don
v:pf=term

行った
「馬に鞭を打って行った」【GSM 121】

(22.34) S=Zo;=`o
n=gen

銅の

1>=oLboWo
n=dat

牌に

LD`ZoIZn
v:pf=conjn

書いて
「銅牌に書いて…」【GSM 166】

1b. Xに対して～する：授与対象
授与行為の相手を指すのに用いられる。

(22.35) Z=Zo,@ZoWo
n=dat

ブッダに

McoFd<o
n

花

TLbWoLoWn
v:hum:ipf=conjn

差し上げるのに
「ブッダに花を差し上げるのに…」【GSM 29】

(22.36) MP UZoJT`o
v=nmlz.gen

美しい

LboMdo
n

娘

;?dHoWo
2=dat

あなたに

LH<o<̀Zo
1=erg

私が

L*=Zn n
v:pf

贈る
「美しい娘よ，そなたに私が贈ろう」【GSM 93】

1c. Xに対して～する：発言の相手
(22.37) ,@WoJdoWo

n=dat

王に

8qZoJZn
v:hum:pf=conjn

言うと
「王に申し上げると…」【GSM 117】
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(22.38) \oMoWo
n=dat

母親に

HI`ZoJZn
v:pf=conjn

尋ねると
「母親に尋ねたところ…」【GSM 57】

1d. Xに対して～する：観察対象
(22.39) 9Zo;=oWo

n=dat

仏堂を

<S`<ZoH=oRcZo
v:hon=term=qt

見なさいと

8 qZoJZn
v:hum:pf=conjn

言うと
「仏堂をご覧なさいと申し上げると」【GSM 136】

1e. Xに対して～する：信仰を向ける対象
(22.40) ;D`oLNbIo! =`Zo

n=erg

ティツンが

U`oHMo!=`o
n=gen

誓約仏の

9ZoWo
n=dat

神に

<R dIoWMo
n

祈願

LFLo<Kcn
v:pf=conjn

すると
「ティツンが誓約仏に祈願すると」【GSM 135】

1f. Xに対して～する：慣用表現
(22.41) LVdIoJdo

n

大臣

T<ToR`<o<̀o
adjn=indf=gen

一部の

;oWo
n=dat

口に

AIoIZn
v=conjn

聞いて
「一部の大臣の言うことを聞いて…」【GSM 134】

2. Xに対して～になる
非意志行為において，その事柄が向かう対象を表す。

2a. Xに対して～になる：感情や思考の向かう対象
(22.42) M̀o'MZo

n=pl

人々

HcoH<oWo
dem=dat

それらに

VLo5[o
adv

極めて

H<To<Kcn
v:pf=conjn

好んで
「人々はそれらを非常に好んで…」【GSM 6】

(22.43) ?b=oLoI`o
v=nmlz=top

年少の者は

I=oJoWo
n=dat

仏教徒に

VLo5[o
adv

極めて

MdZoFcn
v=conjn

憧れて
「年下の者（弟）は仏教徒に強く憧れて…」【GSM 15】
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(22.44) Z=Zo,@Zo;=`o
n=gen

ブッダの

L<KIoJoWo
n=dat

教えに

LZMo<Kcn
v:ipf:u=conjn

思って
「ブッダの教えを思って…」【GSM 26】

2b. Xに対して～になる：利益や害などの影響が及ぶ対象
(22.45) =T`o

1.gen

私の

IHoWo
n=dat

病気に

KIoJo
v[=nmlz

効いた

U`IoJZn
cop]expl=conjn

ので
「私の病気に効いたので…」【GSM 121】

(22.46) TH`Zo
dem.erg

これが

LH<o<̀o
1=gen

私の

M=ToG=oWo
n=dat

権力に

<IdHoJVo
v=conjn

害を及ぼすことに

=cZo
v

確実である
「これは私の権力に害を及ぼすに違いない」【GSM 238】

2c. Xに対して～になる：当たる対象，出遭う対象，入るところ
(22.47) OUZo

n

日

L>dosT`o
num.gen

15の

7qLoMdo
n

夜

HLbT`o
n:hon.gen

御頭の

?boXcWoWo
n=dat

水晶に

TdHo
n

光

Kd<oJZn
v=conjn

当たると
「十五夜に御頭の水晶に光が当たると…」【GSM 14】

(22.48) MGTo
n

最後に

THIco
n

鬼

'MoJo
n

種類

<ZbMoWo
num=dat

3に

Gb<oIZo
v=conjn

会って

Wd<oJZn
v=conjn

帰ると
「最終的に三種の鬼に出くわして帰ると…」【GSM 66】

(22.49) GVoJT`o
n.gen

解脱の

WMoWo
n=dat

道に

T;dHoJVo
v=conjn

入りますように

Xd<n
v:impr

しなさい
「解脱の道に入りますように」【GSM 36】

2d. Xに対して～になる：得意な対象
(22.50) V`<oJT`o

n.gen

学問の

<IZo
n

領域

soWo
num=dat

5に

M;ZoX̀=o
v=conjn

秀でて
「(仏教における) 五大学問 (五明) に秀でて…」【GSM 64】
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3. Xに～が存在する
存在構文や所有構文で存在の場所，所有者などを表す。

3a. Xに～が存在する：Xに～がある，Xが～を持っている
(22.51) ;?cHo

2

あなた

LWoJdT`o
n.gen

ネパールの

,@WoJdoWo
n=dat

王に

H<coLo
n

善行

L>bT`o
num.gen

10の

;D`MZo
n

戒律

UdHn
ext

ある
「ネパール王よ，あなたは十善戒を守っている」【GSM 88】

3b. Xに～が存在する：Xに～がいる
(22.52) 9ZoZo

pln

ラサ

HMVoJdoV`T`o
pln.gen

マルポリ山の

)UoWo
n=dat

頂に

L8 q<Zo
v:hon

いる

T6 q<oJo
ext=nmlz

いること
「ラサのマルポリ山の頂にいらっしゃること」【GSM 65】

3c. Xに～が存在する：Xに～が生じる，生まれる
(22.53) HcoWo

dem=dat

その者に

Lbo
n

息子

<ZbMn
num

3

LboMdo
n

娘

<ZbMo
num

3

1 ^=oLn
v:pf=nmlz

生じたこと
「その者に息子三人と娘三人が生まれたこと」【GSM 7】

4. Xにおいて～する
叙述する事象が行われる場所，起こる場所を明示するのに用いられる。この意味は本章
で後述する到格助詞 5[o と重なる点が多い。「Xに置く」「Xに建てる」などの場合，置か
れる場所，建てられる場所がより広い面のイメージでとらえられている場合は Wo が用い
られ，より狭い点のイメージでとらえられている場合は到格助詞の 5[o が用いられる。

(22.54) V`IoJdo?cT`o
n.gen

宝石の

;D`oWo
n=dat

座に

LR<oIZo
v:pf=conjn

置いて
「宝石の玉座に置いて…」【GSM 59】

(22.55) HcT`o
dem.gen

その者の

L=oZdo
n

墓

MboVoV`oWo
pln=dat

ムラリ山に

L)T<Zn
v:pf

建てた
「その者 (王) の墓はムラリ山に建てられた」【GSM 201】
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5. Xにおいて～なる
「X において光を発する」という場合，光の発している場所を明示するのに Wo が用い
られる。ただし，光の発する光源としてとらえられる場合は本章で後述する起格助詞 IZo
または源格助詞 WZo が用いられる。

(22.56) <?YoWo
n:hon=dat

身において

TdHoScVo
n

光

LR`o
num

4

TKDdZoFcn
v:pf=conjn

発して
「(観音菩薩の) 御身体から四条の光が放たれて…」【GSM 62】

6. その他
6a. その他：時や前後関係を表す
WdoWo（年に），OUZoWo（日に），N dIoWo（前に），$ cZoWo（後に），LVoWo（間に）など，時や

前後関係を表すものがある。

(22.57) ZoKdo
n

戊

T1(<oWo
n=dat

辰に

<?YoL9KMZn
n:hon#v:hon:pf

生まれた
「戊辰 (の年）にお生まれになった」【GSM 10】

(22.58) HcT`o
dem.gen

その

$cZoWo
n=dat

後に

<K<o<S`<o
pln

タジク

IdVo!=`o
n=gen

財宝の

,@WoJdT`o
n.gen

王の

LVdIoJdo'MZo
n=pl

大臣たち

1̂=o<K cn
v:pf=conjn

現れて
「その後に財宝 (の国である) タジク王の大臣たちが現れて…」【GSM 107】

6b. その他：～しに行く
移動動詞とともに，目的を表す名詞の後に与格助詞を付けて，「～しに行く」という意
味を表すことがある。与格助詞の直前に置かれるのは動作を表す名詞であることが多い。

(22.59) Z=o
adv

明日

=cHo<ÀZo
1dl

私たち二人

<\@doZ=ZoWo
n=dat

気晴らしに

T2FdTdo
v:ipf=term

行こう

<Zb=ZoZdn
v:hon:pf=term

言った
「「明日私たち二人は気晴らしに行こう」とおっしゃった」【GSM 135】

(22.60) LD<o9ZT`o
pln.gen

タクラの

IcTboG=oWo
n=dat

草地に

<S`<ZoMdoWo
n:hon=dat

物見に

KcLZoZdn
v:hon=term

行った
「タクラの草地に物見にいらっしゃった」【GSM 124】
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6c. その他：Xのことを～と言う，Xを指して～と言う
ある者の名称を言うときに，その者を与格助詞で示す。

(22.61) TH`o'MZoWo
dem=pl=dat

これらについて

T;dVoWdZo<^ !VoLT`o
n.erg#v:ipf:a=nmlz.gen

法輪によって支配するところの

,@WoJdo
n

王

so
num

5

ScVoVdn
v:pf=term

言う
「これらの (王の) ことを五転輪王と言う」【GSM 6】

6d. その他：Xとして
(22.62) ;?dHo

2

あなた

LdHo
pln

チベット

,@WoJdT`o
n.gen

王の

LNbIoMdoWo
n=dat

王妃として

T2Fdo
v:ipf

行く

H<dZoJVo
v[=conjn

必要がある状態に

T6 q<
ext]infer

ある
「あなたはチベット王の王妃として行かなければならない」【GSM 90】

(22.63) HcT`o
dem.gen

その

R`<o<ZdZo;=`o
n=gen

修復の

GcLoWn
n=dat

資金として

<ZcVoH=bWoWoZd<Zo
n=pl

金銀など

H:dVoIdVo'MZo
n=pl

財物
<FcVo6qo
n=trns

秘宝として

<QdZoX̀<o
v.impr=term

埋めなさい
「その修復の資金として金銀などの財宝を秘宝として埋めなさい」【GSM 180】

6e. その他：Xにおいては～する
比較的稀な用法であるが，あるものを取り上げて，それに対して言えることは～であ
る，という言及の仕方をする際に与格助詞が用いられることがある。

(22.64) ZDd<o
n

命

KDd<ZoIZn
v:pf=conjn

奪って

XoWo
n=dat

肉においては

SoR`=on
v:ipf=conjn

食べ

;D<oWo
n=dat

血においては
TGb=oLo
v:ipf=nmlz

飲むこと
「命を奪って，肉は喰らい，血は飲む」【GSM 31】

　
「Wo (与格助詞)」，「JoWo (名詞化助詞＋与格助詞)」は動詞に後続して接続助詞とし
て使われる。第 V部「複文＞副詞節 (1)＞累加・目的・理由」(p. 249) を参照。
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4 到格助詞 5[o (6qo / Vbo / -Vo)
✓ ✏
到格助詞 5[o の基本イメージ：「着点に達する動きや変化」を明示する助詞✒ ✑
1. Xに～する（X=着点）
2. Xという場所において～する/なる（X=作用点）
3. Xという状態に変化させる（変えてその結果状態にする）
4. Xという状態に変化する（変化してある結果状態になる）
5. Xという状態になっている（同定）
6. Xとして～する（同定）
7. その他（副詞用法など）

綴字の変化については巻末の「付録＞連声規則」 (p. 277) を参照。

1. Xに～する（X=着点）
(22.65) LdHo6qo

pln=trns

チベットに

T2F do
v:imp

行く

H<dZoJVo
v=nmlz.trns

必要があると

H<d=ZoFcn
v:hon=conjn

思って
「チベットに行かなければならないとお思いになって…」【GSM 115】

(22.66) LVdIoJdo
n

大臣

HL=oJdo
n

能力

'doLo
v=nmlz

鋭い

L6 qIo
num

7

,@o<Vo6 qo
pln=trns

インドに

U`o<co
n

文字

ZVdLo5[o
v:imp=conjn

学びに
LF=oJZn
v:pf=conjn

派遣したところ
「七人の有能な大臣をインドに文字を学ぶために派遣したところ…」【GSM 66】

(22.67) <F`=o<̀o
n=gen

心臓の

H;=`Wo6qo
n=trns

中心に

MHTo
n

矢

Kd<oJo9KVo
v=nmlz=advlz

当たったかのように

1̂=oIZn
v:pf=conjn

なって
「心臓の真ん中に矢が当たったかのようになって…」【GSM 47】

2. Xという場所において～する/なる（X=作用点）
何かが行われる場所または起こる場所を明示するのに到格助詞が用いられる。特に，

「上」「下」「側」「中」などの局所名詞を伴って場所を特定する場合には到格助詞が組み合
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わされることが多い。

(22.68) GMZo>Ho
n

皆

=T`o
1.gen

私の

,@Lo5[o
n=trns

背中に

RdIo>̀<
v:imp=term

乗りなさい
「みな私の背中に乗りなさい」【GSM 45】

(22.69) 9E=o<̀o
pln=gen

ジャンの

UbWo6qo
n=trns

国で

THZoZdn
v:pf=term

死んだ
「ジャンの国で死んだ」【GSM 195】

(22.70) @doLdo
n

シャーキャムニ (像)

X̀=o%T`o
n.gen

荷車の

<Kc=o6 qo
n=trns

上に

L8 q<Zn
v:hon

いる
「シャーキャムニ像は荷車の上にいらっしゃった」【GSM 130】

3. Xという状態に変化させる（変えてその結果状態にする）
「～に変える」といった文で到格助詞が用いられる。　

(22.71) ,@Wo;D`MZo
n

王法

?dZo;D`MZoZbo
n=trns

仏法に則った法に

L<^ !VoIZn
v:pf=conjn

変えて
「王法を仏法に則った法に変えて…」【GSM 181】

4. Xという状態に変化する（変化してある結果状態になる）
「～に生まれる」「～になる」といった文で到格助詞が使われる。

(22.72) WZo;=`o
n=gen

カルマの

HL=o<̀Zo
1=erg

力により

ZD`IoMdT`o
n.gen

羅刹女の

V`<ZoZbo
n=trns

種に

<\@cZn
v:pf

生まれた
「(私は) カルマのなせるわざで羅刹女に生まれた」【GSM 50】

(22.73) ZDd=oLNIo<AMoJdVo
pn.trns

ソンツェン・ガンポに

<? Yo
n:hon

身体

\+Wn
v

化身する
「ソンツェン・ガンポに化身した」【GSM 95】
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(22.74) HcVoU=o
dem.trns=ap

そこでも

MGd=oWb<Zo
n

見え方

'MoJo
n

種類

<ZbMo6qo
num=trns

3に

1̂=o<K cn
v:pf=conjn

生じて
「そこでも見え方が三種類あって…」【GSM 130】

5. Xという状態になっている (同定)

叙述対象の見た目がそのようになっている，ということを示すのに用いられる。

(22.75) Zo?o
n

土地

TH`o
dem

この

ZD`IoMdT`o
n.gen

羅刹女の

<F `=oGd<o
n

心臓の上

V=o6 qo
n=trns

自体であると

T6q<o
ext

ある
「この土地はまさに羅刹女の心臓の上である」【GSM 132】

6. Xとして～する (同定)

「あるものを Xであるとして～する」という意味になる用例である。

(22.76) TdoG=o<̀o
pln=gen

オタンの

MOVo
n

湖

TH`o
dem

この

ZD`IoMdT`o
n.gen

羅刹女の

<F`=o;D<o5[o
n=trns

心臓の血として

XcZn
v

知る
「このオタン湖は羅刹女の心臓の血であると分かった」【GSM 132】

(22.77) <FcVo6qo
n=trns

秘宝として

<QdZoX̀<o
v:impr=term

埋めなさい
「秘宝として埋めなさい」【GSM 180】

7. その他：～の数に達するまで
以下に示す例のように，「ある数に達するまで」といった最終到達点を示すのに到格助
詞を用いる。「～まで」ということを明示するために LVo6qo という形式が用いられること
もある。*3また，あることを行う時を示す定型表現として，「～する時に」「～した時に」と
いう意味を表す V JT`o6qZoZbo，<?LZoZbo などがある。

(22.78) Wdo
n

年

6,<o<Mo
num=alt

6または

L6qIo6qo
num=trns

7に

H:ToLo
n

苦行

\@HoHcn
v:pf=conjn

実践して
「6，7年の間苦行をして…」【GSM 9】

*3 類似した形式として与格助詞を用いた LVoWo があるが，これは「～の間 (ずっと)」という意味を表す。
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(22.79) 9Zo;=o
n

仏堂

L,@o)oL,@Ho6qo
num=trns

108に

LRc=ZoFcn
v:hon=conjn

建てて
「仏堂を (数が) 108になるまで建てて…」【GSM 89】

(22.80) H2q=oWdo
n:hon

年齢

L,@Ho>bT`o
num.gen

80の

LVo6qo
n=trns

まで

,@WoZD`Ho
n

政権

L<\@=o<K cn
v:pf=conjn

執って
「御年 80歳まで政権を執って…」【GSM 59】

また，ある状態が続いていることを示す副詞を作るのにも到格助詞が用いられる。例え
ば，MAMo6qo「一緒に」，9ZIo6qo「一緒に」などがある。第 III 部「語と句＞副詞と接続詞」
(p. 81) も参照。

「JVo (名詞化助詞＋到格助詞)」は，動詞と助動詞をつなぐ役割で用いられるほか，
おもに動詞の前に否定接辞をともなって接続助詞として使われる。第 V部「複文＞
副詞節 (1)＞付帯状況」(p. 254) を参照。

5 起格助詞 IZo
✓ ✏
起格助詞 IZo の基本イメージ：「モノ・コトが現れる起点」を明示する助詞✒ ✑
1. Xから～する（X＝出発点）
2. Xから来る/現れる（X＝出発点，出現点）
3. Xから生じる（X＝発生源）
4. Xという時点から～する（X＝出発時点）
5. Xで～する（X＝作用点）
6. Xという部分を～する（X＝特定の部位）
7. Xが～する（X＝行為主体）

1. Xから～する（X＝出発点）
(22.81) ,@o<VoIZo

pln=abl

インドから

J*I`Fo
n

学者

<HIoH I=Zo
n#v:pf

招いて
「インドから学者を招いて…」【GSM 222】
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(22.82) JdoFoV`T`o
pln.gen

補陀落山の

)UoMdoIZo
n=abl

頂から

<S`<ZoJZn
v:hon=conjn

ご覧になると
「補陀落山*4の頂からご覧になると…」【GSM 40】

(22.83) KboGb=o
n

袖

I=oIZo
n=abl

中から

MHTo<8qo
n

弓と矢

LFdIn
v:pf

出して
「袖の中から弓と矢を出し…」【GSM 237】

2. Xから来る/現れる (X＝出発点)

(22.84) IMoM;ToIZo
n=abl

天から

<^Ho
n

音

1^=o<K cn
v:pf=conjn

生じて
「天から音がして…」【GSM 57】

(22.85) \@Io
n:hon

目

<UdIoJoIZo
adjn=abl

左のから

TdHoScVo
n

光

<>̀<o
num

1

TKDdZoJZo
v:pf=conjn

発して
「左の御目から一条の光が放たれて…」【GSM 63】

3. Xから生じる（X＝発生源）
(22.86) ?dZo

n

仏法

,@o<VoIZo
pln=abl

インドから

1^=oLo
v:pf[=nmlz

生じたのだ

U`In
cop]expl

「仏法はインドで生まれたのです」【GSM 101】

4. Xという時点から～する（X＝出発時点）
(22.87) NVoIZo

n=abl

以前から

,@T`o
pln.gen

中国の

2F d<oMo
n

蟻

<>̀<o
num

1

SIoH=o
n=com

餌と

TdoMZo
n.erg

乳で

<ZdZoFcn
v:pf=conjn

育てて
「以前から中国の蟻一匹を餌と乳で育てて…」【GSM 101】

*4 ここでいう補陀落山とは，現在ポタラ宮殿の建つラサのマルポリ山を指す。
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(22.88) MOIoIZo
n=abl

夜から

HdIoFco
v=conjn

出発して
「夜に出発して…」【GSM 44】

5. Xで～する（X＝作用点）
(22.89) R=o8q=o<̀o

pln=gen

シャンシュンの

UbWoIZo
n=abl

国で

L<^!VoFcn
v:pf=conjn

翻訳して
「(ポン教の経典類は) シャンシュン国で翻訳されて…」【GSM 57】

6. Xという部分を～する（X＝特定の部位）
(22.90) ULo;=`Zo

n:hon=erg

父上が

0><oIZo
n:hon=abl

手を

T@bZoX̀=o
v:pf=conjn

握り
「父上が手を握って…」【GSM 115】

(22.91) M̀=oIZo
n=abl

名前を

TLdHo
v:ipf

呼ぶ
「名前を呼ぶ」【GSM 43】

7. Xが～する（X＝行為主体）
『王統明鏡史』にはこの用法は見られないが，現代語では動詞との関係で行為主体と見
なすことのできる名詞に IZo を付す用例も見られる。個人というよりは，集団であるこ
とが多いようである。
　
「IZo（起格助詞）」ないし「JoIZo (名詞化助詞＋起格助詞)」は，動詞に後続して
継起の意味をもつ接続助詞として使われる。第 V 部「複文＞副詞節 (1) ＞継起」
(p. 242) を参照。
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6 源格助詞 WZo✓ ✏
基本イメージ：「モノ・コトが生じる発生源，基準点」を明示する助詞✒ ✑
1. Xから生じる/成る（X＝発生源，原料）
2. Xを超える/Xより～である（X＝比較の基準点）
3. Xより引用（X＝出典）
4. Xから～する（X＝起点）
5. Xより～である（X=基準）
6. Xに反する（X=基準）
7. Xに勝利する（X=基準）

1. Xから生じる/成る (X＝発生源，原料)

(22.92) ,!oI`o
n=top

材料は

V`Io?cIo
n

宝石

'MoJo
n

種類

L>boWZo
num=src

10から

2)Ln n
v:ipf

成っている
「(仏像の) 材料は十種の宝石から成る」【GSM 113】

2. Xを超える/Xより～である（X＝比較の基準点）
(22.93) ,@o[dVo

pln

中国とホル

<ÀZoWZo
num=src

両者より

9Z<oJo
v=nmlz

優れているもの

=cHo
1

私

LdHo
pln

チベット

U`In
cop

である
「中国とホルの両者より優れているのは我がチベットである」【GSM 110】

(22.94) No<d=o
n

以前の

LdHo;=`o
pln=gen

チベットの

,@WoJdo
n

王

V`MoJVo
adv

順々に

1 >dIoJo'MZoWZo
v:hon:ipf=nmlz=pl=src

来た者たちより
MGbo<KdLZo?coLo>̀<o
adj=indf

力の強いもの

1^=o<Kcn
v:ipf=conjn

現れて
「それ以前の歴代のチベット王たちよりも，力の強い方が現れて…」【GSM 195】
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(22.95) TPMoLbT`o2V`=oIo
n=loc

世界に

[d<o
n

兜

TH`oWZo
dem=src

これより

9Z<oJT`o
v=nmlz.gen

優れた

IdVo
n

宝

McHoJZn
neg.ext=conjn

ないので
「世界にこの兜より優れた宝はないので…」【GSM 88】

3. Xより引用（X＝出典）
(22.96) LdIo!=`o

n=gen

ポン教の

Wdo,!ZoWZn
n=src

伝説によると
「ポン教の伝説によると…」【GSM 58】

4. Xから～する（X＝起点）
(22.97) IHoWZo

n=src

病気から

GVoLVo
v[=conjn

解放されるように

!̂Vo>̀<
v:pf=term]opt

「病気が治りますように」【GSM 32】

5. Xより～である（X=基準）
(22.98) HL=o0^<oI`o

n=top

権力は

<RIoWZo
adjn=src

他より

?coLo
v[=nmlz

大きい

U`IoIdn
cop]expl=term

である
「権力は他より大きかったのである」【GSM 230】

6. Xに反する（X=基準）
(22.99) LdHo;D`MZoWZo

n=src

チベット法に

T<Wo
v

背く
「チベットの法律に背く」【GSM 159】

7. Xに勝利する（X=基準）
(22.100) T<(<oJo

n

争い

1>cHoJT`o
v:ipf:a=nmlz.gen

することの

OUo
n

時

TH`o
dem

これ

<dIoIo
v-conjn

着れば

<UbWoWZo
n=src

戦いより
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,@WoLVo
v[=conjn

勝利することに

T!^VoVdn
v:ipf]fut=term

なるだろう
「戦うときにこれを着れば戦いに勝つでしょう」【GSM 98】

「WZo (源格助詞)」ないし「JoWZo (名詞化助詞＋源格助詞)」は，動詞に後続して接
続助詞としても用いられる。第 V部「複文＞副詞節 (1)＞状況の転換」(p. 252) を
参照。

7 比格助詞 JZo (LZo)✓ ✏
基本イメージ：比較の基準となるものを明示する助詞✒ ✑
WZo の比較を表す用法とほぼ同じである。発音は軽声で JZo pää，LZo wää となる。

Xより～だ
(22.101) T0(Wo?cIo

n

英明な

LboMdo
n

娘

<RIoLZo
adjn=comp

他より

MPUZn
v

美しい
「英明な娘 (＝文成公主) は他 (の誰) よりも美しい」【GSM 108】

(22.102) ,@WoJdo
n

王

Hco
dem

その

NVoLZo;==o
n=comp=ap

以前より

<\ H<oJVo
v[=conjn

怖くなって

!̂VoFcn
v:pf]pf=conjn

「王は前よりさらに怖くなって…」【GSM 101】

8 共格助詞 H=o
✓ ✏
基本イメージ：「モノ・コトをつなぐこと」を明示する助詞✒ ✑
1. Xと Y
2. Xと一緒に～する
3. Xと離れる
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1. Xと Y

(22.103) \HcTboH=o
n=com

猿と

LD<oZD`IoMdo
n

岩の羅刹女
「猿と岩の羅刹女」【GSM 49】

2. Xと一緒に～する
「Xと一緒に～する」「Xとともに～する」というときに H=o を必要とする動詞には以
下のようなものがある。

X H=oT2Fd<Zo（Xと一緒になる）　　 X H=oTLDcWo（Xと関係する）

X H=oTKDHo（Xと会う）　　　　　 X H=oM@Wo（Xにお目にかかる）

X H=oTHIo（Xと似ている）　　　　 X H=oAco（Xに近い）

X H=o9MIo（Xを持っている）

(22.104) ;?cHoH=o
2=com

あなたと

;?`MoGLZo
n

結婚

M̀o1>cHoIn n
neg-v:ipf-conjn

しないなら
「あなたと結婚しないならば…」【GSM 50】

(22.105) GoMo
advn

最後に

ZD`IoJdo>̀<oH=o
n=indf=com

羅刹と

T2Fd<ZoIZo;==on n
v=conjn=ap

交わってさらに
「最後に羅刹と交わるだけでなくさらに…」【GSM 50】

(22.106) %oJo
n

騎兵

M=oJdoH=o
adj=com

多くのと

TKDHoHcn
v=conjn

出会って
「騎兵の大軍と出会って…」【GSM 23】

3. Xと離れる
X H=oLDWo（Xと離れる）がよく用いられる。

(22.107) KdoLD=o
n

宮殿

T2FIoS VoH=o
n=com

競争相手と

LDWoLo
v:pf=nmlz

離れていること
「比類ない（競争相手を引き離している）宮殿」【GSM 96】
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•「 Aと B」というときに，A H=on B のように間に句読線を入れて表記される
ことがあり，文が終わっていると誤読しないように気をつける必要がある。
また，A H=o B H=o C H=o のようにいくつもつなげることもできる。 詳細は
第 IV部「単文＞名詞句の構造＞名詞の並列」(p. 210) を参照。

• A B H=oL>ZoJo（Aは Bとともに）については後述の第 IV部「単文＞名詞
句の構造＞名詞の並列」(p. 210) を参照。

•「JoH=o（名詞化助詞＋共格助詞）」は動詞に後続して接続助詞として使われ
る。第 V部「複文＞副詞節 (1)＞隣接事態の出現」(p. 247) を参照。

　

9 属格助詞 ;=`o (<̀o / !=`o / U`o / -T`o)
✓ ✏
属格助詞 ;=`o の基本イメージ：「所有や属性といった関係があること」を明示する助詞✒ ✑
1. Xの Y
2. Xのもの

連声規則については「付録＞連声規則」(p. 277) を参照。

1. Xの Y

前から名詞を修飾する場合は，たいてい名詞 (句) と属格助詞の形で用いられる。

(22.108) =T`o
1.gen

私の

;?do
n

夫
「私の夫」【GSM 50】

(22.109) ;?cHo;=`o
2=gen

あなたの

UbWo
n

国
「あなたの国」【GSM 67】

(22.110) T@ToOVIo!=`o
n=gen

虹色の

TdHo
n

光
「虹色の光」【GSM 46】
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(22.111) 9C<Zo;=`o
鉄の
n=gen

;=oJo
建物
n

「鉄の建物」【GSM 44】

格助詞が二重に用いられるものもある。以下の例では起格＋属格助詞。

(22.112) ,@o<VoIZo;=`o
pln=abl=gen

インドからの

OV=oJo
n

商人
「インドから来た商人」【GSM 44】

2. Xのもの
Xに属するもの，Xの所有するもの，という意味になる。

(22.113) <KdHo;=`o
n=gen

上のもの

Hco
dem

その
「上のもの」【GSM 84】

(22.114) ;?cHo;=`o
2=gen

あなたのもの

Hco
dem

その
「あなたのもの」【GSM 146】

　
•「JT`o（名詞化助詞＋属格助詞）」は動詞に後続して名詞を修飾するのに用い
られる。第 V部「複文＞名詞修飾節」(p. 233) を参照。

•「;=`o」は動詞に後続して終助詞として用いられることがある。第 IV部「単文
＞モダリティ＞意志」(p. 179) を参照。

•「;=`o」は動詞に後続して接続助詞として用いられることがある。第 V部「複
文＞副詞節 (1)＞根拠の提示・対比」(p. 255) を参照。
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第 23章

重要な構文：使役，対象焦点，比較

この章では，重要な構文として，使役構文，対象焦点構文，比較構文の 3つの構文を取
り上げる。なお，チベット語には受動構文は存在せず，日本語では「チベット語が話され
ている」のように受け身で表される文も，「チベット語を話している」と同じ構文で表す。

1 使役構文
使役構文とは，基本的に「他者が別の他者に働きかけて，その行為を引き起こす」とい
う事態を表すのに用いられる構文であるが，ここでは使役の意味を広くとり，「他者が別の
他者ないしモノに働きかけて，その状態変化を引き起こす」という構文もあわせて扱う。
具体的には，(1)「入れる」という意味を表す T@b<o を用いる V 5[oT@b<o (～させる)，(2)

「送る，放つ」という意味を表す <Fd=o を用いる V 5[o<Fd=o (～しに行かせる)，また (3)
「する」という意味の 1>cHo あるいはその敬語形 MPHo を用いる V JVo1>cHo (～なるようにす
る)，V JVoMPHo (～なるようになさる) を取り上げる。

1.1 他者に行為をさせる：V 5[oT@b<o
「Xが，Aが (Bを)～することを引き起こす」という事態は，Aの行為を表す動詞を未
完了形 (意志的他動詞なら多くは未完了能動形) で表し，それに 5[oT@b<o を付加すること
で表すことができる。5[oは省略されることもある。なお，T@b<o は未完了形であり，その
事態が完了したことであれば完了形の L>b<o を用いる。
以下は，上が「Aが (Bを) ～する」という非使役文，下がそれを「Xが Aに (Bを) ～
させる」という使役文にしたもので，補語が伴う格助詞を併せて示したものである。

　　　　　　
✞✝ ☎✆主体 A ;=`Zo （

✞✝ ☎✆対象 B ） 動詞 (Aが (Bを) ～する)

✞✝ ☎✆主体 X ;=`Zo
✞✝ ☎✆対象 A Wo　（

✞✝ ☎✆対象 B ） 動詞 5[oT@b<o (Xが Aに (Bを) ～させる)
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(23.1) HVoSLo
n

上質の絹

GMZo>Ho
adjn

すべての

LZDc<o5[o
v:ipf:u[=conjn

焼きに

L>b<
v:pf]caus

させた
「すべての上質の絹を焼かせた」【GSM 121】

(23.2) Wb<o
n

羊

GMZo>Ho
adjn

すべての

<ZdHo
v:ipf:a

殺す

L>b<
v:pf

させた
「すべての羊を殺させた」【GSM 121】

(23.3) T;dVoWdo
n

車

Hco
dem

その

,@oI<oIo
pln=loc

中国で

<KdLZo
n

力

?coLT`o
v=nmlz.gen

大きいところの

! =Ho
n

力士

9ZoH<ToH=on
pn=com

天喜と

1]oH<To
pn

龍喜
<ÀZoWo
num=dat

2に

THIcIo6qo
v:ipf:a[=conjn

引きに

L>b<o<d
v:pf]caus=term

させた
「その車は中国でも (有名な) 剛力である天喜と龍喜の二人に引かせた」【GSM
116】

なお，L9Ko「見る」のような後置字を持たない動詞と結合する場合は，5[oを付すかわり
に融合形を用い，L9KVoT@b<o「見せる」のように表すこともある。

1.2 他者に行為をしに行かせる：V 5[o<Fd=o
動詞未完了形 (意志的他動詞なら多くは未完了能動形) に 5[o<Fd=o を付すことで，他者
に働きかけて「～しに行かせる」という意味の使役行為を表すことができる。<Fd=o は未
完了形なので，その事態が完了したことであれば完了形の LF=o を用いる。5[o は省略され
ることもある。

(23.4) ,@o$cT`o
n.gen

中国王の

ZDZoMdo
n:hon

娘

ZVd=o6qo
v:ipf:a[=conjn

請いに

LF=oLZn
v:pf]caus=conjn

行かせたところ
「中国王の息女をもらいに行かせたところ…」【GSM 229】

(23.5) <XcHoMo
n

暗殺者

L<?dZoIZo
v:pf=conjn

雇って

<ZdHo6qo
v:ipf:a[=conjn

殺しに

LF=oLZn
v:pf]caus=conjn

行かせたところ
「暗殺者を雇って殺しに行かせたところ…」【GSM 225】
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(23.6) ,@WoJdZn
n.erg

王が

;?`oMdo
n

雌犬

AIo!=`o'o<Z=oMo
pn

地獄耳

1>oLT`o
v:ipf:u=nmlz.gen

言われるものの

\+WoJT`o
n.gen

化身の

;?`o>̀<o
n=indf

犬
UdHoJn
ext=nmlz

いるもの

Wd=o=Mo!=`o
pn=gen

ロガムの

)Vo
n.trns

もとに

AIo
v

聞く

LF=oLZn
v:pf=conjn

行かせたところ
「王は地獄耳という名の雌犬をロガムのもとに盗み聞きしに行かせたところ…」
【GSM 56】

1.3 状態変化の引き起こし：V JVo1>cHo
V JVo1>cHo は様々な意味になるが，動詞が変化動詞の場合，「Xが，Aが～という状態に
なることを引き起こす」という使役的な意味を持つことがある。
以下の図式は，上が「Aが～という状態になる」という非使役文，下がそれを「Xが A
を～という状態にする」という使役文にしたものであり，それぞれ補語が伴うべき格助詞
とともに示したものである。

　　　　　 　
✞✝ ☎✆主体 A 　　 動詞 （Aが～という状態になる）

✞✝ ☎✆主体 X ;=`Zo
✞✝ ☎✆対象 A (Wo) 動詞 JVo1 >cHo（Xが Aを～という状態にする）

<\ H<o（怖い） →　 <\H<oJVo1>cHo（怖がらせる）
Z=Zo,@Zo（悟りを開く） →　Z=Zo,@ZoJVo1 >cHo（悟りを開けるようにしむける）

(23.7) ,@WoJdZo
n.erg

王が

LdHoTL=Zo'MZoWo
n=pl=dat

チベットの臣民たちに

SZo?=o<̀Zo
n=erg

食べ物や酒で

OTMoJVo
v[=conjn

満足するように
1>ZoFco
v:pf]caus=conjn

して
「王はチベットの人々を食べ物や酒で満足させて…」【GSM 142】

(23.8) M<Vo!=`Zo
pn=erg

ガルが

,@oUbWo
pln

中国

Kb=oJVo
v[=conjn

壊滅するように

1>Zo
v:pf]caus

した
「ガルが中国の国を壊滅させた」【GSM 194】
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(23.9) Z=Zo,@Zo;=`o
n=gen

ブッダの

L<KIoJo
n

教え

HVoLVo
v[=conjn

広まるように

1>Zn
v:pf]caus

した
「(私は) ブッダの教えを広めた」【GSM 181】

以下の用例は「～しないようにする」という，否定接辞の含まれる例である。

(23.10) M̀Zo
n.erg

他人が

MoMGd=oLVo
neg-v[=conjn

見えないように

1 >ZoX̀=o
v:pf]caus=conjn

して
「他人に見えないようにして…」【GSM 60】

2 対象焦点構文
チベット語には受動表現のための特別な形式はなく，動詞の受動形なども存在しない
が，構文によって行為を受ける側に着目した表現 (対象焦点構文) を作ることはできる。
対象焦点構文は，単に目的語にあたる名詞句を文頭に置くだけである。場合によってはそ
の名詞句に提題副助詞の I`o を付けたりする (第 IV部「単文＞提題と取り立て」(p. 216)
参照)。そうした構文は，日本語では受け身で訳すとうまく訳せることが多い。
次の用例は，行為主体が文中に明示されていない例である。

✞✝ ☎✆対象 動詞

(23.11) ;D`oL6qIo
pn

天の七ティ

L=oZdo
n

陵

IMoM;T`o
n.gen

天空の

H1>`=ZoWo
n=dat

中に

LFLn
v:pf

建てる
「天の七ティの陵は虚空に造られた」【GSM 55】

次は対象に提題副助詞が付加されており，行為主体も文中に明示されている例である。

✞✝ ☎✆対象 (I`o)
✞✝ ☎✆主体 ;=`Zo 動詞

(23.12) \HcTbo0(<o
n

子猿

6,<oJdo
num

6つ全て

HcoI`o
dem=top

それは

Ko
n

父

1>=o?bLoZcMZoHJTo
n

菩薩

\H cTbZn
n.erg

猿が

I<ZoMo1 >oOV<Zo
pln

鳥たちの森
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1>oLn
v:ipf:u=nmlz

言われるもの

X̀=oGd<o
n

果物

MdHoJo>̀<o5[o
v=nmlz=indf=trns

豊富なところへ

L<\@WoIZo
v:pf=conjn

送って

Wdo
n

年

<ZbMo
num

3

LR<o<d
v:pf=term

置いた
「その 6匹の子猿たちは，父である菩薩の猿が，鳥たちの森という果物の豊富なと
ころへ連れて行き，3年間放置した*1」【GSM 52】

3 比較構文
比較は，比較対象となるものに，源格助詞 WZo または比格助詞 JZo を付すことで表す。
✞✝ ☎✆主体 A

✞✝ ☎✆比較対象 B WZo / JZo 属性動詞 （Aは Bより～である）

(23.13) TH`oLZo
dem=comp

これより

?coLoR`<o
v=nmlz=indf

大きい
「これより大きいもの」【GSM 327】

*1 この文は「その子猿たちは 6匹とも，父である菩薩の猿によって，鳥たちの森という木の実の豊富なとこ
ろへ連れて行かれた」のように受け身で訳してもよい。
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第 24章

テンス・アスペクト

本章で扱うのは，事態が時間軸上のどの時点で実現するか (テンス)，また事態が実現す
るどの側面に着目するか (アスペクト) に応じて，動詞語幹を変化させたり，助動詞 (句)
や補助動詞と組み合わせて複合的な述語を作ったりする。
第 III部「語と句＞動詞＞動詞の活用と機能」(p. 88) で述べた通り，動態動詞の語幹
には未完了形・完了形の区別があり，意志的他動詞のみ完了形にはさらに能動形と所動形
の区別がある。まずは動詞語幹の形態変化のみで，主要なテンス・アスペクトを表すこと
ができることに注目されたい。

テンス・アスペクト 動詞語幹単独による表現 複合形式による表現

一般的事実 動詞未完了形 (能動形) —

進行中・習慣反復 動詞未完了形 (能動形) V-;= `IoUdHo，V-;= `IoT6 q<o

V-;= `oT6 q<o

V >̀=oUdHo，V >̀=oT6q<o

未来 動詞未完了形 (所動形) V JVoT! ^Vo

V-;= `oUdHo

完了 動詞完了形 V JVo! ^Vo

V JVoZd=o，V Zd=o

V JVo1 ^=o，V 1̂=o

結果状態 — V IZoUdHo，V IZoT6 q<o

V UdHo，V T6q<o
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未完了形はそのままの形で過去の未完了の事態 (過去に進行中であった事態，過去に習
慣反復された事態) も表せる。一方，『王統明鏡史』においては，動詞語幹にテンス・アス
ペクトを明示する助動詞を付加した複合的な形式も，多くはないが使用されている例が見
られる。こうした複合的な形式は時代が下るに従って多く使われるようになり，現代では
口語のみならず文語においても，文末における助動詞の使用はほぼ必須となっている。

また，第 III部「語と句＞動詞＞動詞句＞動詞連続型の動詞句」(p. 99) で述べた通り，
アスペクトを表す補助動詞として，以下のようなものがあるので，これについても本章で
扱う。

• V VIo ：～する頃合いである (頃合い)
• V S`Io，V OVo：～し終わる (終了)
• V M?d=o：～したことがある (経験)
• V LR<o：～しておく

他にも以下のようなものもある。

• V-2FLZo1>cHo：～しそうになる
• V-MoG<oU`Io：～したばかりである

以下では，機能別にそれぞれの形式の用法を紹介する。

1 一般的事実
「Xは常に Yをする」というタイプで，常にそうなる，そういうものである，といった
一般的事実は，動詞の未完了形で表される。意志的他動詞の場合は未完了能動形が用いら
れる。

(24.1) MoU`Zo
n=erg

マの字が

9ZoMoU`Io
n

阿修羅

TGLo)VHo;=`o
n=gen

争いの

<MY<oLNWo
n

苦しみ

ZcWn
v:ipf:a

消す
「(六字真言の) マの字は阿修羅界の争いの苦しみを消す」【GSM 34】

2 進行中・習慣反復
2.1 動詞の未完了形による表現
動詞の未完了形が単独で用いられた場合，上述の一般的事実だけでなく，進行中の事
態，または習慣反復的な事態が表されることもある。動詞が意志的他動詞の場合は，未完
了能動形が用いられる。行為主体に焦点があたり，行為主体がどんな行為を行っているか
について言及する表現である。
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また，意志的他動詞の未完了能動形，意志的自動詞の未完了形は，しばらくの間繰り返
されている事態を表すことがある。
以下に紹介するのは過去の出来事を語っているもので，過去のある時点で続いている出
来事として解釈すべきものである。

(24.2) HcoH<o'MZo
dem=pl

それら

MoMGbIoJVo
neg-v=conjn

一致せず

)VHoJo
n

争い

1>cHoHdn
v:ipf:a=term

していた
「彼らは互いに反目して争っていた」【GSM 6】

(24.3) M?dHoJo
n

供物

TLbWoR`=o
v:hum:ipf:a=conjn

捧げて

<RdIoWMo
n

祈り

THcLZoZdn
v:ipf:a=term

捧げる
「(王は) 供物を捧げ，祈りを捧げていた」【GSM 95】

2.2 複合的なテンス・アスペクト形式による表現
進行中の出来事や，くりかえし行われる習慣的行為などは，助動詞と組み合わせた複合
形式で表されることもある。『王統明鏡史』での使用例は多くはないが，会話文でも地の
文でもともに用いられている。ある時点で継続している状態を表すので，現在のことで
も，過去のことでも表すことができる。解釈の際には場合によって「～している」「～し
ていた」と訳し分ける必要がある。

A. ～している：V-;= `IoUdHo，V-;=`IoT6 q<o
これらは事態が継続的に行われていることを表している。-;=`Io は，動詞未完了能動形

のあとについて「～しながら」という意味を表す副詞接尾辞（p. 117 参照）。しかしそれ
だけでなく，V-;=`Io の後に UdHo や T6 q<o を伴うことによって，「～している最中である」
「～している」といった事態が進行中であることを表すことがある。
第 III部「語と句＞動詞＞存在動詞における UdHo と T6 q<o の使い分け」(p. 97) で述べ
たように，UdHo は定着した知識 (定着知)，T6 q<o は観察した知識 (観察知) をもとに述べる
存在動詞に由来するが，その意味の違いはここで取り上げる二つの助動詞の違いにも現れ
ている。

以下は中国の皇女についてよく知る侍女が，皇女の性質について語っている場面での用
例である。

(24.4) WbZoH I`o
n

体臭

R`MoJZo
v=conjn

香りがよいので

<UbT`o
n.gen

トルコ石色の

<kH=oMo
n

蜂

<>̀<o
n

1

T;dVo<̀Io
v:ipf[-conjn

飛び回って

UdHn
ext]prog

いる
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「(皇女は) 身体からいい香りがするため，(まわりを) 一匹のトルコ石色の蜂が巡っ
ています」【GSM 106】

以下は，山の頂に着いた人物が目にした光景について述べている。

(24.5) LboMdo
n

娘

MP UZoMo>̀<o
adj=indf

美しい

V`IoJdo?cT`o
n.gen

宝石の

<NdHoIo
n=loc

器に

McoFd<o
n

花

TGbo<̀Io
v:ipf[-conjn

摘んで
T6q<oJZn
ext]prog=conjn

いるので
「美しい娘が宝石の器に花を摘み入れていたので…」【GSM 15】

B. ～している：V-;=`oT6q<o
V-;=`oT6q<o はある事態が行われていることを観察知をもとに述べるのに用いられる。『王
統明鏡史』では，;=`oT6q<o という形式は現われず，下記の用例に示すように，-!=`oT6 q<o と
-T`oT6q<o が用いられている。*1
以下の用例は，他人に言われたことを，別の人に伝える場面で用いられている例である。

(24.6) HcT`o
dem.gen

その

<Kc=o6qo
n=trns

上に

9Zo;=o
n

寺

LRc=Zo
v:hon

建てなさい

ScVo!=`o
v[-conjn

言って

T6 q<o
ext]prog

いる
「その上に寺を建てなさいと言われました」【GSM 134】

以下の用例は，自分で直接見た出来事を人に伝えている場面で用いられている例である。

(24.7) Mo[coI`o
n=top

水牛は

ÀIoMdT`o
n=gen

昼間の

V`<ZoWo
n=dat

類に

I<Zo;DdHo
n

森の中

Uo<̀Vo
dem.trns

あちらに

T2FdT`o
v:ipf[-conjn

行って
T6q<o<do
ext]prog=term

いる
「(あの) 水牛は (毎日) 昼間，森に行っています」【GSM 83】

*1 現代のラサ方言などでは，V-;=`oUdHo，V-;= `oT6q<o とほぼ同じ形式が，進行中，習慣反復，近接未来を表す
のに用いられている。
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C. ～している：V >̀=oUdHo，V >̀=oT6q<o
動詞の未完了形に並列・付帯状況を表す接続助詞 >̀=o を組み合わせると，「～して～」
という継起の意味を表すが，その後に UdHo，T6q<o を組み合わせると，ある事態が行われ
ているという意味になる。UdHo と T6 q<o の使い分けは上述の通りである。*2

(24.8) ?dZo
n

教え

SLoMdo
adj

深遠な

<Kd=oJoÀHoWo
n#n=dat

空性を

MdZoJo
n

憧れ

1 >cHo>̀=o
v:ipf:a[=conjn

して

UdHo6qZn
ext]prog-conjn

いるとき
「(神通力を持った猿が) 空性という深遠な法に憧れを抱いていたとき…」【GSM
50】

(24.9) AMoG<oJT`o
n#v=nmlz.gen

悲痛な

<?Ho=Io
n

苦しい声

<NoOV<Zo
adjn

様々な

THdIo>̀=o
v:ipf:a[=conjn

発して
T6q<oJo'MZo
ext]prog=nmlz=pl

いる者たち

<S`<ZoJZo
v:hon=conjn

見たので
「(観音菩薩は) 様々な苦痛のうめき声を上げている者たちをご覧になったので…」
【GSM 39】

D. ～している：V-;=`Io<HTo
<HTo は存在動詞の一つで，V-;=`Io<HTo は V-;= `IoT6q<o とほぼ同じように用いられてい
るようである。

(24.10) $co;o
n

王の向き

LVdIoJdZo
n.erg

大臣が

L<^!Vo<̀Io
v:ipf:u[-conjn

変えて

<HTn n
ext]prog

いる
「王は大臣に操られている」【GSM 130】

3 未来
3.1 動詞の未完了形による表現
動詞の未完了形 (意志的他動詞の場合は未完了所動形) が単独で用いられた場合，未来
のある時点においてある事態になるだろうということが表される。意志的他動詞の所動形

*2 『王統明鏡史』には用例はないが，>̀=o の代わりに LR`Io が用いられて，同じ意味を表すことがある。
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が用いられた場合，行為主体の行為ではなく，行為の対象に焦点があたり，その対象がど
うなるか，ということについて言及する表現である。*3

(24.11) SVoLZo
n.erg

月が

ÀoMT`o
n.gen

太陽の

)oVbo
n=trns

もとに

ZVcLn n
v

到達する
「月は太陽のもとにたどり着くだろう」【GSM 120】

(24.12) WZo=Io
n

悪いカルマ

LZ<ZoJZo
v=conjn

積み重ねて

WbZo=Io
n

悪い肉体

LV=on n
v:ipf:u

得る
「悪いカルマを積み重ねて悪い肉体 (＝悪趣の身) を得ることになるだろう」【GSM
188】

(24.13) HcoWo
dem=dat

それに

>̀o9KVo
q

どのように

1>ZoIo
v:pf=conjn

すれば

<MdMoJo
n

戒

L<(=on n
v:ipf:u

守る
「それに対してどうすれば戒が守れるでしょうか？」【GSM 51】

(24.14) NZoM<dVo
n=trns

枕元に

<RIoJo
n

医師

LdZoIZo
v:pf=conjn

呼んで

>̀oR`<o
q

どのように

1 >n
v:ipf:u

なる
「枕元に医師を呼んでいったいどうなるでしょうか？」【GSM 121】

3.2 複合的なテンス・アスペクト形式による表現
これから起こる未来の出来事を表すのに，助動詞を用いた複合的な形式で表されること
がある。

A. ～するようになるだろう：V JVoT!̂Vo
この形式は，主動詞の表す事態になるだろう，という未来に起こりうる変化を表す。主
動詞は未完了形で，意志的他動詞の場合は未完了能動形となる。予言の場面でよく用いら
れる。

(24.15) 0><oTOWo
n

礼拝

L<?dVoLo
n

右繞

1>cHoJVo
v:ipf:a[=conjn

するように

T! ^Vn n
v:ipf]fut

なるだろう
「(人々は) 礼拝と右繞*4をするようになるだろう」【GSM 183】

*3 未完了所動形が単独で用いられる用例は時代を経るにしたがって減る傾向にあるようである。
*4 聖なるものの回りを右回りに回ること。巡礼。
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(24.16) <F`=o$co
n

慈悲

1>=o?bLo;=`o
n=gen

菩提の

ZcMZoH=o
n=com

心と

9MIoJVo
v[=conjn

ともにあるように

T! ^VoVdn
v:ipf]fut=term

なるだろう
「慈悲と菩提心を持つようになるだろう」【GSM 17】

B. ～することになるだろう：V-;=`oUdHo
この形式は，主動詞の表す出来事が起こる時が近づいていることを示す。『王統明鏡史』
における ;=` oUdHo の使用例は下記の 2 例のみであり，いずれもこの意味で用いられてい
る。*5 下記の 2つ目の例では T`o が用いられている。

(24.17) \+WoJT`o
n.gen

化身した

%oM?d<o>̀<o
n=indf

至高の馬

Td=o<̀o
v:ipf[-conjn

やってこようとして

UdHo
ext]fut

いる
「化身である至高の馬がやってくるだろう」【GSM 45】

(24.18) HoI`o
advn=top

今や

=cHo'MZo
1=pl

我々

V`Mo! =`Zo
adv

順番に

ST`o
v:ipf[-conjn

食べようとして

UdHn
ext]fut

いる
「今や (羅刹女は) 我々を順番に食べようとしているのです」【GSM 44】

　
　上記と類似した意味を表す形式として，推量の意味を表す各種表現がある。それらにつ
いては次章「モダリティ＞推量」(p. 189) で述べる。

4 完了
4.1 動詞の完了形による表現
動詞の完了形が単独で用いられた場合は，既に完了した事態を表す。この表現は非常に
よく用いられる。

(24.19) GMZo>Ho;=`Zo
n=erg

みんなが

IZo
n

大麦

L#dZoIZo
v:pf=conjn

炒って

UdZo
n

炒り麦

R`=oWo
n=dat

畑に

LFLoLdn
v:pf=term

蒔いた
「誰もが大麦 (の種) を炒って炒り麦を畑に蒔いた」【GSM 119】

*5 他の文献ではこの形式が習慣反復の意味でも用いられている例が見られる。また，現代のラサ方言では，
この形式が，進行中，習慣反復，未来の意味で用いられている。
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(24.20) LVdIoJdo
n

大臣

Wd=o=Mo!=`Zo
pn=erg

ロガムが

... ,@WoJdo
n

王

L1Fd=ZoZdn
v:pf=term

弑した
「大臣ロガムは (中略) 王を弑した」【GSM 56】

(24.21) LWoJdT`o
n.gen

ネパールの

UbWo6qo
n=trns

国に

Zd=o=don
v:pf=term

行った
「ネパール国に行った」【GSM 83】

(24.22) OV=oHJdIoWo
n=dat

商人の頭領に

T@bZoIZo
v:pf=conjn

しがみついて

=bZoZdn
v:pf=term

泣いた
「商人の頭領にしがみついて泣いた」【GSM 48】

4.2 複合的なテンス・アスペクト形式による表現
A. ～するようになった，～になった：V JVo!̂Vo
! ^Vo は「変わる」という動詞 T! ^Vo の完了形であるが，意志動詞との組み合わせで「～
するようになった」という変化を表す。また，状態動詞や変化動詞など，意志の及ばない
事態を表す動詞との組み合わせで用いると，そうした状態に既になっていることを表す。

(24.23) <dZoZbo
n=trns

衣として

X̀=oWdo
n

木の葉

<dIoJVo
v[=conjn

身に着けるように

!̂Vn
v:pf]pf

なった
「衣として木の葉を身に着けるようになった」【GSM 53】

(24.24) WbZoZcMZo
n

心身

H<ToLHcZo
n.erg

喜びと安らぎによって

;?LoJVo
v:pf[=conjn

満たされるように

!^VoIZn
v:pf=conjn]pf

なって
「心身ともに喜びと安らぎに満たされて…」【GSM 106】

(24.25) HcoIZo
conjnp

それから

H<coObWo
n

沙弥

<ÀZoJdn
num

二人とも

H<ToR`=o
v=conjn

喜んで

M2qoWo
v=conjn

うれしくて

U`oV=ZoJVo
n#v[=conjn

心躍らせるように
!^VoIZn
v:pf]pf=conjn

なって
「それから沙弥は二人とも喜び，満たされた上に，心を躍らせて…」【GSM 162】
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B. ～てしまった：V JVoZd=o，V Zd=o
Zd=o は「去る」という動詞 T2Fdo の完了形であるが，目の前から人や物が去ったことを表
すほか，そこから意味が転じて，状態がすっかり変化したことを目の当たりにしたという
意味を表すことがある。これが動詞と組み合わさり，V JVoZd=o という形で用いられると，
ある状況変化が起こってしまったということを表す。また，意志動詞との組み合わせで V
Zd=o という形で用いられると，ある行為が行なわれてしまったという意味を表す。

(24.26) 1>oGLZo
n

方法

McHoJVo
neg.ext[=conjn

無くなって

Zd=on
v:pf]pf

しまった
「どうしようもなくなってしまった」【GSM 118】

(24.27) SdZo
v:pf

食べる

Zd=o=don
v:pf=term

てしまった
「食べてしまった」【GSM 47】

(24.28) AWo
v

寝る

Zd=o=do
v:pf=term

てしまった
「寝てしまった」【GSM 118】

C. ～なった：V JVo1^=o，V 1^=o
1^=o は「生じる」という動詞 T1^=o の完了形であるが，人や物が目の前に現れたことを
表すほか，そこから転じて，状態が目の前で生じたという意味を表すことがある。これが
動詞と組み合わさり，V JVo1^=o （または V Jo1̂=o）という形で用いられると，ある状況
変化が起こったということを表す。また，意志動詞との組み合わせで V 1̂=o という形で
用いられると，ある行為が目の前で行なわれたという意味を表す。要は視点が事態の完了
する場に向けられているのである。

(24.29) LSdHoGLZo
n

耐える方法

McHoJVo
neg.ext[=conjn

無くなるように

1 ^=oLoH=on
v:pf]pf=conjn

なって
「耐え難くなって…」【GSM 121】

(24.30) T2Fdo
v:ipf

行く

GbLoJo
v[=conjn

できるよう

1^=o=don
v:pf]pf=term

なった
「行けるようになった」【GSM 123】
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(24.31) UbMo
n:hon

母

LNbIoMdo
n

王妃

HcoWo
dem=dat

それに

;D<o
n

血

<d=oJdo
n

塊

W<oM<doNMo
n=ap

こぶしくらいの

T2qWo
v

動く
XcZoJo>̀<o
v=nmlz=indf

できるもの

<\@cZo
v:pf

生まれて

1 ^=o
v:pf

なった
「母であるその王妃には人のこぶしほどの，動く血の塊が生まれた」【GSM 56】

以下の用例は，V 1^=o が仮定節の中で用いられている例である。

(24.32) KD<oJo
n

肩

<UZoWo
adj=dat

右に

QoVdo
n

狐の死骸

L:Wn
v:pf

掛け

;?`oVdo
n

犬の死骸

<UdIoWo
n=dat

左に

L:Wn
v:pf

掛け

VWo2F`o
n

剣
1VHoWo
n=dat

頭に

L<?dVn
v:pf

振り回し

2V=oHMVoWo
n=dat

赤牛に

GWo<^ Hdo
n

灰袋

L:Wo
v:pf

載せて

1^=oIn
[v:pf]pf -conjn

なったら

=cHoV=o<̀Zo
1=erg

私が
M̀oGbLo
neg-v

対抗できない
「右肩に狐の死骸を掛け，犬の死骸を左肩に掛け，剣を頭上で振り回し，赤牛に灰
袋を載せたら，私は敵わない」【GSM 56】

5 結果状態
結果状態の意味は動詞単独で表すことはできず，複合的な形式を用いる。

A. すでに～している：V UdHo，V T6 q<o
動詞完了形に UdHo または T6q<o を後続させると，すでに完了した事態の結果が継続して
いる状態 (結果状態) の意味を表すことができる。UdHo を用いた場合は，話者がその状態
についてよく把握しているという定着知の意味になる。一方，T6q<o を用いた場合は，結
果のみを観察して述べているという観察知の意味になる。

(24.33) =cHo;= `Zo
1=erg

私たちによって

TH`oLR`Io
dem=advlz

このように

1 ^=o
v:pf

できて

UdHn
ext

いる
「私どもはこのようにできています」【GSM 102】
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(24.34) ;?cTbo>̀<o
n=indf

子供

1^=o
v:pf

できて

T6q<
ext

いる
「(血の塊だったのが) 赤ん坊になっていた」【GSM 56】

(24.35) LNbIoJo
n

僧侶

<l@do
v

狂って

T6q<o
ext

いる
「僧侶が狂っています」【GSM 236】

(24.36) KdoLD=oIo
n=loc

宮殿に

LVdIoJdo
n

大臣

<RIo'MZo
adjn=pl

他の者たち

TOV<Zo
v:pf

集まって

T6 q<o<d
ext=term

いる
「宮殿には他の大臣たちが集まっていました」【GSM 104】

B. すでに～している：V IZoUdHo
V IZoUdHo，V IZoT6q<o という形でも結果状態の意味を表すことができる。『王統明鏡
史』には V IZoT6q<o の用例はないが，他の同時代の文献には数多くの用例が見られる。

(24.37) I<oMdo
n

黒いもの

9C<ZoM;Vo
n

鉄の城

Gb<oIZo
v[=conjn

出会って

UdHn
ext]rslt

いる
「黒いものが鉄の城と出会っている」【GSM 119】

6 その他のアスペクトを表す動詞連続
ここでは，ある行為が開始前後，終了前後などのどの局面で起こることなのかを明示す
るのに用いられる形式を紹介する。主動詞＋補助動詞という形の動詞連続のタイプ (以下
A～D) と，主動詞を一旦名詞化した後に動詞を続けるタイプ (E～F) がある。

A. 頃合い：V VIo
VIo は「適合する，ふさわしい」という意味を表す動詞である。これが動詞未完了形と
ともに用いられると，「～する頃合いになる」という意味になる。

(24.38) ZdoIMo
n

農業

1>cHo
v:ipf.a

する

VIoJZo
v=conjn

頃合いになったので
「農作業をする頃合いになったので」【GSM 119】
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B. 終了：V S`Io，V OVo
S`Io や OVo など，「終る」という意味を表す動詞との動詞連続で「～し終わる」という
意味を表すことができる。前に置かれる動詞は完了形である。

(24.39) SdZo
v:pf

食べる

S`IoFdo
v=term

終わった
「食べ終わった」【GSM 102】

(24.40) !cHoJoNMo
n=ap

腰の高さほど

L)T<Zo
v:pf

組む

OVo
v

終わった
「(壁が) 半分の高さまで組み上がった」【GSM 136】

C. 経験：V M?d=o
T2FdoM?d=o (行ったことがある) のように，V M?d=o で「～したことがある」という意味にな
る。主動詞は未完了形であることが多い。以下の例は「～したことがない」という否定の
表現である。

(24.41) <IdHoJo
n

危害

;Lo)Uo
n

針の先

<=oU=o
adv

何も

<\@cWo
v:ipf.a

運ぶ

MoM?d=on
neg-v

したことがない
「危害は針の先ほども加えたことはない」【GSM 161】

D. ～ておく：V LR<o
「置く」という意味の動詞 T@d<o の完了形 LR<o を動詞連続で用いると「～しておく」，
または「～してある」という意味を表すことができる。例えば，HI`WoLR<o (丸めておく) の
ように用いる。前に置かれる動詞は完了形である。ラサ方言などの現代語では多用される
が『王統明鏡史』での出現例は二例のみである。

(24.42) MoTd=ZoJT`o
n.gen

将来の

LdHoTL=Zo'MZoWo
n=pl=dat

チベットの人々に

KIoJT`o
v=nmlz.gen

役立つことの

0>`Vo
ðadvn
ために

U`o<cVo
n.trns

文字に

LD`Zo
v:pf

書いて
LR<o<dn
v:pf=term

おいた
「将来のチベットの民に役に立つように文字に書いておいた」【GSM 167】
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E. ～しそうになる：V-2FLZo1>cHo
2FLZo は「準備」という意味を持つ名詞語幹であり，動詞と結合すると「～する準備」と
いう意味になる。さらに「する」という意味の動詞 1>cHo を後続させることで，今にも事態
が起こりそうになる状態を表すことができる。*6

(24.43) 9ZoZT`o
pln.gen

ラサの

@doLdoV`IoJdo?co
n

シャーキャムニ (像)

ZVVo
adv

再び

,@oUbWo6 qo
pln=trns

中国に

<\@cWo2FLZo
v:ipf.a-nmlz

運ばれそう
1>ZoJZn
v:pf=conjn

なったので
「ラサ (・トゥルナン寺) のシャーキャムニ (像) が再び中国に運ばれそうになった
ので…」【GSM 202】

F. ～したばかりである：V-MoG<oU`Io
「すぐさま」という意味を表す副詞 HcoMoG<o の Hco の部分を動詞に変えることで「～して
すぐ」という意味を表し，さらにその後に判断動詞の U`Io を用いることで「～したばかり
である」という意味を表す。

(24.44) UbWo
n

地方

G<oV`=oIZo
adjn=abl

遠くから

Td=Zn
v:pf

来た

ZVcLoMoG<o
v:ipf-nmlz

到着したばかり

U`IoJn
cop=term

であること

<M dHoJT`o
v:ipf=nmlz.gen

滞在する
<IZo
n

場所

Mo8FcHn
neg-v

見つからない
「遠くからやってきて，到着したばかりなんです。居場所も見つかっていません」
【GSM 126】

*6 V JT`o2FLZo1 >cHo (～する準備をする) という形式がつづまったものだと思われる。



175

第 25章

モダリティ

モダリティとは事態や相手に対する話し手の判断・態度を表す文法形式のことで，主に
会話文に現れる表現である。以下では確言，命令，意志，要求，祈願，依頼，許可，説明，
推量，提示の表現について扱う。形式としては動詞のみで表されるもの，動詞の後に終助
詞を用いた形で表されるもの，動詞と補助動詞または動詞と助動詞 (句)という形で表さ
れるもの，その後にさらに終助詞を伴うものがある。

モダリティ 動詞のみ 終助詞を用いた表現 補助動詞や助動詞を用いた表現

確言 V V Tdo V-;=`IoUdHo，V JVoT!̂Vo など

命令 V V >̀<o，V H=o V JVo!=`ZoX̀<o など

意志 V V Tdo，V ;=`Zo，V >̀<o V JoU`Io，V JVo1>o，V H<dZo など

要求 — — V H<dZo

祈願 — — V JVo!^Vo>̀<o，V JVoXd<o など

依頼 — — V JVo8 qo，V 5[o<ZdWo など

許可 — — V JZo?d<o

説明 — — V JoU`Io

推量 — — V JVoT6q<o，V JoTHIo など

提示 — V Jo V JoU`IoJo， V JVoT6 q<oJo など

Tdo，>̀=o，-;=`Io は連声が起こるので，巻末の「付録＞連声規則」(p. 277) を参照のこと。
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1 確言
事柄について，そうである，そうでないと確定的に言い切る表現を確言と言う。
地の文と会話文では少し状況が異なる。地の文の場合は，末尾に終助詞の Tdo を付すこ
とで言い切る形にする。地の文の場合，多くは一連の文脈の小さいまとまりの終結，すな
わち段落のまとまりの終結部に付され，その次のまとまりから別の話題が始まることが
多い。

(25.1) LVdIoJdoI`o
n=top

大臣は

VboWo<\@cZo;=`Zo
pn=erg

ルラキェーが

1>ZoZdn
v:pf=term

した
「大臣はルラキェーがつとめた」【GSM 57】

会話文では，終助詞 Tdo を付すことではっきりと言い切っていることを示す場合もある
が，終助詞を付さずに動詞ないし助動詞で文を終える例も多々見られる。次の例は終助詞
のあるものである。

(25.2) L6qHo
n

魔物

I<oJdo
adj

黒い

L1F<oMcHo
adjn

恐れ知らずの

U`IoIdo
cop=term

である
「(我が輩は) 恐れ知らずの黒い魔物である」【GSM 237】

次の例は終助詞がない用例である。

(25.3) TH`oH<oI`o
dem=top

これらは

NdIo!=`o
n=gen

以前の

<k@`Io9q<Zo
n

お布施の力

U`Io
cop

である
「これらは前世のお布施の力です」【GSM 224】

2 命令
命令文は人に要求するというタイプの文で，確言とは異なり，何かを実現するよう／し
ないよう要求する文の形式である。肯定の場合，動詞は命令形を用いる。否定の場合，否
定接頭辞の Mo- を前接した未完了形を用い，「～するな」という禁止の意味を表す。否定
命令については第 IV部「単文＞否定＞否定命令文」(p. 202) を参照。
動詞の命令形については第 III部「語と句＞動詞＞動詞の活用と機能」(p. 88) を参照。
なお，祈願の文もこのタイプの一種で命令の終助詞を用いる。本章にて後述する。
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2.1 動詞の命令形を用いた表現
動詞を命令形にするだけで，命令文を作ることができる。

(25.4) 0>`oMo
advn

来世

LHcoTLDZo
n

楽果

THdHoIo
v-conjn

望むなら

Ho9Ko
advn

今

H:ToLo
n

苦行

\@ dHn n
v:impr

行いなさい
「来世に楽果を望むなら，今苦行を行いなさい」【GSM 178】

「～して来なさい」といった命令文は，「来なさい」の部分を「来る」の命令形 Xd<o を
使って表す。

(25.5) 7qZoJo
n

能力

UdHoHMo
ext=alt

あるか

McHo
neg.ext

ない

H I`Zo
v:pf

尋ねて

Xd<n
v:impr

来なさい
「能力があるかどうか尋ねてきなさい」【GSM 88】

2.2 終助詞を用いた命令表現
A. ～しなさい：V >̀<o
命令の終助詞 >̀<o は，動詞の命令形，または未完了形 (命令形をもたない動詞の場合)
の直後に置いて用いる。直前の動詞の後置字，再後置字によって，R`<o，X̀<o という異形
態をもつ。巻末の「付録＞連声規則」(p. 277) を参照。

(25.6) <ZdWoLo
n

祈り

THcLZo;=`Io
v:ipf:a-conjn

捧げながら

Zd=oR`<n
v:impr=term

行きなさい
「祈りを捧げながら行きなさい」【GSM 87】

(25.7) ,@WoVLZoWo
n=dat

王統記を

<S`<ZoX̀<n
v:hon=term

見なさい
「王統記をお読みなさい」【GSM 249】

命令の終助詞 >̀<o を伴うもののうち，他に注意すべき用法として，以下の Bから Dに
挙げたようなものがある。
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B. ～して～しなさい：V Wo V >̀<o
「Aして Bしなさい」というように，二つ以上の行為を要求する場合には累加の接続助
詞 Wo を用い， V Wo V >̀<o という構文を使う。動詞はどちらも命令形を用いる。

(25.8) Z=o<I=o
advn

明日と明後日

WIoVco
n

一回ずつ

Xd<oWo
v:impr=conjn

来て

9KdZoX̀<o
v:impr=term

見なさい
「明日と明後日，一回ずつ来て，見なさい」【GSM 118】

C. ～せずに～しなさい：Mo V JVo V >̀<o
「Aせずに Bしなさい」というように，前が否定である場合は，Mo V JVo V >̀<o とい
う構文になる。

(25.9) <=oWoU=o
q=dat=ap

何にも

Mo?<ZoJVo
neg-v=conjn

執着せずに

LDdZoX̀<
v:impr=term

逃げなさい
「何にも執着せずに逃げなさい」【GSM 45】

D. ～しに行きなさい：V JVoZd=o>̀<o
「～しに行きなさい」という場合は，「～しに」という目的を表す部分も命令形にする。

(25.10) AdWoLVo
v:impr=conjn

寝に

Zd=o>̀<o
v:impr=term

行きなさい
「寝に行きなさい」【GSM 117】

E. ～しなさい：V H=o
>̀<o の他に H=o も命令の終助詞として用いられる。口語的な表現のようである。 H=o
の前には動詞の命令形が用いられる。

(25.11) ;?cHoV=o'MZo
2=pl

あなた方

Z=oÀIo
advn

明日

[o?boWo
pln=dat

黄河を

9KdZoH=on
v:impr=term

見なさい
「あなた方，明日黄河を見なさい」【GSM 23】
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2.3 補助動詞や助動詞を用いた命令表現
A. ～するようにしなさい：V JVo!=`ZoX̀<o，V Jo! =`ZoX̀<o
変化動詞や知覚動詞を用いた命令表現は，動詞 L! =`Ho （する）の命令形 ! =`Zo を用い，V
JVo!=`ZoX̀<o または VJo!=`ZoX̀<o という形にする。! =`Zo は能格助詞と同形なので混同しない
ように注意が必要。

(25.12) SVoLo
n

月

<ZbMoH=o
num=com

3と

R<o
n

日

<ZbMoWo
num=dat

3にて

OVoLVo
v[=conjn

終わるように

!=`ZoX̀<o
v:impr]impr=term

しなさい
「3カ月と 3日で終るようにしなさい」【GSM 17】

(25.13) V=oV=o<̀o
n=gen

各自の

;=oJo
n

部屋

8FcHoJo
v[=nmlz

見つけるように

!=`ZoX̀<
v:impr]impr=term

しなさい
「各自の部屋を見つけるようにしなさい」【GSM 104】

B. ～してください：V JVoMP VHo>̀<o
V JVo!=`ZoX̀<o の !=`Zo の部分を敬語にすると，目上の人に対する「～してください」と
いう意味の丁寧な命令表現になる。MPVHo は「～なさる」という意味の敬語 MPHo の命令
形である。

(25.14) ?bT`o
n.gen

水の

9QYoLo9KoLbVo
n=advlz

泡のようなものとして

XcZoJVo
v[=conjn

理解して

MPVHo>̀<o
v:hon:impr]impr=term

ください
「水の泡のようなものだと理解してください」【GSM 189】

3 意志
3.1 動詞の未完了形・完了形を用いた表現
動詞未完了形を用いるだけで，話者の意志を表すことができる。意志的他動詞の場合
は，未完了能動形・所動形のいずれも用いられる。その差は必ずしも明確ではないが，未
完了能動形を用いた場合は話者の意志をはっきりと述べ伝える表現（～しよう）であるの
に対し，未完了所動形を用いた場合は，対象の変化に焦点が当たっているように解釈でき
ることが多い。
また，用例はあまり多くないが，動詞の完了形を用いることで話者の意志表明を述べて
いるものも見られる。
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A. ～する/～しよう：動詞未完了能動形
動詞未完了能動形を用いることによって，話者がしようとしていること（意志）などを
表すことができる。

(25.15) ÀIoVcoWT=o
n=dat=ap

毎日にも

ZcMZo>Io
n

衆生

;D`oVco
num

万ずつ

<ZdHn n
v:ipf:a

殺す
「(私は) 毎日衆生を一万ずつ殺す」【GSM 50】

(25.16) <?Yo<ZbMo
n

三体

LRc=ZoJT`o
v:hon=nmlz.gen

建立する

9ZoLSdo
n

仏師

LH<o<̀Zo
1=erg

私が

L!=`Hn n
v:ipf:a

する
「三体を建立する仏師は，私がやりましょう」【GSM 12】

以下は意志的自動詞の例。

(25.17) ;doLdo
1

私

M̀o<MdHo
neg-v:ipf

残らない

V=o<̀o
n=gen

自分の

UbWo6qo
n=trns

国に

T2Fdn n
v:ipf

行く
「私は残りません。自分の国に帰ります」【GSM 121】

B. ～しよう：動詞未完了所動形
未完了所動形でも話者の意志表明を表すことができる。

(25.18) LH<o<̀Zo
1=erg

私が

LD`n
v:ipf:u

書く
「（伝記は）私が書きます」【GSM 2】

(25.19) =MoXdHo;=`o
pln=gen

ガムシューの

1>coG=o
n

砂地

GMZo>Ho
adjn

すべて

IcTboG=o6qo
n=trns

緑地に

<F=o
v:ipf:u

する
「ガムシューの砂地はすべて緑地に変えよう」【GSM 204】

以下は，疑問詞とともに用いられている例である。

(25.20) HoI`o
advn=top

さて

@`o9KVo
q

どのように

1 >n
v:ipf:u

する
「さて，どうしよう？」【GSM 122】
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C. 私が～しよう：動詞完了形
あまり多くは見られないが，完了形が「私が～しよう」という意味を表すことがある。
現代のラサ方言などでは，完了形＋H<dZoで「私が～しましょう」という意味になる場合
があるが*1，『王統明鏡史』ではH<dZoなしで用いられている用例がある。

(25.21) MP UZoJT`o
v=nmlz.gen

美しい

LboMdo
n

娘

;?dHoWo
2=dat

あなたに

LH<o<̀Zo
1=erg

私が

L*=Zn
v:pf

贈る
「美しい娘よ，あなたに私が贈りましょう」【GSM 114】

3.2 終助詞を用いた意志表明の表現
A. 私が～します：V Tdo
会話文において，動詞の未完了形の後に終助詞 Tdo を付すことによって話し手の意志表
明を表すことができる。意志的他動詞の場合は能動形の場合も所動形の場合もある。ま
た，まれに完了形が用いられる場合もある。
以下は能動形の例である。

(25.22) ,@oLdHo
pln

中国とチベット

<ÀZo
num

二者

MGbIoJo
v=nmlz

親和

=Zo
1.erg

私が

1>cHoHdo
v:ipf:a=term

する
「中国とチベットの両者の和解は，私がやります」【GSM 116】

(25.23) LH<o<̀Zo;==o
1=erg=ap

私も

J*I`oFo
n

パンディタ

1>dIoJoWo
v:hon:pf=conjn

現れるのに

LZboLo
n

迎え

1>cHoHdo
v:ipf:a=term

する
「私もパンディタがいらっしゃるのをお迎えします」【GSM 221】

以下は所動形の例である。

(25.24) =ZoI`o
1.erg=top

私が

;?cHo'MZo
2=pl

あなた方

V=o<̀o
n=gen

自分の

UbWo6 qo
n=trns

国に

L<\ @WoWdo
v:ipf:u=term

運ぶ
「私があなた方をみなさんの国に運びましょう」【GSM 45】

*1 例えば，=Zo0 >`IoH<dZn（私が行きましょう）など
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(25.25) ;?dHoH=o
2=com

あなたと

=o<ÀZo
1dl

私たち二人

LSToM̀o
n

夫婦

1>Tdn
v:ipf:u=term

なる
「あなたと私は夫婦になりましょう」【GSM 50】

(25.26) ;?dHo;=`Zo
2=erg

あなたが

ZcMZo>Io!=`o
n=gen

衆生の

HdIo
n

利益

1 >cHoJT`o
v:ipf:a=nmlz.gen

することの

2Fd<Zo
n

手伝い

L!=`Tdo
v:ipf:u=term

します
「あなたが衆生の利益になることをするお手伝いをしましょう」【GSM 39】

以下は，動詞完了形に終助詞 Tdo のついた例である。

(25.27) 2Fd=o;?cVo
n

町

GMZo>Ho
adjn

すべての

L>dMoWo
v:pf=conjn

蹂躙して

LR<o<do
v:pf=term

やろう
「すべての町を蹂躙してやろう」【GSM 88】

B. 私が～しよう：V ;=`Zo，V ;=`o
動詞の未完了（所動）形の後に終助詞 ;= `Zo または ;= `o を付すことによって，話し手の意
志表明を表すことができる。変化規則は能格助詞，属格助詞の変化規則と同じである。

(25.28) =Zo
1.erg

私が

2Fd<Zo
n

手伝い

1>oU`Zo
v:ipf:u=term

しよう
「私が手伝おう」【GSM 242】

『王統明鏡史』には，動詞の完了形の後に <̀o が付けられた次のような用例も見られる。

(25.29) UbWo;MZo
n

国

GMZo>Ho
adjn

すべての

L>dMoWo
v:pf=conjn

蹂躙して

LR<o<̀
v:pf=term

やろう
「国中を蹂躙してやろう」【GSM 100】

C. 私が～しよう：V >̀<o
他にも，動詞の命令形に，命令の終助詞と同じ終助詞 >̀<o を付して「私が～しましょ
う」という意志の意味を表すことがある。
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(25.30) =Zo
1.erg

私が

<(=ZoX̀<
v:imp=term

守ろう
「私が守りましょう」【GSM 141】

◎意志表明の ;=`Zo と ;=`o の来源
この表現は，もともと ;=`Zo ないし ;=`o を動詞とともに用いて根拠の提示という意味
で用いられる副詞節を作る表現から派生したものと考えられる。根拠の提示の ;=`Zo
ないし ;=`o は，「私は～するので，あなたは～しなさい」というときの「私は～する
ので」という部分で用いられる。相手に命令するための根拠を提示する部分である。
この副詞節の部分のみが独立して文になったのが，ここで取り上げた意志の用法で
あろうと考えられる。副詞節の用法については第 V部「複文＞副詞節 (1) ＞根拠の
提示・対比：V ;=`Zo，V ;=`o」(p. 255) を参照。

3.3 補助動詞や助動詞を用いた意志表明
動詞未完了形の後に JoU`Io や JVo1>o，H<dZo などを後続させて，「～しましょう」という
話者の意志表明を表すことができる。以下，それぞれの例文を取り上げる。

A. ～します：V JoU`Io
(25.31) ;?cHo<ÀZo

2dl

あなた方二人

<ZdHoJo
v:ipf:a[=nmlz

殺すの

U`Io
cop]vol

です
「あなた方二人を殺します」【GSM 190】

B. ～しよう：V JVo1>o
1 >o は「する」という意味を表す動詞 1 >cHo の未完了所動形で，V JVo1>o のように用いる
と，「～しましょう」という話者の意志を表す。

(25.32) MGbIoJVo
v=conjn

仲良く

1>o
v:ipf:u

しよう
「仲良くしよう」【GSM 231】

C. ～しよう：V JVoL!=`o
L!=`oは「する」という意味を表す動詞 L!=`Ho の未完了所動形である。V JVoL!=`oのように
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用いると，「～しよう」という話者の意志表明を表すことができる。組み合わさる動詞の
形態は，未完了所動形のことが多いが，能動形が用いられることもある。

(25.33) LVdIo?cIo
n

偉大な大臣

;?cHoWo
2=dat

あなたに

LH<o<̀Zo
1=erg

私が

LZVLoJVo
v:ipf:u[=conjn

教えることに

L! =`n n
v:ipf:u]vol

しよう
「偉大な大臣よ，あなたには私が教えましょう」【GSM 67】

(25.34) HcoV`=o
n

今日

;?cHoWo
2=dat

あなたに

L<?YVoLVo
v:ipf:u[=conjn

託すことに

L!=`n n
v:ipf:u]vol

しよう
「今日あなたに託しましょう」【GSM 34】

(25.35) LH<o<̀Zo
1=erg

私が

;?cHoWo
2=dat

あなたに

M?dHo<IZo
n

応供処

TLbWoLVo
v:hum:ipf:a[=conjn

献上することに

L!=`n
v:ipf:u]vol

しよう
「私はあなたに

おう
応

ぐ
供
しょ
処 (供養の対象) を献上しよう」【GSM 19】

D. ～したい/しよう：V H<dZo
行為主体が話者である場合，動詞未完了形に「必要である」という意味の動詞由来の助
動詞 H<dZo を後続させると話者の意志を表す。「～しなければならない」という義務の意
味ではない。

(25.36) =Zo
1.erg

私が

W<o$cZo
n

業績

?cIoJdo>̀<o
adj=indf

大きい

T@d<o
v:ipf:a

立てる

H<dZn
v

したい
「私は大きな業績を打ち立てたい」【GSM 205】

(25.37) HcoLR`Io
dem=advlz

その通りに

1>cHo
v:ipf:a

する

H<dZo
v

しよう
「その通りにしよう」【GSM 45】

4 要求
　動詞未完了形に「必要である」という意味の動詞由来の助動詞 H<dZo を後続させるこ
とで，「～してほしい」「～してくれ」という話者の相手に対する要求を表すことがある。
前に置かれる動詞は未完了形である。
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(25.38) M<Vo
pn

ガル

<MdHo
v:ipf

いる

H<dZo
v

してほしい
「ガルは残ってほしい」【GSM 116】

(25.39) ;?dHo;=`Zo
2=erg

お前が

=T`o
1.gen

私の

TGLoUo
n

闘いの相手

1 >cHo
v:ipf:a

する

H<dZo
v

してほしい
「お前に私の闘いの相手をしてほしい」【GSM 55】

5 祈願
祈願の意を表す表現には，V JVo! ^Vo>̀<o (～であってほしい) や V JVoXd<o (～になりま
すように) などの表現がある。>̀<o は命令の終助詞であり，Xd<o は「来る」という動詞の
命令形にあたる。基本的には命令表現の形をとることで，願望がかなってほしいという表
明をする表現である。

A. ～になりますように：!^Vo>̀<o，V JVo! ^Vo>̀<o
!^Vo>̀<oは「～になりますように」，V JVo!̂Vo>̀<o は主動詞の表す事態が実現してほしい

と願う意味になる。

(25.40) ZcMZo>Io
n

衆生

HcoH<o
dem

それらの

GMZo>Ho;=`o
adjn=gen

あらゆる/の

KoMo9KoLbVo
n=advlz

父と母のように

! ^Vo>̀<
v:pf=term

なるように
「(私が) それら全ての衆生の父母となりますように」【GSM 27】

(25.41) 6qZoH=o
n=com

時と

<IZo<?LZo
n

機会

GMZo>Ho6 qo
adjn=trns

あらゆる/に

L1FoX̀ZoJVo
n#v[=conjn

幸せであるように

!̂Vo>̀<n
v:pf]opt=term

なるように
「あらゆる時と機会において幸せになりますように」【GSM 250】

B. ～になりますように：V JVoXd<o
V JVoXd<o も主動詞の表す事態が「実現しますように」という祈願の意味を表す。

(25.42) GVoJT`o
n.gen

解脱の

WMoWo
n=dat

道に

T;dHoJVo
v[=conjn

入るように

Xd<n
v:impr]opt

実現せよ
「解脱の道へと入りますように」【GSM 36】
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(25.43) L<KIoJo
n

仏教

HVo,@Zo
n

繁栄

UbIo6qo
n=trns

長く

<IZoJVo
v[=conjn

いるように

Xd<n
v:impr]opt

実現せよ
「いつまでも仏教が栄えていますように」【GSM 249】

C. ～してください：V 5[o<ZdWo
V 5[o<ZdWo も祈願するときに用いられる表現である。<ZdWo は「祈願する」の意味を表
す謙譲語である。

(25.44) LH<oWo
1=dat

私に

Gb<Zo$cZo
n.erg

慈しみの心によって

L<\ @Lo5[o
v:ipf:u=conjn

守るように

<ZdWn n
v:hum

祈願する
「私を慈しみの心によってお守りください」【GSM 53】

6 依頼
相手に何かを依頼するときに用いる表現として，V JVo8qo という表現がある。8 qo は「す
る」の意味を表す謙譲語である。V JVo8qo という形をとることで，「～を願う」という意
味になるほか，相手に丁寧に依頼する「～していただきたい」という意味も表すことがで
きる。「～しないでください」は M̀o-V JVo8qo となる。同様に依頼を表す謙譲形式として，
V 5[o<ZdWo がある。

(25.45) L:ToXd<o
n:hon

親書

TH`o
dem

これ

W<ZoJo
cop:hon=nmlz

～であるもの

<S`<ZoJVo
v:hon[=conjn

見るように

8 qo
v:hum:ipf]rqst

願う
「これなる親書をご覧ください」【GSM 89】

(25.46) ZVdLoHJdIo
n

先生

UbWoWo
n=dat

国に

<Xc<ZoJVo
v:hon[=conjn

行くように

8 qo
v:hum:ipf]rqst

願う
「先生は国にお戻りください」【GSM 204】

(25.47) MIWoWMo
n:hon

夢

Hco
dem
その

<RIoWo
n=dat

他者に

M̀o<Zb=oLVo
neg-v:hon[=conjn

言わないように

8qo
v:hum:ipf]rqst

願う
「その夢のことは他の人にお話しにならないでください」【GSM 86】
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(25.48) LH<o><o
1.pl

私たち

LVdoWo
n=dat

心に

<k@Vo6 qo
v:ipf:u[=conjn

貼りつけるように

<ZdWo
v:hum]rqst

願う
「私たちの心に分かるようにしてください*2」【GSM 168】

7 許可
V JZo?d<o または V ?d<o という形で「～してもよい」「～しても構わない」という許可
の意味を表す。許可から転じて可能の意味を表すこともある。

(25.49) 9Zo;=o
n

仏堂

L,@o)oL,@Ho
num

百八

LRc=ZoJZo
v:hon=conjn

建てても

?d<o
v

よい
「百八の仏堂は建立してもよい」【GSM 80】

(25.50) <AWoJT`o
n.gen

背中の

<Kc=oIo
n=loc

上に

M̀o
n

人

L,@oVcoNMo
num=ap

百ずつほど

RdIo
v:ipf:a

乗る

?d<oJo
v=nmlz

できるもの

X̀Io5[o
adv

極めて
MP UZoJo>̀<o
v=nmlz=indf

美しいもの
「(素晴らしい馬で) 背中に百人ずつほども乗ることのできるたいへんに美しいも
の」【GSM 45】

V JZoM̀o?d<o という形で「～することでは許されない」という意味になる。

(25.51) X̀oLZo
v:pf=conjn

死ぬことでは

M̀o?d<oJVo
neg-v=conjn

許されず

=T`o
1.gen

私の

$ cZoZbo
n=trns

後に

9KZo
n

印

=IoJo
adj

不吉な

L>doL,@Ho
num

18

Td=on
v:ipf

現れる
「死ぬだけではすまされず，私の (死んだ) 後に不吉な印が十八現れるでしょう」
【GSM 118】

*2 「私たちに分かるようにお教えください」の意。
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8 説明
末尾に名詞化助詞を付して名詞節を作り，その後ろに判断動詞 U`Io を結合させた V Jo
U`Io という形で，事情や経緯を説明するのに用いる説明のモダリティを表す文を作ること
ができる。これは本章の「意志＞補助動詞や助動詞を用いた意志表明」(p. 183) で取り上
げた「意志」のモダリティを担う形式と同形式である。
日本語の「～のだ」という表現によく似ており，前に述べたことの理由説明などの役割
を果たすのに用いられることが多い。
以下，肯定と否定に分けて用例を示す。

A. ～するのだ/～したのだ：V JoU`Io
動詞未完了形とともに用いる場合は，「～するのだ」という意味になり，動詞完了形と
ともに用いる場合は，「～したのだ」という意味になる。

(25.52) HI<oJdT`o
n.gen

残忍な

\+WoJo
n

幻

1>ZoJo
v.pf[=nmlz

したの

U`Io
cop]expl

だ
「(そういうわけで) 残忍な幻を見せたのです」【GSM 161】

(25.53) Z=Zo,@Zo;=`o
n=gen

ブッダの

L<KIoJo
n

教え

HLboL8FcZoJo
n:hon#v[=nmlz

端緒が開かれたの

U`IoIdn
cop]expl=term

だ
「(そういう経緯で) ブッダの教えの端緒が開かれたのです」【GSM 54】

B. ～ないからなのだ：Mo V JoU`Io
説明モダリティの否定には，否定接辞の位置によって 2種ある。まずは主動詞の前に否
定接辞が置かれた例である。 Mo V JoU`Io (～ないからなのだ) である。

(25.54) =T`o
1.gen

私の

IHo
n

病気

TH`o
dem

この

;?cHo;=`Zo
2=erg

あなたが

=o
1

私

LSb=oLZn
v:pf=conjn

捕らえたために

LdHo;=`o
pln=gen

チベットの

9Zo< (=Zo
n

守護神
MoH<ToLo
neg-v[=nmlz

好まないの

U`In
cop]expl

だ
「私のこの病気はあなたが私を (中国に) 留め置いたことにより，チベットの守護神
の不興を買ったからなのです」【GSM 118】
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C. ～からではないのだ：V JoM̀Io
説明モダリティの否定のもう一つは，U`Io を否定形にするもので，V JoM̀Io (～からで
はないのだ) である。

(25.55) =o
1

私

AdIoMd=ZoJT`o
n.gen

煩悩の

HL=o6 qo
n=trns

力に

Zd=oLoI`o
v:pf[=nmlz=top

進んだのは

M̀In
neg.cop]expl

でない
「私が煩悩に駆り立てられたからではないのです」【GSM 52】

◎「名詞句＋判断動詞」の V JoU`Io
本節と同じ形式で，「Aは Bしたものである」という意味になることもあるので注
意を要する。
例) TH`oH<oI`oSbVoNMoL<MYZoJoU`Io (これらは概略をまとめたものである)

9 推量
推量を表す形式は様々あるが，これらを大まかに分類すると，確信度の高いものとそれ
以外に分けられる。まず確信度の高いものについて述べ，次にそれ以外の様々なタイプを
紹介する。

9.1 確信度の高い推量
A. 確実に～なるだろう：V JVoTd=o，V FcoTd=o，V Td=o
「来る」という意味の動詞を助動詞として用いると，話者の推量ではあるがほぼ確実だ
と思っていることを表すことができる。*3

(25.56) ,@oUbWo
pln

中国

GMZo>Ho
adjn

全ての

Kb=oLVo
v[=conjn

壊滅することに

Td=on
v:ipf]infer

なるだろう
「(もしチベット軍が攻めてきたら) 中国全土が滅ぼされるでしょう」【GSM 118】

*3 現代のチベット語ラサ方言では V Ud=o という形で，話者が熟知していることをもとに予測したり経験を
語ったりする。
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(25.57) <>̀<o
num

一方

M̀Io;==o
neg.cop=ap

ではなくても

<>̀<o
num

一方

U`IoFco
cop[=conjn

である

Td=o
v:ipf]infer

だろう
「(皇女はこの二人の娘のうち) 一方でなくても，もう一方ではあるだろう」【GSM
107】

(25.58) SVoLo
n

月

<ZbMo
num

3

Zd=o6qZo
v:pf=conjn

過ぎた時

<R`Io
v

実る

Td=o
v:ipf

だろう
「3ヶ月すぎれば実るでしょう」【GSM 119】

B. 確実に～なるだろう：V-,!oU`Io
動詞に -,!oU`Io を後続させると，話者の確信のある推量，すなわち「これから～するだ
ろう」という意味になる。文脈上「まだ～していない」という訳が適切な場合もある。*4

(25.59) <dZo
n

衣

=bVo<lH`<o
adjn

サフラン色の

2)oLR`o
adjn

四角い

<dIoJT`o
v=nmlz.gen

身にまとった

M̀o
n

人

<ÀZo
num

2

=T`o
1.gen

私の

6 ,=o6 qo
n=trns

もとに
Td=o,!o
v:ipf[-nmlz

来るだろうこと

U`IoJo
cop]infer=nmlz

であること
「サフラン色の四角い僧衣を身にまとった二人の人物が私のところにやってくるだ
ろうということ」【GSM 160】

V-,!oU`Io は「～するべきものである」という意味でも用いられることがある。

(25.60) Z=Zo,@Zo
n

ブッダ

VLZoL6qIo!=`o
n=gen

7世代の

V`=oLZDcWo'MZo
n=pl

舎利など

% cIo
n

像

TH`T`o
dem.gen

この

Gb<Zo:Vo
n:hon.trns

胎内に

L8 q<Zo
v:hon

いる
T@b<o,!o
v:ipf:a[-nmlz

させるべきこと

U`IoJoWo
cop]infer=conjn

であるのに
「過去七仏の舎利はこの像の胎内にまだ安置していないのですが…」【GSM 139】

*4 現代のチベット語ラサ方言では「まだ～していない」という意味で用いられている。
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C. ～するはずだ/～だろう：V JVoUdHo
V JVoUdHo は，主動詞の表す事態が起こることが確実なものとして予想できる場合に用
いられる。

(25.61) =cHo;= `o
1=gen

私の

KdoLD=o6qo
n=trns

宮殿に

?dZo
n

仏法

<K dIoWo
v:ipf:a=conjn

説きに

T1>dIoJVo
v:hon:ipf[=conjn

やってくることに
UdHoJZn
ext]infer=conjn

あるから
「私の宮殿に仏法を説きにいらっしゃるはずだから…」【GSM 15-16】

(25.62) RWo
n

顔

H=dZoZbo
adv

実際に

M@WoLVo
v:hum[=conjn

会うことに

UdHoHdo
ext]infer=term

ある
「実際にお目にかかれるだろう」【GSM 159】

(25.63) LboMdo
n

娘

<KcVoLVo
v:ipf[=conjn

くれることに

UdHoJoWn
ext]infer=conjn

あったが
「娘をくれることになっていたのですが…」【GSM 229】

D. ～するはずがないだろう：V JoMcHo
否定を含む V JoMcHo という形で，主動詞の表す事態が起こるはずがないという意味に
なる。

(25.64) LdHo
pln

チベット

M=ToV`<Zo;=`o
n=gen

領内の

S=Zo
n

銅

GMZo>Ho
adjn

すべての

L<M YZo;==on
v:pf=conjn

集めても

[ZoJdoV`o
pln

ヘーポリ山
TGbMZoJo
v[=nmlz

包むこと

McHn
neg.ext]infer

ない
「チベットの銅をすべて集めてもヘーポリ山を包めやしないだろう」【GSM 206】

E. ～に違いない：V JVo=cZo，V =cZo
=cZo（確実である）という動詞を用いて V JVo=cZo，V =cZo という形にすることで，確信
度の高い推量を表すことができる。
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(25.65) ,@WoZD`HoWo
n=dat

王政に

<IdHoJVo
v=conjn

害を及ぼすに

=cZn
v

違いない
「王政に害を及ぼすに違いありません」【GSM 204】

(25.66) TH`oI`o
dem=top

これは

9ZoWb=oHJWo!=`o&do$co
pn

ラルン・ペルキ・ドルジェ

U`Io
cop

であるに

=cZo
v

違いない
「これはラルン・ペルキ・ドルジェに違いない」【GSM 237】

9.2 その他の様々な推量を表す形式
何らかの状況証拠から確認して「～のようだ」と推量する場合や，確信度の低い「～か
もしれない」といった意味を表す推量形式について順に取り上げる。

A. ～であることが見て取れる/～であるようだ：V JVoT6 q<o
V JVoT6q<o は，状況証拠から判断して，主動詞の表す事態の存在が見て取れる，という
場合に用いられる。

(25.67) TH`oI`o
dem=top

これは

IMoM;ToIZo
n=abl

天から

Td=oLT`o
v:ipf=nmlz.gen

来たところの

9ZoZDZo
n:hon

神の子

U`IoJVo
cop[=conjn

である状況に
T6q<oJZn
ext]infer=conjn

あるから
「この方は天から降りて来た神の子であるようだから…」【GSM 55】

(25.68) LWo$co
n

ネパール王

ZDZoMdo
n:hon

王女

MP UZoMo>̀<o
adj=indf

美しい

UdHoJVo
ext[=conjn

いる状況に

T6q<o
ext]infer

ある
「ネパール王には美しい王女がいるようである」【GSM 87】

(25.69) LVdIoJdo
n

大臣

HcZo
dem.erg

それが

,@oI<o5[o
pln=trns

中国で

=Io
n

悪事

?cIoJdo
adj

大きい

1>Zo
v:pf

して

UdHoJVo
ext[=conjn

いる状況に
T6q<o
ext]infer

ある
「その大臣は中国でたいへんな悪事をはたらいてきたようだ」【GSM 120】
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B. ～ということになるだろう：V JVoUdHoJVoT6 q<o, V JoUdHoJVoT6q<o
V JVoUdHo にさらに JVoT6q<o が続いたこの形式は，主動詞の表す事態が起こることが
予想できるような何らかの証拠が見て取れるという場合に用いられる。V JoUdHoJVoT6 q<o
という形式でも見られる。

(25.70) HcVo
dem.trns

そこに

Td=oLVo
v:ipf[=conjn

やってくることに

UdHoJVo
ext=conjn

ある状況に

T6 q<n
ext]infer

ある
「そこにやってくることになるだろう」【GSM 45】

(25.71) 6qZo
n

時

WIo>̀<o
n=indf

一度

9ZoZoWo
pln=dat

ラサに

?bZo
n.erg

水で

AcIoIZn
v=conjn

危害が及び

<Zdo
v:ipf

修復する

H<dZoJo
v[=nmlz

必要な状況
UdHoJVo
ext=conjn

ある状況に

T6q<oJZn
ext]infer=conjn

あるので
「いつかラサ (・トゥルナン寺) は水害に遭い，修復せざるを得ないだろうから」
【GSM 180】

C. ～ということになるだろう：V JVoUdHoT6 q<o
V JVoUdHoJVoT6q<o の省略形と考えられる。

(25.72) 9Zo<>̀<o
n

皇女

HcoH=o
dem=com

それと

;?dHo<ÀZo
2dl

あなた方 2人

X̀Io5[o
adv

とても

MGbIoJVo
v[=conjn

合う状況に

UdHo
ext

ある
T6q<oJZn
ext]infer=conjn

であるので
「皇女とあなたの二人はとても相性がいいようなので…」【GSM 104】

D. ～のようだ：V JoTH Io
THIoは「～に似ている」という意味。V JoTH Io の形で，「～の状態であるようだ」という
意味になる。
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(25.73) HcoU`o
dem=gen

それの

<d=oIo
n=loc

上に

T6q<oJo
ext=nmlz

いるもの

Hcn
dem

その

9Zo<>̀<o
n

皇女

:d=o@do
n

公主

U`IoJo
cop[=nmlz

である状況
THIn n
v]infer

のようだ
「その次にいるのは皇女すなわち公主*5であるようだ」【GSM 108】

(25.74) Kb<ZoZbo
adv

後に

LdHo;=`o
pln=gen

チベットの

,@WoJdo
n

王

TH`oWo
dem=dat

これに

<KcVo
v

与える

H<dZoJo
v[=nmlz

しなければならない状況
THIo
v]infer

のようだ
「いずれこのチベット王に (皇女を) やらねばならないようだ」【GSM 101】

E. ～するかもしれない：V JoZD`Ho
ZD`Ho（あり得る）という動詞を用いて V JoZD`Ho という形にすることで，「～するかもし
れない」という表現を作ることができる。

(25.75) LdHo6qo
pln=trns

チベットに

LDdZoJo
v:pf[=nmlz

逃げること

ZD`Ho
v]infer

かもしれない
「チベットに逃げてしまうかもしれない」【GSM 122】

否定は V JoM̀oZD`Ho となり，「～することはあり得ない」「～しないだろう」という意味に
なる。

(25.76) <\@coLo
n

人生

TH`oWo
dem=dat

これにで

2)LoJo
v:pf[=nmlz

成し遂げられること

M̀oZD`Ho
neg-v]infer

あり得ないだろう
「今生では成し遂げられないだろう」【GSM 135】

*5 公主とは中国妃，文成公主のこと。
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◎ラサの口語における推量表現
ラサの口語にもたくさんの推量表現があるが，上述の表現とほぼ同じ形式も用いら
れている。例えば，V JoUdHo で「～するだろう/～するはずだ」の意味を表し，V Jo
T6q<o の省略形で V Jo で「～なるだろう」という意味を表す。他にも V JoTH Io (～
のようだ) は今でも用いられている。

10 提示
文末に提示終助詞 Jo を付すことで，叙述する事態を決定的な切り札として提示する機
能を持つ。(A) 話者が相手に，動かしがたい事実として提示する場合 (切り札用法) と，
(B) 話者が自分自身に対し，動かしがたい事実として受け容れるために提示する場合 (納
得用法) に用いられる。提示終助詞 Jo は動詞に直接付くときもあれば，助動詞の後に付
くこともある。*6

A. 切り札用法
話者が相手に，動かしがたい事実として提示する場合である。会話の流れの中で相手に
喧嘩を売るような場面で用いられる。

(25.77) LboMdT`o
n.gen

女の

T6qIoMo
n

約束

WIo>̀<o
n=indf

一度

U`IoJn
cop=term

なのだよ
「女の約束は一度きりなんですよ」【GSM 199】

(25.78) ;?cHoV=o
2

あなた

@`o9KVo
q

どのように

<Zb=ZoJoWo
v:hon:pf=nmlz=dat

言ったことに

L% cIoIZo
v:pf=conjn

基いて

Td=oLo
v:ipf=nmlz

来たの
U`IoJn
cop=term

だよ
「あなたのおっしゃる通りに来たんですよ」【GSM 102】

*6 現代のチベット語ラサ方言でもこの形式は同様の意味で用いられているが，ラサ方言での終助詞 Jo の機
能は多様化している。
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B. 納得用法
話者が自分自身に対し，動かしがたい事実として受け容れるために提示する場合であ
る。自分ではどうにもできない出来事に遭遇した場合，自分自身でそれを納得するために
独り言をつぶやくといった場面で用いられる。

(25.79) \@IoVZo<S`<Zo
pn

観音菩薩

L6qHo6qo
n=trns

魔物に

T6 q<oJn
ext=term

だったんだね

M̀o
n

人

TH`oNMo
dem=ap

これほど

<ZdHoJn
v:ipf:a=term

殺すんだね
「観音菩薩は魔物だったんだ。これほどの人間を殺すなんて！」【GSM 160】

(25.80) TK<ZoJo
n

聖者

\@IoVZo<S`<Zo
pn

観音菩薩

H=dZo
adjn

本物の

U`IoJVo
cop[=conjn

である状況に

T6 q<oJn
ext]infer=term

あるんだね
「(ソンツェン・ガンポ王は) 本物の聖観音菩薩でいらしたようですね」【GSM 191】
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第 26章

疑問

疑問文は基本的に動詞に選択詞 TMo や疑問接頭辞 \co- を付加して作る。疑問文専用の
語順などはない。
疑問文には，大きく分けて，真偽疑問文，選択疑問文，疑問語疑問文の 3種類がある。
真偽疑問文には，選択詞 TMo を用いるタイプと，疑問接頭辞 \co- を用いるタイプとがあ
る。選択疑問文では選択詞 TMo を用いる。

真偽疑問 A V TMn，または V TMn M̀o V

真偽疑問 B \co-V

選択疑問 V1 TMn V2

疑問語疑問 疑問語 V

自問の疑問語疑問 疑問語 V TMo V

1 真偽疑問文
真偽疑問文には選択詞 TMo を用いる場合と，疑問接頭辞 \co- を用いる場合とがある。
選択詞 TMo を用いる真偽疑問文は，もともと「Aなのか Bなのか」という選択肢があ
ることを前提とした疑問が元になっており，用例でもそうしたものが多い。ただし，後代
になると，前者の選択疑問的な意味が薄れ，単なる真偽疑問でこの形式が用いられるよう
になる。
疑問接頭辞 \co- を用いる真偽疑問文は，「～かどうか？」という命題の真偽を問う形で
あることが多い。
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1.1 選択詞を用いるタイプ
選択詞 TMo は日本語の「か」にあたる助詞である。選択詞は動詞の形態 (後置字) に応
じて異形態を持つ。巻末の「付録＞連声規則」(p. 277) を参照。

(26.1) <?Yo
n:hon

体

SdoMHd<o
n

肌つや

Wc<ZoWn
v=conjn

よく

Gb<Zo
n:hon

心

LHcoLoH=o
n=com

健康と

9MIo
v

ともにある

W<ZoZMo
cop:hon=alt

であるか
「お肌の色つやがよくおわしますが，ご機嫌麗しくおられますか？」【GSM 86】

以下は否定疑問文の例である。

(26.2) LNIoJdT`o
n.gen

王の

<?YoWo
n:hon=dat

体に

L<FZ=o
n:hon

ご病気

M̀oM=To
neg-v

ない

W<ZoZMn
cop:hon=alt

であるか
「王様におかれましてはご病気はございませんか？」【GSM 86】

また，V1 TMn M̀o V1 という選択的な形式を用いて，意味的には「～するのか？」とい
う真偽を問う疑問文を作ることができる。

(26.3) ,@Wo;D`MZo
n

国の法律

T?To
v:ipf

制定する

7qZoZMo
v=alt

できるか

M̀o7 qZo
neg-v

できないか
「(十善戒に則った) 王法を制定できるのか？」【GSM 88】

1.2 疑問接頭辞 \co- を用いるタイプ
真偽疑問の接頭辞 \co- は，14世紀以降の文献で徐々に使用例が増える形式である。現代
の口語では，アムド・チベット語やカム・チベット語などではこの形式が真偽疑問として
用いられる。ラサのチベット語では，否定のニュアンスをもった推量として用いられる。

(26.4) GLZo
n

方法

\coUdHn
qm-ext

あるか
「(あなたに) 方法はありますか？」【GSM 118】
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2 選択疑問文
選択疑問文を作るには，選択詞 TMo を用いる。V1 TMn V2 という形を取る。

(26.5) LIo"Io
n

老僧

T<(WoWMn
v=alt

錯覚しているのか

LNbIoJo
n

僧侶

<l@do
v:ipf

狂っているのか
「老僧 (の私) の錯覚なのか，(目の前の) 僧侶が狂っているのか？」【GSM 236】

3 疑問語疑問文
疑問語疑問文では，選択詞は通常用いない（用いられるケースもある）。

(26.6) Vdo
n

屍

TH`o'MZoWo
dem=pl=dat

これらに

>̀o
q

何

1 ^=oLo
v:pf[=nmlz

生じたの

U`Io
cop]expl

だ
「これらの屍には何が起こったのか？」【GSM 160】

(26.7) @`o9KVo
q

どのように

1>ZoIo
v:pf=conjn

したら

Wc<Zn
v

よい
「どうしたらいいのか？」【GSM 119】

4 自問の疑問語疑問文
疑問語疑問文の末尾に選択詞 TMo を付けると「何だろう？」といったような自問を表す。

(26.8) >̀o
q

何

UdHoHMo
ext=alt

あるか
「何があるんだろう？」【GSM 44】

◎疑問表現の補節
疑問と同じ形式を用いて「～かどうか」という名詞句を作ることができる。「疑問
語＋動詞」が知覚動詞の補節の役割を果たしているものである。詳しくは第 V 部
「複文＞補節＞疑問表現の補節」(p. 227)を参照。
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5 疑問文による反語
疑問文を反語の意味で用いることがある。例えば以下の，>̀oR`<o1>o は文字通りには「ど
うなるのか」という疑問だが，言いたいことは「どうしようもない」ということであり，
反語となっている。

(26.9) NZoM<dVo
n.trns

枕元に

<RIoJo
n

医師

LdZoIZo
v:pf=conjn

呼んで

>̀oR`<o
q

何

1>o
v:ipf:u

なる
「枕元に医師を呼んでどうなるのか，いやどうしようもない」【GSM 121】

他にも，反語の意味で用いられることの多い疑問表現として，\coUdHo (あるのか，いやな
い)，>̀oMoLHcIo (どうして正しくないことがあろうか)，<oWo (どうして～であろうか，い
や～でない) などがある。
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第 27章

否定

否定は基本的に動詞に否定接頭辞を付けるという手続きをとる。以下では，否定文，否
定を含む句，否定と呼応する副詞について述べる。

1 否定文
否定文は，動詞の直前に否定接頭辞を付けることによって作る。否定接頭辞には M̀o- と
Mo- の 2種類がある。この 2種類は，平叙文，疑問文においては，事態が未完了か完了か
というアスペクトによって使い分けられる。*1未完了の事態を表すのには M̀o- が，完了し
た事態を表すのには Mo- が用いられる。一方，命令文では動詞未完了形に Mo- を付す形で
用いられる。
なお，判断動詞と存在動詞の否定形は否定接頭辞が動詞と融合した形が用いられること
が多い。例えば判断動詞 U`Io の否定形は M̀Io，存在動詞 UdHo の否定形は McHo となる。

1.1 否定平叙文
以下は未完了の事態を表す否定平叙文で，否定接頭辞は M̀o- が用いられている。

(27.1) Zo
n

ところ

G<oV`=o
adjn

遠い

HcVo
dem.trns

そこに

=o
1

私

M̀oT2F do
neg-v:ipf

行かない
「そんな遠いところには私は行きません」【GSM 110】

以下は完了した事態を表す否定平叙文で，否定接頭辞は Mo- が用いられている。

*1 ただし，属性動詞など，動詞によってはアスペクトの区別が明確でないものもあり，その場合は M̀o- も Mo
- も用いられる。



202 第 IV部 単文

(27.2) @doLdoV`IoJdo?co
n

シャーキャムニ (像)

LNWoLZo
v:pf=conjn

探したが

Mo8FcHn
neg-v

見つからない
「シャーキャムニ像を探したけれども，見つからなかった」【GSM 230】

1.2 否定疑問文
否定疑問文は，動詞に否定接頭辞を付して，選択詞 TMo を付す。

(27.3) Hco
dem

それ

=doMOVo
n

素晴らしさ

M̀o?cTMo
neg-v=alt

大きくないか
「それは素晴らしいことではないか？」【GSM 146】

(27.4) ;?dHo;=`Zo
2=erg

あなたが

MoOVVoVMo
neg-v=alt

気づかなかったか
「そなたは気づかなかったのか？」【GSM 117】

1.3 否定命令文
否定命令文は，動詞未完了形に否定接頭辞 Mo を付す。命令の終助詞 >̀<o や H=o を付す
こともある。

(27.5) Wb=oJT`o
n.gen

村の

Kbo
n

上手

Uo<̀Vo
dem.trns

上の方に

MoT2FdoR`<o
neg-v:ipf=term

行くな
「村の上手の方には行くな」【GSM 43】

(27.6) ;?dHo;==o
2=ap

あなたも

$coWo
n=dat

王に

MoVcoR`<n
neg-v=term

期待するな
「あなたも王に対して期待するな」【GSM 125】

(27.7) <F`=o
n

心臓

Mo?b=o>̀<o
neg-v=term

小さくなるな
「怖がらないで」【GSM 236】*2

*2 この例文で用いられている動詞は属性動詞の ?b=o（小さい）である。属性動詞は通常命令にはなりえない
が，<F `=o?b=o（びくびくしている，気弱である）のような複合動詞の否定表現であれば，意味的に命令表現
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1.4 助動詞を含む文の否定
助動詞を含む文では，助動詞部分を否定する。

(27.8) G<oV`=oWo
n=dat

遠方に

T2Fdo
v:ipf

行く

M̀oH<dZo
neg-v

必要ない
「遠方に行く必要はない」【GSM 242】

2 否定を含む句
句の中に否定接辞を含むものがよく用いられる。

• 否定の副詞句の例：Mo-V JVo，M̀o-V JVo（～せずに）
• 否定の名詞修飾句の例：M̀o-V JT`o（～しない～）

(27.9) ,@WoJdoWoU=o
n=dat=ap

王にも

Mo8qZoJVn
neg-v:hum:pf=conjn

言わずに
「王にも申し上げずに…」【GSM 134】

(27.10) L1FoM̀oX̀ZoJT`o
n#neg-v=nmlz.gen

めでたくないところの

9KZo
n

兆し
「めでたくない兆し」【GSM 202】

3 否定と呼応する副詞句
以下に挙げるのは否定と呼応して用いられることの多い副詞句である。これらの語が文
中に現れたら，否定の述語が用いられる。

>̀oU=o (何も)　<=oU=o (全く)　<>̀<o;==o (一つも)　<?Ho>̀<o;==o (一瞬たりとも)

が成立する場合がある。
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(27.11) >̀oU=o
adv

何も

M̀o<Zb=oLVn
neg-v:hon:ipf=conjn

言わずに
「何もおっしゃらずに」【GSM 178】

(27.12) <IdHoJo
n

危害

;Lo)Uo
n

針の先

<=oU=o
adv

全く

<\ @cWo
v:ipf:a

及ぼす

MoM?d=on
neg-v

したことがない
「危害は針の先ほども及ぼしたことはない」【GSM 161】

(27.13) ;?cHo
2

あなたがた

LdHoWo
pln=dat

チベットに

H<ToLo
v=nmlz

好きな者

M̀o
n

人

<>̀<o;==o
adv

一つも

M̀oT6 q<
neg-v

ない
「あなたがたチベットのことを好きな人間は（こちらには）一人もいません」
【GSM 105】

(27.14) <?Ho>̀<o;==o
adv

一瞬たりとも

MoLDWoLVo
neg-v:pf[=conjn

離れないように

! =`ZoX̀<
v:impr]impr=term

しなさい
「一瞬たりとも離れないようにしなさい」【GSM 162】
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第 28章

名詞句の構造

名詞句とは，動詞の名詞化によって形成されるものや，名詞を主要部とし，その周りに
修飾要素や並列要素がつけられたものを言う。全体としては名詞と同じ働きをする。
以下では，動詞の名詞化によって形成される名詞句，名詞の修飾構造，文脈指示，名詞
の並列について扱う。

1 動詞の名詞化によって形成される名詞句
動詞句に-,!o (～すべきもの)，-M;Io (～する人)，-Zo (～する場所，～する相手) などの
名詞語幹*1や，名詞化助詞 Jo (～すること，～したこと)*2 を付すことによって名詞句を
作ることができる。これらはそのまま文の主動詞の補語となることができる。これについ
ては，第 V部「複文＞補節」(p. 225) を参照。

(28.1) =T`o
1.gen

私の

LboMdo
n

娘

TH`o
dem

この

THdHoM;Io
v-nmlz

欲する人
「私のこの娘の求婚者」【GSM 101】

(28.2) 2FdZo
n

相談

THI`oZo
v:ipf-nmlz

尋ねる相手
「相談相手」【GSM 134】

(28.3) Xo<?MoWo
n=dat

干肉に

Oxo?bo
n

塩水

1^<ZoJo
v:pf=nmlz

塗ったもの
「干肉に塩水を塗ったもの」【GSM 120】

*1 第 III部「語と句＞普通名詞＞接尾辞化が進む名詞語幹」(p. 51) を参照。
*2 第 III部「語と句＞助詞＞名詞化助詞」(p. 114) を参照。
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(28.4) =oWo
1=dat

私に

OHoJT`o
n.gen

熱の

IHo
n

病

1^=oLo
v:pf=nmlz

生じたこと
「私が熱病を患っていたこと」【GSM 117】

2 名詞の修飾構造
2.1 名詞修飾の要素と語順
名詞を修飾する語順として，下記の二つがある。なお，修飾語から被修飾語への流れを

「→」で表す。

•「修飾要素→名詞」という前から修飾するパターン
•「名詞←修飾要素」という後ろから修飾するパターン

前から修飾する場合は，名詞（句）に属格助詞がついた形となる。
後ろから修飾する主な修飾要素としては，形容詞，形容詞的な名詞，数詞，指示詞など
がある。

まとめると，以下に示すように，前置型，後置型，前置型と後置型を併用するパターン
がある。

• 名詞（句）＋属格助詞→【名詞】 (前置型)
• 【名詞】←形容詞 (句)/形容詞的な名詞 (後置型)
• 【名詞】←数詞 (後置型)
• 【名詞】←指示詞 (後置型)
• 名詞＋属格助詞→【名詞】←形容詞 (句)/形容詞的な名詞/数詞/指示詞 (前置後置
併用型)

名詞化した動詞を用いて修飾要素とする方法もある。また，文のような長いものを名詞
節にして，修飾要素とすることもできる。その場合も「修飾要素→名詞」または「名詞←
修飾要素」となる。

2.2 前置型修飾
名詞を用いて修飾する場合は，「名詞 (句) ＋属格助詞」という形にして名詞の前に置く。

(28.5) T@ToOVIo!=`o
n=gen

虹色の

TdHo
n

光
「虹色の光」【GSM 46】
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(28.6) <UbT`o
n.gen

トルコ石の

?boM̀<o
n

泉
「トルコ石の泉」【GSM 46】

動詞を名詞化した名詞句によって修飾している例。

(28.7) ?dZo
n

仏法

<NYLZoJT`o
v:pf=nmlz.gen

滅ぼしたところの

Wdo,!Zo
n

経緯
「廃仏の経緯」【GSM 236】

(28.8) L>dMo9MIoTHZo;=`o
n=gen

ブッダの

?dZo;=`o<?Yo
n=gen#n:hon

法身

LRc=ZoJT`o
v:hon:pf=nmlz.gen

建立することの

LSdo, !o
v:ipf-nmlz

作る材料
「ブッダの法身 (塔) を建立するための材料」【GSM 12-13】

2.3 後置型修飾
形容詞や数詞，指示詞は名詞の後ろに置く。

(28.9) <NdHo
n

容器

?b=o?b=o
adj

小さい
「小さい容器」【GSM 102】

(28.10) 9Zo;=o
n

仏堂

LR`o
num

4
「4つの仏堂」【GSM 133】

(28.11) 9Zo;=o
n

仏堂

TH`o
dem

この
「この仏堂」【GSM 141】

2.4 前置後置併用型修飾
以下に示すように，名詞の前後ろから修飾される用例も多い。
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(28.12) ?boXcWo
n

水晶

8qIoMT`o
n.gen

溶かしたものの

Kb=oJdo
n

塊

?cIoJdo
adj

大きい
「水晶を溶かした大きな塊」【GSM 13】

(28.13) XVo!=`o
n=gen

東の

9Zo;=o
n

仏堂

<ZbMoJdo
num

三者

TH`o
dem

この
「東のこの三つの仏堂すべて」【GSM 216】

2.5 固有名詞と語順
固有名詞の作り方も，前にカテゴリー名称を置いて，次に詳細を説明する名詞を持って
くるという形をとることが多い。

(28.14) Z=Zo,@Zo
n

ブッダ

<N=oLo
n

光

MGToUZo
adjn

果てしない
「無量光仏」【GSM 27】

また，職位と固有名詞は，職位，固有名詞という語順をとることが多い。

(28.15) ,@WoJdo
n

王

<IMoV`oZDd=oLNIo
pn

ナムリ・ソンツェン
「ナムリ・ソンツェン王」【GSM 64】

(28.16) LVdIoJdo
n

大臣

M<Vo
pn

ガル
「ガル大臣」【GSM 86】

固有名詞に伴ってよく現われる形式として，>cZo1 >oLo という形式がある。>cZo は日本語
の「と」に当たる引用助詞 (巻末の「付録＞連声規則」(p. 277) を参照) で，さらに 1>oLo
は「言う」という意味を表す動詞の未完了所動形を名詞化したものである。それらを続け
て「～というもの」という意味を表す。直訳すれば「～と言われるもの」という意味であ
る。以下に用例を挙げる。
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(28.17) ,@WoJdo
n

王

;D`oRcZo
pn=qt

ティと

1>oLo
v:ipf:u=nmlz

言われるもの
「ティという名の王」【GSM 182】

引用助詞 >cZo が省略されて，1>oLo のみが用いられることもある。

(28.18) I<ZoMo1>oOV<Zo
pln

鳥たちの森

1>oLn
v:ipf:u=nmlz

(と)
「鳥たちの森というところ」【GSM 52】

3 文脈指示
不特定のものであることを明示する標識として，不定限定詞 >̀<o (異形態として R`<o，
X̀<o がある)，特定のものを指し示して限定する標識として指示詞 TH`o，Hco がある。いず
れも名詞 (句) の末尾に後続することのできる要素である。また，不定限定詞や指示詞が
用いられない場合もある。
あるものを話題の中で初めて取り上げるときは不定限定詞付きで，次にそれを取り上げ
て話題にする場合は指示詞付きで用いられる。そして話題の中心から外れた場合には指示
詞は不要になる (下図参照)。

名詞 (句) >̀<o　→　 名詞 (句) Hco　→　 名詞 (句)

日本語に翻訳する場合，不定限定詞 >̀<o は「ある～」と必ずしも訳出する必要がない場
合も多い。同様に，指示詞 Hco も「その～」と訳出する必要のないことが多い。

3.1 不定限定詞を用いた文脈指示
不定限定詞 >̀<o の用例を見てみよう。

(28.19) Wdo,!Zo>̀<oIo
n=indf=loc

ある歴史書に
「ある歴史書に…」【GSM 205】
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(28.20) TdHoScVo
n

光

<NoOV<ZoJo>̀<o
adjn=indf

様々な種類

TKDdZoIZo
v:pf=conjn

発して
「様々な色をした光を発して…」【GSM 78】

以下の用例のように，修飾要素が列挙されている場合，最後に不定限定詞 >̀<o が置か
れると，列挙が終わりだという目印になる。

(28.21) U`Ho<8q=ZoJo
n#v=nmlz

賢い

HL=oJdo'doLn
n#v=nmlz

感性の鋭い

UdIoFIo
n

教養

6 qoMoH=o
n=com

多くと

9MIoJo>̀<o
v=nmlz=indf

備えたもの
「賢く，感性が鋭く，多くの教養を備えた者」【GSM 66】

次節「名詞の並列」も参照のこと。

3.2 指示詞を用いた文脈指示
文脈の中で特定のものを指し示して限定する標識として用いられる指示詞 Hco の用例を
見てみよう。前の文脈で話題になっていたものを取り上げて述べる場合にはこの形式を用
いる。

(28.22) HcoI`o
dem=top

それは

,@oMdoLSTo
pn

中国妃

:d=o@do
n

公主

TH`o
dem

この

U`IoIdn
cop=term

である
「その方こそ，この中国妃，公主なのである」【GSM 63】

(28.23) 9Zo;=o
n

仏堂

Hco'MZo;= `o
dem=pl=gen

それらの

I=o6qo
n=trns

中に
「それらの仏堂の中に…」【GSM 80】

4 名詞の並列
名詞と名詞をつなぐ表現にはいくつかある。

1.「Aと B」のように並列する場合は，共格助詞の H=o が用いられる。
2.「Aと Bと...」と列挙した最後に，複数の構成要素からなることを明示する，まと
めの複数化助詞 'MZo や WoZd<ZoJo の他，H=oL>ZoJo を用いることがある。

3.「Aすなわち B」のように言い換える場合は，接続助詞の Fco が用いられる。
4.「Aまたは B」のように選択肢を示す場合は，選択詞の TMo が用いられる。
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H=o や Fco，TMo の後には句読線が用いられることが多い。句読線が用いられていても文
の終わりを示すものではない。

4.1 Aと B：H=o を用いた列挙の表現
「Aと B」というときは，共格助詞の H=o を用いる。

(28.24) \HcTboH=o
n=com

猿と

LD<oZD`IoMdo
n

岩の羅刹女
「猿と岩の羅刹女」【GSM 49】

「Aと B」の後に数詞を置いて「Aと Bの両者」という表現をすることもできる。

(28.25) LdHoH=o
pln=com

チベットと

,@o
pln

中国

<ÀZo
num

2
「チベットと中国の両者」【GSM 232】

「Aと B」がひとかたまりで後続する動詞の主体や対象となっていることがよくあるの
で，解釈には注意を要する。

(28.26) THdHo?<ZoH=o
n=com

欲望と

Rco<M=o
n

怒り

?coLo
v=nmlz

大きいこと
「欲望と怒りが大きいこと」【GSM 53】

(28.27) <ZdoLoH=on
n=com

修復と

M?dHoJo
n

供養

,!IoV`=oJdVo
adv

末永く

1>oLT`o
v:ipf:u=nmlz.gen

行うことの

0 >`Vn
advn

ために
「(ラサ・トゥルナン寺が損壊した場合の) 修復のため，そして末永く供養が続けら
れるように…」【GSM 165】

「Aと Bと Cと...」のように長く続く場合の表現
3つ以上の名詞を列挙する場合は H=o が用いられない場合もある。その場合は句読線で
区切って列挙する。H=o を用いる場合は，H=o を入れる箇所については様々なパターンが
あり，「A B C H=o D」となる場合，「A H=o B C D」となる場合，「A H=o B H=o C H=o
D」となる場合などがある。
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(28.28) V`IoJdo?cn
n

宝石

<ZcVn
n

金

H=bWn
n

銀

HVoSLo
n

上質の絹

<dZoH=o
n=com

衣服と

,@In
n

装飾品
「宝石と金銀，上質の絹，衣服と装飾品」【GSM 89】

(28.29) Z=Zo,@ZoH=o
n=com

ブッダと

1>=o?bLoZcMZoHJToH=on
n=com

菩薩と

HJToLdoH=on
n=com

ダーカと

HJToMdoUcoXcZo;=`oM;ToT2FdoMo
n

智恵のダーキニー
VcoU=o
n=ap

それぞれも

GoMWoJT`o
n.gen

凡夫の

<Sb<ZoZbo
n=trns

姿に

\ +WoIZo
v:pf=conjn

変えて
「ブッダと菩薩とダーカと智恵のダーキニーのそれぞれもまた凡夫の姿にかたどっ
て…」【GSM 163】

なお，H=o を用いて複数の要素を列挙する際，A H=on B H=on C のように H=o の後ろに
句読線が書かれることがよくある。

4.2 複数の構成要素からなることを明示する表現
A. Xと Yたち：X H=o Y 'MZo

Xも Yも複数ある場合は，複数化助詞 'MZo を列挙の末尾に置くことで，この助詞の直
前に置かれた名詞句で表されるモノがそれぞれ複数存在することを明示する表現となる。
ただし，場合によっては「Xと複数の Y」という意味になることもあるので，文脈で判断
する必要がある。また，X H=o Y H=o Z 'MZo という形で，単に「Xと Yと Zの三者」で
あってそれぞれが複数であることを含意しないケースもある。

(28.30) 9ZT`o
n.gen

天の

LboH=o
n=com

息子と

LboMdo'MZo
n=pl

娘たち
「天人天女たち」【GSM 78】

(28.31) AoH=o
n=com

魚と

?boZD`Io'MZo
n=pl

マカラたち
「魚とマカラ*3」【GSM 148】

*3 インド神話に登場する伝説上の怪魚。
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(28.32) =oH=o
1=com

私と

;?cHo'MZo
2=pl

あなた方
「私とそなたたち (「そなたたち」は二人の妃を指す)」【GSM 190】

(28.33) :oOT<Zo?cIoMdoH=on
n=com

カツィク・チェンモと

L:To?cMZo:o;dWoMn
n

ソンツェン・ガンポ王遺訓
,@WoVLZoHJ<oLZMo9EdIoX̀=o'MZoWo
n=pl=dat

パクサム・ジュンシンを

<S`<ZoX̀<
v=impr

見よ
「(詳細は)『カツィク・チェンモ』と『ソンツェン・ガンポ王遺訓』，『パクサム・
ジュンシン』(という三つの著作) をご覧ください」【GSM 62】

B. Xや Yなど：X H=o Y WoZd<ZoJo
上述の 'MZo とは異なり，列挙されている Xと Y以外にも他の構成要素の存在が暗示
される表現である。日本語の「など」に近い。WoZd<ZoJo 以外に WoZd<Zo や Zd<Zo などの
省略形も存在する。X H=o Y Z WoZd<ZoJo または X H=o Y H=o Z WoZd<ZoJo のように共格
助詞を用いてさらに列挙することができる。

(28.34) %oH=o
n=com

馬と

HIcWo
n

ラバ

#oMdoWoZd<Zo
n=pl

ラクダなど
「馬やラバ，ラクダなど」【GSM 130】

(28.35) #oLDdoM;IoH=o
n=com

太鼓をたたいて踊る者と

<VoM;IoWoZd<Zo
n=pl

舞を舞う者など
「太鼓をたたいて踊る者や舞を舞う者など」【GSM 77】

(28.36) ,@IoH=on
n=com

装飾品と

<dZoH=on
n=com

絹と

IdVoH=on
n=com

財物と

T1 (oWoZd<ZoJo
n=pl

穀物など
「装飾品や絹や財物や穀物など」【GSM 164】

C. Xが Yを伴って/Xが Yとともに：X Y H=oL>ZoJo
この表現は，列挙してはいるが，列挙されているものの関係は対等ではなく，「X が Y
とともに」というように X が主で Y が従となる関係の列挙の仕方をする表現である。
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L>Zo はもともと動詞であり，共格助詞 H=o を伴って，「～を伴う」という意味になる。日
本語では，「Xが Yを伴って」「Xは Yとともに」という表現になる。

(28.37) ,@WoJdo
n

王

LVdIoJdT`o
n.gen

大臣の

OV<ZoH=oL>ZoJo
n=pl

集団とともに
「王は大臣たちとともに…」【GSM 147】

また，「X Y Z H=oL>Zo」の形で，「Xと Yと Z」という複数の構成要素の列挙が終わっ
たことを示す，以下のような用例も見られる。この場合，X Y Z以外の構成要素は含まれ
ていない。

(28.38) LNbIoMdoH=o
n=com

妃と

LVdIoJdo
n

大臣

LdHoTL=ZoH=oL>ZoJo
n=pl

チベットの民
「妃と大臣，チベットの民が…」【GSM 157】

後代にはさらに H=o が省略されて，複数の構成要素の列挙が終わったことを示す形式と
して用いられるようになる。

4.3 Aすなわち B：Fco による言い換え表現
A Fco B のように二つの名詞 (句) の間に接続助詞 Fco を置くことで，「Aであって B」と
いう言い換えを表す。

(28.39) 0><oIo&do$cT`o
n.gen

金剛手の

\+WoJo<Kcn n
n=conjn

化身であって

,@WoJdo
n

王

;D`oRcZo
pn=qt

ティと

1>oLo
v:ipf:u=nmlz

言われるもの

T1̂=on n
v:ipf

現れる
「金剛手の化身であって，ティ王という方が現れるだろう」【GSM 182】

　
Fco は通常，動詞に後続して副詞節を作り，説明などの意味を表す接続詞として用い
られる。第 V部「複文＞副詞節 (2)＞説明・継起・対比・逆接」(p. 261) を参照。
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4.4 Aまたは B： TMo で選択肢を提示
「Aまたは B」という選択肢を提示するのには，選択詞 TMo を用いて表現する。A TMn

B のように間に句読線を入れて表記されることがある。

(28.40) U`o<co6,<oJo
n#num

六字真言

TH`o
dem

この

V`IoJdo?cTMn
n=alt

宝石か

VZoZMn
n=alt

綿布か

Xd<o2qTMn
n=alt

紙か

X̀=o9qIoIMn
n=alt

樹皮か

GoMo
advn

果ては
ZoH=on
n=com

地面か

&doWoZd<ZoJoWo
n=pl=dat

石などに

LD`ZoIo
v:pf-conjn

書けば
「この六字真言は，宝石か綿布，紙，樹皮，果ては地面や石などに書けば…」【GSM
33】
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第 29章

提題と取り立て

1 提題：I`o の用法
主題を提示して，それについて述べる，という形の文の場合は主題の後に提題副助詞の
I`o を付す。日本語の「は」によく似ている。この副助詞は名詞 (句) の末尾に付けること
ができる。名詞 (句) に格助詞を伴う場合は，格助詞の末尾に付けることができる。
「Aについては～である」という提題の意味で用いられる場合と，「Aは～であって，一
方 Bは～である」というような対比の意味で用いられる場合もある。

1.1 提題の I`o

(29.1) =oI`o
1=top

私は

T@`<o%cIo
n

世の中

TH`oIo
dem=loc

これに

M?d<o
v

至高である
「私はこの世の中で至高である (天上天下唯我独尊)」【GSM 9】

(29.2) HcoI`o
dem=top

それは

X̀Io5[o
adv

極めて

Wc<ZoZdo
v=term

よい
「それは大変すばらしい」【GSM 51】

以下の例は，能格助詞の後に提題副助詞を伴っている例である。

(29.3) =ZoI`o
1.erg=top

私が

;?cHo'MZo
2=pl

あなたたち

V=o<̀o
n=gen

自分の

UbWo6 qo
n=trns

国に

L<\@WoWdo
v:ipf:u=term

運びます
「私があなたたちを故郷へ運んでやろう」【GSM 45】
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次の例は，目的語を主題として文の先頭にもってきた場合の例である。この目的語を主
題として提示するために，I`o が付されている。

(29.4) \HcTbo0(<o
n

子猿

6,<oJdo
num

6つ全て

HcoI`o
dem=top

それは

Ko
n

父

1>=o?bLoZcMZoHJTo
n

菩薩

\H cTbZn
n.erg

猿が

I<ZoMo1>oOV<Zo
pln

鳥たちの森
1>oLn
v:ipf:u=nmlz

言われるもの

X̀=oGd<o
n

果物

MdHoJo>̀<o5[o
v=nmlz=indf=trns

豊富なところへ

L<\ @WoIZo
v:pf=conjn

連れて

Wdo
n

年

<ZbMo
num

3

LR<o<d
v:pf=term

置いた
「その 6匹の子猿たちは，父である菩薩の猿が，鳥たちの森という果物の豊富なと
ころへ連れて行き，3年間放置した」【GSM 52】

次の例は，これから語ることのテーマを掲げるために「逃げる方法」に I`o を付けて述
べている。「逃げる方法」は続いて述べられている文の補語ではなく，あくまで何につい
て語るかのテーマである。

(29.5) TLDdZoJT`o
v:ipf=nmlz.gen

逃げるところの

GLZoI`n
n=top

手段は

TH`oIZo
dem=abl

ここから

Wo?b=o>̀<o
n=indf

小さな山

L"WoLT`o
v:ipf=nmlz.gen

越えたところの
1>=o=dZoIo
n=loc

北側に

<ZcVo!=`o
n=gen

金の

1 >coMT`o
n.gen

砂の

H;= `WoIn
n=loc

中央に

<UbT`o
n.gen

トルコ石の

?boM̀<o>̀<o
n=indf

泉

T6q<
v

ある
「逃げる方法は (こうです。) ここから小さな山を越えた北側に (ある) 金砂の平原
にトルコ石の泉があります」【GSM 45】

次の例は，時の副詞に I`o が付いた例である。「今」がどういう時であるかということに
ついて語っている。

(29.6) HoI`o
advn=top

今や

=cHo'MZo
1=pl

我々

V`Mo! =`Zo
adv

順番に

ST`o
v:ipf[-conjn

もうすぐ食べる

UdHn
ext]fut

「今や (羅刹女は) 我々を順番に食べようとしているのです」【GSM 44】
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1.2 対比の I`o
主語を対比する場合に A I`o Vn B I`o Vn (Aは～，Bは～) のように提題副助詞が用い
られた例を挙げる。

(29.7) WoWZoI`o
n.erg=top

ある者は

LboOo
n

子孫

IMoM;ToWo
n=dat

空に

0 >Vn
v:pf

掲げ

WoWZoI`o
n.erg=top

ある者は

<dZo;= `o
n=gen

着物の

<ULoMdo
n

手招き
1>ZoJZn
v:pf=conjn

したので
「ある者は子供たちを空に掲げ，ある者は着物を振って手招きしたので」【GSM 47】

2 取り立て：;==o，Mo<Fd<Zo，NMo，WZo，JZo，;doIo の用法
「私たちには武器もない」という場合，ないものとして武器以外のものが想定されてい
る。そうした想定されるモノの中から武器を取り立てて (選び出して) 言及するというと
きに用いられる副助詞を取り上げる。日本語の「も」に相当する累加副助詞の ;==o や，
「だけ」などに相当する限定副助詞の Mo<Fd<Zo，程度副助詞の NMo，;doIo，限定副助詞の
WZo，JZo などがある。

2.1 累加副助詞 ;==o
日本語の「も」に相当する副助詞である。取り立てる語の後に付ける。;==o には異形態
として T=o と U=o がある。巻末の「付録＞連声規則」(p. 277) を参照。

(29.8) OUo
n

生

TH`oU=o
dem=ap

これも

[̀oWMo9KoLbVo
n=advlz

夢のごとく

T6 q<o<d
ext=term

である
「今生もまた夢のごとくである」【GSM 118】

(29.9) ;?dHo;==o
2=ap

あなたも

$coWo
n=dat

王に

MoVcoR`<
neg-v=term

期待するな
「あなたも王に対して期待をするな」【GSM 125】

以下のように格助詞の後ろに付されることもある。
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(29.10) THZoJT`o
v:pf=nmlz.gen

過去世の

Z=Zo,@Zo'MZo;=`Zo;==o
n=pl=erg=ap

ブッダたちによっても

MoGbWo
neg-v

教化できない
「(チベットの衆生は) 過去世のブッダたちをしても教化できなかった」【GSM 30】

(29.11) =oWT=o
1=dat.ap

私にも

,@WoJdT`o
n.gen

王の

<6q=oL,!Ho
n

血筋

WbZoWo
n=dat

肉体に

UdHoHdo
ext=term

ある
「私も王の血筋を身体の中に引いています」【GSM 199】

;==o は，A ;==o V1n B ;==o V2n (Aも～して，Bも～して) という形で，前後で呼応して
用いられることが多い。なお，日本語に訳すときは，A「も」の「も」を訳出しない方が
よいことが多い。

(29.12) LVdIoJdo
n

大臣

?cIoJdo
adj

偉大な

;?cHo;=`o
2=gen

あなたの

UbWo6qo
n=trns

国に

@doLdo9";=oU=o
n=ap

シャーキャムニ (像)も

<HIoTH IcIn
n#v:ipf:a

招き
IdVo
n

富

HJ<o5[oMcHoJT=o
adj=ap

はかりしれない～も

;?cVoIZo
v:pf=conjn

持って

;?cHo;= `o
n=gen

あなたの

UbWo6 qo
n=trns

国に

T2F dn
v:ipf

行きます
「偉大な大臣よ，あなたの国にシャーキャムニ像をお連れするつもりです。おびた
だしい富も持ってあなたの国へ行きましょう」【GSM 115】

疑問詞の不定用法とともに用いると，「誰も～ない」「何も～ない」のように，主動詞に
よって表される事態を実現するものがないことを述べる否定文を作ることができる。

(29.13) ZbZo;==o
q.erg=ap

誰にも

L2F=oLVo
v:ipf=conjn

はかるのに

M̀o7qZoZdo
neg-v=term

可能でない
「誰にもはかることができない」【GSM 33】

(29.14) ;?cHo><o'MZo
2=pl

あなた方

>̀oH=o
q=com

何と

<=oWoU=o
q=dat=ap

どれにも

Mo?<ZoJVo
neg-v=conjn

執着せずに

LDdZoX̀<
v:impr=term

逃げなさい
「あなた方は何にもどれにも執着せずに逃げなさい」【GSM 45】
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副詞節の V JZo や V IZo，V Io などの後に後続して用いられることもある。第 V
部「複文＞副詞節 (1)」(p. 237) の各項目を参照。
動詞に後続して逆接の意味で用いられることがある。第 V部「複文＞副詞節 (2)＞
逆接：V ;==o」(p. 264) を参照。

2.2 限定副助詞 Mo<Fd<Zo (～だけであって)，Mo<Fd<ZoJo (～以外のもの)

(29.15) HcHoHJdIoMo<Fd<ZoJo
n=ap

頭領以外

GMZo>Ho
adjn

全員

?<ZoIZo
v=conjn

執着して

0>`oM̀<oL9KZoJZo
n#v=conjn

振り向いたので
「頭領以外の者は全員執着して振り向いたので…」【GSM 47】

動詞と結合して「～するだけで」という意味で用いられることがある。第 V部「複
文＞副詞節 (2)＞範囲限定」(p. 269) を参照。

2.3 程度副助詞 NMo（～程度，～だけ）
(29.16) ZoMdo

n

己

K<oWo
n=dat

亥の年に

9Zo;=o
n

仏堂

[=o
n

基礎

LF`=on
v:pf

打ち

!cHoJoNMo
n=ap

半分の高さほど

L)T<Zo
v:pf

建てる

OVoIZo
v=conjn

終って
GMZo>Ho
adjn

全員

H<ToLVo
v[=conjn

喜ぶ状況に

!^VoJoH=on
v:pf]pf=conjn

なったところ
「己亥の年に仏堂の基礎が置かれ，(壁が) 半分の高さほどまで組み上げられて，み
なで喜んだところ…」【GSM 136】

以下の用例では NMo も Mo<Fd<Zo も用いられている。

(29.17) <IZo<?LZo;=`o
n=gen

一時の

LHcoLoNMoMo<Fd<Zn
n=ap=ap

幸福だけでしかなく

MGVoGb<o<̀o
n=gen

究極の

<F`=oJdo
n

精髄

McHo
neg.ext

ない
「(仏教と違って外道には) 一時の幸福だけで，究極の真理はない」【GSM 16】

動詞と結合して「～しただけで」という意味で用いられることがある。第 V部「複
文＞副詞節 (2)＞範囲限定」(p. 269) を参照。



第 29章 提題と取り立て 221

2.4 限定副助詞 WZo（～しか，～以外）
「～しか」「～以外」という意味で用いられる。後続する動詞が否定であることが多い。

(29.18) HdIo<do
n

理解すべきこと

<>̀<oWZo
num=ap

1しか

McHoJoWn n
neg.ext=nmlz=dat

ないことに

A<o<>̀<o
n

唯一

M̀=o6 qo
n=trns

名として
LF<ZoJo
v:pf[=nmlz

つけたの

U`In n
cop]expl

である
「理解すべきことは一つしかないことを唯一と名付けたのである」【GSM 171】

(29.19) Ho9Ko
advn

今

LdHoIo
pln=loc

チベットに

2)LoGdLo
n

成就者

;?cHoWZo
2=ap

あなたしか

M̀oT6q<
neg-v

いない
「今チベットには成就者はあなたしかいない」【GSM 236】

2.5 限定副助詞 JZo（～しか，～以外，～は言うまでもなく）
「～以外」「～だけ」という意味は WZo と同様である。これ以外に，累加副助詞 ;==o を
用いて，A JZo B ;==o という形で，「Aは言うまでもなく Bも」という意味を表す用法が
ある。

(29.20) QoWb=o2Fd<oMdo
pln

ワルン渓谷

<ZcVo0>coLZo
n=ap

金砂は言うまでもなく

1 >coMZo;==o
n.erg=ap

砂によっても

M̀o;c=Zn
neg-v

一杯にならない
「ワルン渓谷は金砂どころか砂によっても一杯にはならない」【GSM 206】

(29.21) ;DdIo
n

井戸

THdMo
n

尋

H2qoL,@oLZo
num=ap

900は言うまでもなく

L,@oU=o
num=ap

百も

T1(o
v:ipf

掘る

M̀oGbLn
neg-v

できない
「井戸は九百尋どころか百尋も掘ることはできない」【GSM 206】

2.6 限定副助詞 ;doIo（だけ）
「だけ」という意味で用いられる限定副助詞 ;doIo がある。この後ろにさらに「それ自
体」という意味を表す形式 ÀHo を伴って用いられることもある。
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(29.22) Wo;doIo
n=ap

laの字だけ

H<dZo
v

必要である
「Wo の字のみ必要である」【GSM 69】

(29.23) Hco;doIo
dem=ap

それだけ

ÀHo6qo
n=trns

それ自体に

!̂Vo>̀<o
v:pf=term

なるように
「まさにその通りになりますように」【GSM 27】
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第 30章

補節

動詞を含む複数の語からなる節の末尾に名詞化助詞を付したものが名詞節 である。名
詞節が文中に埋め込まれて補語と同じ働きをするものを補節と呼ぶ。多くの場合，名詞化
助詞は Jo または Lo が用いられる。名詞化助詞の後に，不定限定詞 >̀<o または指示詞 Hco
を伴うことも多い。

　　　　　　　　　　　 V Jo

　　　　　　　　　　　 V Jo>̀<o

　　　　　　　　　　　 V JoHco

補節も，補語と同じように格助詞や引用助詞をともなうことができる。

1 名詞節を動詞の補節とする文
名詞節は補節として使うことができる。通常の補語となる名詞 (句) 同様，限定詞や格
助詞を伴うこともある。
以下は補節が属性を表している。文法グロスの [ ] で囲った部分が補節に相当する。

(30.1) Vdo
n

屍

TH`o'MZo
dem=pl

これらの

;D`MZoWZo
[n=src

法律より

T<WoLoWo
v:ipf=nmlz=dat

違反した者に

,@WoJdZo
n.erg

王が

?HoJo
n

罰

L>HoJo
v:pf=nmlz]
下した者

U`Io
cop

である
「これらの屍は，法を犯し，王に罰せられた者です」【GSM 160】
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以下は補節が目的語となっている。

(30.2) Xo<?MoWo
[n=dat

干肉に

Oxo?bo
n

塩水

1^<ZoJo
v:pf=nmlz]
塗ったもの

M=oJdo
adj

たくさん

;?cVn
v:pf

持ってきて
「干肉に塩水を塗ったものをたくさん持ってきて…」【GSM 120】

(30.3) HcVo
conjnp

それで

LVdIoJdo
n

大臣

M<Vo!=`Zo;==on
pn=erg=ap

ガルも

,@oI<o
[pln
中国

,@WoJdZo
n.erg

皇帝が

AcoV`=o
n

差別

1 >ZoJn
v:pf=nmlz]
したこと

9Zo<>̀<o
[n
皇女

:d=o@dZo
n.erg

公主が

LdHoWo
pln=dat

チベットに

Wd<o9Ko
n

偏見

1 >ZoJn
v:pf=nmlz]
もったこと

,@oUbWo6qo
[pln=trns

中国で

H:ToWZo
n

苦労

?cIoJdo
adj

たいへんな
1^=oLo'MZo
v:pf=nmlz=pl]
したことなど

U`HoWo
n=dat

心に

H IIoFco
v=conjn

思い出して
「それで大臣ガルも中国皇帝が差別をしたことや，公主がチベットに偏見をもった
こと，中国でたいへんな苦労をしたことなどを思い出して…」【GSM 128】

(30.4) LWo$co
[n
ネパール王

ZDZoMdo
n:hon

王女

MPUZoMo>̀<o
adj=indf

美しい

UdHoJVo
ext[=conjn

いるようで

T6 q<oJo
ext]infer=nmlz

あるもの
HcoH=on
dem]=com

それと

,@oI<o<̀o
[pln=gen

中国の

,@WoJdoWo
n=dat

王に

ZDZoMdo
n:hon

王女

MPUZoMo>̀<o
adj=indf

美しい

UdHoJo
ext=nmlz]
いるもの

Hco<ÀZo
dem-num

その 2

TH`Vo
dem.trns

ここに

LNbIoMdoWo
n=dat

妃として

\@IoTH IcIoJo
n:hon#v:ipf:a=nmlz

迎えるのだ

U`IoIdo
cop=term

「ネパール王に美しい王女がいるようなのでそのお方と，中国皇帝に美しい皇女が
いるのと，その二人をここに王妃として迎えるのだ」【GSM 87】

(30.5) =oWo
[1=dat

私に

OHoJT`o
n.gen

熱の

IHo
n

病

1^=oLo
v:pf=nmlz]
生じたこと

;?dHo;= `Zo
2=erg

あなたが

MoOVVoVMo
neg-v=term

気づかなかったのか
「私が熱病を患っていたことをそなたは気づかなかったのか」【GSM 117】

以下は補節が主語となっているもの。
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(30.6) @doLdo
[n
シャーキャムニ (像)

RWo
n:hon

顔

9ZdVo
n.trns

南を

<S`<Zo
v:hon

観る

L8q<ZoJo
v:hon=nmlz

いたもの

Hcn
dem]
その

XVoWo
n=dat

東を
<S`<Zo
v:hon

見て

T6q<oJZn
ext=conjn

いたので
「南を向いていたシャーキャムニ像が東を向いていらっしゃたので…」【GSM 19】

次の用例は，補節が原因を表しているものである。

(30.7) ,@WoJdoU=o
n=ap

王も

:d=o@doH=o
[n=com

公主と

SVoLo
n

月

<>̀<o<̀o
num=gen

1の

LVoWo
n=dat

間に

MoM@WoLo
neg-v:hum=nmlz

会えなかったこと
HcZn
dem.erg]
それによって

Gb<Zo
n:hon

心

X̀Io5[o
adv

非常に

T!=dHoJVo
v[=conjn

後悔することになって

!̂VoIZn
v:pf]pf=conjn

「王も公主と一カ月間会えなかったことで，ひどく悔いておられ…」【GSM 130】

次の用例では，補節が場所を表している。

(30.8) Wb=oJT`o
[n.gen

村の

KbVo
n.trns

奥に

MoT2Fdo
neg-v:ipf

行くな

ScVoLo
v=nmlz

言うところ

HcoIo
dem]=loc

それに

>̀o
q

何

UdHoHMo
ext=alt

あるのか
「村の奥には行くなと言われた (が) そこには何があるのだろう」【GSM 44】

長い名詞節に格助詞がついたものと全く同じ形をしているものの，動詞節と解釈したほ
うがよいケースがある。この場合は格助詞ではなく，動詞節と動詞節をつなぐ接続助詞と
して解釈する。具体的には JZo，JoIo，JoWo，JVo，JoIZo，JoWZo，JoH=o などがある。ま
た，名詞化助詞が失われて，動詞に直接接続助詞がつく場合もある。これらについては第
V部「複文＞副詞節 (1)」(p. 237) で扱う。

2 疑問表現の補節
疑問文をそのままの形で補節として，文の目的語などにする場合がある。

2.1 真偽疑問文の補節化
真偽疑問文の場合，選択詞 TMo を用いた疑問文がそのままの形で補節となる例と，疑問
接頭辞 \co- を用いた疑問文がそのままの形で補節となる例がある。
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(30.9) <Nb<oW<o;=o
[n
寺

L)T<oJT`o
v:ipf:u=nmlz.gen

建てる

7 qZoJo
n

能力

UdHoHMo
ext=alt

あるか

McHo
neg.ext]
ない

HI`Zo
v:pf

尋ねなさい
Xd<
v:impr

来なさい
「寺を建てる能力があるかどうか尋ねてきなさい」【GSM 88】

(30.10) ,@WoJdo
[n
王

HcZo
dem.erg

それが

\+WoJo
n

分身

M;?cIo
v:hon

できる

ScVoLo
v=nmlz

言うこと

Hco
dem

その

\coLHcIo
qm-v]
本当か

LZMZoIZn
v:pf=conjn

思って
「この王が分身を出現させられるというのは本当だろうかと思って…」【GSM 143】

2.2 疑問語疑問文の補節化
疑問語を含む疑問語疑問文もそのままの形で補節にすることができる。例えば，<=oIZo
Td=o という文は，単独で用いられた場合は，「どこから来たのですか」という意味の疑問
文になるが，そのままの形で THI`o 「尋ねる」，M̀oXcZo 「分からない」などの述語の目的語
になることができる。

(30.11) <=oIZo
[q=abl

どこから

Td=o
v:ipf]
来た

HI`Zo
v:pf

尋ねた
「どこから来たのか尋ねた」【GSM 55】

(30.12) Kb<Zo
[advn

将来

>̀oTHIo>̀<o
q=indf

どのように

Td=o
v:ipf]
なる

LZMZoIZn
v:pf=conjn

思って
「将来はどうなることだろうと思って…」【GSM 44】

3 引用の補節
会話文などを地の文に埋め込む時には，引用の補節という形にする。以下に示すような
決まったパターンが用いられることが多い。
IoVco（曰く），ScVo（言う），TH`o<?Ho（以下に言うように）などがよく用いられるほか，引
用助詞 >cZo も用いられる。>cZo の連声による変化形については巻末の「付録＞連声規則」
(p. 277) を参照。
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X IoVcn 　　　　　　引用節　　　　　　 ScVo

X TH`o<?HoScVoVdn 　　　　　　引用節　　　　　　 >cZoScVoVdn

なお，引用助詞 >cZo の後に「言われるもの」という意味の 1 >oLo を付けた形式で固有名
詞などを引用する >cZo1>oLo という形式については，第 IV部「名詞句の構造＞名詞の修飾
構造＞固有名詞と語順」(p. 208) を参照のこと。

3.1 IoVco（～曰く）
IoVco は会話文を引用する前に，会話を発した人物を示した後に置く。「～曰く」のよう
に用いる。

(30.13) M<Vo
pn

ガル

IoVcn
spkr

曰く

=oWo
1=dat

私に

SZo<?dMo
n

食べ物と飲み物

<\ @cWoLT`o
v:pf:a=nmlz.gen

届けるところの

HL=oU=o
n=ap

権力も
McHn
neg.ext

ない

,@WoJdoH=o
n=com

王と

M@WoLT`o
v:hum=nmlz.gen

面会するところの

HL=oU=o
n=ap

権力も

McHn
neg.ext

ない

>̀o1 >cHo
q

何にせよ
LWoMdoLSTo
pn

ネパール妃

HL=o
n

権力

?coLo
v[=nmlz

大きいの

U`In
cop]expl

だ

;?cHoV=o
2

あなた

MdoWo
3=dat

彼女に

Hco<?Ho
dem

そのように
!=`Zo
v:impr

言いなさい

ScVoFcn
v=conjn

言って

;do
3

彼

Wd<o
v

帰る

Zd=o=don
v:pf=term

行った
「ガル曰く，「私には食べ物や飲み物を届ける権限はありません。王にお目にかかる
権限もありません。何にせよネパール妃の方が権力があるのです。あなたが彼女に
そう言えばいい」と言って，彼は帰っていった」【GSM 128】

3.2 引用助詞 >cZo（～と）
引用が終わったことを示すのに引用助詞 >cZo を用いる。引用助詞が用いられないこと
もある。
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(30.14) ,@oI<o<̀o
pln=gen

中国の

9Zo<>̀<o
n

皇女

HcT=o
dem=ap

それも

<HIoTH IcIoJZo
n#v:ipf:a=conjn

招くので

L:To
n:hon

許可
<I=oLVo
v:hon[=conjn

与えるよう

8qoRcZo
v:hum:ipf]rqst=qt

頼むと

8qZoZdn
v:hum:pf=term

言った
「「その中国の皇女もお招きするので，ご許可をくださいますようお願いします」と
申し上げた」【GSM 97】

3.3 TH`o<?HoScVo（以下のように言った）
(30.15) TH`o<?Ho

dem

以下に言うように

ScVoVdn n
v=term

言った

=o
1

私

;D`oZDd=o9McoLNIo
pn

ティソン・デツェン

,@oOo
n

中国妃の息子

U`In n
v

である
ScVoFcn
v=conjn

言って

R=oJdo
n

母方のおじ

,@T`o
n.gen

中国側の

J=o6 qo
n=term

胸に

Zd=o=don
v:pf=term

行った
「以下のように言った。「私ティソン・デツェンは中国妃の息子だ」と言って中国側
のおじの胸に飛び込んだ」【GSM 200-201】

3.4 V JVo1>cHo（～と言う）
V JVo1>cHo という連続についてはすでに第 III部「語と句＞動詞＞動詞句」(p. 105) で
取り上げて，状態の引き起こしという意味で用いられることが多いことを示した。ここで
は 1>cHo が「言う」という意味で用いられ，V JVo1 >cHo が「～と言う」という意味になる場
合を示す。

(30.16) =cHo'MZo
1=pl

私たち

Zo
n

土地

G<oV`=oIZo
adjn=abl

遠いところから

ZVcLoJo
v=nmlz

やってきたの

U`IoJZo
cop=conjn

であって
AdIoMd=ZoJVo
n.trns

困憊した状態に

UdHoJVo
ext=conjn

あると

1>ZoJZn
v:pf=conjn

言ったところ
「「われわれは遠い地からやってきたので (このようなことになって) 困り切ってい
る」と言うと…」【GSM 128】

また，ScVo や 1>cHo にかえて敬語の <Zb=o を用いると，「～とおっしゃる」という意味に
なる。



第 30章 補節 231

4 思考の補節
「～と思う/思った」という思考を現す動詞（ <FMo，LZMo や敬語形の H<d=Zo など）に対
応する思考内容の部分は，補節で表す。多くの場合，以下のような形で表す。

　　　　　節　　　　　 <FMo / LZMo / H<d=Zo

　　　　　節　　　　　 JVoLZMo / JVoH<d=Zo

(30.17) ,@o<Vo6qo
pln=trns

インドに

<\@cWoLVo
v:ipf.a=conjn

運ぼうと

LZMZoJZn
v:pf=conjn

思ったが
「インドに運ぼうと思ったが…」【GSM 202】

また，「Xは～と思った」という場合は，「Xが思うに～と思った」という以下のような
構文が用いられることが多い。

X <FMoIn 　　　　　節　　　　　 <FMo

(30.18) HcVo
adv

そこで

1 >=o?bLoZcMZoHJTo
n

菩薩

\H cTbo
n

猿

<FMoIn
v-conjn

思うには

TH`T`o
dem.gen

この者の

;?do
n

夫

1>ZoIoI`o
v:pf-conjn=top

なったらば
<MdMoJo
n

戒

T?dVoWn
v:ipf=conjn

失われるし

Mo1>ZoIoI`o
neg-v:pf-conjn=top

ならなければ

<M `<oJo
n

罪

OLZo
n

重大さ

?coLVo
v[=conjn

大きい状況に
T6q<o
ext]infer

ある

<FMoIZo
v=conjn

思って
「そこで菩薩の猿は，この者の夫になれば戒は失ってしまうし，夫にならなければ
重大な罪になると思って…」【GSM 202】

5 知覚の補節
「～であると分かる」「～であるのを見る」，あるいは「～であることを知る」「～である
ことを見る」など，ある事態を知覚したことを現す知覚動詞 ( <do，XcZo，MGd=o, <S`<Zo な
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ど) に対応する知覚内容の部分は，補節で表す。多くの場合，以下のような形で表す。

　　　　　　　　　　　 V JVo<do / JVoXcZo / JVoMGd=o (～であると分かる)

　　　　　　　　　　　 V Jo<do / JoXcZo / JoMGd=o (～であることを知る)

以下の 2例は「～であると分かる」というタイプの用例であり，知覚動詞の前で JVo が
使われている。

(30.19) HcVo
adv

それで

,@oMdoLSZo
pn.erg

中国妃が

=Io
n

嘘

LZVLZoJVo
v:pf=conjn

教えたと

<doIZo
v=conjn

分かって

KD<oHd<o
n

嫉妬心

<\@cZn
v:pf

湧いて
「それで中国妃に嘘を教えられたのだと分かって心中穏やかでなく…」【GSM 134】

(30.20) T@<oMo
n

クシャ草

VcoVcT`o
n.gen

それぞれの

<K c=oIn
n=loc

上に

Z=Zo,@Zo
n

ブッダ

Vco
n

それぞれ

L8 q<ZoJVo
v:hon=conjn

いるのだと
<S`<ZoIZn
v:hon=conjn

見て取って
「クシャ草一本一本の上にブッダがいらっしゃるのだと悟って…」【GSM 82】

以下の例は「～であるのを見る」というタイプの用例であり，知覚動詞の前が Jo となっ
ている。

(30.21) ,@oMdoLSTo
pn

中国妃

HJdIo<Ud<o'MZo
n=pl

主人と侍女たち

,@Io
n

装飾品

6qoMZo
n.erg

数多によって

L,@IoJn
v:pf=nmlz

飾っていること

LD<o9ZT`o
pln.gen

タクラの
IcTboG=oWo
n=dat

草地に

T6q<oJo
ext=nmlz

いるのを

MGd=on
v

見て
「中国妃と侍女たちがきらびやかに着飾ってタクラの草地にいるのを見て…」
【GSM 124】
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第 31章

名詞修飾節

名詞 (句) を修飾する節は，専用の特別の形があるわけではなく，名詞節を用いる。名
詞節は名詞 (句) の前や後ろに置いてその名詞 (句) を修飾することができる。修飾機能を
持った名詞節は形容詞節，または連体修飾節ともいう。すでに，第 IV部「単文＞名詞句
の構造」(p. 205) において解説済みであるが，ここではより複雑な名詞修飾節について取
り上げる。

1 名詞修飾節による修飾構造
基本的な修飾構造は前置型と後置型がある。前置型は節末に属格助詞を伴う。後置型は
不定限定詞または指示詞を伴うことが多い。

• 前置型　 　　　　　　　　　　 V JT`o 　被修飾名詞　 ( >̀<o / Hco )
• 後置型　 　被修飾名詞　 　　　　　　　　　　 V Jo ( >̀<o / Hco )

前置型と後置型を併用することもできる。
前置型と後置型はいずれもよく見られる修飾構造であるが，修飾節と被修飾名詞の関係
に少々違いが見られる。

1.1 前置型修飾
前置型の名詞修飾節の場合，修飾節と被修飾名詞の関係はゆるく，意味的に関連さえあ
ればつなぐことができる。

(31.1) TdHoScVo
n

光

<NoOV<ZoWZo
adjn=src

各種より

2)LoJT`o
v=nmlz.gen

できたものの

M?dHo% cIo
n

仏塔
「様々な光からなる仏塔」【GSM 135】
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(31.2) <?Yo
[n:hon

仏像

Hco<ZbMo
dem-num

その 3

L8q<ZoJT`o
v:hon=nmlz.gen]
いることの

1>`IowVLZo
n

加持
「その三つの仏像がおわします加持」【GSM 84】

(31.3) ,@oUbWo
pln

中国

MGd=oLT`o
v=nmlz.gen

見えるところの

M;Vo
n

城塞
「(そこから) 中国が見える城塞」【GSM 206】

(31.4) 2)o
n

船

R`<oJT`o
v=nmlz.gen

壊れたところの

X̀=o
n

木
「船が壊れた木（船が壊れて出た木材）」【GSM 43】

(31.5) ZD`IoMdo
n

羅刹女

<Io+@Wo6qo
n=trns

仰向けに

AWoLT`o
v=nmlz.gen

寝ているところの

UIoW<oH=o
n=com

手と

ZD`IoW<o'MZo
n=pl

足など
「仰向けに寝た羅刹女の四肢」【GSM 133】

1.2 後置型修飾
後置型の名詞修飾節の場合，修飾節と被修飾名詞の関係は前置型のようにゆるくなく，
修飾節の表すものが，被修飾名詞と基本的に同じもの，すなわち同格の関係でなくてはな
らない。

(31.6) L,@o1>`Io!=`o
n=gen

インドラの

KdoLD=o
n

宮殿

'MoJVo,@WoLT`o;=oLS=Zo
pln

善見城

V`IoJdo?co
n

宝物

<NoOV<ZoWZo
adjn=src

種々のより

2)LoJo
v=nmlz

できたもの
「数々の宝物からなる，インドラの宮殿，善見城（があった）」【GSM 4】

(31.7) ;D<o
n

血

<d=oJdo
n

塊

W<oM<doNMo
n=ap

掌ほどの

T2qWo
v

動く

XcZoJo>̀<o
v=nmlz=indf

できるもの

<\@cZo
v:pf

生まれた
「掌ほどの大きさで，動くことのできる血の塊が生まれた」【GSM 56】

1.3 前置型と後置型併用
修飾する要素が前後両方に付く場合もある。
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(31.8) MGToT;dLo
n

辺境

;oLo>Io;=`o
n=gen

有雪国の

,@Wo;MZoIo
n=loc

土地に

UdHoJT`o
ext=nmlz.gen

いるところの

ZcMZo>Io
n

衆生

T6 qWo
v:ipf:a

教化する
H:ToLo
v=nmlz

難しい者

Hco'MZo
dem=pl

それらの
「辺境の有雪国の地 (=チベット) にいる，教化しがたい諸々の衆生」【GSM 26-27】

(31.9) Hco9KoLbT`o
dem=adjvz.gen

そのような

KdoLD=o
n

宮殿

T2FIoS VoH=o
n=com

競争相手と

LDWoLo
v:pf=nmlz

離れた

=doMOVo?coR`=o
n#v=conjn

驚嘆すべき
MPUZoJo>̀<o
v=nmlz=indf

壮麗なもの
「このように比類なき，驚嘆すべき，壮麗な御殿」【GSM 96】

2 疑問詞の不定用法を含む名詞修飾節
疑問詞の不定用法については第 III 部「語と句＞疑問詞＞疑問詞の不定用法」(p. 79)
で述べたが，これを名詞修飾に用いる場合がある。その用法について説明する。

2.1 被修飾名詞が現れるもの
疑問詞の不定用法のうち，被修飾名詞が文中に現れるもの。「どこに～してもそこに」

「何を～してもそれに」といった内容を表すことができる。

　　　　　 (疑問詞の不定用法を含む修飾要素)　　　 V JT`o 　被修飾名詞　 Hco

(31.10) <?Yo
[n:hon

仏像

Hco<ZbMo
dem-num

その 3

<=oIo
q=loc

どこに

L8 q<ZoJT`o
v:hon=nmlz.gen]
いることの

UbWoHcVn
n=dem.trns

その国に
Gc<oJo?cIoJdT`o
n#adj.gen

大乗の

?dZo
n

教え

HVo
v

広まって

UdHoJZn
ext=conjn

いるので
「その三つの仏像がどこにいらっしゃってもそこには大乗の教えが広まっているの
で…」【GSM 85】
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2.2 被修飾名詞が現れないもの
疑問詞の不定用法のうち，被修飾名詞が文中に現れないもので，「～したいずれか」「～
した全て」といった内容を表すことができる。不定限定詞または指示詞を伴うことが多
い。

　　　　　 (疑問詞の不定用法を含む修飾要素)　　　 V Jo ( >̀<o / Hco )

>̀o，<=o，Zbo などがよく用いられる。以下は <=o が用いられた用例である。

(31.11) V`<oJo
n

知恵

<=o
q

どちらか

'doLo>̀<oWo
v=nmlz=indf=dat

鋭い方に

<KcVoLZn n
v=conjn

与えるので

V`<oJo
n

知恵

T2FIo
v

競争する
「どちらか頭の切れる方に (王女を) 与えるので，知恵比べをしよう」【GSM 101】

これらの疑問詞と後続の動詞が結合して，以下に挙げる Zbo,@Wo，<VoH<dZo のように臨時
に名詞が形成されるケースもある (第 III部「語と句＞普通名詞＞臨時形成名詞」(52) も
参照)。

(31.12) )VHoJo
n

争い

Zbo,@Wo
q-v

誰か勝った方

HcoWo
dem=dat

それに

KMoJo
v:pf=nmlz

負けた方

HcZo
dem.erg

それが

McoFd<o
n

花
<FdVo>̀<o
v=term

撒きなさい
「争いに勝った方に，負けた方が花を撒きなさい」【GSM 222】

(31.13) TH`o
dem

これ

<VoH<dZoZbo
q-v=trns

どこか必要なところに

Gd=o>̀<
v:impr=term

使いなさい
「これを必要なところに使いなさい」【GSM 97】
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第 32章

副詞節 (1)

副詞節とは，主節に対して従属的な関係または並列的な関係で結びつく節のことであ
る。意味的にも，時間的な前後関係を表したり，理由を表したり，状況設定や仮定を表し
たり，様々なものがある。形式的には，接続助詞を用いずに節を並べるだけのタイプと，
接続助詞やそれに準じる形式を用いるタイプがある。後者は節と節の関係をより明確にす
るために，前の節に継起，理由・原因，条件などの意味を表す接続助詞を付す。
接続助詞は ;=`Zo，IZo，Wo，Io，5[o，H=o，;=`o など，多くは格助詞由来である。それらは名
詞化助詞の Jo と融合し，JZo，JoWo，JVo，JoH=o 等となるほか，名詞化助詞を介すること
なく，接続助詞が動詞に直接付く場合もある。「～せずに」「～しないので」のように否定
を含む副詞節の場合は，動詞の直前に否定接辞を置く。なお，これらは第 III部「語と句
＞動詞＞動詞句＞接辞・助詞を伴う動詞句」(p. 102) で取り上げたものと連続的である。
以下は本章で取り上げる接続助詞の一覧である。

種類 形式 用例

理由・状況設定・限定 V JZo Td=ZoJZo (来たので)

継起 V IZo Td=ZoIZo（来て）

仮定・時・主題提示 V Io，V JoIo など Td=ZoIo（来たら）

隣接事態の出現 V JoH=o Td=ZoJoH=o（来ると）

累加・目的・理由 V JoWo，V Wo Td=ZoJoWo（来たところに）

状況の転換 V JoWZo Td=ZoJoWZo（来たが）

付帯状況 V JVo MoTd=ZoJVo（来ずに）

根拠の提示・対比 V ;=`Zo，V ;=`o Td=o<̀Zo（来るので）
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　なお，Jo の異形態として Lo があり，JZo や JVo の異形態としてそれぞれ LZo や LVo
がある。同様に，;=`o および ;=`Zo の異形態は属格助詞，能格助詞と同じ連声規則に従う。
連声規則については巻末の「付録＞連声規則」(p. 277) を参照のこと。
　格助詞由来以外のものとして，>̀=o，Fco，;==o，MdHo などがある。これらについては次章
「副詞節 (2)」 (p. 259) で紹介する。
また，節頭に接続詞を置いて，節と節をつなぐこともあるので，あわせて紹介する。

1 理由・状況設定・限定：V JZo✓ ✏
• ある事態を提示して，それが次に述べることの理由になっていることを明示す
るのに用いられる。

•「～したので」「～するので」という理由を表すことが多い。
• 理由ほどの強い意味はなく，「～したところ」のような後続する節の状況設定
を表すこともある。

•「～であって」「～であるだけであって」という限定の意味を表すこともある。
•「～だけれども」という逆接の意味を表すこともある。
• 従属節と主節で主語が変わることが多い (「Xが～したので，Yが～した」ま
たは「Xが～したところ，Yが～した」)。

• 動詞は内容によって完了形，未完了形ともに用いられる。✒ ✑
JZo には異形態として LZo がある (「付録＞連声規則」(p. 277) を参照)。
JZo は比較の基準を表すのにも用いられる (第 IV部「単文＞格助詞の機能＞比格助詞
JZo」(p. 153) 参照) ほか，取り立ての意味を表す限定副助詞としても用いられる (第 IV
部「単文＞提題と取り立て＞取り立て」(p. 218) 参照) など，様々な用法があるので注意
を要する。

1.1 理由：～したので，～だったので
すでに完了した事態を提示して，それが次に述べることの原因・理由になっていること
を明示するのに V JZo が用いられるタイプである。能格助詞の原因・理由を表す用法と
関連が深い。

(32.1) LH<o<̀Zo
1=erg

私が

,@WoJdo
n

王

<M`<o>Io
adjn

罪深い

LZHoJZo
v:pf=conjn

殺したので

=oWo
1=dat

私に

<MdMoJo
n

戒律

McHn
neg.ext

ない
「私は罪深い王を殺したので，私は戒律を保っていない」【GSM 242】
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(32.2) 1>=o0>d<Zo
n

北方

;oLo>Io!=`o
n=gen

有雪の

,@Wo;MZoZbo
n=trns

王国に

Zd=oLZn
v:pf=conjn

達したので

HcoWo
dem=dat

それに

L%cIoIZo
v:pf=conjn

依って
<S`<ZoFco
v:hon=conjn

見て

RWo
n:hon

顔

TPbMoJo
v:hon=nmlz

微笑むこと

MPHoJoH=on
v:hon=conjn

すると
「(光明が) 北方にある有雪の王国に達したので，(シャーキャムニは) それをご覧に
なって，微笑まれ…」【GSM 26】

(32.3) ,@WoJdT`o
n.gen

王の

MIWoWMo6qo
n:hon=trns

夢に

1̂=oLT`o
v:pf=nmlz.gen

現れた

9Zo<>̀<o
n

王女

Hco<ÀZo
dem-num

その二人

=cHo
1

私たち
LVdIoJdo'MZo;=`Zo
n=pl=erg

大臣たちが

\@Io>̀oHI=Zo
n:hon#q-v:pf

何としても招くこと

1>cHoJZn
v:ipf:a=conjn

するので

MIWoWMo
n:hon

夢

Hco
dem

その
<RIoWo
n=dat

他人に

M̀o<Zb=oLVo
neg-v:hon:ipf[=conjn

言わないように

8 qo
v:hum:ipf]rqst

頼む
「王の御夢に現れた二人の王女はわれわれ大臣が何としてもお招きしますので，そ
の夢は他人にお話しにならないようにお願いします」【GSM 86】

「～ないので」という否定の含まれる用例を見ておく。否定接頭辞は動詞の直前に付す。

(32.4) No<d=o
advn

以前

LdHo6qo
pln=trns

チベットに

VLo5[o1̂=oLT`o
v:pf=nmlz.gen

出家した

HJco
n

例

M̀oT6 q<oJZn
neg-ext=conjn

ないので

LdHo6qo
pln=trns

チベットに
VLo5[o1^=oLo
v:pf=nmlz

出家すること

\coTd=o
qm-v:ipf

うまくいくかどうか

L9KoLT`o
v:ipf:u=nmlz.gen

見ることの

0>`Vn
n.trns

ために

LVdIoJdoH=o
n=com

大臣と
TL=Zo;=`o
n=gen

臣下の

Lbo
n

息子

LVdo'doLo
adj

頭脳明晰なもの

L6 qIn
num

7

Ld-Z`oZo5 }T`o
pn.gen

シャーンタラクシタの

6 ,=o6 qo
n=trns

もとに
VLo5[o1^=o<Kcn
v:pf=conjn

出家して
「これまでチベットで出家した例はないので，チベットで出家がうまくいくかどう
か確かめるために，大臣や臣下の息子で頭脳明晰な者七名がシャーンタラクシタの
もとで出家して…」【GSM 204】
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1.2 状況設定：～したところ
原因・理由ほどの強い意味はなく，後続する節で述べることの状況設定となっている事
態を提示するのに用いられている例。日本語の「～すると」「～したところ」に対応する。
継起の意味で用いられることもある。

(32.5) MGd=oIZo;==o
v=conjn=ap

見てさらに

,@WoJdoWo
n=dat

王に

8 qZoJZn
v:hum=conjn

言うと

=doMOVo
n

驚き

<\@cZoIZo
v:pf=conjn

生じて

<S`=Zo
n

船
?cIoJdo>̀<o
adj=indf

大きな

1>Zn
v:pf

作った
「(従者がこれを) 見て，王に報告したところ，(王は) 驚き， 大きな船を建造させ
た」【GSM 29】

(32.6) ?bo
n

水

9Z<oMo
adjn

余分な

UVo
adv

上に

WbHoJZn
v=conjn

溢れると

\@`oLdVo
n.trns

頭頂に

TdHoHJ<oMcHoJZo
pn=erg

無量光仏によって

HLbo
n:hon

頭
L,@IoJVo
v:pf[=conjn

飾られた

!^Vn
v:pf]pf

「余った水が上から溢れた。すると無量光仏 (=阿弥陀仏) が (観音菩薩の) 頭頂を
飾った」【GSM 35-36】

1.3 限定：～であって，～だけであって
この用法は，原因・理由や状況設定を表すものとは異なり，その節の中で述べているこ
とのみに限るということを明示する。副助詞としての JZo の用法のうち，限定を表すも
の (「～だけ」) と共通点がある。

(32.7) UIoW<oL,@Ho9MIo
n

八功徳

?bo
n

水

TLLoJZn
v:ipf=conjn

流れるだけで

T1̂=oLo
n

元素

?boU`o
n=gen

水の

M̀=oU=o
n=ap

名前も

McHn
neg.ext

ない
「八功徳水が流れているだけであって，水という元素の名すらもない」【GSM 28】
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(32.8) ,@oUbWo
pln

中国

MGd=oLT`o
v=nmlz.gen

見えるところの

M;Vo
n

城塞

LZMoJZo
v:ipf:u=conjn

考えるだけで

T2)LoJo
v:ipf[=nmlz

実現すること
M̀oZD`Hn
neg-v]infer

あり得ないだろう
「中国の見える城塞など，想像上の産物にすぎず，実現することはあり得ないだろ
う」【GSM 206】

1.4 V JZo;==o：～だけでも
JZo に日本語の「も」に相当する副助詞 ;==o を後続させて「～だけでも」という意味を
表すこともできる。

(32.9) GdZoJZo;==o
v=conjn=ap

聞いただけでも

LHcoT2Fdo
n

善趣

MGdoV`Zo;=`o
n=gen

天上界の

WbZo
n

肉体

GdLo<K cn
v=conjn

得られて

T2F doLo
n

衆生
<^HdWoLT`o
v:ipf:a=nmlz.gen

解脱させるところの

HcHoHJdIo6qo
n=trns

船頭に

T!̂VoVdn
v:ipf=term

なる
「(六字真言を) 耳にするだけでも，善趣の体が得られ，衆生を解脱へと導く師とな
るであろう」【GSM 32】

1.5 逆接：～だけれども
前節と後節が対比的な意味で，期待した結果が得られなかったという内容の場合には，
逆接的な意味になることもある。例えば以下のような例がある。

(32.10) @doLdoV`IoJdo?co
n

シャーキャムニ (像)

LNWoLZo
v:pf=conjn

探したが

Mo8FcHn
neg-v

見つからない
「シャーキャムニ像を探したけれども，見つからなかった」【GSM 230】
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2 継起：V IZo
✓ ✏

•「～して (から) ～する」といった継起の意味を表すことが多い。前後の関係に
よっては付帯状況を表す場合もある。

• 従属節と主節で主語が変わらないことが多い (Xが～して，その Xが～した)。
• 累加：後ろに ;==o を伴うことで，「～してさらに」という累加の意味を表すこ
とがある。

• 動詞完了形語幹に接続することが多い。✒ ✑
2.1 継起：～して
もっとも一般的な用法は，「～してから～する/した」という継起の用法である。

(32.11) ;?dHo
2

あなた

Zbo
q

誰

U`In
cop

だ

McoFd<o
n

花

TGbZoIZo
v:pf=conjn

摘んで

>̀o
q

何

1>cHo
v:ipf

する
「あなたは誰ですか。花を摘んでどうするのですか」【GSM 15】

(32.12) ?dZo<KdIo
n

法会

HI=ZoIZo
v:pf=conjn

催して

<R dIoWMo
n

祈願

LFLoLdn
v:pf=term

した
「法会を催して，祈願をした」【GSM 16】

(32.13) <?Ho>̀<oWo
n=indf=dat

一瞬で

V`oLdo
n

山

JdoFoWVo
pln.trns

補陀落に

TK<ZoJT`o
n.gen

聖者の

6,=o6qo
n=trns

もとへ

0 >`IoIZo
v:pf=conjn

行って
TH`o<?Ho>cZo
dem=qt

以下のように

<ZdWoFdn
v:hum:pf=term

言った
「一瞬で補陀落山の聖者 (観音菩薩) のもとへ行き，以下のように申し上げた」
【GSM 51】
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2.2 付帯状況：～した状態で，～の状態で
前件が，後件の様態を示しているタイプである。「Xの状態で Yが起こった」という意
味になる。

(32.14) LdHoTL=Zo
n

チベットの民

M̀oVcZo
n.erg

一人ずつが

%oVco
n

馬一頭ずつ

RdIoIZo
v=conjn

乗って

,!<o
v:ipf

駆ける
「チベットの民は一人ずつ馬に乗って駆ける」【GSM 77】

(32.15) WoWo
n

ある者

,@Lo
n

背中

<ZoIZo
v:pf=conjn

裂けて

X̀n
v:pf

死んだ
「ある者は背中が裂けて死んだ」【GSM 202】

2.3 V IZo;==o：～してさらに
「～も」「～もまた」という意味を表す累加副助詞 U=o の異形態の ;==o が後続すること
がある。その場合，「～してさらに」という累加の意味になる。
後述の V ;==o で逆接の意味になるものとは異なるので注意を要する。

(32.16) MGd=oIZo;==o
v=conjn=ap

見てさらに

,@WoJdoWo
n=dat

王に

8qZoJZn
v:hum:pf=conjn

言うと
「(従者はこれを) 見て，王に報告すると…」【GSM 29】

(32.17) GoMo
advn

最後には

ZD`IoJdo>̀<oH=o
n=indf=com

羅刹と

T2Fd<ZoIZo;==on n
v=conjn=ap

一緒になってさらに

ÀIoVcoWT=o
n=dat.ap

昼毎にも

ZcMZo>Io
n

衆生
;D`oVco
num

一万ずつ

<ZdHn n
v:ipf:a

殺す

7qLoVcoWT=o
n=dat.ap

夜毎にも

ZDd<o?<Zo
n

生き物

<K d=oNMo
num=ap

千ほど

Sn n
v:ipf:a

食べる
「最後には羅刹と交わるだけでなく，毎日衆生を一万ずつ殺し，毎夜生き物を千ほ
ど食べます」【GSM 50】
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3 仮定・時・主題提示：V-Io，V-IT=o，V JoIo，V JZoIo
✓ ✏

• V-Io は「もし～したら」「～するなら」といった仮定節を作るのに主に用いら
れる。「～という前提に立つと」という意味で用いられることもある。

• V-IT=o という形で，「～しても」「～したが」という逆接の意味を表す。
• V JoIo という形で，主に「～したとき」という時を表す節を作る。
• V JoIo という形で，主題を提示することもある。
• V JZoIo という形で，理由節を文中でとくに取り立てる働きをすることが
ある。

• 動詞未完了形と完了形，どちらの動詞にも付く。✒ ✑
3.1 仮定の V-Io：もし～したら，～するなら
(32.18) T<(<oJo

n

争い

1>cHoJT`o
v:ipf:a=nmlz.gen

することの

OUo
n

時

TH`o
dem

これ

<dIoIo
v-conjn

着れば

<UbWoWZo
n=src

戦いより
,@WoLVo
v[=conjn

勝利することに

T!^VoVdn
v:ipf]fut=term

なるだろう
「戦うときにこれを着れば戦いに勝つでしょう」【GSM 98】

(32.19) HcoTHIT`o
dem.gen

そのような

UbWo6qo
n=trns

国に

T2Fdo
v:ipf

行く

H<dZoIn
v-conjn

必要があるなら

nULo;= `o
n:hon=gen

父の

M?dHo<IZo
n

祀る対象
U`oHMo9Zn
n

誓約仏

n9";=oMboIco
n

シャーキャムニ

LH<oWo
1=dat

私に

8 qn
v:hum:ipf

ください
「そのような国に行かねばならぬのなら，父上のお祀りしている誓約仏である
シャーキャムニ像を私にください」【GSM 111-112】

次の用例は，「Aが起こり，Bが起こり，Cが起こったら」という三つの出来事を一つ
の Io で受けている用例である。

(32.20) =o
1

私

LZHn
v:pf

殺す

;?dHo
2

あなた

;?cVn
v:pf

連れ去る

UbWoM;Vo
n

国と城

GMZo>Ho
adjn

すべての

L>dMoIo
v:pf-conjn

侵略したら

@`oOb<o
q

どう
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1>cHn
v:ipf:a

なる
「私が殺され，あなたが連れ去られ，国中が蹂躙されたらどうする」【GSM 111】

3.2 逆接の V-IT=o：～しても，～したが
V-Io の後に逆接の意味をあらわす接続助詞 ;==o の異形態の T=o が後続したもので，「～
しても」「～したが」という意味を表す。V-IoU=o という形になることもある。

(32.21) Mo2)LoIT=o
neg-v:pf-conjn=conjn

完成しなくても

ZoKbVo
n

杭

GdLo>̀<
v:impr=term

打ちなさい
「完成しなくても杭を打ちなさい」【GSM 133】

(32.22) ,@WoJdo
n

王

?dZoWo
n=dat

仏法に

H<ToIT=on
v-conjn=conjn

好んだけれども

LVdIoJdo
n

大臣

MoR=o;DdIoJo<\ @cZoH=on
pn=com

マシャン・トゥンパキェーと
<K<oVo1]o<d=oWoZd<Zo
pn=pl

タクラ・ルコンなど

HL=o
n

権力

?cZoJZn
v:pf=conjn

強いので

<RIo! =`Zo
n=erg

他の者が

"dWo
v:ipf:a

逆らう

Mo7qZoZdn
neg-v=term

できなかった
「王は仏法を好んだけれども，大臣のマシャン・トゥンパキェーとタクラ・ルコン
などの権力が強かったので，他の者が逆らうことはできなかった」【GSM 202】

3.3 時・仮定の V JoIo：～したとき，～するなら
時を表す節は，後述の V-6qZo，V-OUoなどがよく用いられるが，V JoIo が用いられるこ
ともある。古い文献ではより多く見られる表現である。

(32.23) HcVo
conjnp

そして

SVoLo
n

月

H2qo=doL>bo
num

九カ月と十日

WdIoJoIn
v=conjn

経ったとき

9Zo<>̀<o
n

王女
;?Ho6qoTK<ZoJo>̀<o
n=trns#v=nmlz=indf

素晴らしい

T< (=ZoFcn
v:hon=conjn

生まれて
「そして九カ月と十日経ったとき，素晴らしい王女がお生まれになって…」【GSM
63】
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この形式は時を表すことが多いが，同じ形で仮定の意味を表していると解釈した方がよ
い例もある。

(32.24) LVdIoJdo
n

大臣

<RIo'MZo
adjn=pl

他の方々

Zd=oLoIn
v:pf=conjn

行ったのなら

;?cHoWo
2=dat

あなたに

Xd<o
v:impr

来い

M̀oScVo;==on
neg-v=conjn

言わなくても
T2FdoLo
v:ipf[=nmlz

行くもの

U`IoMdHo
cop]expl=conjn

だが
「他の大臣たちが行ったのなら，あなたは「来い」と言われなくても行くもので
しょうに」【GSM 103】

3.4 主題提示の V JoIo：～したのは
V JoIo が主題提示の意味で用いられることがある。

(32.25) <?Wo=Io
n

悪いカルマ

WZo;=`Zo
n=erg

カルマにより

MIVoLT`o
v=nmlz.gen

虐げられた

OV=oJo'MZn n
n=pl

商人たち

M̀oTHdHo
neg-v

好ましくない
Wd<oJT`o
v=nmlz.gen

逆巻く

w]=o<̀Zo
n=erg

風により

;?cVoLoIn n
v:pf=conjn

さらわれたのは

T2FdoLo
n

衆生

T<(WoJo
v=nmlz

戸惑う

V`oH |<Zo
n

野生動物
,@Vo
n.trns

罠に

ObHo
v

掛かった

THIn n
v

ごとくである
「悪いカルマに苦しめられている商人たちよ，(おまえたちが) 暴風に押し流された
のは戸惑う衆生が獣の罠にかかったようなものである」【GSM 43】

3.5 理由節の取り立ての V JZoIo：～したので
V JZo で理由節を表すが，さらに Io を付加することによって，それが理由節であるこ
とを取り立てて述べていると考えられる。

(32.26) LdHo
pln

チベット

<=Zo>Io!=`o
n=gen

有雪の

9Ed=Zo
n

国

TH`Vo
dem.trns

ここに

Z=Zo,@Zo;= `o
n=gen

ブッダの

L<KIoJo
n

教え

ÀoMo
n

太陽
XVoLo9KoLbVo
v:pf=nmlz=advlz

昇るがごとく

MPHoJZoIn
v:hon=conjn

なさったので

9ZoLVoMo1 >=o?bLoTdHo
pn

ラ・ラマ・チャンチュプ・ウー

Hco
dem

その
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LdHoWo
pln=dat

チベットに

L:ToHI`Io
n:hon

恩

?coLo
v[=nmlz

大きいの

W<ZoZdn
cop:hon]expl=term

だ
「この有雪国チベットにブッダの教えを日の出の勢いのごとく広められたので，
ラ・ラマ・チャンチュプ・ウーはチベットにとってたいへんご恩のある方なので
す」【GSM 245】

4 隣接事態の出現：V JoH=o
✓ ✏

• 二つの事態が隣接して成立したことを表す。前件が成立すると，それに続いて
後件が起こるという臨場感のある表現である。「～すると」「～したところ」な
どと訳すとよい場合が多い。

• 前件と後件が因果関係にあると解釈できる場合もある。
• 前件と後件の主体は異なることが多い。
• 名詞節をつないでいる場合の V JoH=oと区別が難しい場合があり，注意を要
する。

• 動詞完了形語幹に接続する。✒ ✑
(32.27) SVo6qZo

n

月

G`MoJoH=o
v=conjn

満ちると

LbHoMcHo
n

女

HcoWo
dem=dat

それに

Lbo
n

息子

<>̀<o
num

一人

<\ @cZoJoH=on
v:pf=conjn

生まれると
IMoM;ToWo
n=dat

天に

NVo
adv

以前

McHoJT`o
neg.ext=nmlz.gen

なかった

<?VoMo
n

星

%<Zo>Io>̀<o
n=indf

印のあるもの

XVoLZn
v:pf=conjn

現れたので
「月が満ちてその女に息子が一人生まれると，天にはこれまでにない印を持つ星が
現れ…」【GSM 22】

(32.28) Z=o
n

翌日

IMoW=ZoJoH=on
n#v:pf=conjn

夜が明けると

LVdIoJdo
n

大臣

<RIo'MZo
adjn=pl

他の者たち

L9KVo
v:ipf:u.conjn

見に

0>`IoJZn
v:pf=conjn

行って
「翌朝夜が明けると，(大臣ガルは) 他国からの大臣たちを見に行って…」【GSM
104】
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(32.29) Hco
dem

それ

GdZoJoH=on
v=conjn

聞くと

,@oMdoLSToU=o
pn=ap

中国妃も

ZcMZoWo
n=dat

心に

LSdHoGLZo
n

堪える方法

Mo1 ^=oLVo
neg-v:pf=conjn

得られずに
LVdIoJdo
n

大臣

M<Vo
pn

ガル

LdZn
v:pf

呼び
「それを聞くと，中国妃は我慢ならなくなり大臣ガルを呼び…」【GSM 128】

以下の例に示すように，「Aが～と言ったところ，それに対して Bが～と言った」とい
うような応酬の場面で，話者が切り替わる場面でも V JoH=o はよく用いられる。

(32.30) 0><oTOWoFco
n#v=conjn

敬礼して

8qZoJoH=on
v:hum:pf=conjn

言うと

HcVo
dem.trns

それに

ULo
n:hon

父

,@WoJdZo
n.erg

王が

L:To
n:hon

言葉
SWoJn
v:hon:pf=nmlz

与えたこと
「敬礼して申し上げると，それに対して父王がお言葉を賜ったことには…」【GSM
168】

次に示す例は，節に否定接頭辞が含まれている用例である。

(32.31) I=o6qo
n=trns

中に

T1>dIo
v:hon:ipf

行く

Mo7qZoJoH=on
neg-v=conjn

できなくて

;D`oLNbIo!=`o
pn=gen

ティツンの

ZdVo<6qLo
n

指輪

KbHoHco
v:pf=conjn

外して
<FdVoLZo
v=conjn

放ったところ
「中に入れずにいると，ティツン (が自ら) の指輪を外して放った。すると…」
【GSM 147】
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5 累加・目的・理由：V JoWo，V Wo✓ ✏
• 基本的には状況設定 X のうえに事態 Y が起こる，という累加の関係を表す。
文脈によって「～したところに」「～であるうえ」「～であるが」「～して」な
どと訳し分ける。

• さらに，前件が後件の事態の目的や理由であることを表すのに用いられること
もある。「～するために」「～であるので」という訳が当てられる。

• 名詞化助詞 Jo なしで用いられることもある。
• 未完了形も完了形も用いられる。✒ ✑

5.1 累加
状況設定 Xのうえに事態 Yが起こる，という累加の文脈で用いられる。(1) 状況設定

Xを前提として事態 Yが引き起こされたという場合と，(2) 状況設定 Xから想定される
ことと異なる事態 Yが起こったという場合，また，(3) 命令文において指示内容を累加す
る場合がある。以下，それぞれ例文を見ていく。

(1) 状況設定 Xを前提とした事態の累加
「～したところに」または「～した際に」という日本語に相当することが多いが，「～し
たが，それは以下に示すものである」といった具体例を累加するようなものもある。
まず，「～したところに」または「～した際に」という意味になる用例を見る。

(32.32) ,@WoJdo
n

王

TLDZo?=o
n

米の酒

<ZdWoIZo
v:hon=conjn

飲んで

<S`MZoJoWn
v:hon=conjn

休んだところに

<QZo<K<o'o>IoH=on
pn=com

ベー・タクナチェンと
>d<oVdo9ZoWdHo
pn

チョクロ・ラルー

<ÀZo;= `Zo
num=erg

2が

,@WoJdo
n

王

9K<oJo
n

後部

L<?dVoIZo
v:pf=conjn

囲んで

L1F d=ZoZdn
v:pf=term

弑した
「王が米の酒を召し上がって寝入ったところに，ベー・タクナチェンとチョクロ・
ラルーの二人が王の背後に回りこんで弑した」【GSM 234】

(32.33) 6qZo
n

時

HcVo
dem.trns

それに

?boLdoV`T`o
pln.gen

チュオリ山の

<AdMo2FoIn
n=loc

瞑想場で

<UdoH<coT1^=on
pn

ヨ・ゲンジュン

<N=oVLo<ZWn
pn

ツァン・ラプセル
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HMVo9";=oMboIco
pn

マル・シャーキャムニ

<ZbMo
num

3

<AdMo!=`Io
v:ipf:a[-conjn

瞑想して

UdHoJoWn
ext]prog=conjn

いるところに
LNbIoJo>̀<o<̀Zo
n=indf=erg

ある僧侶が

XMoGLZo
n

下衣

L$cZo
v:pf

替えた

W<o5[o
n=trns

手に

MHTo<8qo
n

弓と矢

Gd<Zn
v

持った
「そのときチュオリ山の瞑想場でヨ・ゲンジュン，ツァン・ラプセル，マル・
シャーキャムニの三人が瞑想しているところに，ある僧侶が僧衣の下衣を替えて，
手には弓と矢をもって (現れた)」【GSM 236】

以下の例は，動詞に Wo が直接付加されている用例である。「Xであり Y」「Xであるう
え Y」と累加している。

(32.34) <K<oV`o<AIo<S`<Zo;=`o
pn=gen

タクリ・ニェンスィクの

ZDZo
n:hon

息子

<IMoV`oZDd=oLNIo
pn

ナムリ・ソンツェン

U`IoWn
cop=conjn

であり

,@WoJdo
n

王
TH`T`o
dem.gen

この

6qZoZbn
n=trns

時に

,@oI<oIZo
pln=abl

中国から

<RIoH=o
n=com

医学と

)TZo
n

暦学

1̂=on
v:pf

入った
「タクリ・ニェンスィクの息子はナムリ・ソンツェンであり，この王のときに，中
国から医学と暦学が伝わった」【GSM 61】

(32.35) TH`T`o
dem.gen

この者の

;?do
n

夫

1>ZoIoI`o
v:pf-conjn=top

なれば

<M dMoJo
n

戒

T?dVoWn
v:ipf=conjn

失われるうえ
Mo1>ZoIoI`o
neg-v:pf-conjn=top

ならなければ

<M `<oJo
n

罪

OLZo
n

重大さ

?coLVo
v[=conjn

大きい状況に

T6 q<o
ext]infer

ある
「この者の夫になれば戒が失われるし，夫にならなければ重大な罪となるだろう」
【GSM 51】

(32.36) %̀=o6qo
adv

後に

NdoWo
v=conjn

黒ずみ

V`HoJVo
v[=conjn

やつれた状態に

1 ^=oLZn
v:pf]pf=conjn

なったので
「次第に (顔が) 黒ずみ，やつれていったので」【GSM 60】

「～したが，それは以下に示すものである」といった具体例を累加するのに用いられて
いる用例を見る。
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(32.37) HcoIZo
conjnp

それから

,@WoJdZo
n.erg

王が

LNbIoMdo
n

妃

so
num

5

;Lo5[oLRcZoJoWn
n=trns#v:hon=conjn

娶ったが，それは
OUoR=oLSToMcoFd<o<^HdIn
pn

ツェパン妃メトクドゥン

T;Vo?cIoLSToTOVo,@Wn
pn

カルチェン妃ツォギェル

TLDdoLSTo1>=o?bLo<^ HdIn
pn

ド妃チャンチュプドゥン
M?̀MZoLSTo9ZoMdoLNIo'MZoZdn
pn=pl=term

チム妃ラモツェンらであった
「それから王は妃を五人娶ったが，それはツェパン妃メトクドゥン，カルチェン妃
ツォギェル，ド妃チャンチュプドゥン，チム妃ラモツェンらであった」【GSM 206】

(2) 想定と違うことの累加
状況設定 Xから想定されることと異なる事態 Yが起こったという場合に用いられると，

「～であるが (想定とは変わって)」という意味になる。

(32.38) M?̀MZoLSTo1]o,@Wo
pn

チム妃ルギェル

Hco
dem

その

H=oJdo
advn

初め

X̀Io5[o
adv

極めて

MOVoLo>̀<o
v=nmlz=indf

美しい

UdHoJoWn
ext=conjn

であったが
%̀=o6qo
adv

後に

NdoWo
v=conjn

黒ずみ

V`HoJVo
v[=conjn

やつれた状態に

1̂=oLZn
v:pf]pf=conjn

なったので
「そのチム妃ルギェルは最初は大変美しかったが，次第に (顔が) 黒ずみ，やつれて
いったので…」【GSM 60】

(3) 命令文における累加：～して～しなさい
動詞の命令形に Wo を直接付加して最初の指示を示し，さらに続く指示があることを明
示する表現である。「Xして Yしなさい」というときの典型的な表現である。

(32.39) ;?cHoV=o
2

あなた

LVdIoJdo
n

大臣

GMZo>Ho
adjn

すべて

0>`Vo
n.trns

もとに

Zd=oWn
v:impr=conjn

行って

V=oV=o<̀o
n=gen

自分の

;=oJo
n

宿舎
8FcHoJo
v[=nmlz

見つけること

!=`ZoX̀<
v:impr]impr=term

しなさい
「汝ら，大臣はみな戻り，それぞれの宿舎を見つけるがよい」【GSM 104】
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5.2 目的・理由：～するために，～であるので
前件が後件の目的や理由を表すのに JoWo が用いられる。この場合，前件は未完了で
ある。

(32.40) @doLdo
n

シャーキャムニ (像)

<HIoTHIcIoJoWo
n#v:ipf=conjn

請来するために

,@o
n

中国人

L)VIoZc=oWoZd<ZoJoWo
pn=pl=dat

ツンセンなどに

<ZcVo
n

金
L<?YVoIZo
v:pf=conjn

託して

LF=o=don
v:pf=term

派遣した
「シャーキャムニ像を請来するために，中国人のツンセンらに金を託して派遣した」
【GSM 245】

(32.41) SZo
n

食べ物

Hco
dem

その

UdIoFIo>IoR`<o
n=indf

身体によいもの

T6q<oJoWn
ext=conjn

であるので

=Zo;==o
1.erg=ap

私も

So
v:ipf

食べる

H<dZo
v

よう
「その食べ物は身体によいので私も食べよう」【GSM 60】

(32.42) LZMo<FIo
n

瞑想

SZo;=`Zo
n=erg

糧によって

TOVoLoWn
v:ipf=conjn

生きているので

nL1FcZoX̀=o
v=conjn

飢えて

<?dMoJT`o
v:ipf=nmlz.gen

渇くという
M̀=oU=o
n=ap

名も

McHn
neg.ext

ない
「瞑想を糧として生きているので，飢えや渇きという名すらない」【GSM 28】

6 状況の転換：V JoWZo✓ ✏
• 状況の転換を表す場面でよく用いられる。思いがけない事態の出現を表す場
合が多いが，単に出来事の出現順序を表す場合もある。因果関係を表すことも
ある。

• 前件と後件の主体が同じ場合と変わる場合がある。
• 名詞句 WZoで「出典」「限定」を表す場合などと混同しやすいので要注意。
• 動詞完了形語幹に接続する。✒ ✑



第 32章 副詞節 (1) 253

前件の事態から転換して新しい状況が出現するという場合に V JoWZo が用いられる。
予想できない事態が起こったというような場合にも用いられる。

(32.43) TH`o'MZo
dem=pl

これら

ZD`IoMdo
n

羅刹女

U`IoJVo
cop=conjn

であると

=doMoXcZoJZn
n#neg-v=conjn

知らないで

LSToM̀o
n

夫婦

1>Zn
v:pf

なり
LboOZo
n.erg

子供により

TLDcWo
v

繋がる

<\@`HoJVo
v[=conjn

幸せに

!̂VoJoWZn
v:pf]pf=conjn

なったが

;?cHo><o'MZo
2=pl

あなた方

2V`=o
n

国
TH`Vo
dem.trns

ここに

ObHoJoH=on
v=conjn

入ってくると

=cHo><o'MZo
1=pl

私たち

9C<Zo;=o
n

鉄の家

<AdoMcHo
adjn

扉のない

TH`Vo
dem.trns

ここに
L>b<o<dn
v:pf=term

入れました
「この者どもが羅刹女であるとは知らずに夫婦となり，子供をもうけて幸せになり
ました。ところが，あなた方がこの国に入ってくると，私たちは扉のない鉄の家に
閉じ込められました」【GSM 44】

以下の用例は出来事の起こった順序を示している。

(32.44) HcoIZo
adv

それから

Lbo
n

息子

Hco
dem

その

?cVo
adv

大きく

<\@cZoFcn
v.pf=conjn

成長して

IoMAMo!=`o
n=gen

同じ年頃の

1>`ZoJo'MZo
n=pl

子供たち
LZ<ZoIZo
v:pf=conjn

集めて

I<Zo;DdHo6qo
n=trns

森の中に

L<MHoHcn
v:pf=conjn

暮らして

=doWd<o
n

反乱

L)MZoJoWZn
v:pf=conjn

計画すると

1 >=o=dZo;= `o
n=gen

北方の
"IoMdo
n

老女

M̀o
n

人間

MoU`IoJo>̀<o<̀Zo
neg-cop=nmlz=indf=erg

でない者が

GLZo
n

方策

L<KIoJoWn
v:pf=conjn

示したことに
「それからその息子は成長し，同じ年頃の子供たちを集めて森の中に暮らし，反乱
を計画した。すると北方の老婆の姿をした魔物が策略を示し…」【GSM 23】
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7 付帯状況：Mo-V JVo，V JVo✓ ✏
• 前件の状態で後件が起こるという状況を表す表現である。
• おもに動詞の前に否定接辞をともなって「～しないうちに」「～せずに」とい
う意味を表す。場合によって，「～していないのに」という意味になる場合が
ある。

• 肯定の場合，「～したところ」「～して」「～するには」という意味になる。
• 動詞完了形語幹に接続する。✒ ✑

(32.45) ,@WoJdoWoU=o
n=dat=ap

王にも

Mo8qZoJVn
neg-v:hum:pf=conjn

言わずに

LVdIoJdo
n

大臣

T<ToR`<o<̀o
adjn=indf=gen

一部の

;oWo
n=dat

口に
AIoIZn
v=conjn

聞いて
「王にも申し上げずに，一部の大臣の言うことを聞いて…」【GSM 134】

(32.46) HcoIZo
adv

それから

,@oMdoLSToH=o
pn=com

中国妃と

LWoMdoLSTo
pn

ネパール妃

<ÀZoWo
num=dat

2に

ZDZo
n:hon

息子
MoT<(=ZoJVn
neg-v:hon=conjn

生まれず

R=o8 q=oLSTo
pn

シャンシュン妃

1>oLo
v:ipf:u=nmlz

言われるもの

;Lo5[oLRcZn
n=trns#v:hon

妻として
「それから中国妃とネパール妃の二人には男子が生まれず，シャンシュン妃なるも
のを娶った」【GSM 158】

次に V JVo の用例を挙げる。

(32.47) LdHoTL=Zo
n

チベットの民

GMZo>HoH=o
adjn=com

全てと

MGbIoJVn
v=conjn

一緒になって

2]o<VoWoZd<ZoJo
n=pl

歌と踊りなど

9KHoMdo
n

催し物
LZMo!=`ZoM̀o;?LoJVo
n=erg#neg-v=conjn

考えも及ばないほどに

MPHoHdn
v:hon=term

行った
「チベットの人々が一堂に会して，みなで歌や踊りで賑々しく祝った」【GSM 156】
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8 根拠の提示・対比：V ;=`Zo，V ;=`o
V ;=`Zo と V ;=`o はともに根拠の提示・対比という意味で用いられるのでまとめて説明
する。✓ ✏

• 後件が相手への指示・命令である場合に，その前提となるような未完了の事態
を述べる場合に用いられる (根拠の提示)。「～するので (～しなさい)」という
意味になる。

• 前節と後節の対比をする際に用いられ，同じ主体について「Xは Yだが Zで
はない」とか「Xは Yではなくて Zである」と述べる場合と，異なる主体を
対比して「Xは～だが Yは～だ」のように述べる場合がある。

• 従属節と主節で主語が変わることが多い (「私が～するから，あなたは～しな
さい」「Xが～だから，あなたは～しなさい」)。

• 動詞未完了形 (他動詞の場合は，未完了所動形) に接続する。✒ ✑
8.1 根拠の提示：～するので（～しなさい），～であるので（～しなさい）
相手に対する指示・命令を述べるための前提となる未完了の事態を表している。

(32.48) =oU`Zo
1=erg

私が

Wc<ZoJVo
adv

うまく

L<KIo!=`Zo
v:ipf:u=conjn

示すから

AdIn n
v:imp

聞け
「私がうまく説明するので聞け」【GSM 169】

(32.49) ,@WoJdo
n

王

HcZo
dem.erg

それが

L:ToWb=o
n:hon

命令

M̀oTH IoLo
neg-v=nmlz

異なる

<ZbMo
num

3

L5[HoMVo
adv

続けて

<Zb=Zo
v:hon:pf

言う
Td=o<̀Zn
v:ipf=conjn

てくるから

HcT`o
dem.gen

その

6 qZoZbo
n=trns

時に

TH`o<ZbMo
dem-num

この 3

MoIdVoLVo
neg-v=conjn

間違えずに

VcoVcoLR`Io6qo
n=advlz

順番に
KbWo>̀<
v:hum:impr=term

与えよ
「王は異なる三つの命令を続けざまに言ってくるので，そのときこの三つ（の書状）
を順番を間違えずに一つ一つ差し出しなさい」【GSM 87】



256 第V部 複文

(32.50) TH`oH<oI`o
dem=top

これらは

SbVoNMo
n=ap

ざっと

L<MYZoJo
v:pf=nmlz

まとめたもの

U`Io! =`Zn
cop=conjn

であるので

,@ZoJVo
adv

詳しく

THdHoIo
v-conjn

望むなら
LZMoUZo;=`o
pln=gen

サムイェの

:oOT<Zo?cIoMdoWo
n=dat

カツィク・チェンモを

<S`<ZoX̀<
v:hon=term

見なさい
「これらは概略をまとめたものなので，詳しく知りたければサムイェの『カツィク・
チェンモ』をご覧ください」【GSM 223】

(32.51) ;?cHo
2

あなた方

<ZbMoJdo
num

三人とも

I=oJT`o
n.gen

仏教の

L<KIoJoWo
n=dat

教えに

8q<ZoJo
v:pf=nmlz

入ること

Wc<Zo;=`Zn
v=conjn

よいので

;?cHo
2

あなた方
<ZbMoJdZo
num.erg

三人ともが

9Zo;=o
n

仏堂

VcoVco
adv

それぞれ

LRc=Zo
v:hon

建立する

H<dZo
v

しなさい
「あなた方三人が全員仏道に入るのはよいことなので，三人とも，それぞれ仏堂を
一つずつ建立しなさい」【GSM 16】

(32.52) ,@WoJdo
n

王

<M`<o>Io
adjn

罪深い

<ZdHo
v:ipf:a

殺す

VIo
v

ふさわしい

;doMdZo
1.erg

私が

2Fd<Zo
n

手伝い

1 >oU`Zn
v:ipf:u=conjn

するから
<F`=o
n

心臓

Mo?b=o>̀<o
neg-v=term

小さくなるな
「罪深い王はもう殺していい頃です。私が手伝いますから怖がらないで」【GSM
236】

以下は V <̀o が根拠の提示の意味で用いられた用例である。

(32.53) =T`o
1.gen

私の

0>`oI=o<̀o
n=gen

外と内の

LVdIoJdo
n

大臣

LdHoTL=Zo'MZo
n=pl

チベットの臣民たち

=o
1

私

,@WoJdo
n

王
ZDd=oLNIo<AMoJdoH=o
pn=com

ソンツェン・ガンポと

M@WoLVo
v:hum=conjn

会うことに

THdHoHdo
v=term

望む

ScVo6qo
v=conjn

言いに

Td=o<̀o
v:ipf=conjn

来るので
=oH=o
1=com

私と

TKDHoJVo
v:ipf=conjn

会うことに

THdHoIo
v-conjn

望むなら

TK<ZoJo
n

聖者

\@IoVZo<S`<ZoWo
pn=dat

観音菩薩に

<ZdWoLo
n

祈願
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GdLo>̀<
v:impr=term

しなさい

n=oH=o
1=com

私と

TKDHoJoH=o
v:ipf=nmlz=com

会ったのと

;?Ho
n

違い

McHoHdo
neg.ext=term

ない
「私の内大臣，外大臣たち，そしてチベットの臣民たちは（いずれ）私ソンツェン・
ガンポ王に会いたいと言ってくるだろうが，私と会いたければ聖観音菩薩に祈るが
よい。それは私に会うのと同じである」【GSM 183】

このタイプのもので，後件がない文が用いられることがある (いわゆる言いさしの表
現)。それは相手に命令・指示するにあたって約束事を述べるのによく用いられるもので，
話者の意志表明を表す形式として定着していると考えられる。これについては，第 IV部
「単文＞モダリティ＞意志」(p. 179) で取り上げたので参照いただきたい。

8.2 対比
「Aなら Bだが，Aでないなら Bでない」という対比を表すのに用いられる。前節と後
節とで，同じ動詞が肯定・否定のペアで用いられるのが特徴である。

(32.54) :oMoWo9"`oWT`o
pn.gen

カマラシーラの

Gb<ZoWo
n:hon=dat

心に

[oX=o
n

和尚

TH`o
dem

この

V`<ZoJoH=o
n=com

理性と

9MIoIo
v-conjn

ともにあるなら
LH<o<̀Zo
n=erg

私によって

=cZoJVo
adv

必ずや

GbWo!=`Zo
v=conjn

調伏されるだろうが

V`<ZoJoH=o
n=com

理性と

M̀o9MIoIo
neg-v-conjn

ともになければ
M̀oGbWo
neg-v

調伏されないだろう

H<d=ZoFcn
v:hon=conjn

考えて
「カマラシーラは心の中で「この和尚に理性があれば私によって必ずや調伏される
だろうが，理性がなければ調伏されないだろう」とお考えになって…」【GSM 221】

また，「今は Aではないが，いずれ Aになるだろう」という用例を紹介する。

(32.55) ZVdLoHJdIo
n

師

J-RoT1^=o<IZo;=`Zo
pn=erg

パドマサンバヴァが

L%IoMo
n

土地の女神

L>bo<ÀZo
num

12

HMoWoLF<ZoJZn
v:pf=conjn

調伏したので
LdHo6qo
pln=trns

チベットに

Mbo<Kc<ZoJo
n

外道

M̀oTd=o<̀Zn
neg-v:ipf=conjn

来ないが

MoTd=ZoJT`o
n.gen

将来の

6qZoZbo
n=trns

時代に

I=oJoH=o
n=com

仏教と
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9KoLo
n

考え方

M̀oMGbIoJT`o
neg-v=nmlz.gen

合わない

6 qZoX̀<o
n=indf

時

Td=on
v:ipf

来る
「パドマサンバヴァ師が十二人の土地の女神を調伏したのでチベットに外道が来る
ことはないが，将来，仏教と考え方の合わない時代が来るだろう」【GSM 221】

以下は V <̀o が対比の意味で用いられた用例である。

(32.56) ,@oMOVo
n

海

?cIoJdT`o
adj.gen

大きい-の

?bo
n

水

G`<ZoJo
n

滴

VcoVcoIZo
adjn=abl

ひとつずつから

L2F=oLVo
v:ipf=conjn

数えることに

7qZo;= `n
v=conjn

できるが
U`o<co6,<oJo
n#num

六字真言

WIo
n

回

<>̀<o
num

1

LS VZoJT`o
v:pf=nmlz.gen

唱えた

LZdHoIMZo;= `o
n=gen

功徳の

OHoI`o
n=top

量は
ZbZo;==o
n.erg=ap

誰によっても

L2F=oLVo
v:ipf=conjn

はかることに

M̀o7qZoZdn
neg-v=term

できない
「大海の水 (の量) は一滴ずつ数え (れば) はかることはできるが，六字真言を一度
唱えた功徳の量は誰にもはかることができない」【GSM 33】

9 列挙：接続助詞なし
連続して起こる出来事を表す場合，もっとも単純な方法は，節末の動詞を完了形にし
て，次々とつないでいくやり方である。この方法で事柄をつないで述べる場合は，前後の
事柄は並列的である。

(32.57) H2q=oWdo
n:hon

年

L>bo<ZbMo
num

13

WdIo6qZo
v=conjn

なったとき

,@WoZD`Ho
n

政治

LSb=on
v:pf

司る

LNbIoMdo
n

王妃

TLDdoLSTo;D`oMoWdHo
pn

ド妃ティマルー
1>oLo
v:ipf:u=nmlz

言われるもの

;Lo5[oLRcZn
n=trns#v:hon:pf

娶る

,@Wo;MZoWo
n=dat

国土に

HL=oL<^!Vn
n#v:pf

支配する
「御年 13歳になったとき王位に就き，王妃はド氏からティマルーという名の妃を娶
り，国土を支配した」【GSM 194】
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第 33章

副詞節 (2)

1 格助詞由来でない接続助詞を用いた副詞節
この章では，格助詞由来ではない接続助詞を用いた副詞節を取り上げる。

種類 形式 用例

並列・付帯状況 V >̀=o Td=oR`=o（来て，来ながら）

説明・継起・対比・逆接 V Fco Td=o<Kco（来たのであって）

逆接 V ;==o Td=oU=o（来たけれども）

逆接 V MdHo;==o など Td=oMdHo;==o（来たけれども）

時 V JT`o6 qZoZbo など Td=oLT`o6qZoZbo（来たとき）

範囲限定 V JoMo<Fd<Zo など Td=oLoMo<Fd<Zo（来ただけであって）

目的 V JT`o0>`Vo など Td=oLT`o0 >`Vo（来るために）

2 並列・付帯状況：V >̀=o
継起的または同時的な事態を表すことができる前掲の IZo や後掲の Fco と重なるところ
があるが，この形式の特徴は，前節と後節が並列の関係にあり，「Xであって Yである」
「Xして Yする」というように全体が一つのまとまりをなして解釈される点である。
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✓ ✏
• 前節と後節が同等のものを並列にしてそれがひとまとまりになっていること
を示す。並列の意味を持つことが多いが，事態が同時に起こっていることを
表したり（動詞未完了形 >̀=o の場合），継起的な連鎖を示す（動詞完了形 >̀=o
の場合）こともある。「～であって～」「～して～」のように訳すとよいことが
多い。

• 前節と後節が文中において同等の位置づけとなる。✒ ✑
2.1 並列：～であって
同等のものを「Aであって Bである」のように並列する場合によく用いられる。動詞未
完了形が用いられることが多い。第 III部「語と句＞動詞＞動詞句＞接辞・助詞を伴う動
詞句」(p. 102) で取り上げた V >̀=o V の用法と基本的には同じものである。

(33.1) ;oLo>IoI`o
pln=top

有雪国は

LZ̀WoR`=o
v=conjn

清涼で

2F=oLT`o
v=nmlz.gen

寒いところの

UbWn n
n

国
「有雪国チベットは清涼で，寒い国」【GSM 91】

(33.2) M?dHoJo
n

供物

TLbWoR`=o
v:hum:ipf:a=conjn

捧げて

<RdIoWMo
n

祈願

THcLZoZdn
v:ipf:a=term

している
「供物を捧げ，祈願を続けていた」【GSM 95】

(33.3) AMZo
n

気持ち

M̀oH<ToR`=o
neg-v=conjn

嬉しくなくて

LVdo
n

心

M̀oLHcn n
neg-v

安らかでない
「喜べず不安です」【GSM 111】

2.2 付帯状況：～の状態で，～しながら
動詞未完了形に >̀=o が後続する場合は，「～の状態で」「～しながら」といった付帯状況
を表す。

(33.4) 9Zo<>̀<o
n

皇女

=boR`=o
v:ipf=conjn

泣きながら

LVdIoJdT`o
n.gen

大臣の

0>`Vo
n.trns

後ろに

TLD=ZoZdn
v:pf=term

従った
「皇女 (＝文成公主) は泣きながら大臣の後についていった」【GSM 108】
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2.3 継起：～して
動詞完了形に >̀=o が後続した場合は「～して～」のように継起的な出来事の連鎖を
示す。

(33.5) ULo;=`Zo
n:hon=erg

父が

0><oIZo
n:hon=abl

手から

T@bZoX̀=o
v:pf=conjn

掴んで

TLDWo
v:ipf

離れる

M̀oKdHoJo9KVo
neg-v=nmlz=advlz

できないかのように
UdHoIoU=o
ext-conjn

いたけれど
「父 (である皇帝) は (皇女の) 手を握り，離れがたい様子だったけれども…」
【GSM 115】

(33.6) McoFd<o
n

花

<FdVoR`=on
v=conjn

撒いて

?dZo<KdIo
n

法要

HI=ZoIZo
v:pf=conjn

催して

<R dIoWMo
n

祈願

LFLoLdn
v:pf=term

した
「花を撒いて，法要を催して祈願した」【GSM 16】

3 説明・継起・対比・逆接：V Fco
✓ ✏

• 後節が前節の説明を導く節として用いられることが多い。また，転じて時間的
継起の関係を表すこともある。「～して」「～すなわち～」「～であり～」

• 二つの事柄を対比的に提示する場合に，Fco が用いられることもある。逆接の
意味になる場合もある。

• IZo と同じように前節と後節の主体は同じであることが多い。
• 連声によって <Kco，Hco に形を変える。✒ ✑

3.1 説明 (言い換え)：～であり～，～であって～
説明 (言い換え) の用法とは，X Fco Y というとき，Yが Xの内容の理由・証拠，注釈，
例，引用，言い換えなどの関係になっているものである。Yは Xの内容の具体的説明と
いう位置づけである。
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(33.7) Lbo
n

息子

?coLT`o
v=nmlz.gen

上の

,!Ho
n

系譜

Pb=oPb=o,@WoJdo
pn

中宗

,@WoZVo
n.trns

皇位に

1>dIoFcn
v:hon:pf=conjn

就いたのであって
HcoI`o
dem=top

それは

G=o<̀o
pln=gen

唐の

,@WoL, !Ho
n

皇統

soJo
num

第五

U`IoIdn
cop=term

である
「長男の家系である，中宗が皇位に就いた。それが唐の第五代皇帝である」【GSM
22】

(33.8) ZcMZo
n

心

MoLHcoLo
neg-v=nmlz

安定しないこと

<F`=o<̀o
n=gen

心臓の

H;=`Wo6 qo
n=trns

中央に

Kd<oJT`o
v=nmlz.gen

当たった

<>d=o>̀<o
n=indf

難病
THIoFcn
v=conjn

似ていて

<RIoH/>Ho
n

投薬治療

V`Mo2Fdo
n

祈祷法要

<=o<̀Zo;==o
q=erg=ap

何によっても

KIoJVo
v=conjn

癒すのに

H:To
v

困難である
ScVoVdn
v=term

言った
「「心が穏やかでないのは，心の病のようだ。どんな治療や加持祈祷を行っても効果
をあげるのは難しいだろう」と言った」【GSM 117】

説明を導く Fco の場合は，第 IV部「単文＞名詞句の構造＞名詞の並列」(p. 210) でも
述べた通り，名詞 (句) のあとに直接 Fco を伴うケースがあり得る。判断動詞 U`Io が省略
されているものと考えられる。

(33.9) <Kc=oIo
n=loc

上に

Ro9KVo
n=advlz

帽子のように

9M `=oLo
v=nmlz

浮くもの

<ZbMn n
num

3

IoVdo
n

オの記号

<̀o2qo
n

イの記号
T2Fc=oJdo<Kcn n
n=conjn

エの記号であって

TH`o<ZbMo
dem-num

この 3

U`o<co
n

文字

1qIoWo
adjn=dat

全てに

;?Lo
v

被う
「上に帽子のごとく浮遊する三つ (の記号) は，(母音記号の) オ，イ，エであって，
この三つはすべての文字に適用される」【GSM 69】
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(33.10) =oIZo
1=abl

私から

<6q=oVLZo
n

系譜

soJoWn n
num=dat

五代目に

T@MoHJWoH1>=Zo;= `o
n=gen

文殊菩薩の

\+WoJo<Kcn n
n=conjn

化身であり

,@WoJdo
n

王
9McoRcZo
pn=qt

デと

1 >oLo
v:ipf:u=nmlz

言われるもの

T1 ^=on n
v:ipf

現れる
「私から五代目に，文殊菩薩の化身であり，デという名の王が現れるだろう」
【GSM 181】

3.2 継起：～して～
前件が後件の説明になっているわけではなく，「～して～」のように単なる継起的な出
来事を表す場合がある。この用法は IZo や >̀=o にもあり，明確に区別されていないよう
に見受けられる。

(33.11) ,@WoJdo
n

王

VoMdo?cVo
pln.trns

ラモチェ寺に

<HIoH I=ZoFcn
n#v:pf=conjn

招いて

9Zo;=o
n

仏堂

<S`<ZoZbo
v:hon=conjn

見るように
KbWoLZo
v:hum:pf=conjn

差し上げたところ

X̀Io5[o
adv

たいへん

H!=cZoJVo
v[=conjn

喜ぶことに

! ^VoFdn
v:pf]pf=term

なった
「王をラモチェ寺にお招きし，仏堂をご覧に入れたところ，たいへんお喜びになっ
た」【GSM 153】

3.3 対比：一方は～であったが一方は～
二つの事柄を対比的に提示するときに Fco が用いられることがある。

(33.12) Ho9Ko
advn

今

<\@`HoJVo
v[=conjn

幸せな状況に

1̂=o<K cn
v:pf]pf=conjn

なったが

Kb<Zo
advn

将来

>̀oTHIo>̀<o
q=indf

どのように

Td=o
v:ipf

なる
LZMZoIZn
v:pf=conjn

思って
「今は幸せになったが，将来はどうなることだろうと思って…」【GSM 44】
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3.4 逆接：～だが
思い描いたこと (前件) と現実 (後件) がそぐわない場合に逆接的な意味になる。

(33.13) TdoIo
adv

それなら

=cZoJoÀHo6qo
adv

絶対に

TLDdZoFcn
v:ipf=conjn

逃げるが

GLZo
n

方法

McHo
neg.ext

ない

1 >ZoJZn
v:pf=conjn

言ったところ
「「それなら何としても逃げなければ。しかし方法がありません」と言うと…」
【GSM 44-45】

(33.14) =cHo'MZo;==o
1=pl=ap

私たちも

TLDdZo
v:ipf

逃げる

H<dZo
v

したい

LZMo<Kcn
v:ipf=conjn

思っているが

THdHoUdIoWo
n=dat

欲望に

?<ZoJZo
v=conjn

執着することで
WcIn
v:ipf:a

捕らえられる
「私たちも逃げようと思っているのですが，欲望に執着して (羅刹女に) 捕えられて
います」【GSM 45】

4 逆接：V ;==o✓ ✏
• ;==o は動詞に直接接続する形で，前節で述べたことの想定に反する事態を後節
で述べる際に用いられる。

• ;==o は連声によって U=o，T=o に形態変化する。✒ ✑
逆接の接続助詞として最も一般的な形式である。「～しても」「～したけれども」という
意味を表す。

(33.15) Hco9KVo
adv

そのように

1>Zo;==o
v:pf=conjn

しても

LboMdo
n

娘

M̀o<KcVoIn
neg-v-conjn

与えないなら
「そのようにしても王女を与えないというならば…」【GSM 88】

(33.16) =Zo
1.erg

私が

@`o<?Ho
q

どんな言葉

<lHZo;==on
v:pf=conjn

言っても

;dZo
3.erg

彼が

LdHoUbWo6 qo
pln=trns

チベットに

Mo0 >`IoJVn
neg-v:pf=conjn

行かずに
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WIo
n

回答

U`o<cT`o
n.gen

手紙の

I=o6qo
n=trns

中に

Td=o<̀Io
v:ipf[-conjn

来て

T6q<
ext]prog

いる
「私がどんな要求を突きつけようが，あの男はチベットに戻りもしないで，(王の)
回答が記された手紙を差し出してきたのだ」【GSM 110】

(33.17) =o
1

私

TL=ZoX̀<o<̀Zo
n=indf=erg

臣下が

$cT`o
n.gen

王の

TGLoUo
n

戦いの相手

M̀oTd=o
neg-v:ipf

ならないだろう

8qZo;==on
v:hum:pf=conjn

言ったが
HL=oMcHo6qo
adv

やむなく

L>dWoLZo
v:pf=conjn

託したので

TGLoJVo
v:ipf=conjn

戦いに

?Zo
v

行った
「「私のような一介の臣下が王の相手などできません」と答えたが，否応なく戦うこ
とになった」【GSM 55-56】

5 逆接：V MdHo;==o，V MdHo
✓ ✏

• MdHo を動詞に直接接続する形で，前節で述べたことの想定に反する事態を後節
で述べる際に用いられる。

•『王統明鏡史』では MdHo の後ろに ;==o を伴う用例が見られる。現代の文語で
は，V MdHn TdIo;==o のように述べることが多い。

• 後節を述べずに MdHo で言いさしにすることもある。✒ ✑
5.1 逆接：～ではあるが
MdHo;==o の形で「～ではあるが」「～ではあるけれども」という意味を表す。

(33.18) 6qZo;=`o
n=gen

時代の

GoMo
adjn

末尾

<M`<o\@dHo
n

悪しき行い

M=oMdHo;==on n
v=conjn

多いけれども

=oU`o
1=gen

私の

9ZoZo
pln

ラサ

MGd=oGdZo
n

見聞き
Vc<oJoU`n n
v=nmlz=gen

触れるところの

T2F doLo
n

衆生

KWo?cVo
adjn

大方の

T;dVoLT`o
n.gen

輪廻の

<IZoIZo
n=abl

境涯から

GVn n
v

解脱する
「末法の時代は悪しき行いに満ちているが，わがラサ (・トゥルナン寺) を目にし，
耳にし，触れる衆生は輪廻の世界から解脱するだろう」【GSM 180】
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5.2 言いさし：～であるのに
MdHo が文末で用いられる例がある。その場合は，「～であるのに」という言いさしの意
味を表す。

(33.19) LVdIoJdo
n

大臣

<RIo'MZo
adjn=pl

他の方々

Zd=oLoIn
v:pf=conjn

行ったのなら

;?cHoWo
2=dat

あなたに

Xd<o
v:impr

来い

M̀oScVo;==on
neg-v=conjn

言わなくても
T2FdoLo
v:ipf[=nmlz

行くもの

U`IoMdHo
cop]expl=conjn

だが
「他の大臣たちが行ったのなら，あなたは「来い」と言われなくても行くもので
しょうに」【GSM 103】

逆接の接続助詞としては，『王統明鏡史』には現れないが，同じように用いることの
できる，V Vb=o がある。「～であるけれども」「～したけれども」「～しても」という
意味になる。

6 時を表す様々な表現：V-6qZo，V-OUo 等
「～する時」「～した時」といったことを表すのには，「時」を表す名詞を使うことで表さ
れることが多い。「V JT`o＋時を表す名詞」という連体修飾が用いられるほか，「V 時を表
す名詞」という形で結合させる用法も見られる。ちなみに現代語では後者のほうが多い。

6.1 V JT`o6 qZoZbo，V-6qZo
「時」を表す名詞 6qZo を用いた表現。まずは V JT`o6 qZoZbo という連体修飾の形を用いた
表現を挙げる。

(33.20) L>dMo9MIoTHZo
pn

シャーキャムニ

M?o=IoWZo
n=src

苦しみから

THZoIZo
v:pf=conjn

離れて

Wdo
n

年

<Kd=oH=o
num=com

千と
soL,@o6,<o>bo)o6,<o
num

566

WdIoJT`o
v=nmlz.gen

経った

6qZoZbo
n=trns

時に

,@oI<o<̀o
pln=gen

中国の

,@WoJdo
n

王

G=oRcZo
pln=qt

唐と
1>oLo
v:ipf:u=nmlz

言われるもの

1^=o<Kco
v:pf=conjn

生じて
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「シャーキャムニが涅槃に入って 1566年が経った時，中国に唐という王 (朝) が誕
生して…」【GSM 229】

「～していない時」のように否定を含んだ表現としては次のようなものがある。

(33.21) ,@WoJdo
n

王

<?YoIVo
n:hon.trns

成年に

MoZdIoJT`o
neg-v=nmlz.gen

達さない

6 qZoZbo
n=trns

時に
MoR=o;DdIoJo<\@cZoWoZd<ZoJo
pn=pl

マシャン・トンパキェーなど

LVdIoJdo
n

大臣

?dZoWo
n=dat

仏法に

M̀oH<ToLo'MZo;=`Zo
neg-v=nmlz=pl=erg

好まない者たちが

?dZo
n

仏法
1>Vo
v:ipf:u.conjn

することに

M̀o<I=oLT`o
neg-v=nmlz.gen

許さないという

;D`MZo
n

法律

L>ZoIZo
v:pf=conjn

作って
「王がまだ年端もいかない頃，マシャン・トンパキェーら反仏教派の大臣たちが仏
法を奉じることを許さないという法律を作って…」【GSM 202】

次の用例は，V-6qZo のように動詞と 6 qZo が結合している例である。

(33.22) <K<oV`o<AIo<S`<Zo
pn

タクリ・ニェンスィク

LR`oL>bo
num

40

WdIo6 qZo
v-conjn

達した時

THZn
v:pf

逝った
「タクリ・ニェンスィクは 40歳になったとき，亡くなった」【GSM 61】

6.2 V JT`oOUo，V-OUo
「時」を表す名詞 OUo を用いた表現。まずは V JT`oOUo という連体修飾の形を用いた表現。

(33.23) ZHoH=o
n=com

霜と

ZcVoLo
n

雹

1^=oLT`o
v:pf=nmlz.gen

生じた

OUo
n

時

TH`o
dem

これ

<dIoIZo
v=conjn

身につけて

R`=o
n

畑

L<? dVoIn
v:pf-conjn

回れば
ZHoH=o
n=com

霜と

ZcVoLo
n

雹

GbLo
v

防ぐことができる
「霜と雹が生じた時に，これを身につけて畑の周りを回れば，霜と雹の被害を防ぐ
ことができる」【GSM 98】

次の用例は，V-OUo のように動詞と OUo が結合している例である。
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(33.24) 9";=oGbLoJo
pn

シャーキャムニ

M?o=IoWZo
n=src

苦しみから

THZoOUn
v:pf=conjn

離れた時

<Md=oJdo
n

木

Hco
dem

その

T! =cWoIZo
v=conjn

倒れて
「シャーキャムニが涅槃に入った時，その木は倒れて…」【GSM 81-82】

6.3 V NoIo
V NoIo は「～した時」という時を表す節を作ることができる。

(33.25) <ÀHo
n

眠り

ZHoNoIn
v=conjn

覚めた時

NZoM<doIZo
n=abl

枕元から

<U<o
n

ヤク

H:VoJdo>̀<o
adj=indf

白い

Wd=oIZo
v=conjn

立って

Zd=oLo
v:pf=nmlz

出たの
MGd=on
v

見えた
「眠りから覚めた時，枕元から白いヤクが立って去って行くのが見えた」【GSM 56】

6.4 V % `=o，V JT`o$cZoZbo
%`=o と $cZo はいずれも「後ろ」「後」という意味の，空間や時間的に「後」であること
を表す名詞である。これを動詞と組み合わせて用い，V %̀=o と V JT`o$cZoZbo，V JT`o$ cZoWo
はいずれも「～した後に」という時を表す節を作る。

(33.26) <ZcVo!=`o
n=gen

金の

1>coMoWo
n=dat

砂に

T2FcoWd<o
n

寝転ぶこと

WIo
n

回

<ZbMo
num

3

1>Zo%`=on
v=conjn

した後

WbZo\+<o
n

身震い
Z̀WoLo>̀<o
v=nmlz=indf

震わせる？こと

1>ZoIZn
v:pf=conjn

して
「金砂の平原で三回砂浴びをした後，身体をぶるっと震わせ…」【GSM 45】

(33.27) ,@WoJdo
n

王

<M`<o>Io
adjn

罪深い

L1F d=oLT`o$cZoZbo
v:pf=conjn

弑した後に

LNbIoMdo
n

妃

?b=oLo>̀<oWo
adj=indf=dat

年下のに

<6 q=oL, !Ho;=`o
n=gen

系譜の
ZDZo9KdVo>̀<o
n:hon=indf

非嫡出子

1^=oLoH=on
v:pf=conjn

生まれると
「罪深い王が弑された後に年下の妃に非嫡出子が生まれると…」【GSM 238】
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7 範囲限定：V JoMo<Fd<Zo，V JoNMo!=`Zo
範囲限定の副助詞を用いることで「～しただけであって」「～するだけで」といった意
味の節を作ることができる。

(33.28) GVoJo
n

解脱

1>=o?bLo;=`o
n=gen

菩提の

WMoWo
n=dat

道に

T;dHoJoMo<Fd<Zn
v=nmlz=ap

付けただけで

<IdHoJo
n

害

;Lo)Uo
n

針の先

<=oU=o
q=ap

全く
<\@cWo
v:ipf:a

及ぼす

MoM?d=on
neg-v

したことがない
「（衆生を）解脱と菩提道に導き入れこそすれ，危害は針の先ほども及ぼしたことは
ない」【GSM 161】

(33.29) U`o<co6,<oJT`o
n.gen

六字真言の

<^Ho
n

音声

GdZoJoNMo!=`Zo
v=nmlz=ap=erg

聞いただけで

<6 q<oJT`o
n=gen

邪悪の

LZMoJo
n

思い

VLo5[o
adv

完全に
R`oIZn
v=conjn

鎮まり
「六字真言の音声を聞いただけで，邪悪な心がすっかり鎮まり…」【GSM 31】

8 目的：V JT`o0>`Vo，V JT`o0>`Vo6qo
「～するために」という目的を表す副詞節を作る形式である。動詞は未完了形 (意志的
他動詞の場合は未完了所動形) が用いられる。

(33.30) [oX=o<̀o
n=gen

和尚の

V`<ZoJo
n

理性

L%<oJT`o
v:ipf:u=nmlz.gen

確かめる

0>`Vo6 qn
n=trns

ために
「和尚の理性を確かめるために…」【GSM 221】

◎近現代チベット語の副詞節
理由を表す副詞節を作るのに，V-<KLZo，V <X̀Zo，V JVoL% cIo，V N=o などがよく
用いられる。また，目的を表す副詞節を作るのに，V JT`o?cHo6qo という形もよく用い
られる。
また，現代語では，時を表すのに V-<?LZo という形式も用いられる。
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第 34章

複文の周辺的な構文

チベット語の読解にあたって知っておくべき，複文の周辺的な構文について述べる。
(1) 長い補節を持つ構文，(2) 動詞が省略された構文，(3) 複文の主節が省略された言いさ
し構文の順に取り上げる。

1 長い補節を持つ構文
チベット語の特徴的な構文の一つとして，節の末尾に名詞化助詞の Jo を付して名詞節
とし，それを後続の節の補節とする複文がある。その中には補節がかなり長いものがあ
り，文の構造が分かりにくいので，補節のタイプ別に取り上げ，説明する。

1.1 前節が後節の対象となる場合
以下の例文では 1～4行目までが前節に相当し，4行目の末尾に名詞化助詞 Jo が付され
ている。Jo が付されたことで前節全体が名詞相当と解釈され，後節の動詞「呼ぶ」の補節
(この場合は対象) となる。

1 6qZoHcVo;o?co<\@cZoLS=Zo;=`oLbo\"oI.MoScVoLoHco
　　その時，カシミール人のキェーサンの息子，アーナンダという者が

　　　 2 VoZoH=oVoMdo?co<ÀZo;=`oLVoIn
　　　　　ラサ・トゥルナン寺とラモチェ寺の間に (ある)

　　　　　　 3 HVoO<ZoH2q=oZcLo;=`oOV=o6 qZoZVn
　　　　　　　　タルツァク・グゥンセプの市場で

　　　　　　　　　 4 OV=o1>cHo;=`IoUdHoJo
　　　　　　　　　　　商売をしていた (が，その) 者を
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　　　　　　　　　　　　 5 LdZoIZoWd3ToL>dWoFcn
　　　　　　　　　　　　　　呼んで，(その者に) 通訳を頼み

　　　　　　　　　　　　 6 ?dZoH=oLdIo<ÀZo)VHoJoT2FIoJZn
　　　　　　　　　　　　　　仏教とポン教の論争を行ったところ，

「その時，カシミール人のキェーサンの息子，アーナンダという者がラサ・トゥルナン
寺とラモチェ寺の間にあるタルツァク・グゥンセプの市場で商売をしていたが，その者を
呼んで通訳を依頼し，仏教とポン教の論争を行ったところ…」【GSM 203】

1.2 前節が後節の行為主体となっている場合
以下の例文では 1～4行目までが前節に相当し，4行目の末尾に名詞化助詞 Jo と指示詞
Hco の能格形 HcZo が付されている。これが後節の動詞「変身して忍び込む」の補節 (この場
合は行為主体) となる。

　　

1 1]oL6qHo<6q<oJo>In Z̀o:"YoScVoLo
　　たちの悪い妖龍で，スィフという名の者で

　　　 2 M?dHoIoTKDWo!=`oKIoLHcoNMoWZo<K cVoM̀o7 qZoR`=on
　　　　　 お供えをして敬っても，一時の幸福しか与えてくれず

　　　 3 MoH<ToIoMP UoH=on <l@doTLd<o'MZo2VdoLbVo6 qo<Fd=oLT`o
　　　　　気に障れば重い皮膚病や精神異常などを突如としてもたらすという

　　　　　　　　　 4 1]oL6qHoX̀Io5[oGboLo>̀<oUdHoJoHcZo
　　　　　　　　　　　極めて恐ろしい妖龍がおり，その妖龍が

　　　　　　　　　　　　　　　 5 %oJoL6qIo6 qo\+WoIZo1>=o=dZoM;VoI=o6 qo0 >`IoFcn
　　　　　　　　　　　　　　　　　七人の騎兵に変身して涼州城に忍び込み

「そこにスィフという名の，供え物をして敬っても，一時の幸福しか与えてくれず，気に
障れば重い皮膚病や精神異常などを突如としてもたらすという，たちの悪い妖龍がいた。
それが七人の騎兵に変身して涼州城に忍び込み…」【GSM 22】
　　　



272 第V部 複文

2 動詞が省略された構文
2.1 存在動詞の省略
存在動詞は文中で省略されることの多い動詞である。存在するものを表す名詞の後に存
在動詞を置かずに，その名詞を続く節の補節とするといった例が比較的よく見られる。そ
うした用例をいくつか紹介する。
以下の例文では，1行目の位格助詞 Io を受ける存在動詞が 4行目の「二人の人間」の
後に現れることが期待されるが，省略されている。そして「二人の人間」はそのまま，続
く 2つの節の主動詞の行為主体となっている。

1 <KdHoWb=oMHToIo
　　トゥールン谷の下手に

　　　 2 VLo5[o1^=oLT`o%<ZoM<doWo<\ HoMcHoJn
　　　　　出家した証として剃髪した者で，

　　　 3 <dZo=bVo<lH`<o2)oLR`o<dIoJT`o
　　　　　サフラン色の四角い袈裟をまとった

　　　　　　 4 M̀o<ÀZo
　　　　　　　　二人の人間 (がいる。その者たち) は

　　　　　　　　　 5 =T`o6,=o6qoTd=o,!oU`IoJo
　　　　　　　　　　　私のもとに来ようとしていた者たちで，

　　　　　　　　　　　　　　 6 Wd<o9Ko<\ @cZoIZo0>`VoWd<oZd=oUdHoJZn
　　　　　　　　　　　　　　　　不審に思って引き返してしまったので

「トゥールン谷の下手に出家した証として剃髪し，サフラン色の四角い袈裟をまとった
二人の人間 (がいる。その者たち) は私のもとに来ようとしていたのだが，不審に思って
引き返してしまったので…」【GSM 160】

以下の例文でも 1行目の位格助詞 Io を受ける存在動詞が 2行目の「大きな蓮」の後に
期待されるが，省略されている。その上で 2行目の「大きな蓮」には与格助詞 Wo が付さ
れており，4行目の「千枚の花びら」の後に存在動詞が期待されるがこれも省略されてい
る。さらに，4行目の「千枚の花びらの中央」には位格助詞 Io が付されていることから，
5行目の「花托」の後に存在動詞が期待されるがこれも省略されている。



第 34章 複文の周辺的な構文 273

1 MOVT`oI=oIo
　　湖の中に

　　　 2 J-RT`o<Md=oJdo?cIoJdo>̀<oWo
　　　　　大きな蓮 (があり，その蓮) には，

　　　　　　 3 UWo<oI`o<AToX̀=oNMn WdoMoI`oKbLoNMn
　　　　　　　　牛の軛のように太い茎，盾のように大きな葉，

　　　　　　 4 HcT`oTHLoMo<Kd=o9MIo!=`oH;= `WoIn
　　　　　　　　千枚の花びら (があり，その花の)，その中央に

　　　　　　　　　 5 ScTboT1(o*oMoNMoR`<oWo
　　　　　　　　　　　かめのような形の花托 (があり，その花托) において

　　　　　　　　　　　　 6 TdHoScVo<NoOV<ZoTKDdoLo>̀<o
　　　　　　　　　　　　　　色とりどりの光を発しているのが

　　　　　　　　　　　　　　　 7 MGd=o=don n
　　　　　　　　　　　　　　　　　見えた

「湖の中に，大きな蓮 (があり，その蓮) には，牛の軛のように太い茎，盾のように大き
な葉，千枚の花びら (があり，その花の)，その中央にかめのような形の花托 (があり，そ
の花托において) 色とりどりの光を発しているのが見えた」【GSM 29】

2.2 存在動詞以外の動詞の省略
存在動詞以外の動詞が省略されている例文も挙げる。
以下の例文では，1行目の起格助詞 IZo は「蓮の花が生じた」場所を明示しているが，

「生じた」という動詞は文中からは省略されている。

1 J-Ro>IoIZo
　　蓮を持つもの (＝蓮の湖) から，

　　　 2 J-RT`oScoT1(oWZn n LQWZoFcoT<(=ZoJT`o
　　　　　蓮の花 (が生じ，その蓮の花) の花托より化生した，

　　　　　　 3 \+Wo<?YoSbVoKbHo>In n
　　　　　　　　髷を持つ化身

「蓮の湖から，蓮の花 (が生じ，その) 花托より化生した，髷を持つ化身」【GSM 30】　
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3 複文の主節が省略された構文：言いさし
通常，副詞節の後には主節が続くが，会話文では主節が省略された用例が見られる。日
本語でも「～なんですが」などと言って，後に主節を続けずに含みを持たせる「言いさし」
という表現があるが，それと同様の用例が『王統明鏡史』にもある。*1

すでに本書の中で紹介した用例の中から，言いさしの用例を二つ挙げる。次に続くよう
に思われるが，続かずにここで文は途中で終わっている。

(34.1) Z=Zo,@Zo
n

ブッダ

VLZoL6qIo!=`o
n=gen

7世代の

V`=oLZDcWo'MZo
n=pl

舎利など

% cIo
n

像

TH`T`o
dem.gen

この

Gb<Zo:Vo
n:hon.trns

胎内に

L8 q<Zo
v:hon

いる
T@b<o,!o
v:ipf:a[-nmlz

させるべきこと

U`IoJoWo
cop]infer=conjn

であるのに
「過去七仏の舎利はこの像の胎内にまだ安置していないのですが…」【GSM 139】

(34.2) ;?cHoWo
2=dat

あなたに

Xd<o
v:impr

来い

M̀oScVo;==on
neg-v=conjn

言わなくても

T2FdoLo
v:ipf=nmlz

行くものであるのに

U`IoMdHo
cop=conjn

「(他の大臣たちが行ったなら) あなたは来いと言われなくても，行くものなのに」
【GSM 103】

また，次の用例は根拠の提示を表す接続助詞で文を終える言いさしから発展した意志の
モダリティを表すものとして紹介したが，「私が手伝うから」という言いさしの文と解釈
することも可能である。

(34.3) =Zo
1.erg

私が

2Fd<Zo
n

手伝い

1>oU`Zo
v:ipf:u=term/v:ipf:u=conjn

しよう
「私が手伝おう/手伝うから」【GSM 242】

この場合，U`Zo が接続助詞なのか終助詞なのか問題になるが，言語形式の歴史的な変遷
を念頭に置くと，すでに終助詞化が始まっていると考えられる。

*1 現代の口語では言いさしは頻繁に用いられる。
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付録 1

連声規則

助詞の連声規則は，直前に来る名詞や動詞などの語の綴り，具体的には後置字・再後置
字に呼応して形態が変化するものである。歴史的には音声的な対応があったものが，綴り
にも反映されているものと考えられる。
ここに示す助詞の連声規則は，規範文法に則ったものであり，現代のチベット語の出版
物はほぼこれに従っている。しかし，本書が典拠としている『王統明鏡史』では必ずしも
これに従っていない。おそらく各時代のチベット語の通用状況を反映しているものと思わ
れ，興味深い現象である。
以下，連声規則を 4つのグループに分けて順に示す。最後に早見表を付したので参照さ
れたい。

1 ;=`o，;=`Zo，;=`Io
属格助詞/接続助詞/終助詞 ;=`o の連声規則
属格助詞の連声規則は以下の通りである。

• ;=`o：直前の語の後置字が -Ho, -Lo, -Zo の場合，および再後置字が -Zo の場合，歴史
的に再後置字 -Ho を持つ場合

• <̀o：直前の語の後置字が -<o, -=o の場合
• !=`o：直前の語の後置字が -Io, -Mo, -Vo, -Wo の場合
• U`o：直前の語の後置字が -To の場合，および後置字なしの場合
• -T`o：直前の語の後置字が -To の場合，および後置字なしの場合

能格助詞/接続助詞/終助詞 ;=`Zo の連声規則
能格助詞の連声規則は以下の通りである。

• ;=`Zo：直前の語の後置字が -Ho, -Lo, -Zo の場合，および再後置字が -Zo の場合，歴
史的に再後置字 -Ho を持つ場合
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• <̀Zo：直前の語の後置字が -<o, -=o の場合
• !=`Zo：直前の語の後置字が -Io, -Mo, -Vo, -Wo の場合
• U`Zo：直前の語の後置字が -To の場合，および後置字なしの場合
• -Zo：直前の語の後置字が -To の場合，および後置字なしの場合

副詞化助詞 ;=`Io の連声規則
「～しながら」という意味を表す副詞化助詞 ;=`Io には，<̀Io, !=`Io, U`Io という異形態があ
り，連声規則は上述の能格助詞，属格助詞と同じである。ただし，『王統明鏡史』では必
ずしも連声規則に則っていない。

2 ;==o，5[o，Fco，Jo
累加副助詞/逆接接続助詞 ;==o の連声規則
累加の意味を表す副助詞と，逆接の意味を表す接続助詞 ;==o には，U=o, T=o という異
形態がある。
直前の語の後置字がある場合は次のような連声規則に基づいて形式を付す。

• ;==o：直前の語の後置字が -<o, -Ho, -Lo, -Zo の場合，および再後置字が -Zo の場合，
歴史的に再後置字 -Ho を持つ場合

• U=o：直前の語の後置字，再後置字が -=o, -Io, -Mo, -Vo, -Wo の場合
• -T=o：直前の語の後置字が -To の場合

後置字をもたない語につく場合は，ツェクなしでT=o を付すか，ツェクを用いた場合は
U=o を用いる。

到格助詞/接続助詞 5[o の連声規則
到格助詞は直前の名詞の綴りにしたがって 5[o, 6qo, Zbo, Vbo, -Vo という異形態をとる。

• 5[o：直前の語の後置字が -Ho, -Lo の場合，歴史的に再後置字 -Ho を持つ場合
• 6qo：直前の語の後置字が -=o, -Ho, -Io, -Mo, -Vo, -Wo の場合
• Zbo：直前の語の後置字，または再後置字が -Zo の場合
• Vbo：直前の語の後置字が -To の場合，および後置字なしの場合
• -Vo：直前の語の後置字が -To の場合，および後置字なしの場合

接続助詞 Fco の連声規則
• Fco：直前の語の後置字，再後置字が -Io, -Vo, -Wo, -Zo の場合，および再後置字が -Zo
の場合，および歴史的に再後置字 -Ho を持つ場合

• <Kco：直前の語の後置字が -<o, -=o, -Lo, -Mo, -To の場合，および後置字なしの場合
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• Hco：直前の語の後置字が -Ho の場合

名詞化助詞 Jo，その格助詞融合形 JT`o, JZo, JVoの連声規則
• Jo：直前の語の後置字が -<o, -Ho, -Io, -Lo, -Mo, -Zo の場合，および再後置字が -Zo
の場合，歴史的に再後置字 -Ho を持つ場合

• Lo：直前語の後置字が -=o, -To，-Vo, -Wo の場合

後置字をもたない語につく場合は， Lo を用いる。

3 >̀<o，>̀=o，>cZo
命令終助詞/不定限定詞 >̀<o，接続助詞 >̀=o，引用助詞 >cZo の連声規則

• >̀<o, >̀=o, >cZo：直前の語の後置字が -<o, -Ho, -Lo の場合，歴史的に再後置字 -Ho を
持つ場合

• R`<o, R`=o, RcZo：直前の語の後置字が -=o, -Io, -Mo, -To, -Vo, -Wo の場合，および後置
字なしの場合

• X̀<o, X̀<o, XcZo：直前の語の後置字，再後置字が -Zo の場合

『王統明鏡史』では，後置字なしの場合に R`<o ではなく >̀<o が用いられることが多く，
興味深い。現代のラサのチベット語では不定限定詞はもっぱら >̀<o tyik, tyi が用いられ
ることを考えると，書かれた当時の口語の影響という可能性もあり得るだろう。

4 Tdo，TMo
終助詞 Tdo，選択詞 TMoの連声規則
直前の語に後置字がある場合は，To 字のかわりにその後置字を用いる。

• 終助詞 Tdo の例：U`Io の末尾につく場合は U`IoIdo，UdHo の末尾につく場合は UdHoHdo，
歴史的に再後置字 -Ho を持つ場合は，例えば ! ^VoFdo。

• 選択詞 TMo の例：U`Io の末尾につく場合は U`IoIMo，UdHo の末尾につく場合は UdHo
HMo，歴史的に再後置字 -Ho を持つ場合は，例えば !̂VoFMo。

後置字をもたない語につく場合は，ツェクなしで Tdo，TMo を付す。

• 終助詞 Tdo の例：X̀o の末尾につく場合は X̀Tdo，<do の末尾につく場合は <dTdo。
• 選択詞 TMo の例：X̀o の末尾につく場合は X̀TMo，<do の末尾につく場合は <dTMo。
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連声規則早見表
最上段は，直前の語の後置字 (-Z は再後置字も兼ねる) を示す。右端の HoH I< は歴史的
に再後置字 H を持っていたと見なされる場合を表す。 左端の 1～4の番号は，付録 1の
節番号と対応する。

-< -= -H -I -L -M -T -V -W -Z なし HoH I<

1

<̀o <̀o ;=`o !=`o ;=`o !=`o -T`o ! =`o ! =`o ;= `o -T`o ;=`o
U`o U`o

<̀Zo <̀Zo ;=`Zo !=`Zo ;= `Zo ! =`Zo -Zo !=`Zo !=`Zo ;=`Zo -Zo ;=`Zo
U`Zo U`Zo

<̀Io <̀Io ;=`Io !=`Io ;=`Io !=`Io U`Io ! =`Io !=`Io ;=`Io U`Io ;=`Io

2

;==o U=o ;==o U=o ;==o U=o -T=o U=o U=o ;==o -T=o ;==o
　 　 　 　 U=o U=o
　 5[o 6qo 6qo 6qo 5[o 6qo -Vo 6 qo 6qo Zbo -Vo 5[o
　 Vbo Vbo

<Kco <Kco Hco Fco <Kco <Kco <Kco Fco Fco Fco <Kco Fco
Jo Lo Jo Jo Jo Jo Lo Lo Lo Jo Lo Jo

3

>̀<o R`<o >̀<o R`<o >̀<o R`<o R`<o R`<o R`<o X̀<o R`<o >̀<o
>̀=o R`=o >̀=o R`=o >̀=o R`=o R`=o R`=o R`=o X̀=o R`=o >̀=o
>cZo RcZo >cZo RcZo >cZo RcZo RcZo RcZo RcZo RcZo RcZo >cZo

4
<do =do Hdo Ido Ldo Mdo -Tdo Vdo Wdo Zdo -Tdo Fdo
<Mo =Mo HMo IMo LMo MMo -TMo VMo WMo ZMo -TMo FMo

なお，チベット語の教科書では，上の表の 3のタイプに，>cTdo/RcTdo/XcTdo，および >coIo/Rco
Io/XcoIo が掲載されることが多い。前者は引用助詞と終助詞の組み合わせで，「～というも
のである」という意味になり，後者は引用助詞と接続助詞の組み合わせで，「～というこ
となら」という意味になる。
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句読線と文頭記号

ここでは句や節，文を区切る句読線と，書物の書き出しなど，冒頭に記す文頭記号に関
するごく基本的な点について述べる。

1 句読線
句読線 (チベット語でシェー*1) には次のようなものがある。

1線シェー n 句，節の区切り。文の終止や次の文の開始を表す

2線シェー n n 韻文の偈ごとの区切り (文終止の使用例もあり)

4線シェー n n n n 章などの大きいまとまりの終止や，タイトルの末尾

　 (2つの 2線シェーの間に間隔を開ける)

　　

1.1 1線シェーの使用例
以下の用例では 3 つの 1 線シェーが用いられている。最初の 1 線シェーはまだ文の途
中で，句末を示している。次の 1線シェーは文末を示す (終助詞 Zdo が使われている)。そ
の次の 1線シェーは，新しい文の開始を示している。

... ULoUbMo<ÀZo;=`oGb<ZoWoTKDc=oLR`Io6qn T@`<o% cIoM̀o?dZoWoKIoJT`oLZVLo1>o<Wo?coLoHJ<o5[o
McHoJoMPHoIZoLdHo6qo?ZoZdn　　nHcVo<\ @cWoGb=oWo1>dIoJT`o...
　

*1 XHo `syää
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1.2 2線シェーの使用例
韻文の偈ごとの区切りとして使われている。韻文の最後も 2線シェーが使用される。

=oU`oM̀<oH=oTH IoLT`oLboMdo;?dHn n LdHo>cZo1 >oLo;oLo>Io!=`oUbWn n UbWoWZo;?HoJVoTK<ZoJo
HcoU`IoFcn n <=ZoV`oV=oLR`IoM?dHo% cIo2)LoJT`o<IZn n

1.3 4線シェーの使用例
章の末尾などで使用される。以下は，『王統明示鏡』の写本の例で，第 2章の終わりか
ら，第 3章の冒頭にかけての文章で 4線シェーが使用されているところである。

... VLo5[o<IZoJoMPHoJT`oWcTbo<Kco<ÀZoJTdn n　　　　n nHcoIZo@doLdo9";=oH=on NIo9MIo!=`o@doLdo
,@oI<o<̀oUbWo6qo...　

活字印刷本では見出しを立てて章立てするなど，近代的な本の体裁に改めてしまうた
め，4 線シェーは章の末尾にまとめて記し，次の章の冒頭はシェーなしで始めることが
多い。

1.4 句読線の禁則
■段落の冒頭での句読線出現禁止
一般的な注意点として，句読線で段落を始めることはできない。
写本や木版印刷では段落を改行によって示すことはないが，活字印刷本の形に整理され
た文献では，段落を改行で示すことがある。その場合，新たな段落で始まる場合は，その
前の段落の文末に n　　n のように並べて表記する。新たな段落はシェーなしで開始する。
4線シェーの場合も同様で，上述の通りである。

■直前の語の綴りと句読線の関係
句や節，文のまとまりが =o で終わる場合，音節区切り点を打ってから句読線を書く。
また， :, <, X で終わる場合は句読線が不要となる。最初の例は通常の句読線，2つ目の
例は，末尾が = であるため，音節区切り点を打ってから句読線が書かれている例。3つ目
の例は末尾が < であるため，句読線が省略されている例である。

.... UdHn　　　.... 1^=on　　　.... T6q<
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なお，末尾が < でも，母音記号や上接字や下接辞がついた場合はこの限りではない。

.... <dn　　　.... <Adn

■改ページをした場合の句読線
改ページをして 1～2音節でシェーが必要となる場合は，普通の句読線ではなく，{ (リ
ンチェン・プンシェー*2)を書く決まりである。

2 文頭記号
2.1 書物のタイトルや文章の冒頭での使用
文頭記号*3と 1線シェーを，間を開けて 2本記すことによって，書物のタイトルや文章
の冒頭を表すことがある。以下はタイトルの例。

mn　nLVoMT`oGb<Zo<^+LoIdVoLbo,@oMOVT`oWZo1 >=oRcZo1>oLoL8 q<ZoZdn n　　n n

文頭記号には，m|が用いられることもある。

2.2 経典等の横に長い印刷物のおもて面での使用
経典等の横に長い印刷物では，おもて面の冒頭に文頭記号と 1線シェーを，間を開けて

2本記す。

2Fd<Zo?dZoMPHo<d=oMoWo<\@LZoZboM?̀Tdn　n,@Wo;MZo2)LoGdLoKdoMdoWo<\ @LZoZboM?̀Tdn　 0 >d<Zo　
(裏面終わり)
—————————————————————————————————–
(おもて面初め)
mn　　nL>bo6qZo<ZbMoH<coT6qIoWo<\@LZoZboM?̀Tdn　n\dio\"f:"Yin \dio<?YoU`Zo1 >`Io!=`ZoLwVLo

*2 V`Io?cIoRY=ZoXHo ´riðtyeð `puNsyää

*3 チベット語では U`<oM<do ´yiNko という。
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ラテン文字転写方式

世界で広く用いられている転写方式はワイリー方式*1である。基字との対応は以下の通
りである。

カ段 : ka ; kha < ga = nga

チャ段 > ca ? cha @ ja A nya

タ段 F ta G tha H da I na

パ段 J pa K pha L ba M ma

ツァ段 N tsa O tsha P dza

その他 Q wa R zha S za T ’a

U ya V ra W la

X sha Z sa [ ha \ a
　
　単語をワイリー方式で表記する場合，前置字や後置字部分には母音 a を書かない。ま
た，結合文字も間に母音 aを入れずに表記する。

◆例：

V`o ri (山)　MOVo mtsho (湖)　&do rdo (石)　LD<o brag (岩)
ZcMZo sems (心)　<RZo gzhas (歌)　L:To bka’ (命令)　<^ Ho sgra (音)

*1 Wylie Transliteration System。1959年にアメリカのチベット学者 Turrell Wylie によって考案され
た。サンスクリットからの借用語を表せるように拡張ワイリー方式が考案されている。主なものとして，
大谷大学の福田洋一教授考案による Extended Wylie Transliteration System とヴァージニア大学考
案の THL Extended Wylie Transliteration System がある。
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! = と <U の書き分けには注意を要する。! = は gya と表記するが，<U はこれと区別す
るため g.ya または g-ya と表記する。

◆例：!==o gyang (塀)　<U=o g.yangまたは g-yang (福運)

また，下接字 { は，v または w で転写する。

◆例：Oxo tshvaまたは tshwa (塩)

属格助詞 T`o，指小辞 Tbo の表記は，チベット文字で音節区切り点ツェクを用いないのと
併せてスペースを用いずに書く。

◆例：=T`o nga’i (私の) 　<Tbo ga’u (仏がん)

音節区切り点はスペースとし，句読線シェーはスラッシュで表記する。

◆例：L1FoX̀ZoLHcoWc<Zn bkra shis bde legs/ (おめでとうございます)
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索引

チベット語索引

:
-:o . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 47, 117

;==o (累加副助詞) . . . . . . . . . . . . . . . 110, 218

V ;==o (接続助詞). . . . . . . . . . . . . . .111, 264

;=`o (属格助詞). . . . . . . . . . . . . .110, 131, 155

V ;=`o (接続助詞) . . . . . . . . . . . 103, 104, 255

V ;=`o (終助詞) . . . . . . . . . . . . . . . . . . 111, 182

V-;=`oT6q<o . . . . . . . . . . . . . . . . . 107, 162, 165

V-;=`oUdHo . . . . . . . . . . . . . . . . . . .107, 162, 168
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